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　【プロローグ】




　疾しつ駆く。小さな体が空気を切り裂さく。

　間に合わないという声が頭の中で囁ささやく。それでも体は止まらない。揺るぎない意志は、諦あきらめることを拒きよ絶ぜつする。

　ワックスがかかった廊下を曲がるたび、上うわ履ばきがきゅっきゅと小こ気き味みよい音を立てる。放課後の廊下に人ひと影かげはなく、思う存ぞん分ぶん全力が出せた。

　スカートの裾すそをはためかせ、ライトブラウンのポニーテールもゆらゆらと揺れる。

　小中学生に間違われる小さな体は、しなやかな筋きん肉にくを内に隠かくす。一歩踏ふみだすごとにぐんと景色けしきが流れるさまは、サバンナを駆かけるチーターを思わせた。

　……胸が走るのに邪じや魔まにならないとか、肉にく感かん的じゃない体は空気抵てい抗こうが少ないとか、そんなことは関係ない。関係ないったら関係ない。

「美み緒お、ポイントはどこ！」

　イヤホンマイクにどなる。すぐに無む機き質しつな声で「東ひがし校舎三階。３年Ａ組の教室です。依い然ぜんフラグは消えてません」と告げてきた。桜さくら子こが走っているのは西にし校舎の二階だ。まだ距離がある。

　気づけば吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうが聞こえてきた。加えて野球部のかけ声と、金属バットが硬こう球きゆうをかっ飛ばす小気味よい音までも。

　まずい。危き機き感かんがさらに高まる。

　頭の中に中ちゆう等とう部ぶの校舎を描く。三年間──というか、ほんの数ヶ月前まえまで通っていたのだから細さい部ぶまで鮮せん明めいに描ける。

　現在地と目的地の距離を踏まえ、到とう着ちやく時間を予測。中庭を挟んだ向かいの校舎に行くには、渡り廊下を使わなくちゃいけない。桜子がいる西校舎の二階からだと、どんなに急いでも間に合わなかった。

「あたしに不可能はない！」

　急きゆう転てん換かんし、目的地を変える。

　ぎゅぎゅっと上履きがワックスに食い込む音がする。足首に負荷がかかるものの、今までの速度を完全に殺し、走ってきた方へ引き返して行く。

「ゴンザブローは何やってるの。美緒、連れん絡らく取れた？」

「プロテインに下げ剤ざいが混じっていたらしく、トイレで唸うなっているそうです。ええ、とんだクソ野や郎ろうですね」

「くだらないことを無む感かん情じように言わない。ったく、あんのバカ！　脳みそまで筋きん肉にくが詰まってるんだから！」

　それにしてもプロテインに下げ剤ざいだなんて、卑ひ劣れつなことを！

　ぎりっと奥おく歯ばを嚙かみしめ、もし自分の愛あい飲いんしている北ほつ海かい道どう直ちよく送そう牛乳に入れられてたら──と思い、ぶるりと身み震ぶるいした。今度からはゴンザブローに毒どく味みさせてから飲もうと心に誓ちかう。

　ばたばたと廊下を駆かけ、目的の教室の前で直角に曲がる。スピードを殺すために床を滑すべった手のひらが、火傷やけどしたみたいにひりひりした。

　教室内に飛び込んだ桜さくら子こはキッと窓の向こうを見み据すえる。東ひがし校舎三階。廊下の窓は見えるが、教室の中までは見えない。けれど桜子には、くっきりとイメージ映えい像ぞうが浮かんでいた。

「聞こえる？　フラグは動いてないわね」

「はい。でもそろそろ時間です。あと三十秒」

「充分！」

　窓を一気に開け放つ。

「《天使の矢キユーピツド・アロー》」

　桜子の凜りんとした声に反応し、虚こ空くうに光の粒りゆう子しが集しゆう束そくしていく。粒子は輪わを作りだし、その中からするんと裸はだかの男の子が滑り落ちてきた。

　幼い男の子はぷっくりとした手足にぷにぷにのお腹なかをしており、柔らかそうな金きん髪ぱつの上には、光の粒子が形作った輪っかが浮いている。背中に純白の翼つばさを生はやす姿すがたは、ラファエロの世界から抜けでた天てん使しそのものであった。

　そして見るからに愛らしい天使が手に持つオモチャみたいな弓ゆみ矢やも、よけいに微笑ほほえみを誘う。

　初めは一人。

　しかし続いて三人。合計四体の天使が桜子の周囲に浮く。

　桜子はぎんと目に力を込めて、向かいの校舎を睨にらみつける。桜子の意い思しに呼こ応おうし、天使たちは窓の外に飛びだしていった。彼らが向かうのは三階の高さ。狙ねらうは教室でキスしようとする男女だ。

　ここからでは不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうに勤いそしむ男女が見えない。

　しかしそんなもの、どうとでもなる。壁は貫かん通つうできなくとも、ガラスなら数本の矢で砕くだける。廊下の窓を砕き、教室の前後にある扉とびら──その覗のぞき窓を砕いて射しや線せんを確かく保ほする。あとは乱れ撃うちだ。こっちの精神力が保つ限り、ありったけの矢を降り注そそいでやる。

　もちろん廊下側がわの席にいたら死角になるけれど、こういうときのキスは決まって窓まど際ぎわでするものと相そう場ばが決まっているのだ。

　──知らないけどッ！

　ふくれっ面つらになる桜子は天使に矢を引き絞しぼらせる。まず物理的な障しよう害がいを排はい除じよする。廊下側の窓、続いて扉の覗き窓。これらを割る音でフラグを消しよう滅めつできればいいのだが、おそらくそんなヤワなフラグではないはず。

　ここが決定的な分ぶん岐きなのだから。

　それにしても、

「中学生ガキが教室でいちゃつくんじゃなぁ───────────────いッ!!」

　鬱うつ憤ぷんを吐きだす。

　矢も普ふ段だんの二割増ましの威い力りよくで放たれた。廊下の窓に向かう四本の矢。それらが廊下の窓を。二に射しや目めが教室の覗のぞき窓を。それぞれ砕くだき、本ほん命めいへの道を作る。

　イメージが現実となる手ごたえを得て拳こぶしを握りしめた。ところがその自信を砕くように、矢が弾はじかれる。

「ッ！」

　赤い糸が一いつ閃せんしたかと思ったら、すべての矢は糸に叩たたき落とされてしまった。すぅっと消える糸。矢も地面に落ちる途と中ちゆうで消えていく。

「舞まいね！　このいけ好かない覗のぞき見み女！」

「ふふっ、相変わらず口くち汚ぎたないですね。桜さくら子こさん」

　渡り廊下に姿すがたを現した女子高生を見て、きぃっと歯を剝むく。同じ高こう等とう部ぶ一年なのに、中学生──時には小学生に間違えられる桜子と違い、舞は背こそ平均的だが、出るところはしっかり出て、引っ込むところはしっかり引っ込んでいるから憎にくたらしい。

　前まえ髪がみを揃そろえた黒くろ髪かみは長く艶つややかだ。日本人にん形ぎようそっくり。きっと夜中になると、独ひとりでに伸びだすに決まってる。陰いん険けん女なのだから、それくらいじゃ驚かない。

　優ゆう位いに立った舞は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑えみを浮かべているが、不ふ意いに桜子の悔くやしさに歪ゆがんだ表情が一転する。勝利を確信し、にやっと口くち元もとが緩んだ。

　舞がそれに気づいてはっとするも、すでに遅い。

　あらかじめ先さき出だししていた五ご体たいあまりの天てん使しが、舞の目をかいくぐって狙そ撃げき位置に着いていた。天使たちは据え置き式大型弩砲バリスタを数人がかりで用意し、今まさに矢を放たんとしている。

「しまっ──!!」

　慌あわてる舞が赤い糸を顕けん現げんさせるが、すでに天使の矢は放たれた後だ。そう何度も負けるわけにはいかない！　そんな桜子の意い地じがかかった一いち撃げきは、今までにないほど剛ごう力りきを秘めた一撃だった。窓を砕き、その先にいるカップルの恋心までも貫つらぬく一撃。

　勝った！

　無意識のうちに握り拳こぶしを作る。

　ところが今まさに廊下のガラスを貫こうとしていた矢が前まえ触ぶれもなく砕け、天使さえも光の粒りゆう子しとなって消え失うせた。

「え!?」

　驚きの声は、桜子だけではない。

　舞までも目を見開き、驚きよう愕がくの声を漏もらしていた。

　桜子と舞はお互いに顔を見合わせて、何が起きたのかと窺うかがい合う。視線を一いつ瞬しゆん交わしただけで、お互いの組織が関わっていないとわかる。

「このフェーデに関わっているのはアルテミスとアポロンだけのはず……」

　桜さくら子この仲間がやったことではない。舞まいの仲間がやったことでもない。今さら他の組織がちょっかいをかけるなど──

　混乱する桜子だったが、いまだフェーデは終わっていないことを思いだす。急いで天てん使しを顕けん現げんさせようとしたが、さえぎるように

『カラーン』

　と鐘かねの音ねが鳴り響ひびいた。

　物理的なものではない。桜子たち覚かく醒せい者しやの頭の中にのみ、直接響いている。舞にも、美み緒おにも届いているはずだ。

　わけがわからないまま呆ぼう然ぜんとする桜子。視線を落とす桜子は渡り廊下を歩く一人の貧ひん相そうな男だん子し生徒を見つけ、こいつが犯人か！　と歯がみする。フェーデ終了間ま際ぎわ、男子生徒の背中にかすかな光の粒りゆう子しが残っていたのを目もく撃げきしたのだ。

「またわたしたちの勝ちです。これで三連勝。うふふ、桜子さん弱くなりました？」

　ブチ。切れた。いろんなものが切れた。

　扇おうぎ桜子十五歳さい。なりは小さいが、プライドはでっかい、厄やつ介かいな女子高生だった。

「うっさいわね！　次！　次のフェーデはあたしらが勝つよ！　ぜぇーったいにね！」

「期待してます。だって最近、骨がなくて退たい屈くつなんですもの」

　ふふっと上じよう品ひんに笑って、桜子に背を向ける。

　ぶるぶると全身を震わせる。今にも噴ふん火かしそうな桜さくら島じま、もとい桜子であった。

　が、こらえた。

「ふ、ふふふっ……」

　不ぶ気き味みな声が漏もれる。口くち元もとに浮かぶのは凶きよう悪あくな笑えみ。

　今、舞に言い放ったのは、はったりなんかではない。あの男子生徒──予想が正しければ、かなりの戦せん力りよくになるはず。詳しく調べてみる価か値ちはある。それに舞の様よう子すからすると、まだ男子生徒に気づいていないようだ。次のフェーデまでには調査をすませて、必要ならば仲間に引き入れて勝利を手にしてみせる。

　ここでの一敗は痛いが、ぎりぎりのところで新しい手て札ふだを見つけられた。問題は新しい手札が使えるか否いなかだ。

「ふんっ、あたしの引きの強さを見せてやるわよ」

　桜子は両手を腰に当て、「ふわーっはっはっはっ！」と高らかに笑う。気づけば、三階の廊下から一組の男女が見下ろしていた。

「………………」

「………………」

　目が合う。

　男女の距離は物もの凄すごく近い。二人とも手を握っているのだと、すぐに気づいた。フェーデに負けた事実を見せつけられているような気持ちになる。

「バーカ！　教室でちゅーなんかしてんじゃないわよ！」

　絶ぜつ句くする二人を後しり目めに中なか指ゆびを押っ立て、教室を後にする。すっごく負け犬っぽいなと思いながらも、姿すがただけは立りつ派ぱに胸を張っていた。ちっとも大きく見えない胸を。
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　クロしろクロしろクロしろ。

　てってってっと、リズムよく横おう断だん歩道の白はく線せんだけを踏んでいたら人の影が見えた。影を辿たどっていくと磨みがかれたローファーが目にとまる。視線をそのまま伝っていくと、紺こんのハイソックスが細い足首をきゅっと包んでいた。

　女の子だなぁと思うのと同時に、なんで石いし垣がきの上に立ってんだ？　という思いが半はん々はん。あと金持ちそうだなぁというのが俺おれの印いん象しよう。

「水みず原はら直なお樹き。十五歳さい。十じゆう文もん字じ学園高こう等とう部ぶ一年。公こう立りつ中学を卒業後、今年の四月に入学。成績は中の下。所しよ属ぞくする部活はなし。家族は母親と二人暮らし。父親の残した借しやつ金きん返済のため、アルバイトに励はげむ。先日のＧＷで高収入を得てほくほく中」

　驚いて顔を上げるとちびっ子がいた。たぶん一四〇センチに届くか届かないぐらい。

　十文字学園は校門の正面──バカでかい敷しき地ちの中央に講こう堂どうを構え、講堂を中心点とした三角形の頂点に高等部、左の点に初しよ等とう部ぶ、右の点に中ちゆう等とう部ぶの校舎が存在する一いつ貫かん校こうだ。だもんだから、初めは初等部の生徒かと思った。

　俺の視線に気づいたそいつは、ふんと鼻を鳴らす。
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　ライトブラウンの髪かみはポニーテールにしてあり、勝ち気そうな吊つり目と相まって、生なま意い気きな雰ふん囲い気きを醸かもしだす。化け粧しようをしているわけじゃないのにやたらと印象的なのは、目が大きいからだろうか。まるで猫ねこだ。

　バックには夕日。夕日を背負ったちびっ子。わかっててやっているなら、このちびっ子、ただ者じゃない。

　高校生のコスプレにしか見えないけれど、チェック柄がらのスカートや赤いネクタイなどは俺おれと同じ十じゆう文もん字じ学園の高こう等とう部ぶ一年を示すものだ。けど──

「職しよく質しつ受けそう……」

　この子と付き合ったりなんかしたら、警察のお世せ話わになりそうな匂においがぷんぷんする。

「はぁ？」

　何なに言ってるの、このウジ虫。とでも言わんばかりの目で睨にらまれた。なんだって俺がこんな目で見られなくちゃいけないんだ？　と思いながら、やっぱり笑顔を絶やさない。染しみついた営業スマイルって奴やつである。愛想あいそがよくて損をしたことはない。笑顔はタダ。タダならやっておいて損はない。

「いやいや、なんでもないよ。それでお嬢じようちゃんは何か用なのかな？　お兄にいさん急いでるんだけど」

　ごす。無む言ごんでみぞおちを殴なぐられた。

　呻うめく。

　腹を押さえてうずくまる。

　すっげえ痛い。こいつの拳こぶし、砲ほう丸がんなんじゃねえの？　つか怒っていいよね、これは怒った方がいいよね。しつけだよね。

　誰だれに対してかわからないけれど問いかける。たぶん俺の良りよう心しんとか自じ尊そん心しんとか、そんな感じの誰か。

　俺は油が切れたロボットみたいにぎぎぎっとぎこちなく立ち上がり、ニッコリと微笑ほほえむ。おおっ、意い外がいに我が慢まん強いな俺。染しみついた癖くせって怖こわいよね。バイト先で難なん癖くせつけてくるバカな客を思えば、この程てい度ど──

「さっさと起きなさいよ。みっともない」

「はっはっはっ、怒っていいですか？　これは怒ってもいいんでしょうか？」

　お前のせいだっつーの！　という言葉を吞み込み、笑顔で応おう対たいする。

「あんたが失礼なこと言うからでしょ。自じ業ごう自じ得とくって言葉、知ってる？」

　心しん底そこバカにした目で見てくる。ちびっ子なのに、すげぇ上から目め線せんときたもんだ。どこのお姫ひめ様さまだコンチクショー。

「それであんた、ちょっとアルバイトしない？」

「しません」

　即そく答とう。

　こんなヘンな奴やつに関わると、ロクでもない目に遭あう。これで「いいね、やるやる！」とか言いだす奴がいたらお目にかかりたい。そいつはマゾか、ロリコンに違いない。

　すたすたとちびっ子の脇わきを通り過ぎ、

「ちょ、ちょっと！」

　がし。摑つかまれた。無む視しして歩こうとしたら、進めなかった。シャツの裾すそを渾こん身しんの力で握りしめてくる。こんなちびっ子なのに、なんつー馬ば鹿か力ぢから。というより俺おれが非ひ力りきなのか？

　背は多た少しよう自信があるけど、体格は細い。だてに栄えい養よう価かの低いモンばっか食ってないからな。栄養は大事だぞ。特に成長期には充分な栄養を摂せつ取しゆしないといけない。そういえば小中学校と牛乳だけは多く飲んでたな。だからか、背が伸びたの。

「に、逃げるな！　人の話を聞かないなんて、失礼にもほどがあるじゃない！」

「お前が言うな。って、そっちこそ聞いてたか？　俺、これからバイトなんだけど。遅れると給料からさっ引かれるし。店長の心しん証しようがいいと時じ給きゆうの上がり方も違うんだよ」

「そのバイト、時給いくらよ」

「んーと、これくらいだな」

　指で示す。高校生のバイトなんて、そう高いものじゃない。安い労働力でこき使われていると思われそうで、声に出すのは憚はばかられた。男はプライドで生きているようなものだから、勘かん弁べんしてくれや。わからねぇんだろうな、女って奴にはよ。

　あ、鼻で笑いやがったぞこいつ。

「あたしなら日につ給きゆうでこれくらい出すけど」

「んん？」

　スカートのポケットから携けい帯たい電話を出すと、ぽちぽち押して俺の鼻はな先さきに突きつけてくる。画面を見ると……あれ？　ちょっと。

「え？　桁けた間違ってませんか？」

　思わず敬けい語ごになっちまった。情なさけねぇ。

「特別手て当あても出すわよ。イベントに勝ったらボーナスも出したげる。金額は活かつ躍やく次し第だいだけど、大体これくらいで」

「ま、ままま、マジっすか！」

　やべっ、思わず素すの声が出ちまった。結けつ構こう……いや、かなりいい。つーか、金持ちだこいつ。ああ、こいつが金ぴかに見えてきた。やばい、抱きついてすりすりしてぇ。

「拘こう束そく時間は一日中。って言っても、四し六ろく時じ中ちゆうってわけじゃなくて、あたしが呼んだら来るように。それで力を貸しなさい」

　もう受けること前ぜん提ていに話を進めてないか？　いや、まあ……八割方がた決めてるんだけどな。

「おい、仕し事ごと内容を聞いてねぇぞ」

　死し体たいを埋めろとか言われたら洒落しやれになんねー。いじめっ子を刺して来いとかも洒落にならねー。まあ、こいつがいじめられっ子なわけないか。むしろ刺される側だ。

「あんた失礼なこと考えてない？」

「………………そんなことねえよ」

　半はん眼がんで睨にらまれたって表情は変えない。笑え顔がお笑顔。喰らえッ、培つちかってきた営業スマイルを！　隙すきのない微笑ほほえみで、いい気持ちになるがいいさ。

「……キモっ」

　ぴき。完かん璧ぺきなスマイルにひびが入った。こ、この失礼なちびっ子は何なに様さまなんだ。

「まあいいわ。仕し事ごと内容は便べん利り屋やみたいなものね。あたしの手足となって動けばいいの。別に女じよ装そうしろとか、万まん引びきしてこいとか、裸はだかで授業受うけろとか言わないわよ。体は使うけど、普通程てい度どには体力あるんでしょ？　ま……ちょっと普通とは違う仕事かもしれないけどね」

　ははぁん、なるほど。こいつの使いっ走りになればいいんだな。

　肉にく体たい労働に入るのか？　それともサービス業？　どっちにしろ、普通のバイトよりも格かく段だんに割が良い。これなら四し六ろく時じ中ちゆう拘こう束そくされても、対たい価かとしては充分だ。どうせ授業の内容をちゃんとノートにメモれとか、ジュース買ってこいとか、肩を揉もめとか、掃そう除じ当番を代われとか、そういった程度に決まってる。

　それくらいなら全然よゆーだ。パシリのナオと呼ばれたこともある俺おれを舐なめるなよ。……いかん、切なくなってきた。

　もっとも万まんが一いちにも犯はん罪ざい行為に手を染そめるようだったら、警察に駆かけこんで自じ爆ばくテロを起こしてやるさ。俺もタダじゃすまないが、こいつだって道みち連づれだ。

「わかった。そのアルバイト受けるぜ。ええっと……」

「扇おうぎ桜さくら子こよ。あんたと同じ高こう等とう部ぶ一年」

　あんたと同じってところを強きよう調ちようしてきやがった。こいつも、自分の外がい見けんには自覚があるみたいだな。こいつなら初しよ等とう部ぶに混じってても違い和わ感かんねえもん。

「俺は水みず原はら直なお樹き」

「知ってる。とりあえず、そのニコニコ顔やめなさいよ。気持ち悪い」

　ケッと舌した打うちしてしかめ面つらになる。なんという露ろ骨こつな態度。誰だれだ、こいつの親は。ちゃんとしつけておけよ。

「そうかよ。扇さんが言うなら合わせるわ」

　スマイル０円をかなぐり捨てた俺は、ぶっきらぼうに答える。弧こを描いていた目め尻じりが、途と端たんに水平になる。

　気き楽らくでいいちゃいいわ。こいつに営業スマイルを続けるのは精神的に疲れる。

「桜子」

「あん？」

「あたし、扇って響ひびきが古くさくて嫌きらいなのよ。桜子でいいから。さん付けもしなくていいから。でも勘かん違ちがいしないでよね」

　眉まゆを寄せ、不ふ機き嫌げんそうに言い放つ。

「注文が多い奴やつだな」

「うっさい、あたしは雇こ用よう主ぬしなんだからね。そこんとこ忘れないで」

「へいへい、わかったよ。そんじゃ、バイトがあるから」

　がし。また摑つかまれた。

「まだ何か用か？　時間に遅れそうなんだよ、マジで」

　今いま何時だ？　と桜さくら子こに訊きくと腕うで時計を見せつけてくる。腕時計はやたらとシンプルで、それが逆に高級感を醸かもしだしていた。そして予想通り、時間がなかった。

　早く行きたい俺を察して、桜子は「歩きながらでいいから聞きなさい」と隣となりに並ぶ。隣に並ぶと、こいつのちびっ子さが如によ実じつにわかる。それを理解しているのか、桜子はやたらと周囲を見回し、誰だれかいないかと気にしていた。

「何よ」

　こいつ、目つきの悪さも自覚した方がいいぞ。ただでさえ下から見上げるわけで、睨ねめつけるような感じになっちまう。

「牛乳飲のんでるか？」

「飲んでるわよ。睡すい眠みんだってちゃんと」

　桜子がはっとなって俺おれを睨にらむ。ちょっと待て、別に誘ゆう導どう尋じん問もんしたわけじゃねえ。しかも胸を隠かくすな。隠すような胸でもあるまいし。そもそも俺が言いたいのは背の方だ。

　恨うらめしげに俺を睨ねめつけていた桜子だったが、「まあいいわ」と視線を外すと、あらためてこっちを見てきた。その瞳ひとみには真剣さが込められていて、圧あつ倒とうされた俺は思わずこくっとのどを鳴らしてしまう。

「あんた──」

　一度区く切ぎった桜子は、こちらを試すような口ぶりで続ける。




「伝でん説せつの木って知ってる？」




　ぎくっと身体からだがこわばる。

　よりにもよってその話題かと、皮ひ肉にくに思って唇くちびるを歪ゆがめた。

　伝説の木のおかげで、せっかくの高校生活を灰色から始める羽は目めになった。あの日、怪かい奇き現げん象しようなんてものを目もく撃げきしたせいで、とんだ腫はれ物もの扱いだ。

　素そ知しらぬ顔でスルーしようとしたが、目ざとく見抜いた桜子は、にやにやと含みのある笑えみを浮かべる。

「知ってそうね」

「高こう等とう部ぶの校舎から見えるしな。西側の雑ぞう木き林ばやしにある、あのバカでっかい木だろ。ただ……伝説の木って名前がついてるのを知ったときはぶったまげたな。ギャグだろ？」

　鼻の頭を搔かきながら、なんのことやらと鼻で笑う。

　初めて聞いたときは、どこのゲームだよと言いたくなったもんだ。小学校のとき、友達の家でそんなゲームをやったことがある。あの頃から俺おれの選ぶコマンドは全部アルバイトだったな……。そりゃ個別エンディングを見られないわ。

　いやだってよ。ちきちき所しよ持じ金きんが貯たまっていくのって快かい感かんじゃねえ？

　俺のアホな昔むかし話ばなしはさておき、なんでも伝でん説せつの木の下で告こく白はくすると、そのカップルは一生幸しあわせになるとか。くだらない。そんなおまじないで将来を保ほ証しようされてたまるもんか。

「ギャグか。普通の人はそう思うわよね」

　桜さくら子こはため息いき混まじりに呟つぶやく。

「なんだよ、思わせぶりな言い方だな。お前、もしかしてマジで信じてるの？」

　思いっきりバカにしてやろうかと思ったら、開きかけた口が固まる。隣となりを歩く桜子の表情は真剣だった。

　なんだよ……こんなマジ顔しやがって。思わず立ち止まりそうになったじゃねえか。バイトに遅ち刻こくするから立ち止まらねぇけど。

「あんた、見た？」

「………………何をだよ」

　口ではそう言いつつも、脳のう裏りには淡あわく輝く桜──伝説の木が浮かぶ。

　映画にでも使われそうなバカでかい桜の木は、開かい校こう以来一回も咲いたことがないらしい。他の桜は普通に花をつけるのに、その木だけは咲かない。そう聞いていた。なのに俺が見たとき、伝説の木は満まん開かいの花で彩いろどられ、ほんのりと発光している花びらが宙を舞っていた。

　桃とう源げん郷きようとはここを言うのか（桃ももじゃなくて桜だけど）、そう信じてしまうくらい幻げん想そう的てきな光こう景けいだった。息を吞み呆ぼう然ぜんと立ちつくす俺は、魂たましいまでも桜に魅み入いられていたと思う。

　けど、その光景は他の人には見えなかった。

　それに気づかず、一いつ緒しよに見に行ったクラスメイトに夢む中ちゆうで語りだしたら……まあ友達がいなくなったわけでして。そりゃ引くよな、花なんか咲いていない桜を前にしていきなり満開の桜がどうこうって騒さわぎだしたらさ。

「安心して、あたしにも見える」

「マジか！」

　勢い込んで桜子を向くと、びくりと身体からだを震わせて目をまん丸に見開く。猫ねこだましを喰らった猫みたいだ。すまん、驚かせたな。

「そ、その様よう子すだと随ずい分ぶんな扱いをされたみたいね」

「そうなんだよ！　なんだよ、あれ。わけわかんねー！　頭がちょっとおかしい人ひと扱いされるわ、『霊れいが見えるんでしょう？　私と同じねフフフ』とかっておっかないオカルト女に付きまとわれたり、勘かん弁べんしてくれよ！」

　しかもオカルト女は自じ称しようときたもんだ。アレはオカルトじゃない。怖こわかったけど違う。オカルトに包ほう丁ちようとか出てこない。聖せい戦せん士しの生まれ変わりとか前ぜん世せで恋人とか、あれはオカルトじゃなくて月げつ刊かんムーとかそっちだ。いや、あれもオカルトの一種なのか？

　第一、よりにもよって自称だぞ。頼むぜ、ホント。あんまりに悲ひ惨さんな状況だったから、俺おれもちょっとだけすがっちゃったよ。んでもって当たり前のように藁わらだったよ。期待した分だけ、余よ計けいにへこんだんだぞコノヤロー。

　にしても、こんなところで同どう類るいに会えるとは！

　俺は自分と同じ境きよう遇ぐうの奴やつを見つけて、すっかり舞い上がっていた。孤こ独どくな高校生活を送っていた分だけ、余計にはしゃいでしまう。だって仕方ないだろ、内部進しん学がく組ぐみで固まる傾向があるクラスで、いきなり友達作づくりに失敗したんだからな。

　ん待てよ。

「おい、本当に見えたんだろうな」

「はぁ!?　殴なぐるわよ」

「……いえ…………もう、殴っているの……ですが」

　みぞおちを押さえて悶もん絶ぜつする俺が一人。電でん光こう石せつ火かとはこのことかね。自称オカルト女も怖かったけど、こいつもこいつでロクでもないぞ。

「ま、いいわ。あんたの様よう子すなら話が早くて助かりそうね。いい、よく聞いて。あの伝でん説せつの木には不ふ思し議ぎな力があって強きよう制せい的にカップルを作るの。恋愛フラグを立ててね」

　おもむろに話し始めた桜さくら子こだったが、遮さえぎるようにクラクションが鳴らされる。何事だと思って見れば、黒くろ塗ぬりのいかにも高級車です！　というより、８９３です！　と言わんばかりの車が、のろのろと車しや道どうを走っていた。俺が振り向くと、ウィーンと間ま抜ぬけな音を立てて後こう部ぶ座席の窓が開く。

「あら桜子さん、今お帰りですか？」

「ッ!?　出たわね一いちノの宮みや舞まい……ッ!!」

　顔を見せたのはテレビでしかお目にかかれないような、とびきり可愛かわいい女の子だった。髪かみを染そめない子は多いけれど、彼女ほど艶つややかな黒くろ髪かみの子はいない。前まえ髪がみぱっつんの黒髪少女は、ともすれば野や暮ぼったくなりがちだが、そうならないだけの素材がある。

　ぽかーんと口を半はん開びらきにして見とれていたら、ばちっと目があった。やべ、俺の顔だらしなくないか？

　品よくおっとりと微笑ほほえむ彼女は俺から視線を外すと、ちらりと桜子を見て、ふふんとせせら笑った。あれ、美人さんが一いつ瞬しゆん黒くなりましたよ？　こいつの知り合いってことは、彼女も見た目通どおりの判はん断だんは駄だ目めってことか？　見た目だけならこの桜子も負けず劣おとらず可愛らしいんだがなぁ。中身が暴あばれん坊ぼう少女じゃなぁ。

「舞、邪じや魔まになるからさっさと行きなさいよ。後ろ詰まってるじゃない」

　でも誰だれもクラクションを鳴らさない。うむ、人間はまだ野や性せいを失ってないな。危険を察さつ知ちできるんだから。

「その人が桜さくら子こさんの切きり札ふだですか？　随ずい分ぶんと貧ひん相そうな顔立ちをしてますけど」

「まったくもってそのとおりで否定する要素が一切ないけれど、切り札は顔で決まらないから。顔で決まったら完かん敗ぱいだもの。それはもう完かん膚ぷ無なきまでに不ふ戦せん敗ぱいね」

　不戦敗なのに完膚無きまでとはコレ如い何かに。

　おい、お前ら。本当のことかもしれないけど本ほん人にんの前で言うな。切ないし悲しいし虚むなしいだろうが。

　……俺おれ、そんなに貧相な顔立ちか？　そんなにひどくないと思うんだけどなぁ。バレンタインのチョコだって、お母かあさん以外からもらったことがあるんだぞ。……チロルチョコ、おいしいよね。

「ところで水みず原はらくん。アルバイトの時間は大だい丈じよう夫ぶ？　よかったら車で送ってあげましょうか」

　彼女はわざとらしく腕うで時計を見る。

　俺はツッコみませんからね。その人ひと呼ばわりしたくせに、いつの間にか名前を把は握あくしてることとか、バイトに遅れそうになってることを知ってるとかさ。どうせ桜子みたいに下した調しらべしてあるんだろ。この登場だってタイミングを見み計はからってたに違いない。なんたって類るいは友を呼ぶって言うからな。夕日をバックに俺と接せつ触しよくしてきた奴やつの知り合いだ、これくらいの演えん出しゆつがあっても不ふ思し議ぎじゃない。

　しかし遅ち刻こくしかけているのは違いない。話に付き合っていたせいで、一人のときより歩みが遅くなってしまった。試しに時間を訊きくと予想よりも遅れていた。いろいろツッコんだりしてたもんなあ。

　どうやら桜子もそれに気づいた様よう子すだ。むっとして視線をあちこちに彷徨さまよわせたあと、俺の尻しりを蹴けってきやがった。

「さっさと行けば。遅刻するわよ」

「お前なあ……」

「……ちょ、ちょっとは悪かったと思ってるわよ」

　おや、意い外がいに素直。かと思ったら、そんなの一いつ瞬しゆんだった。すぐにぎらぎらと生せい気きに満ちた眼まな差ざしを向け、俺の胸ぐらを摑つかんで引き寄せる。

「おぉうっ!?」

　首がもげるかと思った。こいつ、なりも胸も小さいけど、馬ば鹿か力ぢからだけは洒落しやれにならねえ。身長差さが三十センチ以上あるんだから、こういうときは特にだ。

「いーい！　あんたはあたしと契約したんだからね。裏うら切ぎったりしたら許さないんだから。この陰いん険けん女のことだから、あんたを誘ゆう惑わくするに決まってるけど裏切ったらコロス！　んでもって違い約やく金きんをもらうから！」

　何度も首しゆ肯こうする。マジで引っぱたかれるぐらいはされると思ったね。

　もっとも俺おれにとって一番怖こわいのは『違い約やく金きん』の三文字だったのだが。怖いよな、延えん滞たい金きんとか滞たい納のう金きんとかさ。そんな言葉、この世から消えればいいのに。あと、お一人様一個限りも。

「そんじゃ、また学校で」

　ぺいっとゴミでも捨てるみたいに解放された。

　よろりらと後こう部ぶ座席のドアにすがりつくと、彼女──舞まいさんがにっこりと笑ってくる。って、俺のこと見てねえ。ぎりぎりと首を捻ひねって視線の先を追ってみれば、桜子と不自然に微笑ほほえみながら睨にらみ合っていた。

　怖ッ！

　何これ、なんでこんな空気なんだよ。二人とも何かあんのか!?

「負けが込んできたからといって、こそこそと泥どろ棒ぼうみたいな真ま似ねをするなんて……。落ちるところまで落ちたようですね。あらいやだ、昔からでしたっけ？」

「ふん、どっちが泥棒だか。あたしを嗅かぎ回ってたのは、どこのどいつよ。昔っから変わらないわね」

　火ひ花ばなが散っている。

「楽しみにしてますね、負け犬桜さくら子こさん。さっ、水みず原はらくん、どうぞ」

　後こう部ぶ座席のドアが開き、俺を誘う。似たような笑顔なのに温度差がありすぎだぞ。正直、桜子が背中から物もの凄すごく睨にらんでいるのがわかる。

　た、立ち去りにくいんだけど……。

「ほら、早くしないと遅ち刻こくしちゃいますよ」

　思いのほか強く手を引かれたのと、遅刻という強きよう制せい力りよくを伴った言葉で、俺の体はころんと後部座席に転がった。後ろで「ぬぅ」と、どこかの世せい紀き末まつ覇は者しやみたいな低い声が聞こえた。

「それでは桜子さん、ごきげんよう」

　勝ち誇った声で別れを告げ、運転手に発はつ進しんするよう指し示じをする。その間、俺はといえば、一度も桜子の方を見られずにいた。見たら夜中にうなされそうな気がしたんだ。般はん若にや？　シニガミ？　なんでもいいよ。とにかく危険！　振り返るな！　と本ほん能のうが叫んでたんだ。俺としても、まだ塩の柱にはなりたくない。

　しばらくしてから、ようやく座席にちゃんと腰を下ろした俺は深くため息をついた。

　なんだったんだ。すごく疲れたぞ。

「水原くん、桜子さんの仲間になったって本当ですか？」

「な、仲間？　あ、ああ……まあ、その……バイト代がよかったものですから」

　って、近い近い近い近いッ！

　最近の車はスペースが広く取られてるってのに、なんだってこんな近くに座るんだ!?　なんかいい匂においもするし、存在が肌はだで感じられるくらいの近きん距離は心しん臓ぞうに悪すぎる！

　俺おれの動どう揺ように気づいたのか、彼女はすっと身体からだを離して距離を取る。

　ほぅ。やっと一ひと息いきつける。桜さくら子この場合、顔はよくても肉にく感かん的てきじゃないから意識しないけど、この子は違う。胸だってＤ……いや、Ｅぐらいあるのか？　フェロモンってのが実じつ在ざいするいい見み本ほんだ。近くにいるだけでどきどきして、意識を向けられてると思うだけで身体が熱くなる。

「そっけないのですね。桜子さんとはあんなに仲がいいのに」

「どこを見たらそんな感想を持てる!?　三六〇度、どの角度から見ても、そんな風ふうに見える角度は存在しねぇ！」

　アレが仲良く見えるなんて、ありえないだろ！

　はたと気づけば、舞まいさんがぽかんと口を半はん開びらきにしている。

　む……やっちまったか。こんな美人にも思わずツッコミを入れてしまう辺り、女の扱いがなってないと言われる由ゆ縁えんじゃなかろうか。だってツッコミを入れずにはいられなかったんだよ。どこの世界に暴ぼう力りよくで繫つながる友情がある。

　ところが舞さんは機き嫌げんを損そこねるどころか、両手を合わせてぱぁっと笑顔になる。

「初めてです。初めてツッコミなるものを受けました……！　わたし感かん激げきです!!」

「なぬ……？」

　何やら感動しているご様よう子す。

　感かん極きわまった顔で頰ほおを上じよう気きさせている彼女は、ほうっと色っぽい吐と息いきを漏もらして運転席に向かって「瀧たきさん、わたしツッコミされました！」と嬉うれしそうに報告している。瀧さんも「それはようございました」と相づちを打つ。

「クラスの方々がボケとツッコミをしているのが、とても羨うらやましかったのですが誰だれもツッコミなるものを入れてくださらないのです。それならばとツッコミを試してみたものの、なぜか相手からは『ごめんなさい』とか『そのとおりですよね』などと言われるのです。それが、まさかこんなところで……」

　うっとり。

　いや、あの、うっとりされても困るのですが。

　というかこの人、すっごい美人で可愛かわいらしくて品がよさそうなのに、物もの凄すごい残念さん？　純じゆん度ど一〇〇パーセントの残念でできています？

　そうか、そういえばあいつの知り合いだった。

　類るいは友を呼ぶ。

　昔の人はうまいなぁ。きっとこの言葉を作りだした人も、俺と同じ気分だったんだろうなぁ。はっはっはっはっはっ────降りたい。は・げ・し・く、車から降りたい。俺はまだ類に区く分ぶんされたくない。

　ひとしきり感激を味わった舞さんは、すぅと深呼吸をして態度を改めると、またもや俺に躙にじり寄ってきた。

　寄った分だけ、尻しりをずらしてつつっと逃げる。

　寄る。

　逃げる。

　寄る。

　逃げ──られません。王おう手て、詰み。狭いからね。しょうがないよね。だから俺おれの太ももに置かれた手を振り払わないのも仕方ないよね。うおおおおおっ、静まれ、静まれぇぇぇい！　ここでリビドーを解放したら俺は一いつ生しよう立ち直れない傷を負うぞ！　ああ……でもスラックスを突き抜けてくる温ぬくもりが俺の理り性せいを柔らかく溶かしていく……！　頼むから、いたいけな少年をからかわないでくれ！

「ちょ、舞まいさん！　近い近い近いですって！」

「水みず原はらくん、わたしのところで働きませんか？」
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　はい？　話について行けずに黙だまっていると「バイト代は桜さくら子こさんの倍ばいは出しますよ」と付け足してくる。

　強きよう烈れつな一いち撃げきにくらっと来た。

　あれの倍？　マジか？　なんだそのおいしい仕事は。なんなんだ？　あいつといいこの人といい、本当にやばい仕事じゃないんだろうな!?

　とにかく！　この破は格かくの条件。どうするか、どうするべきか……って悩むことじゃねえか。

「すみません。とっても……とぉぉぉぉぉぉぉっても魅み力りよく的な提案なんですけど、ほいほいと雇こ用よう主を変えるのは俺おれの信しん条じように合わないんで。こういうところは、きちっとしておかないと。信しん義ぎってのは一度なくしちまうと、そう簡単には戻ってこないもんですから」

　鼻の頭をかりかりと搔かく。いやはや、俺が言うとなんて白しら々じらしく聞こえるんだろ。

　給料が高いに越したことはないけど、それでもルールってもんがある。そこら辺は守っておかないと金に振り回されるからな。雇用主があの傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、どうしようもなくわがままな桜さくら子こであってもだ。

　約束って大事だぜ。約束には大小も優ゆう劣れつもないって、じっちゃんが言ってた。

　きょとんとしている舞まいさんは「残念です」とちっとも残念そうに聞こえない声で言った。むしろ微笑ほほえんでる？　なぜに？

「ところで一つ疑問なんですけど、なんで俺に声をかけてきたんです？」

「理由は簡単ですよ。水みず原はらくんに興きよう味みがあるからです。それを知り得たのは、桜子さんのおかげでもありますけど」

「あいつの？」

「ええ、ここしばらく桜子さんの様よう子すがおかしかったので、ちょこっと調べたら水原くんの名前が出てきたのです。桜子さんはわかりやすいですからね」

　舞さんはそこまで言ってから、頰ほおに手を当てて「もっとも水原くんの意い志しが固いことまではわかりませんでしたけど」と微笑む。

　……すんません、めっちゃ心こころ揺ゆれ動いてました。にしても桜子はわかりやすい、か……そんな感じがする。

　しみじみ納なつ得とくしていたら、舞さんが不ふ意い打うち気ぎ味みに顔を寄せてきた。

「ところで先ほどから気になっていたのですが、桜子さんとは親しげなのにわたしには敬けい語ごですか？　そういう差別はよくないと思います」

　なんなんだこの負けず嫌ぎらいは！　車に乗る前のやりとりといい、桜子に対たい抗こう心しんを抱きすぎじゃないか!?

　いじらしげに俺のシャツの裾すそを摘つまむ舞さんは、瞳ひとみを潤うるませながら見つめてくる。俺はといえば居たたまれない気持ちになって視線をそらし、その先で大きく主張する胸に目が行き、ぎくりと硬こう直ちよくした。

「水原くん」

「は、はい！」

　胸を見たのがばれたのかと思い、顎あごを上げて背せ筋すじをぴんと伸ばす。しかしいつまで経たってもお叱しかりの言葉が来ないので、恐る恐る視線を下げていく。すると舞さんはぷっくりとした唇くちびるに手を当て、くすくすと笑っていた。

「えっと……？」

「ふふふっ、ごめんなさいね。水みず原はらくんの反応が面白くて」

　意い外がいだ。こんな子供っぽい笑い方をする人だったのか。でもこういう一面があるってのはいいな。

　くすくすと笑う舞まいさんの横よこ顔がおを、艶つややかな黒くろ髪かみがすだれとなって隠かくす。俺おれは思わず指先ですくって、耳の後ろにひっかけた。

「水原くん？」

「あっ……い、いや、よく見えねーっつーか、長くて大変そうだなっつーか」

　しどろもどろになる俺、格好かつこ悪っ！

　あんまり綺き麗れいだったから、つい手が出てしまった。いかん、セクハラじゃないか。

　でも舞さんの髪、しっとりとしてすべすべだったな。俺なんかの手でさわったら、逆に汚よごしちゃいそうだ。もうさわるのはよそう。美術品だって遠とお目めから眺ながめるのがマナーだしな。

　うんうんと頷うなずいていたら、俺の頰ほおをさわさわっとこそばゆい感覚が襲おそった。なんだと思ったら、舞さんが自分の毛け先さきを筆ふで代がわりにしていた。

「さわりたくなるくらいの髪でした？　ちょっとだけ自信ありなんです」

　にっこりと微笑ほほえまれ、俺は頰が赤くなるのを自覚した。ちくしょー、なんだこれ。なんか凄すごく居づれぇー！　年上に弄もてあそばれるってこんな感じか、いや舞さんは同学年のネクタイをしてるけど。

　しかし確信したね。舞さんにとって俺は完全に子供扱あつかいっていうか、路ろ傍ぼうの石ころだよな。男として認にん識しきされてねぇ。

「そ、そういえば舞さんって、あいつと知り合いなんですか？」

「敬けい語ご」

「は？」

「敬語は禁止です。わたしに敬語を使うなら、桜さくら子こさんにも敬語を使ってください」

　それは……果てしなく嫌いやだ。あいつのことだから、敬語で話した途と端たんに下げ僕ぼく扱いするか、キモッ！　と言い捨てるかに決まってる。砲ほう丸がんじみた拳こぶしもセットでな。

「善ぜん処しよ、すますだ、よ」

「まあいいでしょう。今日きようのところは見み逃のがしてあげます」

　やっと距離を取って座席に座り直した舞さんにならい、俺も尻しりの位置を調ちよう整せいする。ふう、嬉うれしいけど、こういうのはせめて誰だれもいないところでして欲しい。……されたらされたで、非常に困るのだろうけど。

　たたずまいを整えた舞さんは、さっきまでとは別べつ人じんみたいだ。スッと伸ばした背せ筋すじといい、前を見み据すえたまま、こちらを見ようともしない態度といい、さっきまでの出で来き事ごとが夢だったんじゃないかと思えてくる。

「それと──貧ひん相そうという言葉は取り消します」

「は、はぁ」

　そういや言われてたな。

　自分でもすっかり忘れてたわ。

「すでに桜さくら子こさんから聞いたと思いますが、フェーデではお手柔らかに。フラグは絶対に折らせませんから」

「は？」

　ふぇ、ふぇーで？　ふらぐ……？

　耳みみ慣なれない言葉に苦にが笑わらいが浮かぶ。ふぇーでが何を指すのか知らないけれど、フラグなら聞いたことがある。言っちゃ悪いが、フラグとか一般人の用語じゃない。俺おれの中学校時代の友達はいわゆるゲームマニアと言われる部ぶ類るいだけど、あっち方面で使用される言葉だ。

　初めは俺もフラグという単たん語ごが、エンディングに影えい響きようする分ぶん岐きを指す言葉だとは知らなかった。ゲーム内で重要な選択肢が出るたび、友人がフラグがどうとか言うから知っているだけで、たぶん多くの人は知らないんじゃないかと思う。

　舞さんはそっち方面の匂においがしないから、余よ計けいに違い和わ感かんがつきまとう。

　事情を飲みこめていない俺をよそに、唐とう突とつに車が止まった。タクシーみたいに自動でドアが開き、ころんと転がり落ちた俺は歩ほ道どうから黒くろ塗ぬりの車を見上げる。

「少しは骨のある戦いになることを祈ってます」

　ドアが閉まり、窓の向こうで舞さんがにこやかに手を振っている。俺は反射的に手を振り返して、車が走り去るのを見送った。

　えっと……なんなんだ？　伝でん説せつの木とあいつらって何か関係があるのか？　俺のバイトって何をさせられるんだ？　非常に不安で仕方がないんだけど……。




　　　　＊




　扇おうぎ桜子こと、桜子・タイフーンガール・扇と出会った次の日。台風一いつ過かになっていない事実に気づいた俺だった。

　目の前で仁に王おう立だちする桜子。

　何事かとチラチラ見ながら、脇わきを通り過ぎていく生徒たち。

　なんでこいつは、朝の昇しよう降こう口ぐちでこんなことをしてるんだ？　登校する皆みな様さまに迷めい惑わくがかかるとは思わんのだろうか。思わんのだろうなあ。でもま、とりあえず、

「おはよう。今日きようも良い天気だな」

「うっさい、黙だまれクズ」

「……お前の田舎いなかだと、朝の挨あい拶さつをしたら罵ば声せいが返ってくるのか？」

　やれやれだ。こいつの口くち汚ぎたなさにも慣れたね。そういう生き物だと思えば、受け流せるってもんだ。……キャパシティを超えなければの話だけどな。ふふん、いくら口が悪くても所しよ詮せんは学生よ。バイト先に来る困った客とは戦せん闘とう力りよくが違うんだぜ。

「いいからあたしの質問にちゃんと答えなさい。噓うそついたり誤ご魔ま化かしたりしたら許さないから」

　ぎろりと睨にらまれ、俺おれの体は形けい状じよう記き憶おく合ごう金きんみたいにピシッとまっすぐになった。おっかねえ。お前なら番ばん長ちようになれるぜ。

「返事は！」

「イエッサー！」

　俺の返事に桜さくら子こは満足そうに頷うなずき、腕組みをする。腕組みをしたのに、ちっとも胸が強きよう調ちようされねえ。泣けてくる。舞さんとは大おお違ちがい。

　値ね踏ぶみするように俺に近づいた桜子は、俺の鼻はな頭がしらを指でぐいっと突き上げ、顔をブタさんにしやがった。

　ぐごご、こ、こいつ俺の考えてたことがわかったのか？

「昨日きのう、舞まいと一いつ緒しよに行ったわよね。雇やとい主ぬしを置いて」

「ちょ、ちょっと待て！　お前も行っていいって言ったじゃねえか！」

「ふん、そうだったかしら。まあいいわ。どうせあの女のことだから、自分の方でバイトしない～？　とか言ったんでしょ。どうなの？」

　ぐいぐいと鼻を押してくる。くそっ、この野や郎ろう好き勝かつ手てやりやがって。俺がヘタレじゃなかったら、どうなってたか知らねぇぞ！

「給料を倍ばい出だすって言われた」

「ふぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅん」

　意味ありげに顎あごをしゃくり、軽けい蔑べつしきった目で見み下くだしてくる。鼻頭を押していた指を俺の制服で拭ふいてから腕組みし、桜子はふんっと鼻はな息いき荒あらくそっぽを向いた。

「そんであんたは飼かい主を変えたわけね。わかるわ、あんたの抱えた借しやつ金きんを考えれば、ちょっとでも条件が良い方を選ぶもんね」

　そっぽを向きながら、ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみしめている。

　ほどほどにしないと砕くだけるぞ。そんなに舞さんのことが嫌きらいなのか？　ほら、もっと友ゆう好こう的てきにだな。宿しゆく敵てきと書いて友と読むぐらいの気持ちで……。

「あんた！」

「はい！」

　びくぅ！　体が震えたね。お気の毒なことに、周囲にいた生徒まで震えたじゃねえか。こいつらは何もしてないってのによ。

「あたしは十倍出だす。その代わり、絶対に裏うら切ぎらないで。今こん度ど裏切ったら……ちょん切るわよ」

　桜子は手をチョキにして、ぱつんと何かを切り落とす。

　咄とつ嗟さに股こ間かんを押さえる辺り、俺おれも男ってわけだ。ここを切られたら、さすがに生きていけない。想そう像ぞうしただけでも全身総そう毛け立だつ。ホント、とんでもねえことを言いだす女だな。

「で、どうなの！」

「いらねーよ」

「何よ……十倍ばいじゃ足りないっての。この欲よく張ばり男！　……いいわよ、あんたの言い値ねにしてあげる。さっさと言いなさい」

　まったく、こいつは俺をなんだと思ってやがる。俺がそんな守しゆ銭せん奴どに見えるってのか？　……も、ももも、もしかして借しやつ金きんの額を言ったら、もらえっかな？　あー、いやいや、いかん。なんつー魅み力りよく的てきな誘いなんだ。

　俺はぶんぶんとかぶりを振って、強ごう引いんに煩ぼん悩のうを振り払う。やっべ、全ぜん然ぜん振り払えねえ。しっかとしがみついてら。

「別に初めの給料でいいって言ってるんだよ。俺は舞まいさんと契約してないんだからな」

　煩悩を抱えたまま、やせ我が慢まん気ぎ味みに言う。言葉にしてしまえば、後には退ひけない。後で「やっぱなし」は格好かつこ悪いからな。

「………………」

「なんだよその目は。本当だぞ」

　こいつ、信じてねえ。

　胡乱うろんな眼差まなざしを向ける桜さくら子こは、本当にかわいげの欠片かけらもない。不信感の塊かたまりだった。

「こ、こう言っちゃなんだけど……陰いん険けん女って男から見たら好きなんじゃないの。む、胸とかも無む駄だに膨ふくらんじゃってさ」

「だからなんだよ。初めに約束──契約したのはお前とだろ」

　ぶっきらぼうに言い放つと、ようやく桜子も腕組みを解く。顔はまだ不ふ機き嫌げんそうだったが、少しは俺の話を聞いてくれたのだろうか。

　しかし桜子の奴やつ、俺のことを欲張り男！　とか言って罵ののしるくせに、ホッとした顔をするのはやめろ。似に合あわねえ。

「ふ、ふーん。あんたってホントにバカね」

「バカ呼ばわりかよ。素直にありがとうとか、助かる、とか言えばいいじゃねえか」

「はぁ？　なんであたしがあんたにありがとうとか、助かる、なんて言わないといけないのよ！　あたしは雇こ用よう主ぬしよ！　下の人間の顔色を窺うかがう必要なんてないんだから！」

　八や重え歯ばを剝むきだしにして怒ってくる。こうするとまさに狂きよう犬けんだな。むしろ警けい戒かい心しん丸まる出だしの野の良ら猫ねこか。どっちにしてもロクなもんじゃねえ。

　けど──こう言っちゃなんだが密ひそかに仲なか間ま意識もあるんだ。

　ほら、伝でん説せつの木が満まん開かいになるって知ってるだろ。すっかり腫はれ物もの扱いされてる俺としちゃ、同どう類るいである桜子に何だかんだ言っても親しん近きん感かんを抱いちゃうんだよな。

「で、でも、及きゆう第だい点てんはあげるわ」

「そりゃどーも」

「お、おおお、お給料にも色つけてあげる」

「ま、マジか！」

　ひゃっほぉぉぉぉぉい！　人間誠せい実じつが一番だぜ！　やっぱり神さまは見てるんだなあ。

　気づいたら俺おれは桜さくら子この手を握って、ぶんぶんと思いきり握手をしていた。目の前にはわなわなと唇くちびるを震わせる桜子が。頰ほおもほんのり赤いような……。こ、これはもしや……怒ってらっしゃる？

「じゅ、十円よ。あんたにつける色なんか十円で充分だわ！」

　びしぃ！　指を突きつけられた俺は喜んでいたのも忘れ、小さな指ゆび先さきを凝ぎよう視しした。

　前ぜん言げん撤てつ回かい。こいつは神をも恐れぬ悪あく魔まだった。いや待て水みず原はら直なお樹き。たかが十円。されど十円。十円を笑うものは消しよう費ひ税ぜいに泣くのだ。

「十円、いいじゃねえか！　サンキューな」

「え……うん、……」

　急に喜びだした俺に戸と惑まどい、言葉に詰まる桜子。ふふふ、金持ちにはわかるまい。この十円の価か値ちが！

　心しん中ちゆうで不ふ敵てきな笑えみを浮かべていると、はたと気づく。

　あれ？　俺、みんなから睨にらまれてね？

　昇しよう降こう口ぐちということもあって、さっきからひっきりなしに生徒が登校している。桜子と俺はまさに注目の的まとだったわけだが、今では桜子以い上じように俺が注目を浴びていた。

　なんでだ？　と思っていると、それっぽい理由が思い当たる。

　こいつら桜子のファンか？　いや待て、そんな怖こわいもの知らずがいるのか？

　俺は睨にらんでくる生徒を注意深ぶかく観察した。すると意い外がいな共通点が発見される。

　眼鏡めがねメガネめがね。銀ぎん縁ぶち黒くろ縁ぶちべっこう縁なし。

　なんか……眼鏡率が高くね？

　不ふ思し議ぎに思った俺は小こ首くびを傾かしげ、続いて桜子をちら見する。高校生なのに小中学生と間違われる容よう姿し。大きくてアーモンド形の目は猫ねこみたいである。しかしこの目が色いろ気けを帯びるには、もうちょっと時間が必要だろう。

　んでもって膝ひざ上うえ十五センチほどのスカート。色気とは無む縁えん。むしろ活動的なわんぱくさが際だつ。スカートから伸びる足は細くカモシカのようで、しなやかな躍やく動どうを感じさせる。この足から繰りだされる蹴けりは、きっと物もの凄すごく痛いんだろう。俺はもう、そういう観かん点てんでしか見られねえよ。

　ああ、つまり桜子が一部に好かれてるのはそういうことか。

　……いや、眼鏡率が高いのはわからねえ。世界の謎なぞだな。世界の謎ってことにしておこうや。だって認めたらあれだろ？　日本終おわっちゃうだろ？

　俺おれは空を仰あおぎ、むふーっと鼻から息を吹きだした。ああ、今日きようもいい天気だ。思わず現実逃とう避ひしたくなるくらいにな。

　光の速さで現実から目をそらした俺は、眼鏡めがね集しゆう団だんを意識の外に追いやって昨日きのうの話を振る。

「そういえば昨日の話が途と中ちゆうだったじゃないか。伝でん説せつの木に不ふ思し議ぎな力があるとか言いかけてただろ。もしかして満まん開かいの桜は、それに関係してるのか？　大おお昔むかしに死んだ幽ゆう霊れいが後こう悔かいの念をはらせずにいるとか……」

　伝説の木について口を開いたら、桜さくら子この表情が一いつ変ぺんした。さっと視線で辺りを探り、キッと睨ねめつけてくる。

「詳しいことは別の場所で。そうね、この時間なら図書室がいいわ。何でか知らないけど注目されてるから、お互い鞄かばんを置いてから図書室に集合ね」

「……おう」

　注目されるようなことをしてるって自覚はなしかよ。

「そんじゃまあ、先に行くわ」

　手を挙げて桜子の横を通り過ぎようとしたら、

　がし。摑つかまれた。何度目だよ。いい加か減げん、シャツの耐たい久きゆう力りよくが限界を超えるんじゃ……。

　ウンザリしながら振り返ると、目の前に携けい帯たい電でん話わを突きだされた。ストラップにはなぜかスヌ○ピーがついている。つけるならキ○ィちゃんにしろよ。お前とは違いすぎるが、種しゆ族ぞくだけは一いつ緒しよだぜ。

「連れん絡らく用よう。料金はあたし持ちだから好きに使っていいわ。あたしの番号も入ってる」

「……俺に？」

「今いま時どき携帯電話ぐらい持ちなさいよ。不ふ便べんでしょうがないじゃない。ちなみにアダルトサイトには行けないから」

「行かねえよ！」

　携帯電話をひったくり、ズボンのポケットに滑すべり込ませる。……やべ、頰ほおが緩んでる。ケータイって持つの初めてなんだよな。感づかれるとまたバカにされるから、ここは平へい静せいを装って……。

　ガラにもなくウキウキする俺を、可哀想かわいそうな目で見てくる桜子。なんだよ、言いたいことがあるならハッキリ言いやがれ。……いや、言わないでください。言うとへこみますから。

　卑ひ屈くつになる俺は桜子に「ありがとな」とだけ伝え、そそくさと立ち去る。桜子からケータイを渡されたせいで、周囲の視線がより一いつ層そう厳きびしくなっていた。

　誰だれだよ。桜子ちゃんに貢みつがせやがってとか、桜子ちゃんが騙だまされてるとか、サクラちゃんがデレ期に入ったとか、桜子たんが調ちよう教きようされてるとか言いだす奴やつは！　特に最後の二つ！　わけわからねえ！

　しかしそいつらに面と向かって文もん句くを言うと色々角かどが立ちそうなので、俺おれはひたすら気け配はいを消して廊下を歩いていく。

　一つ言えることは、俺の平へい穏おんはさらに遠のいたわけだ。

　………………

　…………

　……

　普通の高校生活って、こんなに難なん易い度ど高かったっけ？

　今度は教室の前に舞まいさんがいた。回れ右をして逃げたかったけど、逃げたら後が怖こわい。桜さくら子ことは異なる怖さがある。静かなる圧あつ迫ぱく感かんとでもいうものが、舞まいさんからは発せられている。わたしを目もく視ししておきながら、回れ右なんかしたら……わかりますよね？　と鮮せん明めいに聞こえてきそうなほどだ。

　とはいえお淑しとやかに立っている舞さんは、こうしてみるとやっぱり可愛かわいらしくも綺き麗れいなわけで。オートクチュールと言われれば素直に納なつ得とくしてしまいそうな制服姿すがただが、特に目を奪うばうのは黒タイツに包まれた長い足だろう。それほど短くないはずのスカート丈たけが、すらっとした足のおかげで随ずい分ぶんと短く見える。

　昨日きのうは座っているところしか見ていないから、立っている舞さんは違った趣おもむきを感じさせる。上じよう品ひんな人っていうのは、ただ立っているだけでも気き品ひんがあふれるもんなんだな。

　うん、オーラがハンパない。

　……舞さんの後ろに控えてらっしゃる方々から放たれる、殺さつ意いのオーラが。

　なぜか、舞さんの後ろには男だん子し生徒がずらっと並んでいた。誰だれもが屈くつ強きような男たちで、優やさ男おとこなど一人もいない。マジヤバイ、俺死しぬ。舞さんが消えたら、俺は簀す巻まきにされて焼しよう却きやく炉ろにポイ捨てされる。いかん「せいや！」「せいや！」ていう祭り囃子ばやしに乗ったかけ声まで聞こえてきた。

　野や次じ馬うまではない。そういうのとは明らかに違う。だってハッピを着てるもん。襟えりに親しん衛えい隊たいって刺し繡しゆうがあるんだもん。

「おはよう、水みず原はらくん」

「お、おおおお、おはようございます。それ、じゃ」

　脂あぶら汗あせで溺おぼれそうな俺は舞さんと取り巻きの方たちと目を合わせないようにしつつ、脇わきを通り過ぎる。

　がし。摑つかまれた。あれ、何この既き視し感かん。デジャヴってませんか？

「はい、これどうぞ」

　ぎぎっと首を捻ひねると、舞さんは手の平を差しだしてくる。そこに乗っているのは携けい帯たい電話。キ○ィちゃんのストラップがついたケータイを前にして、俺はケータイと舞さんを交こう互ごに見やった。俺にはケータイがストラップのついた足かせに見えるぜ。

「あの……これは？」

「あら、だって桜子さくらこさんからもらったでしょう？」

「見て……たんです、か？　ぜ？」

　途と中ちゆうで敬けい語ご禁きん止しを思いだし、奇き妙みような日本語を操あやつる。

「はい、見てましたよ」

　いや待て、見てただけじゃ駄だ目めだろ。だってあらかじめ用意しておかないと、この展開にはならない。てことはだ。舞まいさんは桜子が俺に携けい帯たい電話を渡すとわかってて、自分も用意したってのか？　なにそれコワイ。

「い、いやー、俺おれがもらう理由がないで、すだろ。桜子は……その、バイトの連れん絡らくとかあるから仕方ないけど」

　ナイス俺！　咄とつ嗟さに出た言いい訳わけにしては、すごくまともだ。

「じゃあわたしの場合は、水みず原はらくんと仲良くなりたいから。じゃ、駄目ですか？」

　こちらの反応を窺うかがうような小こ悪あく魔まめいた微笑ほほえみは、俺の鼓こ動どうを加か速そくさせるのに十分な燃ねん料りようだった。──鼓動は別の意味で加速してるんだけどな。頼むからオトコノコをからかうときは、周囲を確かく認にんしてくれ。

　この人……ひょっとして通とおり魔まなんじゃね？

　だって舞さんの背後で控ひかえている人たちから発せられる殺さつ意いが、一段階膨ふくれあがりましたよ？　これって確実に俺の死を意味してるよね。

　ああ、舞さんからケータイを渡されたせいで、野や次じ馬うまたちの視線もより一いつ層そう厳きびしくなっているのがわかる。

　誰だれだよ。一いちノの宮みやさんに貢みつがせやがってとか、一ノ宮さんが騙だまされてるとか、舞タンが二ふた股またかけられてるとか、舞さまが調ちよう教きようされてるとか言いだす奴やつは！　特に最後の二つ！　わけわからねえ！

「受け取ってくれないのですか？」

「いやぁ、やっぱりその……」

「桜子さんのは受け取っているのにですか？　桜子さんはよくてわたしは駄目？　わたしがあのちんちくりん暴ぼう力りよく女に劣おとっている、と？」

　ぎくりと身体からだが硬こう直ちよくした。舞さんの顔は相変わらず微笑んだままだけど、目が笑っていない。桜子に対たい抗こう心しんを燃やしてるのは知ってるけど、まさかこんなところでも発はつ揮きするもんなのか!?

　いまだに迷っている俺の手を取ると、有う無むを言わせずケータイを握らせてくる。

「え、あっ、ちょっと待った！」

「わたしの番号は登とう録ろく済ずみですから」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをして、しずしずと退たい場じようする。

　俺は呼び止めてケータイを返そうとしたが、親しん衛えい隊たいに睨にらみつけられて言葉を吞みこんだ。

　親しん衛えい隊たいは血の涙を流していた。その意味を理解して俺おれは雷かみなりに打たれたね。あんたら、すげえよ。親衛隊の鑑かがみだよ。すまん、簀す巻まきにされて焼しよう却きやく炉ろに放り込まれるかも、なんて思って悪かった。あんたらの気持ちはもっとピュアなものだったんだな。

　舞まいさんがそうしたいと思って行動した以上、親衛隊はそれに否ひを唱となえたりしないわけで。

　立ち去る一いち団だんを見送り、俺はある種の感動を覚えていた。

　けど一般兵へい士しはそうもいかないわけで──

　うん、挨あい拶さつするときに背中を思いきり叩たたくのはやめようぜ。爽さわやかな笑顔で「おはようっ」と数十人から挨拶されたのは嬉うれしいけど、俺おれの背中がひどいことになってる。







　背中をさすりながら図書室に入ると、カウンターにいた司し書しよの先生が顔を上げてくる。俺はぺこりとお辞じ儀ぎしつつ、視線から逃のがれるように図書室の奥へと進んだ。

　早朝の図書室は利用者がおらず、シンと静まりかえっている。教室や廊下から聞こえる生徒たちの声が、どこか遠い国の音みたいだ。

　本ほん棚だなの間を確かく認にんしながら歩みを進めると、宗しゆう教きようと歴史の棚に桜さくら子こがいた。腕組みをした桜子は俺の姿すがたを確認するなり「遅い」と言い捨てる。

「すまん、いろいろとあった」

「まあいいわ。時間がないから本ほん題だいに入りましょ」

　桜子は周囲にさっと視線を巡らせてから、おもむろに口を開いた。

「あんたにはあたしと一いつ緒しよにフラグをへし折ってもらう」

「はぁ!?　意味がわからねーぞ」

　何をいきなり言いだすんだこいつは？　俺は伝でん説せつの木に不ふ思し議ぎな力があるってことを、詳しく聞きに来たはずなんだが。

「伝説の木が普通じゃないのは、あんたも知ってると思う。あの木はね、本当にカップルをくっつける力があるのよ。バカバカしい伝説通どおりにね」

「くっつけるって、あの木の下で告こく白はくしたらって噂うわさだっけ？　詳しくは知らないけどさ」

　俺がクラスメイトらと足を運んだのも、そういった噂を耳に挟んだからだ。友ゆう好こうを深める意味合あいが大きくて真実かどうかなんて二の次だったのに、いつの間にやらこんなことになってしまった。

「流れてる噂だと手て順じゆんはこう。あの木の下で告白をする。その一週間後に木の下で返事をもらうの。相手がオッケーしてくれたら一生幸せなカップルになるってわけ」

　うんざり顔で深いため息をついた桜子は、ちっと舌した打うちして続きを話す。

「その代わり、手順は絶対守まもらないとダメ。もし告こくられたときに即そく断ことわったら呪のろいがかかる。その場でオッケーを出すのもダメ。相手に気持ちを伝えるのは、あくまでも一週間後。木の下で」

「面めん倒どうくさいな。そんな手て順じゆんが必要だったのか」

「木に恋の妖よう精せいが住み着いて、二人の行く末を見たいから。なんて噂うわさがあるくらいね」

「なんつーメルヘンチックな……」

　桜さくら子こもその口かと思っていたら、そうではない様よう子す。子供みたいに唇くちびるを尖とがらせ、不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんに皺しわを刻んでいる。

　まあ、こいつの口の悪さで「メルヘンだーい好き！」とか言いだした日には、とりあえず殴なぐるね。正気にカエレってさ。んでもって俺おれは、その十倍殴られるわけだ。土にカエレってさ。

「噂は噂よね。って言いたいところなんだけど──」

　桜子は特大のため息を深々とつく。

「あいにく伝でん説せつの木の力は本ほん物もの。あの木は長い年月を経て不ふ思し議ぎな力を溜ためこんでるって話よ。──て何、この手は」

「いや、熱でもあるのかと」

　桜子は額ひたいに当てられた手を強ごう引いんに引きはがすと、俺の脛すねをつま先で蹴けってきやがった。

　じんじんと痛む足を抱え、片足でぴょんぴょん飛び跳ねる俺は恨うらめしげな視線を投げつける。あ、このヤロウ無視しやがった。

「噂はあくまでも表おもて向むきの話ね。でも伝説の木の力は本当に存在する。かなりの高こう確かく率りつで二人はくっつく。そのために強きよう制せい力りよく──フラグを立てて、二人がカップルになるようにし向けてくるの」

「強制力？　なんか穏おだやかじゃないな」

「例えばそうね。入れたはずの教科書がなくて、隣となりの子──この場合、カップル候補の片かた割われね。その人と机つくえをくっつけて授業を受けるとか。もちろん先生から『なんだ教科書を忘れたのか？　○○に見せてもらいなさい』というお膳ぜん立だてもつくわね。教科書を忘れただけじゃなく、先生による後あと押おしもつくって所がそつなくて憎にくらしいわ」

「強制って割には、意い外がいとマイルドじゃないか」

「これは軽めよ。ジャブねジャブ。強力なのだと本人の意志を無む視しして身体からだを操あやつったりする。そこまで行くことはまずないけど、伝説の木の強制力がどんなものかってのはわかったでしょ？　偶ぐう然ぜんを必ひつ然ぜん的に起こす。それがあいつのやり口なのよ。それをバカなカップルは運命とか都つ合ごうのいい解かい釈しやくをして──っ！」

　拳こぶしを固めた桜子に俺は腹と顔面をガードする。そんな俺に向かって胡乱うろんな視線を投げかける桜子。仕方ないだろ、なんか勢いに任せて殴られそうな気がしたんだよ。

　ふぅ～と長く息を吐いて気持ちを落ち着かせた桜子は、こほんと咳せき払ばらいをして場の空気を整える。

「あんたが目もく撃げきした満まん開かいの桜は、伝説の木の下で誰だれかが告こく白はくをしたから。正確に言うと告白によってフェーデが開始したから。桜は強きよう制せい力りよくが働くフェーデの期間、つまり一週間ずっと咲き続ける。もちろん一般人には見えない」

「あ、そのフェーデって奴やつ、昨日きのう舞まいさんも言ってた。あとフラグがどうとか」

　桜さくら子こからも同じ言葉を聞いて驚く俺おれだったが、桜子は「そりゃそうよ。あいつも満まん開かいの桜が見えてるもの」と面めん倒どうくさそうに言った。

「ええええええっっっ、マジかよ！　舞さんも!?」

「うっさい、騒さわぎすぎ」

　がす。さっき蹴けられた脛すねと反対側がわの脛を蹴られてさっくり黙だまらされた俺は、脛をさすりながらしゃがみこんだ。こ、このちびっ子めぇ、雇こ用よう主ぬしじゃなかったら絶対ぜーったい近寄らねえからな。遠とお巻まきに観かん賞しようしてやる。

「あたしはね。この効果──伝でん説せつの木が立てたフラグを壊こわす活動をしてるの」

「ふーん」

「そのやる気のない返事は何！」

　いやだってよ、わけわかんねーよ。フラグを守るとかさ。現実感が皆かい無むじゃねーか。

「さっきも言ったけど、あんたのバイト内容はフラグを壊す手伝いをしなさいってこと！　お給料出だしてるんだからキリキリ働きなさいよね」

「へーい」

「信じてないわね！」

「いや、ちょー信じた。世界の裏うら側がわを見たね。真実はいつも一つ？」

「こ、この！　バカにして！」

　また蹴りやがった！　こ、こいつ、口より先に手が出るタイプだな。単たん細さい胞ぼうヤロウめ。……とりあえず挑ちよう発はつするときは気をつけよう。ふん、悪かったなヘタレで。俺は平和主義者なんだ。

　しばらく脛をさすっていると、桜子も落ち着きを取り戻したのか、わざとらしくコホンと咳せき払ばらいをした。

「あんたさ、鐘かねの音ねを聞いたことない？」

　十じゆう文もん字じ学園は歴史ある学校のせいか、チャイムが鐘の音になっている。中学までは『きーんこーんかーんこーん』ってな音だったが、学園じゃ『からーんころーん』て感じだ。

「そりゃあるよ。授業開かい始しと終了と、いくらでも鳴ってる。でもたまに、ヘンな時に鳴ることがあるな。音もヘンだし、ありゃ故こ障しようか。だーれも気にしてないけど」

「それ」

「何が？」

「そのヘンな時に聞こえる鐘が、伝説の木が効果を発動させたときの音。そして普通の人には聞こえない音なの。つまり満開の桜が見えて鐘の音が聞こえるあんたは覚かく醒せい者しや──」

「ぶほっ！」

　こらえきれずに吹きだしてしまった。だって覚かく醒せい者しやとか言われたら、笑うしかねえだろ。

　みるみる頰ほおが赤くなっていく桜さくら子こは、ぎろっと凄すさまじい眼がん力りきで俺おれを貫つらぬく。やべぇ、こいつ視線で人を殺せるんじゃねえ？

「わ、悪かった。さすがに突とつ拍ぴよう子しなくてな。俺のちっぽけな常識が理解するのを拒きよ絶ぜつしたんだ」

　さすがに死の危険を前にして、俺の表情筋きんは頑がん張ばってくれた。ひくひくと頰を引きつらせながらも、桜子を刺し激げきしない程てい度どには平へい静せいを保っていられた。

「いいわよ。あたしも自分の力に気づいたときは信じられない気持ちだったから。でもホントのことだからねっ」

　ぷんと拗すねた顔は、もう完全に小学生だ。これを指し摘てきしたら、また蹴けられるんだろうなあ。むしろ、今度は蹴られた後に関かん節せつを極きめられかねん。

　それにしても伝でん説せつの木に覚かく醒せい者しや？　俺の中学校時代の友達が聞いたら喜びそうな単たん語ごのオンパレードじゃねえか。

「それで覚醒者の俺は、何か特別な力でもあるのか？」

「ある」

　はっきりと断言された。そうは言っても俺自じ身しんなんの自覚もないぞ。とはいえ、もし本当にそんな力があるなら是ぜ非ひとも知っておきたいもんだ。ちょっとわくわくするじゃないか。

「へえ、どんな？」

「《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》」

「……ふらぐぶれいかぁ？」

　頭痛いたくなってきた。なんだそのネーミングは。なんて言うか、すっげぇこっぱずかしいんですけど。

「格好かつこいいでしょ～。あんたの力を見てピンと来たのよね～」

「………………あ、ああ。かっこいーな」

　頷うなずくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。この名前つけたの桜子なんだな。すっげー褒ほめて褒めてオーラを出してやがる。俺が同どう意いしたら急にニコニコし出したよ。

　えっと整理しよう。

　伝説の木にはカップルを作る効果があって、俺は（桜子や舞まいさんもか）覚醒者で、木の効果……ふ、フラグを壊す活動をする。

　これを信じろってのは、かなり無む理りがあるぞ。

「《分岐粉砕》とやらの効果は？」

　噓うそだろと言うのは簡単だが、真剣な桜子に野や暮ぼなことは言えない。言ったら何されるかわかったもんじゃない。それに伝説の木が普通じゃないってところは俺も納なつ得とく済ずみだ。それ以外のことは半はん信しん半はん疑ぎってとこだがな。

「効果範はん囲いに存在するフラグをぶっ壊こわす。問もん答どう無む用ようでね。でもあんたを観察したところ、能力のオンオフができないみたい」

「自分じゃコントロールできないってことか？　それじゃ役に立たないだろ」

「そうでもない。効果範囲はおよそ半はん径けい十五メートルの球きゆう形けい。だからカバーしやすいし、効果は絶ぜつ大だいだし、とりあえずターゲットの近くにいればいいわ」

「つまりバイト内容ってのは、伝でん説せつの木の効果を受けた奴やつらの側そばにいればいいのか？　ただいるだけ？」

「そ、楽なもんでしょ？」

　そりゃ肉体的には楽かもしれないけど、精神的にはどうなんだ？　というより落ち着いて考えると、それってストーカーになるんじゃ。第一、フラグを折るのは人の恋こい路じを邪じや魔まするってことじゃないのか？　なんでこいつはフラグなんて折ろうとしてるんだ？

　早まったか？　いくら高こう額がくのバイト代が出るとはいえ、わけの分からない仕事は気がひける。そもそも妄もう想そうに付き合わされるのは勘かん弁べんしたい。でもなー、授業とかの区切り以外で、鐘かねの音ねがするってのは事実なんだよな……。

　俺おれがうーん、と心しん中ちゆうで悩んでいると、チャイムが鳴り響ひびく。

「たっぷりこき使ってあげるから、覚かく悟ごしなさい」

　人ひと差さし指ゆびを突きつけ、不ふ敵てきな笑えみを浮かべる桜さくら子こは生せい気きに満ちていた。それが逆に俺の不安を煽あおるわけなんだが……。




　　　　＊




　放課後、俺は教室に残っていた。理由？　それは桜子ケータイに届いたメールを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

『帰るな』

　これだよ。この短たん文ぶんにどれだけの意味が込められているか、わかるか？　わからねえだろ。俺だってわかりたくない。だがわからないと困ることになるわけだ。つまり、

『帰るな（帰ったら殺す）』『（死にたくなければ）帰るな』

　ほらな、俺ぐらいになるとこういう部分が読み取れるわけよ。もちろんこんなメールを送るのは一人しかいねえ。

　暴あばれん坊ぼう少女、桜子・タイフーンガール・扇おうぎだ。

　いっそ、アメリカのハリケーンにサクラコってのも付け加えてくれ。昔のアメリカでは、ハリケーンに女性名めいがつけられてたんだ。俺はこの事実を知ったとき、真しん理りを表してるなって思ったね。あなどれないな、アメリカ人。

　クラスメイトが、ちらちらと俺を窺うかがう。

　いつもは授業終しゆう了りよう後ごそっこー帰る俺おれが、いまだ教室に残っているのがそんなに珍めずらしいのか。珍しいんだろうな。俺だって落ちつかねえもん。

　にしても、今までケータイを持っていなかった俺が二に丁ちよう使づかいとはなあ。

　両手にケータイを持って、ぱかぱかと開かい閉へいしてみる。それこそガンマンみたいにくるくるっと回してぱかっと開けてみたりした。なんか楽しい。でも多分、ケータイの正しい楽しみ方とはズレてる気がする……。

　おっといかん。人の物を使って遊ぶのはよくない。桜さくら子ことのバイトが終わったら二人に返さなきゃ。舞まいさんだって桜子のケータイを返したって知れば、受け取ってくれるだろう。

　かたかたと貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながらケータイをいじくっていると、ぬっと画面に影が落ちる。顔を上げると不ふ機き嫌げんそうな桜子がいた。こいつ、いつもこんな顔してるのか？　授業中、先生に当てられなくてよさそうだな。

「来なさいよ」

「へーい」

　桜子に連れられて教室を後にする。きっと今いま頃ごろ教室内で、俺と桜子の話題が盛り上がっていることだろう。

　……だからって、俺をペット扱いするのはやめろ。なんでこう、女子の歓かん声せいってのはでかいんだ。ついでに桜子と舞さんは俺を取り合ってるわけじゃねえぞ。そっちだったら、まだ救いがあらあ。

「あ、そだ。俺、今日きようもバイトあるから、あんまり長く残れないぞ」

「…………あんたねえ」

　不満げな表情を露あらわにして俺を見上げてくる。そんな目で見られても先せん約やくは先約だ。

「桜子だってわかってて俺に頼んでるんだろ。まあシフトは組まれてないから、次は減らしておく。今の時期は暇ひまだしな」

「……そ、ならいいわ」

　おや、意い外がいにもあっさり引き下がったな。てっきり給料を倍ばい出だすから、他のバイトはやめなさいとか言いだすかと思った。どのみち、そんな条件出されても断るから関係ないんだけど。

「これから仲間と顔合わせね。それくらいの時間はあるでしょ？」

「まあな。つか、仲間がいるのか？」

　そっちの方が驚きだ。けど考えてみれば、俺を勧かん誘ゆうしたってことは他にも似たような境きよう遇ぐうの奴やつがいてもおかしくない。

「あたしだけがフラグを折るわけじゃないわよ。舞の奴だって仲間がいるんだから。ちなみにフラグを折るのが、あたしたちアルテミス。んでフラグを守ろうって連れん中ちゆうがアポロン」

　組織名もまた……コメントしにくいなぁ。

《アルテミス》と《アポロン》。確か神様の名前だ。ギリシャ神しん話わに出てくる月の女め神がみと太陽の神様だっけ？　桜さくら子このイメージとアルテミスってのは、どうにも結びつかない。きっと桜子以外が名付けたんだろう。こいつが命めい名めいしたなら、嬉き々きとして教えてくるはずだ。

　伝でん説せつの木。フェーデ。フラグ。覚かく醒せい者しや。《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》。アルテミスにアポロン。一日かそこらの間に聞いた事こと柄がらを思いだし──苦く笑しようした。

　思い描いていた高校生活には、何一つとして出てこなかった単たん語ごばかりだ。

　桜子から訝いぶかしげな視線を向けられている。

「あんたキモ──」

　からーん、ころーん。

　遮さえぎるように鐘かねの音ねが聞こえてくる。今までとは異なる音。ある一定の種類の人間にしか届かない、はた迷めい惑わくな音だ。

　途と端たん、ぐいっと腕が引っ張られた。手首には強い締めつけ。俺おれは引っ張られるがまま、廊下をひた走る。転ばないようにするのが精せい一いつ杯ぱいで、口を開けば舌したをかんでしまいそうだ。

　が、訊きかなければなるまい。

「桜子、これガ」

　くぅぅぅぅぅ、やっぱ舌かんだ！　いってぇ！

「そう、フェーデの鐘よ。ホント、忌いま々いましい音。誰だれかが伝でん説せつの木を使ったんだわ。ったく、この学園の生徒は色ボケばっかりなのッ！」

　色ボケ……まあ、そういう見方もできるか。いわゆる伝説の木なんてもんは、神じん社じやの神さまぐらいの存在なんだろう。縁えん結むすびを本ほん気きで信じる奴やつはいないけど、とりあえず祈っとくか。みたいな程てい度どじゃないかと思う。

　廊下にいる生徒を避け、階段を駆かけ下り（ここで二回舌をかんだ！）、靴くつを履はき替えることなく校舎を飛びだしていく。

　つーか速い！　こいつ、すげー足が速いぞ!?

　ちびっこい身体からだのどこにそんなエネルギーがあるのか、桜子はロケットエンジンでも積んでいるかのようにぐんぐんと加か速そくする。自分の脚きやく力りよくを超えた速度で引っ張られる俺は、あっという間に通り過ぎていく景色けしきにただただ驚くばかりだった。

　自転車に引っ張らせて身体に速度を覚え込ませるなんて陸上の練習があるらしいけど、今の俺も同じ感じだ。足はまともに回転していないのに身体だけが前へ前へと進んでいく。身体だけが先行して意識が後からついていくような錯さつ覚かく。肉体と精神にズレが生じて、それが余よ計けいに奇き妙みような高こう揚よう感かんをかき立てる。

　桜子の奴はこんな景色が見られるのか。すげーな、俺の世界にはない景色だ。見ているもの、ふれているものは同じはずなのに、こうも違うもんなのか。

　どきどきする。

　桜子の躍やく動どう感かんに俺の心までも踊ってしまう。

　ひょっとしたら桜さくら子こといれば、もっと違う景色けしきが見られるのか？

　そいつはちょっと……いいな。




　伝でん説せつの木は高こう等とう部ぶの西側──弓きゆう道どう場じようなどが立ち並ぶ一角の雑ぞう木き林ばやしに立っている。

　俺おれと桜子が到着すると、伝説の木は淡い黄金こがね色いろの光に包まれていた。見ているだけでじんわりと温ぬくもりが伝わってきそうな輝きだ。鼓こ動どうのように一定のリズムで光が強くなったり弱くなったりする。

「うわ……なんだこれ」

「これがフェーデ開始時の木よ。この光はあたしたち覚かく醒せい者しやにしか見えない」

　十人ものおとなが手を繫つないで、ようやく一回りできるほどの幹みきは、格かく闘とう家かの肉体みたいにごつごつしている。広がった枝には若々しい葉がこれでもかと茂っていた。この季節なら、ごく普通の状態だ。

　しかし葉っぱの隙すき間まから淡あわいピンク色の塊かたまりが無む数すうに生まれ、小さなつぼみになる。そのつぼみは俺が見ている前で、早送りの映えい像ぞうみたいにふわっと花か弁べんを広げていった。緑みどり色いろだった桜は瞬またたく間にピンク色に染そめ上がる。

　花が咲くにしたがって、黄金色の光は落ち着いていった。代わりにピンク色の輝きが辺りに広がる。花の輝きだけじゃない。花弁が落ちているわけじゃないのに、ピンク色の欠片かけらが花はな吹ふ雪ぶきみたいに宙を彩いろどっている。

　これだ。

　これが俺の見た光こう景けいだ。

　ほぅと吐と息いきが漏もれる。その横で桜子がふふんと自じ慢まんげに胸を反そらしていた。お前は何もしてないだろ。

　桜子を無む視しして見み惚とれていると、相変わらずの馬ば鹿か力ぢからで引っ張られた。連れて行かれたのは綺き麗れいに刈かり込まれた背の高い植うえ木き。初しよ等とう部ぶとの境さかいを示すもので、壁のように立ち並ぶ植木は身を隠かくしながら様よう子すを窺うかがうのにちょうどいい。

　息を潜ひそめて伝説の木を窺うと、告こく白はくしたと思われる二人組が木の下に座り込んで仲なか睦むつまじくおしゃべりしている。

　二人ともすでに手を繫つないでいて、伝説の木を使う必要なんてないじゃないかと思うくらい、仲がよさそうに見えた。

　──ある一点の問題を除いて。

「……なあ、俺の目には女同どう士しに見えるんだが」

「ふんっ、あたしにもそう見えるわ」

「あれが対たい象しようなのか。……結けつ構こう可愛かわいいのに」

「そういう趣しゆ味みなんでしょ」

　桜さくら子この反応は素そっ気けない。二人が男同士でも、あっさり流しそうだ。心しん中ちゆうでは『変へん態たい！　変態！　変態！』と叫んでいるかもしれないけど。

　なるほどな、確かに伝でん説せつの木を頼りたくなるのも無む理りはない。

　だがなあ……もったいないねぇ。すげーもったいねぇ。

　二人ともかなり可愛かわいい。一方は可愛いという表現を体たい現げんしたような、ふわふわとした印いん象しようの女の子だ。柔らかそうな黒くろ髪かみは長く、目がぱっちりしている。良りよう家けのお嬢じようさんという印象がぴったりだ。深しん窓そうの令れい嬢じようでもいいかもしれない。

　もう一人は、すらりとした細ほそ身みで背が高い。こちらは短たん髪ぱつで宝たから塚づかでも通用しそうな男おとこ前まえだ。正直、男じゃ、あの美び形けいは作りだせない。まさにフィクションの男だ。

　二人並ぶとロミオとジュリエットみたいにお似に合あいで、これはもう文もん句くなしに付き合っちゃえばいいんじゃね？　と太たい鼓こ判ばんを押したくなる。……性せい別べつが違ってたらな。

　けどこの二人の仲を裂さくのか？　なんか後あと味あじ悪そうだな。

「なあ」

「しっ、黙だまってて」

　いつの間にかデジカメを取りだしていた桜子は、二人の写真を撮とり始める。何やってるんだと訝いぶかしみながら様よう子すを眺ながめていると、伝説の木の下にいる二人はお互いの気持ちを確かめ合うようにいちゃついていた。

　桜子はどうするつもりなんだ？　と思っていたら桜子がすっくと立ち上がる。やっぱり尾び行こうするのか。慌あわてて俺おれも立ち上がる。

　だが違った。桜子はデジカメをしまい込むと、両手を広げ「《天使の矢キユーピツド・アロー》」と呟つぶやく。

　…………きゅうぴっどあろぅ？

　突とつ然ぜん桜子の口から飛びだした単たん語ごに脱だつ力りよくする俺は、そこでとんでもないものを目もく撃げきした。そりゃびっくりするさ。いきなり、すっぱだかの子供が現れたんだから。しかも背中には羽が生はえ、頭に輪わっかまで浮いている。

　天てん使しって……あの天使か？

　手に持ってるのはおもちゃっぽい弓ゆみ矢やだ。天使はあどけない笑顔を浮かべながら、桜子の周囲を漂う。

「これがあたしの《アニマ》よ」

　ふふんと得とく意いげに薄っぺらい胸を張る桜子。前まえ屈かがみになっても反そり返っても、まるで変化のない胸はともかくとして、これには驚いた。

「すげえな……。さすがに……びっくりしたわ」

　心のどこかで、伝説の木だとか覚かく醒せい者しやだとかフラグだとか、疑っていた部分があった。しかし今、目の前にある光こう景けいは、それらの疑いを吹き飛ばすだけの力があった。事実は小説よりも奇きなりって、こういうことを言うのか。

「んで……《アニマ》ってのは、能力って意味でいいんだよな」

　いい加か減げん、この流れに慣れてきたね。フェーデにせよ《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》にせよ《天使の矢キユーピツド・アロー》にせよ、なんだってこういう恥はずかしいネーミングなんだ。

「そ、あたしたち覚かく醒せい者しやの魂たましいを具ぐ現げん化かしたもの」

　不ふ敵てきな笑えみを浮かべる桜さくら子こは、俺おれの胸をとんと叩たたき「あんたの魂は、どんな輝きを見せてくれるのかしらね」と言ってきた。桜子の声は挑ちよう発はつ的てきであり、楽しそうでもあり、俺は叩かれた箇か所しよを手のひらで押さえ、びくっと身み震ぶるいした。

　鼓こ動どうが激はげしくなっている。

　身体からだが熱を帯びているのに、今さら気づいた。

　おいおい、俺は期待してるのか？　これから起きることに。俺に起きてることに。何かが始まりつつある、そんな漠ばく然ぜんとした期待に心こころ躍おどらせてるってのか？

「あんた……なににやけてんの。キモイ」

　冷たい視線から隠かくすよう、慌あわてて口くち元もとを隠す。やべっ、確かに今の俺はキモかった。にやけすぎだろう。

「そんで、どうするんだ？」

「《天使の矢》には二種類あるのよ」

　桜子の言葉に反応して、天てん使しが矢をつがえる。狙ねらうのは三十メートルぐらい離れた二人だ。天使が使う弓ゆみ矢やがオモチャっぽいこともあり、届かないんじゃないかと素そ朴ぼくな疑問が浮かぶ。

「一つは愛を。一つは憎にくしみを」

「今から撃うつのは憎しみか？」

「そ、二つの対たい象しように当てると、両者に憎しみを生みだす」

「ちょっと待て。それはやりすぎじゃないか？　あの二人、仲良さそうだし、無む理り矢や理り引き裂さくのは可哀想かわいそうだろ」

　うおぅ！　睨にらみすぎですよ桜子さん！　って、思わず敬けい語ごになっちまった。いやだってそうだろ。フェーデだか知らないけど、あの二人は伝でん説せつの木にすがったわけだ。幸せになるのを願って。

　それをぶち壊こわすのは、なんというか後あと味あじ悪いじゃねえか。俺はてっきり、片方だけが強い気持ちを寄せていて、片方はまるっきり好こう意いを抱いていないカップルを妨ぼう害がいするのかと思ってた。あんな付き合っているのと変わらない二人を邪じや魔まするなんて、考えてなかったんだ。

「あんた、あたしは雇やとい主ぬしでしょ。意見する気？」

「意見ぐらいいいだろ。第一思おもわないか？　フェーデなんかに巻きこまれたせいで」

「巻きこまれた？　あの子たちは自分たちの意い思しでここに来たのよ。木の本当の力を知らないとはいえ、伝説の木にすがったの。である以上、あたしはあの子たちに容よう赦しやする気はない」

　決意で塗ぬり固められた声を聞き、ぎょっとした。なんでこいつ、こんなにも頑かたくななんだ？　まるで親の敵かたきみたいな言いぐさじゃねえか。

「なあ、何かあるのか？」

「……何が」

「お前がフラグをぶち壊こわす理由だよ。なんのためにフェーデなんてやってるんだ？」

　桜さくら子こは返事の代わりに矢を放った。あっ、この野や郎ろう、逃げやがった！

　矢は一直線にすっ飛んでいき、男だん装そうが似に合あいそうな女じよ子し生徒の背中に命めい中ちゆうする。心しん臓ぞうがある位置にさくっと矢や先さきが刺さったときは、死んだ！　と思ったぜ。そうならなかったんだけどな。

　命中した矢は体内に溶けこむよう、すぅっと消えていく。その間に、天てん使しはもう一本の矢をつがえていた。

「おいっ、話はまだ終わってねえ！　何で撃うったんだよ！」

　俺おれが食ってかかっても、桜子は目だけをちらりと向けるだけで何も言ってこない。ついには視線さえもカップルに向けられてしまい、完全に黙もく殺さつされてしまった。

「……なあ、せめて別の方法で邪じや魔ましろよ」

「あたしの力を否定しようっての？」

「そうじゃねえよ。そうじゃねえけど……可哀想かわいそうじゃんか」

　ぎゅっと桜子の拳こぶしが握られた。振り返った桜子は、今にも飛びかかってきそうな眼差まなざしで俺を睨ねめつける。

　ちょ……俺、そんなかんに障さわるようなこと言ったか？　言ってないよな。誰だれか言ってないよって言ってくれ。ああ、俺さっきから言ってって言葉を言ってばっかりだ！

　混乱の極きわみに達する俺を、ジッと睨にらみつける桜子はぼそりと、

「このブタ野や郎ろう」

　こ、こいつ、勿もつ体たいづけて言う言葉がそれかよ！

　俺が頰ほおを引きつらせていると桜子は今度こそハッキリ、

「このブタ野郎。伝でん説せつの木に踊らされてる奴やつに向かって、何が可哀想よ。あんなのの力を借りたものが、本ほん物ものなわけがない。あんなのの力を借りて得たものに、なんの価か値ちがあるってのよ」

　声に込められた否定の強さにたじろぐ。予想だにしなかった完全な拒きよ絶ぜつ。桜子の奴が舞まいさんに嚙かみつくのとは、ひと味あじ違う迫はく力りよくがあった。

　俺は桜子に雇やとわれての参加だ。じゃあ桜子はどうなんだ？　桜子はなんだってフェーデなんてのをやってるんだ。それって俺みたいなのに金を払うほど意い義ぎのあることなのか？

「なあ、ちゃんと教えてくれよ。桜子がフェーデをやる理由。じゃないと俺は協力しな──いわけじゃないけど、なんていうか、気持ちよく仕事ができないといいますかですね……」

　睨まれた途と端たんに敬けい語ごになっちゃう俺、弱よわッ！

　仕方ねえだろっ、すげーコワイんだよ!!

　それでもめげずにジッと見ていると、桜さくら子こはポニーテールを指に巻き付け、しばし黙だまりこんだ。なおも見つめていると、唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向く。まるっきり拗すねた子供だ。

「嫌きらいなの」

「は？」

「だから、あの伝でん説せつの木が嫌いなの。気にくわないのっ」

　言葉にしたせいで苛いら立だちがこみ上がってきたのか、桜子は俺おれのネクタイを摑つかんでくる。ぐぉ、そんなにがくがく引っ張るな。むち打ちになるだろ。

「伝説の木の強きよう制せい力りよくがむかつくのよ。仮初かりそめの幸せでカップルを作って、いいことしてる気？」

「木だけにな」

「ふんぁ」

　ぐあああああああっ、脇わき腹ばらに拳こぶしが突き刺さった！　比ひ喩ゆじゃねぇ！　ま、マジで痛い。今までで一番痛いたい。それほどまでにお寒いギャグだったのかよ。結けつ構こうイケると思ったのに。ウィットなジョークだと思ったのにぃ。

　脇腹を押さえて悶もん絶ぜつする俺を見下ろし、桜子の演えん説ぜつは続く。

「伝説の木に頼る奴やつも嫌い。あんな力を借りる恋や愛になんの意味があるのよ。伝説の木っていう権けん力りよくで、無む理り矢や理りくっついてるだけじゃない。もし好き合っていない人でも、あの木はカップルに仕立てようとするのよ。それってニセモノの恋愛じゃない！」

　桜子の瞳ひとみに込められた意志の強さに押され、俺はごくりと生なま唾つばを飲みこんだ。

「普通、恋れん愛あいっていいことばかりじゃないわよね。恋人と喧けん嘩かだってするだろうし、傷つけたり傷つけられたりすると思う。そんなの誰だれだって嫌いやだけど、そういう部分もひっくるめて恋愛じゃない。いいところだけ見たいってのは、相手から目を背そむけてると思う。相手を見ないで恋愛なんかできるはずない！」

　拳を固めて自じ説せつを展開する桜子は、ぎりっと目に力を入れて伝説の木を睨にらむ。絶対屈くつしないという意い思しの煌きらめきが、大きな瞳ひとみに映っていた。

「ニセモノの恋にすがるカップルも、ニセモノの恋を押しつける伝説の木も、それを後あと押おしする舞まいたちも気に入らない！　そんなもの、あたしが全ぜん部ぶ否定してやる！　あたしが認めるのはねぇ、自分の意志で選び、自分の足で歩み寄り、自分の手で摑んだものだけよ！」

　俺は桜子を見上げ、不ふ覚かくにも一いつ瞬しゆん、一瞬だぞ、一瞬だけど──見とれちまった。

　こいつは可愛かわいいでも綺き麗れいでもねえ。格好かつこいい女なんだ。

　って、なに見とれてるんだよ俺は!?

　見とれてしまったことに気き恥はずかしさを覚え、ごまかすように軽い口く調ちようで桜子をからかってみる。

「そんなに嫌なら切っちまえ」

　立りつ派ぱな木だし、俺は反対だがね。それほど嫌いなら、切るのだってアリだと思うぜ。むしろ桜さくら子こなら、真まっ先さきにやりそうなもんだけどな。

「はん」

　うわ、こいつ蔑さげすむにしたって、もうちょっと加か減げんしろよ。「何なに言ってるの、このフナムシ」って顔にデカデカと書いてあるよ。

「バカだバカだと思っていたけど、まさかそこまでバカだとはね。あんた、嫌きらいな奴やつがいたら片かたっ端ぱしから殺す気？　あたしはねぇ、あの木がやってることを全ぜん否ひ定ていしてやるのよ！　それは切って根本を絶つのとは違うの。わかる？　あたしが目指す勝利は口を封じることじゃない。ぐうの音ねも出ないようにさせることなの！」

　ぽかんと見上げちまった。はは、そういうことかよ。俺おれは桜子を過か小しよう評ひよう価かしてたみたいだ。桜子の考え方、いいじゃねえか。つーか意い外がいに色々考えてるんだな、お前。ホント負けず嫌いだなあ。だけど、そういうまっすぐなところは悪くない。バカっぽいけどな。

「お前の気持ちはわかった」

　ふぅと一ひと息いきつく。

「おっし、んじゃ俺も付き合ってやっか」

　こきこきと首を鳴らし、うんと伸びをする。あんな顔を見た後じゃ、ぐちぐち言えないわな。こいつには、ああいう目ができるだけの理由がある。一本芯しんの通った信しん条じようがある。いいじゃねえの。俺、そういうの好きだぜ。自分のやってることに疑問を抱かないってのは、実は勇気が必要だ。

　もっとも桜子の場合、バカだからかもしれないけどな。

　こいつはきっと、前しか見ねえんだろう。後ろも横も下も上も見ねえ。前だけ。バカだな。いつかスッ転ぶぞ。すぐ飛び上がって、また走りだすんだろうけどさ。

「それに──」

　桜子は目を閉じて深呼吸すると




「リア充じゆうなんか滅ほろべばいい」




　んんー？　なんか今、変なこと言ったような……。今までの流れを台なしにするような、心の中がほっこりしたのを一いつ瞬しゆんで凍りつかせるような──

「リア充が増えるとその分、恋愛難なん民みんが増えるじゃない。リア充は甘い蜜みつみたいなもんで、それに複数の人が群がるとバランスが崩くずれる。つまりあいつらは自然界を歪ゆがめてるのよ！　ま、今回は特とく殊しゆだけど、だからといって手を抜く理由にはならないわ。……第一、あたしがなんで舞まいより下なのよ！　あいつが告こく白はくされまくってるのに、なんであたしのところには誰だれも来ないの！　あんたらは草そう食しよく系けいか！」

　そんな拳こぶしを作って熱ねつ弁べん振るわれてもなー。それに後半は完全な八やつ当あたりじゃねえか。んでもって草そう食しよく系けいだから肉にく食しよく獣じゆうに近づかないんぢゃないっすかね、桜さくら子こさん。

　さっきまでは桜子を見直してたのに、これだよ。リア充じゆうは滅ほろべって……いや、滅べばいいとは思うけど。とてもとても思うけど。……くそう、泣いてない。泣いてなんかないぞ。俺おれの恋がいつも片かた想おもいだったとしても、これは目が汗あせをかいてるだけなんだっ。

　俺が心しん中ちゆうで頭を抱え、うああああっと悶もだえている間に、桜子はくるりと俺に背を向け、矢や先さきをカップルの片かた割われに向ける。先ほどまで木の下でおしゃべりしていた二人は、手をつないで立ち去り始めていた。

「少しは安心していいわよ。あたしの力はフェーデが終わるまでしか効果を発はつ揮きしない。フェーデが終われば、矢によって生まれた憎にくしみや愛情は消える。その後、あの二人がお互いをホントにホントに想っているなら、またくっつくわよ」

　俺が聞き返す間もなく、天てん使しが憎しみの矢を放つ。

　矢は一直線に突き進み──

　白い手に摑つかまれた。

「は？」

　おいおい、任○堂さんよ。配はい管かん工こうの出張サービスってのは、こんなところまでフォローしてるのか？

　天使が放った矢は、もう一人の女じよ子し生徒に当たる直前、どこからともなく現れた白い手て袋ぶくろに摑まれていた。某ぼうマ○オが付けているような手袋に、手首は見あたらない。膨ふくらんだ手袋だけが宙に浮いている。やっぱ、糸なんかで吊つったりしてないんだろうなあ、あれ。

　矢はすぐに雲うん散さん霧む消しようする。桜子は盛せい大だいに舌した打うちし、「ちっ、《奥の手ラスト・リゾート》か。睦むつ美みめぇ、教師の癖くせして生なま意い気きな」と憎にく々にくしげにひとりごちた。ちょっと待て、睦美ってのはあの黒くろ木き先せん生せいか？　先生まで参加してるのかよ。

　周囲を窺うかがう桜子は、その過か程ていで俺の方も見た。不ふ機き嫌げんな顔には「あんたと無む駄だ話ばなししたから！」と思いっきり書いてあった。ごもっともなだけに俺は苦にが笑わらいを浮かべる。

　白い手はぐっぱぐっぱと開かい閉へいを繰り返し、準じゆん備び運動をする。背後で行われていることなど、まるで気づかないターゲット二人は、仲なか睦むつまじく遠ざかっていく。

　桜子が追おうとすると、白い手袋は牽けん制せいするように位置を変えてきた。どうするんだこれ？　手て詰づまりって奴やつか。

　完全に他ひ人と事ごととして傍ぼう観かんする俺だが、桜子は完全に野や性せいを剝むきだしにしている。ぎらついた眼差まなざしは天使にも感かん染せんし、きりりっと矢を引き絞り、

「って増えてる─────────────────────っっっっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声が出た。

　さっきまで一人だった天使が、今や八人。まったく同じ姿すがた形かたちをした天使が一いつ斉せいに矢をつがえ、立ち去ろうとする二人を狙ねらっていた。ちょ、同じ顔キモッ！　一人ならまだしも、同じ顔が八つ。しかもどれも無む垢くな笑顔をしている。

「当たれ！」

　裂れつ帛ぱくの気き合あいと共に矢が解き放たれた。よく見ると桜さくら子この額ひたいにはびっしりと脂あぶら汗あせが滲にじみ、体からは熱気が立ち上っている。

　矢は一本の時より、狙ねらいが甘いような気がした。さっきは端はたから見ても一いち撃げき必ひつ中ちゆうに感じたし、実際、心しん臓ぞうに命めい中ちゆうした。

　なるほど、ひょっとしてメリットとデメリットって奴やつか。数が少なければ命中しやすく、多ければ大おお雑ざつ把ぱになると。ははぁん、よくできてんなー。

　矢は八本。対して手て袋ぶくろは一つ。

　こりゃ桜子が勝ったな。などと思っていたら、もう一つ手袋が現れた。そうだよ、右手と左手があるんだから、そりゃー二つあってもおかしくない。おかしくないけど……両手でも足りないだろ。

　撃うち落とすにしても、二本ぐらいはすり抜けるはず。

　……なんて思っていた時期が俺おれにもありました。

　矢は突き進み、手袋が迎げい撃げきに──というところで、手袋がぷくーっと風ふう船せんみたいに膨ふくらんだ。矢は壁となった手袋に当たり、ぼよんと地面に墜おちていく。

　うわぉ！　そんな防ぎ方があったのかよ！

　まさか手袋が壁になるとは思わなかった。けどこの方法は、どうやらあんまりいい方法じゃなかったみたいだ。

「いったーいっ！」

　茂みから悲鳴が上がる。あの二人に気づかれない配はい慮りよか知らないけど、声は抑えられていた。それでも声に秘ひめられた悲ひ痛つうさは本ほん物ものだ。

　ごろんと茂みから現れたのは、二十代後こう半はんほどの女性。国語教きよう師しの黒くろ木き睦むつ美み先生だ。まあ相手が黒木先生なのは、さっき桜子が呟つぶやいてたから知ってるんだけどな。でも実際見みると、やっぱりこう、いろいろ「あー……」という呟きが漏もれるわけで。

　雑誌の表紙を飾りそうな、ゴージャス風ふう味みの巻き毛。フリルワンピースの上に春はる物もののカーディガンを羽は織おっている。レギンスを穿はいた足の先は、パステルカラーの可愛かわいらしいパンプスがあった。モテ可愛、愛されファッションの見本となりそうな格かつ好こうだ。

　……この人、戦う気あるのか？　ジャージで来い、ジャージで。

「いた、いた、いたたたた」

　黒木先生は両手に息を吹きかけていた。先生涙なみだ目めじゃん……。もしかしてあの手袋、ダメージがフィードバックするのか？　だとしたら、さっきのはまさに捨て身ってわけか。

「睦美、どきなさいよ」

「先生をつけなさい桜子さん！」

　すっくと立ち上がる黒くろ木き先生は威い厳げんたっぷりに

「はァ？」

「睦むつ美みでいいですよ。先生、生徒との距離感を重んじるんです。教育は生徒の目め線せんに立つのが重要だと申しまして」

　あ、折れた。なんだろ、この親しん近きん感かん。この匂におい。さては黒木先生……ヘタレだな！

　思わず、ふふっと笑えみがこぼれる。すかさず黒木先生は俺おれを見とがめ、悔くやしそうに睨にらんできた。ご、誤ご解かいだ先生。俺は同どう類るいを見つけた喜びを嚙かみしめてただけで、嘲あざ笑わらったわけじゃ……。

　弁べん解かいする暇ひまもなく、桜さくら子こが黒木先生を睨にらみつける。あ、先生の腰が退ひけた。そりゃなあ、さっきまで茂みに隠かくれてたのも、きっと目を合わせたくなかったからだろうし。

「邪じや魔まするなら……潰つぶすわ」

「や、やれるもんならやってみなさい！　あなたみたいな若い子には、先生の気持ちはわかりません！　先生みたいな人には伝でん説せつの木が必要なんです！　わかりますかこの崖がけっぷち感。わからないでしょう。同どう年代の女の子が結婚していく中、それらしい動きもなく、人間失しつ格かくやこころなんかを教えちゃってる私の気持ちが！」

「知るか年とし増ま。選り好みしてるだけじゃない」

「年増って言うなあああ！　まだ二十代！　まだギリ！　この年だと結婚を前ぜん提ていにおつきあいを考えなくちゃいけないのよ！　重くて悪かったわね！　慎しん重ちようと言ってちょうだい!!」

　すげぇ……崖っぷち感ってのがよく出てるわ。でもなんだろう……この切なさは。涙が出ちゃうぜ。

　それにしても桜子の悪あく役やくっぷりは本ほん物ものだな。俺、魔ま王おう側がわについたんじゃないか？

「直なお樹き、あんた先回りしてあいつらのこと尾び行こうしなさい」

「お、おい、俺をストーカーにする気か。それに俺はバイトが」

「時間まででいいから。すぐに行く。それまで」

　そう言われれば断る理由がない。仕事は仕事だ。

「だけどいいのか？　お前だけで」

「誰だれに言ってんの？　死ぬ？」

「悪かった」

　そっこー謝る。どのみちここにいたって、桜子の手伝いができるわけじゃない。……尾行したって大して変わらないと思うけど。どっちがマシかって言われれば、ハナ差で後者だろう。

「そんじゃ桜子、怪け我がしない程てい度どにな」

「ええっと水みず原はらくん？　先生的には歯は止どめと言いますか、ストッパーと言いますか、レフェリーストップをかけてくれる人が欲しいのですけど……事じ故こ防止的てきな意味で」

「…………ご愁しゆう傷しよう様さまでした」

「何よそれぇぇぇぇぇっ！」

　涙なみだ目めで訴えてくるってことは、きっと言いたいことはわかってもらえたと思う。獰どう猛もうな獣けものと同じ檻おりに入れられ、怪け我が一つしないで帰ってこいなんて俺おれの口からは言えない。そう、言えることといえば、

「顔はやめてやれよ桜さくら子こ。やるなら見えないボディーにしろボディーに」

　これくらいなもんだ。

　桜子はにやりと邪じや悪あくな笑えみを浮かべ、親おや指ゆびを立てる。そしてその親指を黒くろ木き先生に見せつけると、逆さにして「ぶっ潰つぶす」をセットに下ろした。もちろん八や重え歯ばを剝むきだしにした攻こう撃げき的てきな笑みと共に。

　ああ、黒木先生が露ろ骨こつにびびってる。

　桜子もやりすぎはしないだろう。俺は桜子に言われたとおり、あの二人を追うことにした。そういや、俺の《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》とやらも、何か出てくるのかね？　ハンマーとか。

　桜子と黒木先生の能力を見たこともあって、少しだけわくわくする俺だった。ふっ、男はいつまで経たっても少年なのさ。




　結けつ論ろんから言おう。俺は二人を見み失うしない、時間切ぎれとなってバイトに行った。

　結論から言おう。たぶん明日あした、俺は殴なぐられる。

　結論から言おう。ひょっとしたらボディーかもしれない。

　結論から言おう。明日学校に行きたくねぇ……。

　結論から言おう。桜子の奴やつ、俺の家まで来やがった。

　結論から──
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　ズキズキと痛む腹を押さえ、俺おれは机つくえに突つっ伏ぷしていた。昨日きのうの夜に殴なぐられた痛みが、昼休みになっても残るなんて異常だろ。あいつ、絶対拳こぶしに鋼はがねでも仕込んでるって。

　つか、わざわざ家に来るな！　つか、俺のアドバイスを俺に対して実じつ践せんするな！　くぅ、ボディーは効くぜ……。

　ズンと胃に来ている重みのせいで、食しよく欲よくが湧わかない。そうだな空くう腹ふくで金がないときは、あいつに一発……って誰だれがやるかそんな苦く行ぎよう！

　一人ボケツッコミを寂しくやっていると、教室の後ろから桜子さくらこが入ってきて、俺の前に立つ。ざわっと教室内が揺れた。けど知ったことか。無反応で貫つらぬき通すぜ。ささやかな反はん抗こうという奴やつだが、実際のところ腹ふつ筋きんに力を入れると筋きん肉にく痛つう並みに痛いので、動かしたくないだけである。

「役立たず。ちょっと来て」

「俺は昨日、暴ぼう漢かんに襲おそわれてぐったりしてる。またにしてくれ」

「…………そう」

　俺は立った。

　桜子の声は抑よく揚ようもなく、とても静かだ。剝むきだしの凶きよう暴ぼう性せいなんて欠片かけらも感じられなかった。だからこそ俺は立った。生せい存ぞん本ほん能のうだけは研とぎ澄すまされていると自じ負ふしている。

　桜子は立ち上がった俺を見上げ、ふんと鼻を鳴らして歩きだす。ついて来いとさえ言わない。無む言ごんで促うながす。背中で語る桜子さん、マジ、っパねえッス！

　ギロッと睨にらまれた。

　茶ちや化かしてた内ない心しんが読まれたのかと、ぎくりとこわばらせる。しかし桜子はそれ以上何なにもせず、また歩きだした。見えない紐ひもに引っ張られるようにして俺も後に続く。おや、首くび輪わもリードもついてないのにお犬いぬ様さま状態ですよ？

「……悪かったって」

「バイトがあるんだから、仕方ないわよ。限られた時間で精せい一いつ杯ぱい働いた人に、あたしは鞭むちを振るったりしないから」

　噓うそつけ！　そっこー殴りに来たじゃねえか！　しかも殴る前にケータイにメールまでしやがって。どこのホラー映画だよ。玄げん関かんのチャイムが鳴ったときには、ちびるかと思ったんだぞ！

　今だって言葉と口調くちようがまるっきり嚙かみ合ってない。全然仕し方かたないなんて思ってないくせに。でなければ、俺んちまで来てぶん殴らねえだろ。

「そういえばこれ。昨日渡そうと思っていたけど、中ちゆう断だんしたから」

　桜子がポケットから取りだしたのは十円玉だまぐらいの徽章きしようだった。一いつ角かく獣じゆうと乙女おとめが彫ほりこまれたそれは、裏に安全ピンが付けられている。お手て製せいなんだろうか？　その割には彫ちよう刻こくやデザインも手が込んでいるし、意い外がいと重くて安っぽい感じはしない。

「これなんだ？　校こう章しようっぽい感じがするけど」

　目の高さに持ち上げて、じっくりと眺ながめる。

「アルテミスの所しよ属ぞくを表す証あかし──ま、部ぶ員いん章しようだと思えばいいかな。随ずい分ぶんと昔から伝でん統とうみたいな形で受け継がれてる。ちなみにあたしのはこれ」

　桜子さくらこはケータイを取りだすとストラップを見せつけてきた。確かに俺おれが渡されたのと同じ物がストラップの飾りとしてついている。

「これって必ずつけなきゃダメなのか？」

「強きよう制せいじゃないけど、あんたは絶対つけなさい」

「そういうのを強制って言うんだよ！」

　日本語は正しく使おうぜ。

「あんたがもしその部員章を外したら、裏うら切ぎったと見なす」

「………………」

　いそいそとベストで隠かくれる場所につけました。ええ、素早い対応だと思います。ベストに隠すのは万まんが一いちの没ぼつ収しゆうに備えてのこと。完かん璧ぺきすぎる。さすが俺。危き機き管かん理り能力はばっちりです！　……そもそも危険に遭あいたくないってのが本ほん音ねだけどな！

「それで今日きようは何をすりゃいいんだ？」

「昨日きのうできなかった仲間の紹しよう介かい」

　そういえばそんな話だった。あまり興味きようみがないとはいえ、一いち応おう仕事仲間ということになるのだろうから顔合わせは大事だ。とりあえず、ふうんと適当に頷うなずいておく。

　歩きながら窓の外に目を向けると、講こう堂どうの周りをジョギングする柔道部じゆうどうぶや発はつ声せい練習をするコーラス部の姿すがたがあった。その光こう景けいを見て疑問が浮かんでくる。

「舞まいさんもそうだけどさ。お前らの組織ってどうやって仲間を集めてるんだ？　まさか部ぶ活かつみたいに張り紙してるわけじゃないだろ？」

　思い浮かぶのは新聞の三さん行ぎよう広告だ。スパイが連れん絡らくを取り合う方法として用いられるが、まさか新聞部が発行する学がく園えん新聞を利用しているわけじゃないよな。

「基本は勧かん誘ゆうかな。フェーデが発生すると覚かく醒せい者しやは自分の能力を自覚したり、桜の木が満まん開かいになのを目もく撃げきしたりする。例外は別として、そうした人たちは奇妙きみような出で来き事ごとに狼ろう狽ばいして、行動や言げん動どうがおかしくなっちゃう。んで噂うわさが立つの。○○が最近おかしいってな感じでね」

　桜子は人ひと差さし指ゆびを俺に向け「あんたがクラスメイトから距離を置かれたみたいにね」と、思わせぶりな笑えみを浮かべて言ってきた。俺だって好きでドン引きされたんじゃねーぞ。

「もっとも直なお樹きの場合は、あたしが直接見みたからだけどね。で、ああいった勧誘をしたわけ」

　どこで力を使ったのかさっぱりわからないが、どうやら桜子に見られていたらしい。どこに人生の転てん機きが転がってるか、わからないもんだな。

「んじゃ、桜子も勧誘か？　天てん使しが出るからわかりやすそうだもんな」

「……勧誘には違いないけどね。あたしの《アニマ》は初め」

　変なところで言葉が途と切ぎれる。妙みような間が空あいた。台詞せりふを忘れた役者じゃあるまいし、どうしたんだ？

　おい、と声をかけようと口を開きかけたが、さえぎるように桜子さくらこが続きを言う。

「発はつ動どうしなかったから。覚かく醒せいはしてたから桜の木が満まん開かいなのを見てびっくりしたっけ」

　なんだ桜子も一いつ緒しよかよ。って言おうとしたけど、桜子は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしていたから開きかけていた口を閉じる。途中とちゆうで途と切ぎれたことといい、何か嫌いやな思い出でもあるのか？

　それからしばらく無む言ごんで歩き、桜子は部室棟とうに入っていった。

　文化系けいの部ぶ活かつに割り当てられている部室棟は、高こう等とう部ぶの西側に建てられている。高等部の校舎とは渡り廊下でつながっており、靴くつを履はき替えずに利用できる。部室棟には教室の半分ぐらいの広さの部屋と、教室と同じ広さの部屋が二種類あり、それぞれ所しよ属ぞく人数によって割り振られる仕組みだ。

　ぴたりと足を止めた桜子は、ノックをしてから部屋に入っていく。ルームプレートには天てん文もん部と書かれてあった。やはり天文部などというマイナーな部は人数が少ないようで、小さめの部屋を割り当てられている。

「お邪じや魔まします」

　室内はスッキリとしていた。中央に会議用の長なが机づくえが二に脚きやく。左右の壁へき面めんにはスチール棚だなとハンガーラックが設置してある。スチール棚の隣となりには安っぽい天体望ぼう遠えん鏡きようが置いてあり、あれがなければ天文部の部室とはわからないだろう。

　窓の方に電気ポットと各種コップに茶ちや筒づつなどが見えた。人の生活臭しゆうが滲にじみでていて、ほっと一ひと息いきつける和なごやかな雰ふん囲い気きを感じる。

　部室には二人の生徒がいた。一人は空あきスペースでスクワットをしている男だん子し生徒。マッスルパワーマキシマム！　とでも言いたげな筋きん肉にくが、スクワットをするたびにぴくぴくんと動く。

　髪かみは短く刈かりこまれ、白い歯がむやみに光っていた。

　一ひと言ことで言えば暑あつ苦くるしい。

　ネクタイを見ると、どうやら三年生みたいだ。受験を控えてるのに大だい丈じよう夫ぶなのか？

「はっはっはっ、桜子。そいつが例の新しん入にゆう部員か」

　スクワットをやめることなく、先せん輩ぱいは俺に笑いかけてくる。俺はぺこりと会釈えしやくしながら、桜子の仲間だもんなと変な納なつ得とくの仕方をしていた。お、スチール棚にプロテインの缶かんを発見。やっぱり必ひつ須すだよな。

「オレは勝かつ谷や権ごん三ざぶ郎ろうだ。高等部三年。部長は桜子だから、後こう見けん人にんとでも思っててくれ。趣しゆ味みは体を鍛きたえること。どうだ？　一いつ緒しよにやるか？　自じ家か製せいのプロテインもあるぞ」

　自家製!?　あれって手作り可能なのか!?　怪あやしい、果てしなく怪しい。何が入ってるかわかったもんじゃねえっ！

「あはは……遠えん慮りよしておきます。あ、俺は水みず原はら直なお樹きです。今年ことし入学しました。よろしくお願いします先輩」

　ぺこりと頭を下げ、とりあえず挨あい拶さつを済ます。さて、もう一人は……と思って見てみれば、相変わらず無む視しですよ。俺おれが部屋に入ってきたときも、視線すら送ってこなかった。

　驚いたことにもう一人の仲間は中学生だった。十文字じゆうもんじ学園中等部ちゆうとうぶの制服であるセーラー服を着た女の子は背せ筋すじをぴんと伸ばし、クロスワードパズルを解いている。

「美み緒お。すっごい嫌いやだろうけど自己紹しよう介かいね。大丈夫だいじようぶ、フナムシに話しかけるようなものだから」

　おい、その例えはどうなんだ。俺はフナムシ扱いか。つーかだな、フナムシに自己紹介してる中学生がいたら逆に引くわ！

　おいおい、目が悪いのか知らないけど、ちょっと雑誌との距離が近くないか？

　たまにこういう人を見かける。本と目の距離が二十センチぐらいしかない。一生懸けん命めいさが感じられるものの、目には悪そうだ。眼鏡めがねかけてる時点で、もう悪いんだろうけど。

　やや癖くせがありそうな髪かみは両りよう端はしで結び、おさげにしてある。この子の癖なのかクロスワードパズルを見つめながら胸むな元もとに垂れた毛先をくるくるといじっていた。

「美緒」

　桜さくら子こに促うながされ、ゆらりとこちらに視線を向ける。桜子とはまた違った意味で、意志の強そうな眼差まなざしを持っている女の子だ。なんとなく桜子と相あい性しようがよさそうだなと思った。それと同時に、多くの女子とは馬が合いそうにないなとも思った。

　俺が心配することじゃないけどな。この子、絶対一いつ緒しよにトイレなんか行かないだろ。ふっ、ってせせら笑いしそうだもん。

「初めまして、中等部二年の朝あさ倉くら美緒です。主に桜子さんたちフォワードのサポートをしています」

　ぺこりとお辞じ儀ぎされたので、俺も慌あわててお辞儀する。

　しっかしこの子、背は桜子より頭一つ大きいだけなのに、手足のバランスが凄すごくいいせいか、モデルみたいだな。指ゆび先さきなんかもピアニストみたいだし、もうちょっと肉付きがよければスカウトが放っておかないだろうに。やっぱ女の子の瘦やせすぎは、よくないと思うぞ。

　はっ！　まさかこの子も俺と同じ〝ＢＩＮＢＯ〟なのでは！

　そうか、だったら仕方ねえ。うんうん、辛つらいだろうけど強く生きろよ。中学には給きゆう食しよくがあるからな。しっかり食べて大きくなれ。

　心の中で声せい援えんを送っていると朝倉さんは小こ首くびを傾かしげ、桜子に気き遣づかわしげな視線を送った。

「こいつバカだから」

「ああ……なるほど」

　納なつ得とくしないでくれ！　せっかくの声援が台だい無なしだ！　それに桜子、お前の紹介は酷ひどすぎる！

「ほら、役立たず。挨拶しなさいよ」

「水みず原はら直なお樹きです。高こう等とう部ぶ一年──」

　って聞いてねえー！　水みず原はらなおのところで、クロスワードの世界に戻りやがった。そうかいそうかい、俺おれにはクロスワード以下の興味きようみしかないってことか。

　がっくりと肩を落とす俺はようやく気づいた。

　こいつら協きよう調ちよう性せいねえ……、ってな。ある意味、似た者同どう士しなんじゃなかろうか。

「顔かお見みせ終了ね。そうそう、これ」

「なんだこれ？」

　桜さくら子こから渡されたのは、ワイヤレスのイヤホンマイクだった。こんなものまで使ってるのか。

「基本はケータイが連れん絡らく手段だけど、昨日きのうみたいな状況ではこれを使って」

　桜子に簡単な使い方を教えてもらい、耳にセットしてみる。なんだかわくわくするのは、戦せん隊たい物ものとかを思いだすからだろうか。

　俺が試しに装そう着ちやくしている間に、桜子は机の上に山やま盛もりになった色しき紙しを見て辟へき易えきとする。うんざりといった様よう子すで一番上うえのものを取ると、ぱらっと開いた。どうも色紙じゃないらしい。

「はぁー、また来たのね。安やす田ださんに面めん倒どうなことを押しつけて」

「なんだそれ？」

「……見合い写真よ。あんた、いる？」

「いらねーよ！　つか、お前まえ結婚すんの!?」

「誰だれがするかバカ！」

　手しゆ裏り剣けんになった見合い写真が額ひたいに突き刺さる。痛い。結けつ構こう頑がん丈じようなんだな。おー、いてぇ。

　額をさすりつつ床に落ちた見合い写真を見ると、かなりのイケメンだった。歳としは俺らよりも上っぽい。二ハ十タ歳チ過ぎってところだろうか。スーツを着ているせいか、ぐっとおとなびて見える。プロフィールを見る限り、いいところのお坊ぼつちゃんぽい。趣しゆ味みが乗馬じようばってなんだよ。暴あばれん坊ぼう将しよう軍ぐんか。

　次元が違うなと思っていると、朝あさ倉くらさんが抑よく揚ようのない声で説明してくれる。

「桜子さんのご両親は若くして結婚しているので、娘の桜子さんにもこうして結婚を勧すすめているのです」

「へぇ、なるほどね」

　そりゃ大変なことで。桜子じゃなくて……見合い相手がな。写真だけじゃ伝わらないであろう桜子の本ほん性しようにふれたとき、見合い相手たちが恐れおののく光こう景けいが目に浮かぶ。アドバイスをするなら、腹とつま先には新聞紙を巻いておけってことかな。あと脛すねも防ぼう御ぎよしといた方がいい。

　うん、見合い相手にするアドバイスじゃない。

「お父とうさんもお母かあさんも見合い結婚だから、あたしにこうして勧めてくるの。びっくりするぐらい仲がいいのはわかるけど、あたしは見合いなんてぜんッぜん！　興味ない」

　そう言ってるがな──

　俺は見み逃のがさなかったぞ。興味ないって割には、両親の仲がいいって話してるとき羨うらやましそうな顔をしてるじゃねえの。何だかんだ言っても、桜子さくらこも女の子ってことかね。幸せな家庭に憧あこがれても不ふ思し議ぎじゃないってことか。

　桜子は風ふ呂ろ敷しきを用意して見合い写真を包み始める。

「直なお樹き、あんた後で睦むつ美みのところにコレ持っていって」

「黒くろ木き先生のところ？　なんで？」

「睦美に売り飛ばすから。イケメンファイルを作ってるらしいわよ。安心していいわ、さすがにあたしになりすまして見合いをすることはないから。そこまで堕おちてないみたい」

　黒木先生……せつねぇ。無料の結婚情報誌じようほうしを見ながら結婚を夢む想そうする黒木先生が思い浮かんじゃったよ。読み終わった後の虚きよ無む感かんがハンパないぞ、きっと。

　見合い写真を包み終えた桜子は、ふうと一ひと息いきつくと朝あさ倉くらさんの前に座った。

「美み緒お、チェックをお願い」

「はい」

　朝倉さんはクロスワードの雑誌を閉じ、手のひらを合わせるとゆっくり開いた。するとぽわっと半はん透とう明めいの画面が現れたではないか。よくＳＦ映画などで見かけるアレだ。俺おれの少年的な何かがチクチク刺し激げきされる。

　目を瞬しばたたかせる俺に気づき、朝倉さんは「《分岐出力帳フラグ・プロツター》です」と言って、浮かび上がったアクティブウィンドウに指をタッチさせると、ウィンドウを増やして俺の前にスライドさせる。ウィンドウは半透明だから、文字や図の向こう側に朝倉さんの顔が見える。試しに手を振ってみたら、すげなく無む視しされた。

「あれ？　朝倉さんの眼鏡めがね、変わってるぞ」

「あんた意い外がいと目ざといわね。美緒の《アニマ》は画面じゃなくて眼鏡なのよ。眼鏡が本ほん体たいで、画面は《アニマ》の能力で出てくるわけ」

　ははぁ、なるほどね。

　さっきまでは変へん哲てつのない眼鏡だったのが、今はフレームが細い木の枝が絡み合っているものに変化している上、フレームとレンズが繫つながっている箇か所しよには小さな花が咲いていた。しかも、よく見るとレンズはガラスではなく水だ。朝倉さんが瞬きするのに合わせて、波は紋もんが広がって消えていく。

　おまけにフレームには細い銀の鎖メガネチエーンがつけられている。これで真まっ黒くろなローブを着ていたら、まるで魔ま法ほう使つかいみたいだ。無む機き物ぶつと有ゆう機き物ぶつが合がつ体たいしたような眼鏡は、マジックアイテムといったところか。

「ごめん美緒。あんまり詳しいことはわからなかった」

　あの桜子が素直に謝るだなんて！　朝倉さん、いや、ここは姐あねさんと呼ばせてもらいたい！

　桜子が紙を渡すと、朝倉さんは内容を写し取る。ぶつぶつと呟つぶやく中に、「赤あか城ぎ聡さと子こ」「牧まき口ぐち春はる香か」「演えん劇げき部ぶ」「誕生日」など様々な情報が詰めこまれていた。おそらく今回ターゲットとなっている、あの二人のプロフィールだと思う。

　そういえば、昨日きのう写真も撮とっていた。

　俺おれの思し考こうを読み取ったのか、桜子さくらこが現げん像ぞうした写真を机に出す。やっぱりだ。それを親おや指ゆびと中なか指ゆびの間に張った赤い光線でスーッと撫なでる朝あさ倉くらさん。うん、これは俺にもわかるぞ。スキャンしてるんだな。スーパーのレジでも似たような機き械かいがある。

　……ところで朝倉さん。

　キーボードを両手の人ひと差さし指ゆびでぽちぽち押すのは、ものっすごい初しよ心しん者しやっぽいんだが。

　これじゃ、まるで俺だ。宙に浮かび上がった厚さ一ミリにも満たない画面とキーボードなんかは近未来的なのに、扱う朝倉さんが昭しよう和わのおっさんみたいになってるじゃないか。

　イメージ的には画面を見ずに入力していく姿すがたが欲しいところだ。

　しばらく部室内には朝倉さんが指を動かすかすかな音と、勝かつ谷や先せん輩ぱいの「ほっ」「ふっ」というかけ声だけが響ひびいた。……勝谷先輩、空気を読んでください。

　やがて朝倉さんは手を止めて、ふーっと大きく息をついた。

「どこまで詳しく出るかわかりませんけど」

　そう前置きしてから、朝倉さんはポンと最後のタッチで締めくくる。

　瞬しゆん間かん──朝倉さんを中心にして、無む数すうのウィンドウが溢あふれかえった。朝倉さんを情報の殻からに閉じこめたウィンドウは、物もの凄すごい速度で文字列れつを流していく。何かの処理をしているのだなと察せられたが、俺おれにはむしろ卵が孵ふ化かする前ぜん兆ちように見える。
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　やがて文字列の奔ほん流りゆうは止まり、ウィンドウが一枚に集しゆう束そくしていった。朝あさ倉くらさんの前に残されたウィンドウを横から覗のぞきこむと、月間スケジュールらしい五月のページが開かれていた。

　きろりと朝倉さんが睨にらんできたので、俺は覗きこんだ顔をすすっと後こう退たいさせる。桜さくら子こより迫はく力りよくはないが、予よ備び軍ぐんとしては充分すぎる。凶きよう暴ぼうとまでは行かないが、気が強い。

　朝倉さんは後退した俺の前に新しいウィンドウを回してくる。同じように桜子の前にもコピーしたウィンドウが差しだされていた。

「明後日あさつての午後と日曜日が決定的な分ぶん岐きみたいです」

「そう、二度のチャンスか。どっちもへし折りに行くわよ」

　状況が飲みこめていない俺を見て、桜子は面めん倒どうくさそうに口を開く。

「美み緒おの《分岐出力帳フラグ・プロツター》は、フェーデにおいて決定的なフラグを見つけだすの。細かいフラグの積み重ねより、未来を決定づける重要なフラグをね。発はつ動どうするには相手の情報が必要になるわけ。さっき渡した紙や写真がそれよ」

「へぇ……」

　あんまり価か値ちがわからない俺は曖あい昧まいな返事をする。俺が理解していないことを見み抜ぬいた桜子は、あからさまにバカにした顔になる。当の朝倉さんは、もうクロスワードに戻っていた。

「わかってないわね。これがあれば無む駄だ足あしを踏まずに済むでしょ。毎日あの二人をストーキングしなくて済む。あんたのバイトだって、シフトが組みやすくなるって言えば利点がわかる？」

「おお、なるほどな」

　そうだよな。言われてみればそのとおりだ。これで俺も桜子にチクチク言われずに済む。店長に頼んで、明後日と日曜日はシフトを変えてもらおう。ん、んん？　待てよ。今の口ぶりだと、桜子の奴やつも俺のバイトを気にしてたのか？

　………………んなわけねー。

　あの桜子が俺を気にかけるとは思えない。あいつは俺の雇こ用よう主ぬしで、俺はあいつの被ひ雇用者なだけだ。それを強きよう調ちようしてるのは桜子自身なんだからな。

「ところで疑問なんだが、フェーデってどうやったら勝ちなんだ？　昨日きのう撃うった矢が二人に命めい中ちゆうしたら、俺たちの勝ちだったのか？」

「ちょっと違う。かなり優位にはなるけど、必ずしも勝利になるとは限らない。要は決定的なフラグを成立させるか否いなかってこと。一般に広まっているおまじないの手て順じゆんは、最後に伝でん説せつの木の下で返事をすることで完了だけど、フェーデの勝敗はそこまで行かずに決まることが多い」

　伝説の木の下で告こく白はくして、一週間後に返事をもらうってアレな。その間は返事をしちゃいけないってことになってるんだっけ。

「あたしの能力はフラグを成立させにくくするけど、絶対に阻そ止しできるってわけじゃない。そうでなくとも伝でん説せつの木は絶えずフラグを立ててカップルの仲を修しゆう復ふくしちゃうし、陰いん険けん女たちの手でフラグが補強ほきようされれば成立しちゃう」

「なるほど、そんときは俺おれらの負けってことか」

　おい桜さくら子こよ、睨にらむな。俺はお前が負けるって決めつけたわけじゃないぞ。

「ふん、まあそういうことね。あたしの《アニマ》にしたって矢の本ほん数すうが限られてるから、ここぞというときに使わないと。今度こそ陰険女に勝つんだから、あんたもキリキリ働きなさいよ。わかった？」

　へいへいっと、言われなくたってしっかり働くから安心しな。

「じゃあ勝敗を決めるフラグの成立ってのは、どこで判はん断だんするんだ？」

「そ、それは……その」

　珍めずらしく言いよどむ桜子に代わり、朝あさ倉くらさんが視線を向けずに言ってくる。

「キスです」

「キスぅ!?」

「愛の告こく白はく代わりのキスが定番ですが、雰ふん囲い気きに流されてキスしちゃったよ派、強ごう引いんに奪うばわれたら心まで奪われちゃったよ派、罰ばつゲームが本気になっちゃったよ派、事故が運命になっちゃったよ派、眠ったフリをしていたら気になる彼にされちゃったよ派──などがあります」

「あ、ああ……そうなんだ……」

　淡たん々たんと言われるにしては、言葉のチョイスがどうかと思うぞ。しかもクロスワードを解きながらと来たもんだ。

「統とう計けい的てきに見ても、キスによって成立する可能性は極めて高いと言えます」

　おおお、統計か。それならそうなんだろうな。気持ちがはっきりするという意味でも、キスってのはありだろう。

「統計は朝倉さんが取ったの？　能力からして朝倉さんはデータ派はだな」

「いえ、水みず原はら先せん輩ぱいは愚ぐ民みんっぽいので、統計的とか言っておけば言葉の権けん威いにひれ伏すかと思ったので」

「あんまりだ！」

　そして俺おれ、めっちゃひれ伏してました。

「でもキスのくだりは本当です。ＥＤや挿入歌そうにゆうかが流れてきそうな雰囲気になったら注意してください。あるいはスローモーションになったり、背景がふわふわのシャボン玉みたいなのに切り替わったときにもですね」

　それ、常じよう人じんには聞こえないし、見えないから。なに「先輩なら見み聞ききできますよね」みたいな目で見てるの？　俺をなんだと思ってるんだ。

「つまり一週間の間、キスをさせないようにすりゃいいわけか」

「そうよ、理解したようね！　いい、ぜーったいに勝つんだからね！　陰険女になんか負けられないんだから、気き合あいを入れなさい気合いを！」

　桜さくら子こはぐぐっと拳こぶしを固め、鼻はな息いき荒く椅い子すにもたれかかった。やれやれ、桜子といい舞まいさんといい、対たい抗こう意識を燃やしすぎだぞ。

「桜子さんと一いちノの宮みや先せん輩ぱいは初しよ等とう部ぶからの因いん縁ねんがありますから」

　俺おれの表情から察したのか、朝あさ倉くらさんが興味きようみなさそうに教えてくれた。その言葉を聞いて桜子に視線を向ければ、「あいつの性格の悪さは生まれつきよ」と憎にくたらしそうに吐き捨てる。

「今いま思いだしても腹が立つ。そうね、給きゆう食しよくのプリンを奪うばわれたこともあれば、体操服ふくを隠かくされたこともあったわ」

「なんと……そりゃヒド──」

「桜子さんと一ノ宮先輩が同時に同じ行為をしたので、その日の体育は桜子さんの体操服を一ノ宮先輩が。一ノ宮先輩の体操服を桜子さんが着たそうです」

「ヒドくねぇ！　お互い様だ！」

　てことは、プリンも同じ結けつ末まつを辿たどってるってことか？　それって交換しただけで、誰だれもマイナスになってないよね。

「ふ、ふんっ、それだけじゃないわ。あたしが遊ぼうと思っていた遊ゆう具ぐを先に使っていたり、冷れい凍とう蜜柑みかんを解かい凍とう済ずみにしておくとか、給食であまった牛乳をそっと机に置いて『頑がん張ばって』とかぁッ！　あたしはまだ成長期なのよ！　未来があるんだからねっ!!」

　うん、因縁とかいかにも何かありそうな言葉を使っているけど、単なる腐くされ縁えんって奴やつだよね。二人の関係って幼おさななじみって奴だよね。

　大おお仰ぎようにため息をつく。

「それにあのことだって────」

「なんだよ、まだあるのか」

　言いかけていた口を閉じ、大きく息を吐く。結局続つづきは出てこなかった。出てきたのは舌した打うちだった。口に出すのもはばかられるってか？

「お前ら、昔からフェーデなんかやって、いがみ合ってるのか？　不毛だな。もうちょっとマシな青春を送れよ」

「失礼ね。あたしらがフェーデに関わるまでは真まっ当とうないがみ合いだったわ」

「いがみ合いに真っ当もクソもあるか」

「…………ッ!?」

　急に朝倉さんが口くち元もとを押さえ、驚きよう愕がくに目を見開く。どうした！　何かあったのか!?

「フナムシさんが真っ当なことを言ってる……」

　いくら頼りないとはいえ、もうちょっと先輩を敬うやまってもいいじゃないっすかねぇ！　勝かつ谷や先輩もさわやかに「はっはっはーっ」とか笑わないでください！

　スーハーと深呼吸をして気持ちを落ち着ける。うん、落ち着いた。朝倉さんはそういうキャラなんだな。よーくわかった。俺おれも気を引き締めよう。桜子さくらこの友人だ。甘く見たらやられる。

「そんじゃ、用は済んだから帰っていいわよ」

　シッシッと手を振る桜子は、ちゃっかりおにぎりを持じ参さんしていた。スカートのポケットからアルミホイルの塊かたまりを二つ取りだし、机の上に置く。桜子が朝倉さんの向かいに座ると、朝あさ倉くらさんはスッと立ちあがり、お茶を入れ始めた。

　その途中とちゆう、俺に視線を向けたので手を振って丁てい重ちように断っておく。俺は猛もう獣じゆうの檻おりの中でお茶を飲む趣しゆ味みはないからな。

　しかしわけのわからん人にん間げん関係だ。桜子は朝倉さんを対たい等とうか、それ以上に置いて。朝倉さんは桜子を敬っている感じがする。

「あんた、用がないなら教室に戻りなさいよ。そんなところで突っ立ってたって、おにぎりあげないわよ」

「いらんわ！」

「いらないの？」

「いります」

「ふんっ、どんなに強がってたって、あんたはその程てい度どよ」

　おにぎりを放り投げられ、慌あわてて受け取る。お前なあ、食い物を粗そ末まつに扱うなよ。バチが当たるぞ。

「どうぞ」

　朝倉さんは俺の分のお茶まで用意して机に置いた。なんて気が利く女の子なんだ。桜子とは大おお違ちがい。

　むしゃむしゃと食べ始めた桜子を見て、俺も手て近ぢかな席に座り、おにぎりを食べ始める。うん、うまい。そして中身は焼きタラコ！　なんという逸いつ品ぴん！　たまらんな。一いつ心しん不ふ乱らんに食べ続ける俺はお茶を飲み、日本人に生まれてよかったーと嚙かみしめる。

「それ、勝かつ谷や先せん輩ぱいの飲みかけです」

「ぶふ───っ！」

　吹いた。

　ぬ、ぬかった！　桜子とつるんでいるということは、つまり朝倉さんも一ひと筋すじ縄なわではいかないわけで。ていうか、さっきの会話で気づけよ俺！　明らかに一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるような女の子じゃないか！

　げほげほとむせる俺が見たものは、にやりと唇くちびるの端はしをつりあげる朝倉さんの姿すがただった。




　ちなみに黒くろ木き先生のところに見合い写真を持って行ったら、

「街でイケメンを見つけたら写メを撮とって送ると成績に色がつきます」

　と強ごう引いんにアドレスを押しつけられた。この人、生徒をなんだと思ってるんだ？




　　　　＊




　つーか、本当に決定的なフラグが立つのか？　部室で顔合わせしてからの二日間が平へい穏おんすぎて、今日きようこれから何かが起きるなんて想そう像ぞうできないぞ。

「くあ……」

　大きく口を開け、盛せい大だいにあくびを漏もらす。昼食を取った後の授業ってのは、どうしてこう眠いんだろうな。そんでもって、なんだって五時間目に古こ文ぶんなんてやるんだ？　これじゃ、どうぞ眠ってくださいって言ってるようなもんだろ。

　教きよう壇だんにいる教師は、やる気のない声で眠りに誘う呪じゆ文もんを唱となえている。教室内の半分ぐらいは、すっかり眠りの世界に落ちていた。

　本当なら俺おれもお仲間に入りたい。が、朝あさ倉くらさんの指し摘てきした最初の重要フラグ──あの女の子たちがキスするであろう日は今日なのだ。そして今は午後。もし寝ね過すごすなんてことがあったら、俺は桜さくら子こに殺される。

　教室の前にある時計を見やり、ふむぅと顎あごをぽりぽり搔かく。

　そういや、桜子は今いま頃ごろ何をやってるんだろう。授業受うけてるのかね。それともストーキング中か？　まあいいか。何かあればケータイにメールでもしてくるさ。あ、そうだ。今日はスーパーの特とく売ばいがあったな。忘れないようにしないと。

「ふわあああああ」

　もう一度大きくあくびをする俺は、ふと窓の外──校庭に視線をやった。窓まど際ぎわの席からだと校庭がよく見下ろせる。校庭では体育の授業が行われていて、体育祭に向けての短距離走などをやっていた。

　眠ねむ気けを堪こらえ、ぼんやりと体育の授業を眺ながめる。しっかしこうして見てると、羊ひつじが一匹ぴき、羊が二匹って数えたくなるな。あー、眠いぜぇ……。

　頰ほお杖づえをついていた俺の意識がふっと途と切ぎれる。

　意識が戻ったのは、わっという喚かん声せいのせいだ。まだ曖あい昧まいな意識を抱えながら、声のした方を見る。校庭が騒さわがしい。どうやら怪け我が人にんが出たようで、女じよ子し生徒が二人離はなれていく。

　ん？　ってあの二人……おふぅ！

　ぶるぶるっとケータイが震えた。し、新感覚だぜ……あぶねえ、危うくヘンな声が漏もれるところだった。尻しりポケットに入れるのは金こん輪りん際ざいやめておこう。

　カチカチとボタンを操そう作さする。着ちやく信しんしたメールは桜子からで、思ったとおり、あの二人がターゲットの赤あか城ぎ聡さと子こと牧まき口ぐち春はる香かだと教えてきた。

『来い』

　またも短いメールです。絵文字も使わないで、これほど感情が伝わるメールは他に類るいを見ないな。

　ふぅとため息をつき、

「先生。腹はら痛いたいんで、トイレ行って来ていいっすか？」

　立ち上がって言う。くそう、結けつ構こう恥はずかしいぜ。しかもクラスの半分近ちかくが寝ている中、まったりとした空気をぶち壊こわしたんだからな。しかも「先生おしっこー」ってなガキくさい理由でだ。

「おー、行ってこい。ちゃんと手を洗って来いよ」

「ういーっす」

　適当に返事をして教室を抜けだす。入学してまだ一ヶ月ちょいしか経たっていないのに、桜さくら子このことといい、舞まいさんのことといい、今回のことといい、妙みように注目を引いているような気がする。俺おれはひっそりと雑ざつ草そうのように生きていたいのに。

　教室を出た俺が階段にさしかかったところで、誰だれかに背中を押された。

　すんでの所で転ころげ落ちるのだけは回かい避ひできたが、さすがに冷ひや汗あせが噴ふきでる。背中なんかびっしょりだ。

「誰だ！」

　振り返ると白いマ○オハンド×２。

「……先生、今のはちょっとやりすぎです」

「…………先生もそう思いました」

　柱の陰から姿すがたを見せたのは、青い顔をした黒くろ木き先生だ。今日きようも変わらず、雑誌から切り取ったような格かつ好こうをしている。ふわモテとか、……どんだけ情報に振り回されてるんだこの人。

「もういいですよ。今度からは気をつけてください」

「……はい」

　しょんぼりする先生を置いて、階段を下りて柱の陰に隠かくれた。しばらく様よう子すを窺うかがってると「あああああーっ！　に、逃げられたぁ！」と素すっ頓とん狂きような声が聞こえてくる。黒木先生……ダメだろこの人。

　ばたばたと階段を下りてくる音がして、先生の足音はそのまま遠ざかっていった。

「ふぅ……バカで助かった」

　ポケットに入れたイヤホンマイクをつけると、タイミングよく桜子から連れん絡らくが入る。おいおい、俺のこと監かん視ししてるんじゃないだろうな。

「直なお樹き。わかるわね」

「わからねえよ。何すりゃいい」

「美み緒おからの指し示じに従って。あたしは今、性しよう悪わる根暗女ねくらおんなと遊ぶので忙いそがしい」

　ぷつっと切れた。性悪根暗女って舞まいさんのことか。さしずめ舞さんからすると桜子は弾だん丸がん猪いのしし娘むすめってところかね。ったく、二人して何やってるんだか。

　やれやれと肩をすくめ、気を取り直す。

　朝あさ倉くらさんに連れん絡らくを取ると、涼すずやかな声が耳じ朶だを撫なでる。

「水みず原はら先せん輩ぱい、保ほ健けん室しつに向かってください。おそらくそこがフラグポイントです」

「フラグポイントってなんだ」

「さあ？　今、適当につけたので」

　よ、読めねえ……。桜さくら子こも大たい概がいわからんが、朝倉さんの思し考こう回かい路ろも読めねえ。なんだこの集団は。どいつもこいつも理解し合うってのを知らないのか？

「とにかく保健室に向かうよ。ところで勝かつ谷や先輩は？」

「昼食に摂せつ取しゆしたプロテインに下げ剤ざいが混こん入にゆうしていたそうで、今いま頃ごろはトイレと友達になっているかと」

「…………え、えげつねえ」

　だからか。桜子が性しよう悪わる根ねく暗らお女んなとか言って怒ってたのは。しかし舞まいさん、手段を選ばんな。

「水原先輩も気をつけてください」

「お、おう」

「引っかかったら、次からクソ野や郎ろうのあだ名がつきます。勝谷先輩と並んでクソブラザーズと」

「勘かん弁べんしてくれ」

　嫌いやすぎる。しかも感情がこもらない声で〝クソ野郎〟とか〝クソブラザーズ〟とか言われると、朝倉さんって人がよくわからなくなる。Ｓなのか？　これが世に言うＳなのか？

　おいおい、待ってくれセニョリータ。聡そう明めいな俺おれは気づいちまったぞ。俺の周りにいる女って、Ｓばっかじゃね？　これはどういうことだ。運命の悪戯いたずらにせよ、もうちょっとマシな采さい配はいはできないのか。

　ため息をつく。幸せが一つ逃げていった。

　仕事。仕事だ。やらなきゃいけない。役立たず呼ばわりされながらお金をもらうのは、アルバイターナオの沽こ券けんに関わる。

　それに────

　桜子の信しん条じように共きよう感かんした気持ちは噓うそじゃない。全力を尽くすさ。

　俺は通信を終えると、黒くろ木き先生に見つからないよう慎しん重ちように保健室を目指す。

　幸い黒木先生はどこかに行ってしまったらしく、無ぶ事じに保健室まで来られた。ほっとするのもつかの間、はたと気づく。はて、俺に何ができるんだ？

《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》とかいう能力にしたって、一度も使ったことはない。少なくとも自分の意思では。そもそも桜子が俺の思いどおりには使えないと言ってたじゃないか。

　むーん。これは困った。が、とりあえずやれることはやろう。やる前から駄だ目めでしたというのは、ちょっとどうかと思うしな。

　保ほ健けん室しつのドアに耳をつけると、中からぼそぼそと声が聞こえる。声は女のものだったから、きっとあの二人の手当てでもしているのだろう。

「ヘンタイじゃないか……これ」

　忍しのび寄る変へん質しつ者しやのレッテルを振り払い、俺おれは仕し事ごと仕事と暗あん示じをかける。

　ドアに指ゆび先さきを張りつけ、音を立てないようにちょっとだけ開けた。わずかに開いた隙すき間まから中を覗のぞくと、先生がいる机には誰だれもいなかった。あの二人の姿すがたもだ。

　あん？　どういうことだ？

　二人の声は確かにした。だからいるのは間違いない。

　隙間に顔を押しつけ、保健室の中を見る。すると──いた。ベッドが置いてある場所にカーテンが引かれている。

　……えっと、決定的なフラグって……もしかするともしかしてキスだけじゃない……とか？

　頭の中にめまぐるしく広がる妄もう想そうワールド。いやっ、でもっ、いくらなんでも保健室で……。

　この隙間だとよく見えん。どうなってるのかハッキリ確かく認にんしないと。そうだ、事実誤ご認にんはよくない。これは仕事なのだよワトソンくん。

　隙間をさらに広げようとした俺は、ふと向かいの窓を見て固まった。

　黒くろ木き先生……何やってるんですか。

　窓にへばりついていたのは黒木先生だった。目だけ出して拳こぶしを振り上げている。「よしっ、そこだっ、押し倒せ」という声が聞こえてきそうだ。あの人は聖せい職しよく者しやたる教師をなんだと思ってるんだ。

　深ふか々ぶかとため息をつく俺に気づき、黒木先生ははっと目を大きくした。今度は、

『ち、違うのよ。先生羨うらやましいとか、そういうんじゃなくて、青春っていいなーとか、私のときは勉強ばっかりしてたなーとか。灰はい色いろの過去を思いだしていたわけじゃなくてですね』

　わたわたと身み振ぶりで訴える黒木先生。声は聞こえてないけど、とってもよくわかる。この人も不ふ憫びんだなあ。

　と思ったらドアが閉められた。

「あれ？」

　開けようとしても開かない。どうしたのかと思ったが、すぐに理由がわかった。あの白い手て袋ぶくろだ。あれがドアのストッパーになっているのだろう。こういう使い方もできるとは、なかなかに便利じゃないか。

　て、感かん心しんしてばかりもいられないよな。

　ここは手っ取り早く声を出せばいいか。中の二人も気づいてくれるだろう。

　続きが見られなくなるのは残念だけど仕方ない。……あ、やっぱ開かねえや。声を出す前に試しちゃうあたり、俺もどうしようもないな。

　気を取り直して咳せき払ばらいをする。

「あー、怪け我がしちゃったなー！」

　二人に恨うらみはないけど、これも仕事だからさ。勘かん弁べんしてくれよ。

　間まを置いてから、俺おれは「いてて」とか言いながらドアを開ける。華か麗れいなフットワークでフェイントをかけ、手て袋ぶくろが押さえているドアと逆のを。

　あっけなく開いた。中に入るとドアを押さえている白しろ手袋×２。

「はうぁ！」という声が聞こえてきそうなくらい、手袋がびくぅっと動いた。ああ……やっぱり。黒くろ木き先生なら、こういうお馬ば鹿かなことをすると思ってた。

　がら空あきになったドアから中に入り、これまたわざとらしく「せんせー、いないんですかー？」と言ってみる。

　っておい、カーテンが引かれっぱなしだぞ。予想だと、あの二人は保ほ健けん室しつの先客として、俺と顔を合わせるはずなのに。

　はあっ！

　よ、よもや、そのまま続ぞつ行こうするというマニア垂すい涎えんの状況に発展するのでは……。

　心しん臓ぞうがどっきんどっきん高鳴り始めた。おいおいおい、だ、ダメだろう。

　俺はぎぎぎっと首を捻ひねり、カーテンを見やった。

　はあっ!!

　カーテンの向こうから、ほんのわずかに、そこに二人の生徒がいると知っていなければ聞き逃のがすぐらいかすかに、呻うめき声が聞こえた。しかも艶なまめかしい。

　こ、こいつらーッ！

　甘かった。俺が甘かった。むしろ俺の乱らん入にゆうは、いいスパイスになってしまった。第三者に痴ち態たいを見られるかもしれない究きゆう極きよくの緊きん張ちよう感かんが、二人の仲を急きゆう速そくに高めていくというのかッ！

　なんということだ。はっ、これが伝でん説せつの木！　俺さえもフラグ成立のためにあてがわれた駒こまだというのか！

　しかしこのまま放ほう置ちというわけにもいかない。

「あれれ～、ヘンな声が聞こえるぞ～」

　体は子供、頭ず脳のうはおとな！　な名めい探たん偵ていみたいに、これでもかと演えん技ぎがかった声で呼びかける。きゅっきゅと上うわ履ばきを鳴らしながらベッドに近づいていき──

「そこで何をやってる」

　がらっと保健室のドアが開いた。入ってきたのは保健室の先生。黒くろ木き先生と同じくらいの若い女の先生だ。黒いひっつめ頭に眼鏡めがねという堅かた苦くるしそうな顔立ちの先生は、俺のことを訝いぶかしげに見つめてくる。

「い、いやぁ、ちょっと気分が悪くて」

「お前、さっき怪我しちゃったなーとか言ってただろ」

　聞ーこーえーてーたー！　ま、まさかあの時点で俺の行動はすべて先さき読よみされていたというのか！　俺おれは歯は車ぐるまの一つに過ぎないというのか！

「仮け病びようだろう。教室に戻りなさい」

「う、ういっす」

　そこのベッドには仮病どころか、もっと凄すごいことをしている人たちがいるんですよ。とは言えず、すごすごと保ほ健けん室しつから出る。でもまあ先生が帰ってきたなら、これ以上のことは──ってあれぇ？

　俺の後ろから先生も一いつ緒しよに出てきた。

「え？　あ、あの先生……？」

「なんだ？　お前の声が聞こえたら来ただけで、あたしには用事がある」

　そう言ってご丁てい寧ねいに鍵かぎまでかけてしまった。これで保健室は予期せずして密みつ室しつに。

　………………のぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！　ナンダコレハ、何がどうなってるんだ。俺は悪いことしてねえ。むしろ邪じや魔ましようとした。なのに全部裏うら目めに！　全部、あの二人のお膳ぜん立だてをしたことになる!!

　噓うそだろ。これが伝でん説せつの木の力。フラグ立て……。

　先生が立ち去った保健室の前で、呆ぼう然ぜんとする俺はイヤホンマイクのスイッチを入れた。

「どうしました水みず原はら先せん輩ぱい」

「朝あさ倉くらさん、どうやってもフラグが折れないんだ……。俺がやったことが、すべて裏うら目めに……わけわからねえ」

「フラグを折れるのは覚かく醒せい者しやの《アニマ》だけ。先輩、あなたの力を今こそ解き放つのです」

「……どうやって」

「さあ」

　なんだそれ。いかにもなセリフを言っておきながら、どこまでも無責任だな。

「とりあえず叫んでみたらどうでしょう」

「叫ぶ？」

「ふぅぅぅっぅうらあああああぐぅぅぅぅぶれいかぁぁぁぁぁっっっっ。という感じに」

　全然抑よく揚ようがないまま、そんな熱いセリフを言われても。つか、それ無む理り。恥はずかしすぎる。しかも今は授業中だから、声が通り過ぎだし。

「やらないと桜子さくらこさん、怒りますよ」

「………………鬼おにだろう」

　朝倉さん、あんた鬼や……。それに賭かけてもいい。絶対、こんなんで能力は発はつ動どうしない。朝倉さんがからかってるだけだ。それがわかるだけに、オモチャにされている事実に泣きそうになる。

「発動条件は人によりけりです。私のやり方と、水原先輩のやり方は違うと思います」

「はっ、もしかしてクロスワードを解いてるのは！」

「あれは私の趣しゆ味みです」

　そうですか。勢いこんだ俺おれがバカですか。

「とにかくやってみるだけやってみてください」

　健けん闘とうを祈りますと他ひ人と事ごとのように言われ、通信は切れた。健闘って言われてもな。

　俺はきょろきょろと廊下を見回す。人の姿すがたは見られない。やるのか？　やっちゃうのか俺。色々なものが失われちゃうかもしれないぞ。

　大きく深呼吸。

「ふっ」

　覚かく悟ごを決める。

「ふぅぅぅっぅうらあああああぐ、ぶれいかぁぁぁぁぁ─────────っっっっ!!」

　両腕を天に突き上げ、雄叫おたけびをあげる。終わった……。俺の中で一いつ線せんを越えちまった。踏みとどまってた一線を越えちまったよ……。

　両腕を突き上げた格かつ好こうのまま、十秒、二十秒……一分。時間が経たつにつれ、俺の体温が上がっていくのがわかる。きっと顔は熟うれたりんごだろう。いっそ、腐くさって落ちてしまえ。

「ふっ、ふふふふふ……」

　なんにも起きねぇッス。

　やっぱな。俺はそう思ってたよ。気き合あいでどうにかできるのなら、とっくの昔にそうなってるっての。これはなんのプレイだ。恥ち死し量りように達するんじゃ……。

　はぁ、すっげえ疲れた。もう休んでもいいよね、パトラッシュ。

　盛せい大だいにため息をついた俺は廊下の角から現れた桜子さくらこを見て、ぎょっと目を剝むく。桜子の奴やつは周囲に天てん使しをまとわりつかせながら、こちらに向かってくる。すでに激しい戦せん闘とうをしてきたのだろう。桜子の息は荒く、額ひたいから珠たま粒つぶの汗あせが滑すべり落ちている。

　桜子も俺に気づき、「直なお樹き！　フラグは!!」と叫ぶ。

「む、無む理り！　壊こわれねぇ！　《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》ってのも発はつ動どうしねぇし！」

「チッ、使えないわね。ちょっとは男を見せなさいよ！　ゴンザブローといい、直樹といい、だらしないわよ！」

「んなこと言ったって、こちとら初しよ心しん者だぞ！　もうちょっと──」

　言葉の途中とちゆうで赤い糸がしゅっと伸びてきて、天使の一人をぱしんと強したたかに打ち据すえる。天使は飴あめ細ざい工くみたいにひしゃげ、形を保てずに雲うん散さん霧消むしようした。うげっ、ちょっとグロいかも。

「だから桜子さん、アポロンとアルテミスじゃ、人じん材ざいの層の厚みが違いすぎると言ったでしょう。代表の人じん徳とくがこうもあからさまに影えい響きようするなんて、アルテミスの方々に同情します」

　おっとりとした口調くちようを崩くずすことなく、圧あつ倒とう的てき優ゆう位いに立った舞まいさんが廊下の角から現れた。さきほど打ちつけた赤い糸もするすると舞さんの元へ戻っていく。

　舞さんはバカでかくて高級そうなヘッドフォンを耳に付け、本ほん体たいから伸びる赤いコードを指ゆび先さきで弄いじくっている。コードはレーザーみたいな輝きをしていて、先っぽにあるはずの端たん子しが見あたらない。

　あれが舞まいさんの《アニマ》か。桜さくら子この天使ほど非現実的じゃないけど、あれだけ伸しん縮しゆく自在のコードを見たら一ひと目めでわかる。

　コードだけじゃない。耳当てには薔ば薇らのつぼみがついている。つぼみはステンレスっぽい銀ぎん色いろの輝きを放ち、その精せい巧こうな作りに目を奪うばわれてしまう。

　あんなヘッドフォンが市し販はんされてるわけがない。

「はんっ、うっさい腹はら黒ぐろ女おんな。あんたん所と違って、こっちは少数精せい鋭えいなのと代表が美少女ってのが売りなのよ」

「水みず原はらくん、今からでも遅くないですよ。アポロンに入りませんか？」

「あたしを無む視しするな！」

「待て桜子！」

　このバカ！　こんなわかりやすい挑ちよう発はつに乗るバカがどこにいる！

　怒りにまかせて矢を放つが、案あんの定じよう、舞さんは桜子の攻こう撃げきを予よ期きしていて、たやすく赤い糸で迎げい撃げきしてしまう。

　舞さんの狙ねらいが桜子に矢の無む駄だ撃うちさせるのは明白だ。お前自じ身しんが本ほん数すうに限度があるって言ってたじゃねーか。

　そんなときだ。熱くなりすぎている桜子の暴ぼう走そうを止めようとした俺おれの脳のう裏りに、ぴんと何かが引っかかった。え？　あ……なんか……来る……。

　感じた違い和わ感かんは次し第だいにはっきりと形かたち作づくり、胸で膨ぼう張ちようし──弾はじけた。

　バサッ。

　俺の視し界かいに影が差す。

　振り返れば漆しつ黒こくの片かた翼よくがそそり立ち、俺を見下ろしていた。鳥の翼つばさと金属が融ゆう合ごうした奇き妙みようなそれは、異い様ようなまでの存在感を発している。

　なん、だ……コレ……。あんぐりと口を開けていると「あんたの《アニマ》よ！　使いこなせバカ直なお樹き！」と桜子の声が響ひびく。

《アニマ》

　俺の魂たましい──《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》

　その姿すがたは桜子の天てん使したちと正反対の黒い翼。しかも片方だけ。

　右の肩けん胛こう骨こつ当たりから生はえている翼は、生えたきりぴくりとも動かない。どうすればいいのかわからない。けれど、じわじわと広がる高こう揚よう感が冷えきった身体からだに火を点ともす。何かできそうな気持ちになる。

　俺には力があった。それを証明するような片翼は、確かに魂アニマと呼ぶに相応ふさわしい。

　内側から湧わき上がる衝しよう動どうに突き動かされ、一歩前に踏み出す。

　今なら──今ならば、すべてをぶち壊こわせる気がした！




「ふぅぅぅっぅうらあああああぐ、ぶれいかぁぁぁぁぁぁ─────────っっっっ!!」




　胸に蓄ちく積せきされた熱ねつ量りようを吐きだすように両腕うでを天に突き上げ、雄叫おたけびをあげる。

　ここまではさっきと同じ。だがその後が決定的に違う。俺おれの叫びと共に黒い片かた翼よくがバサリと大きく空気を叩たたいた。

　すると黒い波は動どうが周囲に広がっていき、桜子さくらこの天てん使しや舞まいさんの操あやつる赤い糸が形を保てずに光の粒子りゆうしとなる。漆しつ黒こくの片翼もまた、発はつ動どうとともに光の粒子となって消えていった。

　当とう事じ者しやである俺を筆ひつ頭とうに桜子や舞さんまでもが驚きよう愕がくのあまり言葉を失っていた。先ほどまでの激げき闘とうは一いつ瞬しゆんのうちに静せい止しした。

　これが俺の力。俺が引き起こしたことなのか……？

　シンと静まりかえった廊下で、たった今いま起きた出で来き事ごとを反はん芻すうしていると、

　ガタン！

　突然大おおきな音がしたかと思ったら、同時に女の子の悲鳴がデュエットで響く。俺は体を飛び上がらせて、恐る恐る保ほ健けん室しつを振り返った。

　すると、ぴしゃん！　という音が心しん臓ぞうを打った。聞いただけなのに、ぎくぅって体が硬こう直ちよくしたね。あんまり聞きたくない、男の心をへし折る音だ。

　ぐーで殴なぐられた方が、まだマシだっていう平ひら手て。女の平手は、なんだってああ肉体的にも精神的にも痛いんだろうな。ヘンな魔ま法ほうでもかかってるんじゃないかって思う。

「あ、春はる香か！」

　呼び止める声とドアに近づいてくる足音。俺は咄とつ嗟さに廊下の角に隠かくれる。桜子や舞さんたちも物もの陰かげに身を潜ひそめた。

　保ほ健けん室しつのドアが開き、牧まき口ぐち春香が廊下を走っていく。

　彼女を見送りながら俺は両手を見下ろし、開かい閉へいを繰り返す。

　先ほど感じた感覚が頭の奥に残っている。能力の発はつ動どうと共に《アニマ》の象しよう徴ちようである黒い翼つばさは消えてしまったが、発動時の感覚は強く焼きついていた。

　今まで俺はフェーデとか伝でん説せつの木とか、心のどこかでそんなのの関係者じゃないと思っていた。桜子や黒くろ木き先生みたいな自由自じ在ざいに扱える力もないし、朝あさ倉くらさんみたいなフォローもできない。

　けど今の一いつ瞬しゆんで色々変かわった。俺の中に深く刻まれた。シャボン玉が膨ふくらんでぱちんと弾はじけるような感じ。覚かく醒せいと昏こん倒とうをまぜこぜにしたような陶とう酔すいが、じんと痺しびれを残す。

　傍ぼう観かん者しやだった俺が、桜子たちのいる世界に踏みこんだ瞬しゆん間かんだった。そしてこの一件で、俺は良くも悪くも当とう事じ者しやになったわけだ。

　……はぁ、これは喜ぶべきなのか。

　複雑な気持ちを抱えながら、俺おれはそっと保ほ健けん室しつに戻ってみた。

　こっそり中を窺うかがう。なぜかベッドの足が折れ、大きく傾いている。その上で頰ほおを押さえて放心するのは赤あか城ぎ聡さと子こだった。

　ベッドが壊こわれて、我に返ったってところか。だとしても、あれだけ露ろ骨こつな邪じや魔まをしたのに、《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》なら一発かよ。だからこその《アニマ》ってことか。なんか……伝でん説せつの木の強きよう制せい力りよくも《アニマ》も、すげえもんだな。

　もう一いち度ど保健室を覗のぞく。

　放ほう心しんしたままの赤城さんを見て、俺は小さく謝っておく。すまん……イキロ。

「水みず原はらくんのおかげでこのフェーデが楽しみになりました。桜さくら子こさんも水原くんを大事に扱うことですね。でないと、愛あい想そうを尽かされてしまいますよ」

「ふん、いいから帰りなさいよ負け犬」

　余よ裕ゆうの表情を浮かべ、手でしっしっとする桜子に舞まいさんはキッと鋭い眼差まなざしを向ける。それでも取り乱すことなく、優ゆう雅がに一いち礼れいする辺りはさすがだ。桜子じゃ、こうはいかない。地じ団だん駄だを踏んで悔くやしがるだろう。

　こんなのがもう一回あるのか、やれやれだぜ。




　　　　＊




　空を見上げれば雲一つない快晴で、春はる先さきの陽よう気きが気持ちのいい五月の日曜日。絶ぜつ好こうのデート日和びよりである。そのデート日和になったのも、今日きようが決定的なフラグの日だからか？　天気さえも操あやつれるのだとしたら、伝説の木は凄すごすぎるな。

　日曜日の駅前は人ひと混ごみに満ちていた。地じ元もとから三駅ほど離れた中ちゆう都市は、十文字じゆうもんじ学園の生徒が帰りに寄る場所としても有名だ。映画館やボーリング場、ゲーセンやカラオケなど、一通り遊べる場所が揃そろっていて、学生を意識しているのか値ね段だんも手て頃ごろである。

　集合場ば所しよは駅前の噴ふん水すい広場。思えば日曜日に遊ぶなんて、いつぶりだろう。一日中空あいている日は大たい抵ていバイトを入れるから、遊ぶことなんてほとんどない。と言っても、今日だってバイトみたいなものだし、そう考えるとヘンな気分だ。

　俺がジーンズにシャツという至ってシンプルな格かつ好こうで行くと、待ち合わせ場所にはすでに全員が揃っていた。

　どうしよう。来た早々、帰りたくなった。

「遅い！　でもこの前は頑がん張ばったから、勘かん弁べんしてあげる」

　何を勘弁してくれるのか。無む駄だに突いて蛇へびが出てくるとアレなので、俺は口をつぐんだ。代わりに「よお」と軽く手を挙げて挨あい拶さつする。

　桜さくら子こはなぜか噴ふん水すいの縁ふちに立ち、腰に手を当て俺おれを迎える。ナントカと煙は高いところが好きって言うからな。納なつ得とくだ。

　今日きようの桜子はポニーテールだった髪かみをツインテールにし、ロングＴシャツにチェックのミニスカート。ニーソックスにスニーカーという格かつ好こうをしていた。桜子の私し服ふくを見るのは初めてだが、なかなかどうして似に合あっている。

「なあ、なんで髪型がた変えたんだ？　それだと──」

　小学生に見えるぞ。と言うのはやめて「誰だれだかわからない」と言い換えた。

「だってそれが目的だもん。変へん装そうよ。あたしはあんたと違って存在感があるから、変装しないといけないの」

「ああ……」

　確かに桜子は目立つ。というかやかましい。だがな、俺も一つ言わせてくれ。それは逆ぎやく効果だ。見ろよ、周囲の──どっちかと言えば眼鏡めがね率りつの高い男連れん中ちゆうが、お前をちら見してるぞ。特にスカートとニーソックスの間をな。

「水みず原はら先せん輩ぱいは影が薄いですから。そのままでも大丈夫だいじようぶです。安心してください」

「……そりゃどーも」

　余よ計けいなお世せ話わを焼いてくる朝あさ倉くらさんも、今日は私服だ。当たり前だけどな。それにしても最近の中学生は実におしゃれだ。

　朝倉さんはどこか民みん族ぞく衣装いしようを感じさせる、チェック柄がらのワンピースを着ていた。お腹なかのところにまで垂れたネックレスが、ワンポイントとして光る。春はる物もののブーツもよく似に合あっていた。

　それに、こいつは粋いきだね。

「朝倉さん、眼鏡変かえたでしょ」

　得とく意いげに言うと朝倉さんは眼鏡のフレームにさわり、

「……わかりますか？」

「わかりますとも」

　えへんと胸を張る。どんなもんだい。これでも間違い探しで、景けい品ひんをもらったことだってあるんだ。いつもの眼鏡に比べて、フレームがちょっと細ほそ身みなんだよな。スタイリッシュな感じがする。

「よく気づきましたね」

　はにかむ朝倉さんは女の子らしい顔をする。いつもこんな顔をしていればいいのに。

「へへっ、落ちてる百円玉だまとかを見つけるのは得意なんだ」

　あれ？　なんだ？　急に機き嫌げんが悪くなってないか？　白けた顔になってる。おっかしいなあ。女の子は細かい変化に気づくと嬉うれしいもんじゃないのか？　そう聞いたぞ。ほんのついさっきまでは機嫌よさそうだったのになぁ。女心はわからん。

　首を傾かしげながらも、俺おれは〝そっち〟を見ないようにしていた。

　が、〝そっち〟は俺を見て朗ほがらかに笑ってくる。

「はっはっはっ、水みず原はら。お前、腕が細いな。プロテイン飲むか？」

「い、いえ……結けつ構こうです」

　無む視しするわけにもいかず、差しだされた飲み物を丁てい重ちようにお返しする。

　勝かつ谷や先せん輩ぱいは筋きん肉にくが強きよう調ちようされるためか、ぴちぴちのタンクトップと迷めい彩さい柄がらのカーゴパンツを穿はいていた。しかも足は軍ぐん靴かか、これ？

　どこかの鬼おに軍ぐん曹そうを思い浮かべてしまう出いで立ちに、確かに俺は影が薄いなと苦笑くしようする。が、この面子めんつで影が薄いってのは、恵まれてるってことなんじゃないか。

「ところでターゲットはまだか？」

「たぶん次の電車ね。片かた一いつ方ぽうはもう来てるから」

　桜さくら子こが指さす方には牧まき口ぐち春はる香かがいた。パフスリーブのワンピースにレギンスという格かつ好こうは春らしく、黒くろ木き先生よりずっと似に合あっていた。いや、まあ、黒木先生も似合ってないわけじゃないぞ。うん。

　牧口さんはしきりに腕うで時計と改かい札さつ口ぐちを見る。

　いいな。こういう待ち合わせは微笑ほほえましい。赤あか城ぎさんが約束をすっぽかすとは思えないけど、来るまではそわそわして待つわけだ。いじらしい子じゃないか。桜子とは大おお違ちがい。

「ん？　何か言った？」

「なんでもない」

　あっぶねぇ。桜子の鋭さは異常だ。しかも容よう姿しは小学生になったくせに、睨にらみだけは変わらず健けん在ざいと来た。

「なあホントに来るのか？　この前、保ほ健けん室しつで平ひら手て打ちもらってたぞ」

「来るわよ。あんたは伝でん説せつの木が持つ強きよう制せい力りよくをわかってない。確かに一つ目の重要フラグはへし折ったけど、細かいフラグで仲はある程てい度ど修しゆう復ふくされてる。一回折おったからって安心しないの。今日きようを乗りきれば勝ったも同どう然ぜんなんだから気き合あい入れなさい」

「へーい」

　ふうん、そんなもんなのかねえ。まあ牧口さんの顔を見てりゃ、赤城さんと溝みぞがあるようには見えない。桜子の言うとおり、修復されたんだろうな。むしろ喧けん嘩かして仲が深まってる可能性だってありそうだ。

「い、一応、あんたには期待してるんだから」

「…………お、おう」

　ガラにもなく、どもりました。目め玉だまが飛びでるくらいびっくりしたね。あの桜子が俺を褒ほめるだなんて。ありえねえ。今日の天気、大丈夫だいじようぶかな。五分後ぐらいに台たい風ふうが発生しそうで怖こわいんだが。

　それっきり黙だまってしまったため、とりあえず次の電車が来るまで、俺おれたちは噴ふん水すい前まえでぼけらっと過ごしたわけだが──。やっぱり一いつ緒しよにいるのはどうかと思うぜ。なんせ勝かつ谷や先せん輩ぱいはスクワットを始めるし、桜さくら子こは苛いら立だたしげに牧まき口ぐちさんを凝視ぎようししている。まだマシなのが朝あさ倉くらさんで、トートバッグからクロスワードを取りだして黙もく々もくと解いていた。

　かくいう俺は──遊んでると桜子に怒られそうなので、桜子の隣となりに腰こし掛かけ、ぼんやりと牧口さんを観察する。嬉うれしそうだな、牧口さん。あの二人も伝でん説せつの木を頼ったりしなければよかったのに。

　……て、頼らないといけないカップルなんだよな。

　素直に仕事を楽しめないってのは辛つらいもんだ。いつもは給料のこととか考えると、労働が楽しくて仕方ないのに。今は金が入っても、素直に喜べそうにねえや。桜子の言いい分ぶんはもっともだし納なつ得とくもしてるんだけど、実際に本ほん人にんたちを見ちゃうと気持ちが揺らいでしまう。こういうのって判ほう官がん贔屓びいきっていうのかね。

「あんた、くだらないこと考えてるでしょ」

「…………別に」

　やっぱ異常だよ、お前の鋭さ。森にカエレ、もののけガール。

「隠かくしたって無む駄だよ。それにあんた、くだらないこと考えても仕方ないんだから、仕事だって割りきりなさいよ。そのためにあたしがお金を出して雇やとってるんだからね」

「へーい。給料分はしっかりやるよ」

　俺は口ではそう言いながら、いいのかねえと一人思し索さくにふけっていた。

「来た！」

　桜子の声で俺の意識も覚かく醒せいする。

　牧口さんも喜色きしよく満まん面めんで赤あか城ぎさんを出迎え、二人して手を繫つないで歩いていく。女の子らしい牧口さんに対し、赤城さんはスリムジーンズにシャツという出いで立ちで、シンプルの中に男っぽさを感じた。

「行くわよ」

　桜子に連れられ、ぞろぞろと歩きだす。その途中とちゆう、ふと気になって桜子に訊きいてみた。

「なあ、お前の力は使わないのか？」

「たぶん、あれを尾び行こうしてるのはあたしたちだけじゃない。あたしが動こうとすれば、すぐに邪じや魔まが入る。まだデートは始まったばかりでしょ。もしかしたら途中であんたの力が発はつ動どうするかもしれないし、勝負は後半よ」

　周囲をきょろきょろ見回してみたが、見知った顔は見つからなかった。──つっても俺が知ってるのなんて、舞まいさんと黒くろ木き先生ぐらいだけどな。いやはや、桜子も舞さんも色々考かんがえてるもんだ。桜子の矢は使い勝がつ手てがいいし、それだけマークされてるってことか。少なくとも俺が敵だったら、桜子には力を使わせたくない。

「あ」

　前を歩く牧まき口ぐちさんが、なんでもないところで転びかけた。しかし赤あか城ぎさんが、それをすんでのところで抱きかかえる。二人とも見つめ合い、いい雰ふん囲い気きだ。牧口さんは顔を真まっ赤かにしている。実に初うい々ういしい

　へっ、もうこの程てい度どじゃ驚かないぜ。きっとこういう細かいイベントが、これからいっぱい起こるのだろう。隣となりでは桜さくら子こが、ぎりぎりと睨にらみつけているけどな。

「むかつく」

「朝あさ倉くらさん、クロスワードしながら歩いてると危ないよ」

　桜子にぶみっとかかとで足を踏まれた。いってぇ！　いいじゃねえか、俺おれだってお前の言げん動どうを無む視ししたいときがあるんだよ！　怒れる君くん主しゆを諫いさめに行って、釜かまゆでにされるのはごめんだ。

「勝負はこれからよ」

　はぁ、始まって早々これじゃ、先が思いやられる。あー、靴くつの先に新聞紙を巻いてきてよかったぜ。ふふ、ヤクザのカチコミにはサラシを巻くのが常じよう套とう手段だからな。俺の敵はすぐ近く、味み方かたこそが恐れるべき敵なのだよ！

「ふははははは……は？」

　周囲から注目を浴びていた。

　ぬ、いかん。つい笑い声が出てしまったか。

「行くわよフナムシ。三メートル離れてついてきなさい」

「生きましょうフナムシさん。三メートル離れてついてきてくださいね」

　ちょっ！　なんか二人ともニュアンスがちがくね!?　特に朝倉さん。ナニうまいこと言ってやったぜ、みたいな顔してるんだよっ。

「よかったな水みず原はら。さっそくあだ名で呼ばれてるのか」

「勝かつ谷や先せん輩ぱい、それは真ま面じ目めに言ってるんですか」

「大マジだ。あだ名はいいぞぉ、関係が近くなった感じがするじゃないか」

　……クソ野や郎ろうというあだ名が密ひそかに付けられてるんだが……。これはいいのか？

　勝谷先輩ははっはっはっと笑って桜子たちについていく。俺は言われたとおり三メートルほど距離を取って後に続いた。くそ真面目にも、桜子たちの言葉にしたがってしまう俺。いいよね。泣いてもいいよね。

「ちっ、今日きようはやけにカップルが多いわね。うざいったらありゃしない」

「いい天気の日曜だからな。仕方ないだろ」

　しかし桜子の言うように人が多くて、赤城さんと牧口さんを見失いそうになる。もし見失ったら、再び発見するのは困こん難なんだろう。

「……こっからは二ふた手てに分かれるわよ。あたしと直なお樹き。美み緒おとゴンザブローね。お互いのチームが死し角かくをカバーし合いながら尾行すること。不ふ審しんがられたらチームをシャッフルするわ。心しん底そこ嫌いやだけど、カップルを装ってちょうだい。木を隠かくすなら森の中って言うし」

　ちょっと待て。俺おれと桜さくら子こが並んでいてカップルだと思われたら、俺＝ロリコンに見られてるんじゃないか？　兄妹だったら救いがあるんだけどなぁ。親しん戚せきのおにいちゃんでもいいぞ。

「何かあったら連れん絡らくすること。あと定期的に連絡は取りましょ」

　桜子は朝あさ倉くらさん勝かつ谷や先せん輩ぱい、最後に俺を見て「気を抜いちゃ駄だ目めよ」と念ねん押おしして、赤あか城ぎさんと牧まき口ぐちさんを見た。二人とも俺たちのことなんてこれっぽっちも意識せず、楽しそうな時間を享きよう受じゆしている。




　仲良しカップルの一日を観察するというのは、想そう像ぞう以上に心にくる。特に青春というものを謳おう歌かしていない。あるいは青春ってナニ？　おいしいの？　という感覚の人は悶もん死ししてしまうから注意だ。

　俺はまあ……諸しよ行ぎよう無常むじようって奴やつだな。

　猫ねこがじゃれ合うのを観察するような気持ちでいれば──って、無む理りに決まってんだろ！

　まずはジャブ。さっき転びかけていたのを助けていい雰ふん囲い気きになったが、それに続いて交差点でのこと。重い荷物を持っているおばあさんを赤城さんが助け、牧口さんが惚ほれ直している。しかもそのおばあさんから、映画のタダ券をもらう始し末まつ。

　次は歩道を歩いていると前から来た女の子が風ふう船せんを手放し、それを赤城さんが華か麗れいにジャンプしてキャッチ。優しさ溢あふれるアピールってか。他にもひったくりが牧口さんに襲おそいかかり、それを返り討うちにしたりと、ここ一時間あまりで両手に余るフラグが乱らん立りつした。

　なんというお膳ぜん立だて！　なんという株かぶ価か操そう作さ！　恋れん愛あいインサイダーにもほどがある！

　おいおいおい、桜子の機き嫌げんがどんどん悪くなるぞ。伝でん説せつの木よ、もうちょっと空気読よめ。お前が張りきれば張りきるほど、俺が辛つらい。桜子が苛いら立だつ。側そばにいてみろ、すごい威い圧あつ感かんで息が詰まる。

「あ、おい。さすがにあれはまずいんじゃないか」

　二人ともガラの悪い連れん中ちゆうに絡まれている。そのまま人ひと気けの少ない路ろ地じへ連れて行かれた。

「まずいわね」

　桜子が追いかける。俺も急いで後を追った。いざとなったら止めに入るつもりだが、喧けん嘩かなんて自信ないぞ。

　俺たちが現げん場ばに近づくと、男が吹っ飛んできた。慌あわてて曲がり角で立ち止まる。地面には、鼻から血を出して白しろ目めを剝むいている男。脳しんとうでも起こしているのか、目を覚ます気け配はいがない。

　桜子と並び、物もの陰かげからこっそり現場を覗のぞく。

　するとけちょんけちょんにされた男どもが、ぐったりと倒れていた。死し屍し累るい々るいってこういうのを言うんだな。こいつら赤城さんに雇やとわれてるんじゃないか？　絶ぜつ妙みようのタイミングでやって来てあっさり倒されるなんて、どこのヤラセ番組だよ。

「ちっ、だからまずいって言ったのに」

　まずいって、そっちの意味でまずいだったんですね。

　俺おれの認にん識しきも甘かったな。つーか、気づけよ俺。伝でん説せつの木が立てるフラグは、半はん端ぱじゃない強きよう制せい力りよくがあるって、いい加か減げん学習しとけ。

「後ご手てに回ってる。あんた、先回りして叩たたきのめしておきなさいよ」

「んな無む茶ちや苦く茶ちやな」

　俺があいつらに勝てると思うのか？　喧けん嘩かなんかろくすっぽしてない奴やつが、五対たい一で勝てるわけがないだろ。助けに入ったところで俺が殴なぐられ、赤城さんが助けにはいるってパターンだな。たぶん勝かつ谷や先せん輩ぱいだったとしても、バナナか何かですっ転んで、頭を打ってノックダウンだ。

「ちっ、役立たず」

　罵ば倒とうも甘んじて受けましょう。何しろこれはお仕事だからな。

　ふ、ふふふ、私し服ふくでも制服でも、パッケージが変わっても中身が変わらないってのは、詐さ欺ぎだと思うんだ。

　しかしこいつ、俺にだけ妙みように風当たりが強くないか？　遠えん慮りよしねえし。勝谷先輩や朝あさ倉くらさんは、桜さくら子こに雇やとわれてないんだろうなあ。だからってあの桜子が、同どう性せいだから、年上だから、なんて理由で遠慮するか？　……んなわけがない。

　初しよ対たい面めんの俺に、あれだけ罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせてきた女じよ傑けつだぞ。あのときはまだバイトすることさえ決まってなかった。

　ふぅむ、つまり……。

　俺は自分の待たい遇ぐうにぴんと来た。

　サンドバック。

　すげぇへこんだ。自分で思い当たっておいてなんだけど、すげえへこみ具合。《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》の力もそうだけど、それ以上に苛いら立だった感情をぶつける相手として選ばれたんだな。間違いねえ。

　が、その人じん選せんは間違ってない。自じ慢まんじゃないが、ここまで言われても桜子を殴なぐろうとか、そういう感情に発展しないのが俺という男だ。

　ミスターヘタレと呼んでくれたまえ。ミスター紳しん士しでもいいぜ。

　…………うん、ダメ人間って言葉が聞こえてきそうだ。

　っと、なんだ桜子の奴、ショーウィンドウの中をジッと見たりして。欲しいもんでもあったのか？

「どうした。あの二人、行っちゃうぞ」

「わっ、わかってるわよ」

　ぱっと顔を上げた桜子は大おお股またで二人を追う。

　こんなときでもショーウィンドウの中に気を取られるってことは、桜子も女の子ってところか。どれどれ、何を見てたんだ？

　俺おれが覗のぞきこむと、レトロなオモチャが並んでいた。その中で一番の目め玉だまと思われる商品はオルゴールだ。細こまやかな装そう飾しよくが成された台だい座ざがあり、その上に中ちゆう世せいヨーロッパっぽい服装をした男の子と女の子の人形が立っている。ゼンマイが音楽を奏かなでるのに合わせて、二人はゆっくりと近づいていってキスをする。そしてまた名残なごり惜おしげに去っていった。

　物が古いせいか動きがぎくしゃくしているのだが、そこがまた味がある。

　桜さくら子この奴やつ……これを見てたのか。

　ふっと笑えみがこぼれ、俺は去りゆく桜子の背中に生なま暖あたたかい眼差まなざしを向けた。

「人形にまでリア充じゆう爆ばく発はつしろとか言いださなくてよかった。ほんとーによかった」

　そこまで逝いってたら致ち命めい傷しようだったぞ。

「ちょっと、何をぼーっとしてるの。行くわよ」

「ういーす」

　桜子に怒ど鳴なられ、ふらふらと後を追う。今は仕事だ仕事。




　最近のゲームセンターは、随ずい分ぶんといろいろなＵＦＯキャッチャーがあるもんだ。アニメのフィギュアやＤＶＤや金きん魚ぎよを捕るＵＦＯキャッチャーもある。お菓か子しを取るゲームの中には、アイスを景けい品ひんにしているものもあった。こういうのって誰だれが思いつくんだろう。

　中でも心惹ひかれるのは駄菓子のセットだ。きなこ餅もちが箱で置いてある。祭りで二十回連れん続ぞくで当たりを引いたっけ。屋や台たいのおっちゃんも苦にが笑わらいしてたな。

　俺と桜子の前にあるゲームは、ぬいぐるみが景品のＵＦＯキャッチャーだ。ちっちゃな猫ねこや犬のぬいぐるみが山をなしている。本体からはちゃらら～と間ま抜ぬけな音楽が流れ続けているけれど、クレーンはぴくりとも動かない。当たり前だ、ボタンには一度もふれていないのだから。

　遊んでいるふりをするため桜子がお金を入れたものの、当の本ほん人にんは監かん視しすることに熱心で、遊ぶ気がこれっぽっちもないようだ。

　顎あごに手をやり、ふーむと本ほん体たいの中を見やる。

　あれなら取れるんじゃないかな。

　クレーンで持ち上げなくても、山から崩くずせば転がり落ちそうなぬいぐるみに目め星ぼしをつけ、ボタンを押す。うぃぃぃぃぃんと動きだしたアームに驚き、桜子が俺を見上げてくる。

「あんた、何遊んでんのよっ」

「これはだな、遊んでいるふりだ。さすがに二人して監視してたら怪あやしいだろ？　俺が遊んでれば、不自然さは減ると思う」

　ホントは一度やってみたいだけなんだけどな。だってこういうのにお金を使うのは抵てい抗こうがあるんだよ。お金を使っても手に入るかわからないって、ひどいシステムじゃないか？　資本主義に反してると思うなボクは！

「……ま、いいわ。あんたの言うことも一いち理りあるし」

　渋しぶ々しぶといった感じだが桜さくら子こも納なつ得とくし、監かん視しを再開した。

　桜子のお許しも出たことだし、絶対に取ってやる。横への移動は済ませてあるので次は縦たてだ。側面に回りこみ、距離感をはかる。

「これくらい……か？」

　何度も行き来して距離感を摑つかむと、ボタンを押してアームを進ませる。おしっ、ここ！　ボタンを放すとクレーンがのろのろと降りていき、ぬいぐるみの山に突き刺さる。が、空むなしくぬいぐるみの頭をかくだけに終わってしまった。

「ああ……くそっ」

　すごすごと戻ってくるクレーンに悪あく態たいをついていると、本ほん体たいにかじりついている桜子に気づいた。こいつ、興味きようみ津しん々しんじゃねえか。

　桜子は俺おれを見上げ、視線がぶつかり合う。ぎょっとのけぞった桜子は、すぐにふんと強気な姿し勢せいを取り戻して監視に戻っていった。

　まあいいか、五百円で三回できるからチャンスは残ってる。

　先ほどの失敗を学習し、まずはじっくりとぬいぐるみの山を観察する。取れると思っていたが、全然駄だ目めだった。あれは直接狙ねらったからいけないんだな。山を崩くずすような位置にクレーンを持って行かないと……。

　正面と側面を行き来して距離を摑むと、あらためてボタンを押す。じれったい動きでスライドするクレーンを凝視ぎようしし、ここだ！　とボタンを放す。ふぅ、横よこ移動は完かん璧ぺきだな。次は縦だ。

　けど側面から距離を測りつつボタン操そう作さができない。腕が届かないから、さっきは目もく測そくでやったけど……ん、待てよ。

「なあ桜子、ちょっとボタン押すの手伝ってくれ」

「はぁ!?　あんた遊んでる場合じゃないって──」

「頼むっ、もうちょっとなんだ。このとーり」

　両手をあわせて懇こん願がんすると桜子は渋しぶい顔をして顔を背そむけた。やっぱ、無む理りか。しかたないと思っていたら、桜子は無む言ごんで俺をどかすとボタンに手を添えた。

「一回だけだからね」

「お、おう」

　よし、これでうまく行くぜ。にしても、どういう風の吹き回しだ？　助かるからいいけどさ。

　桜子とタイミングの打ち合わせをして俺は側面にへばりついた。

「んじゃ、いつでもいいぞ」

「わ、わかった」

　恐る恐るといった感じでボタンを押すと、うぃぃっと動きだす。ところが「わっ動いた！」と悲鳴が上がり、アームが降りていく。

「ちょ──っ!?　何やってんだよ！」

「し、しかたないでしょ！　やったことないんだから！　ボタンを押しっぱなしにしなきゃいけないなんて知らないわよ！」

　マジで？　俺おれだってやり方ぐらい知ってるぞ？

　惚ほうけた顔で桜さくら子こを見ていると「何よ、悪い？」と拗すねたように唇くちびるを尖とがらせてきた。

　そっかー、そういえば桜子って金持ちっぽいもんな。いいところのお嬢じよう様さまはゲーセンなんぞでＵＦＯキャッチャーなんてしないか。

　うんうんと納なつ得とくした俺は、「まだ一回残のこってるから気にすんな」と親おや指ゆびを立てる。

「……なんか…………むかつくわ」

「なんでだよ！」

　励はげましが罵ば倒とうに聞こえるって、お前の耳はどんだけ捻ひねくれてんだ。

　気を取り直して桜子に一通り説明すると、慣れの意味も含めて横よこ移動の操作から桜子に任せる。もうちょい、もうちょい、なんて声に耳をそばだてる桜子は「そこ！」の合あい図ずでパッと手を離す。慣かん性せいに従ってゆらゆらと揺れるクレーンを見守り、ほうっとため息をついた。

「今みたいな感じで次も頼むな」

「はんっ、あたしを誰だれだと思ってるのよ。よゆーよ、よゆー」

　こいつ……さっきまでもの凄すごい不安顔がおだったくせに。むしろさっさと横から指し示じを出せって顔してやがる。ま、元気な桜子の方がらしいっちゃらしいけど。

　横に回った俺は「いつでもいいぞ」と声をかける。桜子は「行くわよ、あんたもとちったりしないでよね」と軽かる口くちをたたく。

　うぃぃぃぃん。のろりんとした動きでクレーンが動きだし、「まだだぞ、まだ」と言いながら、クレーンの動きを見守る。横よこ目めで桜子の様よう子すを窺うかがうと、さっきまで軽口をたたいていた姿すがたは消え、やたらと緊きん張ちようした表情の桜子がいた。

　こいつってホント負けず嫌ぎらいだよなぁ。クレーンに意識を戻して、やれやれと苦笑くしようを漏もらす。

「ここ！」

　合あい図ずでぴたっとクレーンが止まり、アームを開きながら降りていく。どんぴしゃ。狙ねらいどおり、山を崩くずすような形でクレーンが押し込まれ、持ち上がると同時にぬいぐるみがころんと転がっていった。

　そしてぬいぐるみは見事、穴に落ちていく。

「よっしゃ！」「やった！」

　俺と桜子の歓かん声せいが重なる。お互いに手をあげて「いえーっ！」とハイタッチを決める。

　さっそく取りだし口に手を突っこんで戦せん利り品ひんを取り出す。アメリカンショートヘアがモデルであろうぬいぐるみは、多少デフォルメがされていて、より可愛かわいらしく作られている。むむっ、犬いぬ派はの俺でも可愛いと思っちまう。

「ほら、お前のだぞ」

　ぬいぐるみを差しだす。思わず受け取ってしまった桜さくら子こは目を見開き、俺おれとぬいぐるみを交こう互ごに見た。

「え、あんたが欲しかったんじゃないの!?」

「桜子のお金でやってるのに俺がもらうわけにはいかないだろ。俺は遊ばせてもらっただけで十分だ」

「………………」

　手の中のぬいぐるみを見ていた桜子は、ぶにっと猫ねこの鼻はな先さきを指で押して「へへっ」とはにかんだ。……なんか、女の子っぽい笑顔だったぞ。こういう顔もできるんじゃねーか。出会ってからずっと仏ぶつ頂ちよう面づらばかり見てきたら、新しん鮮せんな驚きがあるぜ。

「あのさ……」

「ん？」

「ありがと」

「お、おぅ」
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　な、なんだこの緊きん張ちようする雰ふん囲い気きは！　慣れない空気に居心地いごこちの悪さが募つのる。おかしい。なんでこうなった？

　困こん惑わくする雰囲気をさえぎるように、ぴりりっとケータイが鳴る。桜子はやたらと慌あわててケータイを取りだすと耳に当てた。「うん……うん……」と相づちを打つ桜さくら子こを見やりながら、俺おれは密ひそかに安あん堵どのため息をつく。

　パタンとケータイを折りたたんだ桜子は「美み緒おからだった」と言って黙だまりこむ。

「一度、合流すっか……？」

「うん……そうする……」

　二人より四人でいた方が良さそうな気がしたんだ。うん、この空気には正直耐たえられない。




　時間は午後五時過すぎ。そろそろ空があかね色から群ぐん青じよう色いろになる頃ころ合あいだ。集合したのが十時だから、結けつ構こうな時間を共に過ごしている。だというのに、俺はこのメンバーとちっともうち解けた気がしねえ。

　合流後に昼ひる飯めしも食った。映画館も行った。ボーリングもした。カラオケもした。ウィンドウショッピングまがいもした。

　……結構濃のう厚こうな時間を過ごしてると思うだろ？　全部あの二人のデートコースなんだけどな。向こうの幸せオーラに比べて、こっちのドクダミオーラと来たら……俺の青春はどこいったよ。

　勝かつ谷や先せん輩ぱいは隙すきあらば筋きんトレをし、朝あさ倉くらさんはクロスワードを解き続け、桜子は時とき折おり邪じや魔まに成功するが七割方がた失しつ敗ぱいし、俺に怒りをぶつけると。さっきのゲーセンで見たのは幻まぼろしか白昼夢はくちゆうむか。

　じゃあ俺は？　となると、ひたすら桜子を宥なだめる役になるわけだ。あるいはサンドバック役に。映画もボーリングもカラオケも、何をしたかろくに覚えちゃいねえ。

「あによ？」

「いや、とりあえず決定打は出てないなって」

「ったり前でしょ」

　場所は森しん林りん公園。繁はん華か街がいからちょっと外れた場所にあるのだけど、結構な広さもあってデートコースとしては申もうし分ぶんない。昼間に行くならピクニック。そして夕方、別れ際に行くとなると──

「決定打はこれからなんだから」

　ですよねー。

　散歩コースや芝生しばふにはカップルばかり。だが俺たちはそんなものに目もくれない。これ以上精神的ダメージを負う必要はないしな。

　目指すのは噴ふん水すい。公園の中央にある大きな噴水は時間になるとライトアップされ、それがまたロマンチックなんだとか。

　デートの締めとして、キスをするのはここしかないだろう。

　何しろ映画館でフラグをへし折ったからな。

　運うん良よく──いや、あの二人にとっては運うん悪わるく、俺の《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》が作さ動どうした。今回の発はつ動どうは完全に意識していなかったから、正直なところかなり驚いた。しかも呆気あつけない。小さな片かた翼よくが出て、すぐにフラグをへし折って消えてしまった。え、あれ？　ってな感じで置いてけぼり感がハンパない。翼つばさなんて俺おれ自じ身しんは気づけなくて、桜さくら子こから指し摘てきされたぐらいだ。

　前回が前回だけに自分でコントロールした気になっていたが、その実、動どう画がに合わせて声を吹きこんでいたようなもんだったのか。そう思うと前回の発はつ動どうがこっぱずかしくなるから困る。

　ちなみに《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》の効果は相変わらず好こう調ちようだ。

　カップル二人が濃のう厚こうなキスシーンの雰ふん囲い気きに当てられて顔を近づけたわけだ。

　ところがあと少しってところで、映えい写しや機きが故こ障しようした。幸い大したこともなく、すぐに上じよう映えいは再開されたけど、素すに戻った二人がもう一度キスすることはなかった。なんかスマン。あの二人にも、観かん賞しようしていた他の面めん々めんにも。

　てな感じで本ほん日じつ二回目。俺らは茂みに隠かくれ、噴ふん水すいの縁ふちに腰こし掛かける二人を観察していた。二人は静かに、それでいて今日きよう一日を嚙かみしめるように談だん笑しようしている。

　桜子が腕うで時計を見る。

「仕掛ける」

　端たん的てきに呟つぶやいて茂みの奥へ引っこんでいった。噴水からもっとも近い茂みまでは、およそ二十メートルほど。おそらく反対側がわに回りこむつもりだろう。

「気をつけてな」

「……あんたが自じ発はつ的てきに力を発動できればいいのよ」

「無む理りゆーな。俺だってよくわからないんだから」

　それ以上文もん句くを言うつもりはないらしく、桜子はイヤホンマイクをセットして無む音おんで遠ざかっていった。俺の力が不安定なのも、一応織おりこみ済みってことかね。俺は耳をほじくり、イヤホンマイクをつけた。

　しっかし、フラグへし折り隊たいの実行メンバーって桜子と俺ぐらいしかいないのか？　勝かつ谷や先せん輩ぱいの《アニマ》ってなんだろうな。……つか、勝谷先輩も茂みに隠れてる間ぐらいは腕立て伏せをしなくたっていいのに。

　朝あさ倉くらさんは実じつ戦せん向きの《アニマ》じゃない、と思う。

　画え的てきに軍ぐん事じ衛えい星せいなんかにアクセスして超ちよう長距離射しや撃げきとかしそうだけど、まさかそんなことはあるまい。……あるまい。

　俺の視線に気づいた朝倉さんはクロスワードから顔を上げ、ふっと笑えみを浮かべた。……ないよね。そんな能力。嫌いやな汗あせが滲にじむったらありゃしない。

「そういえばさー、朝倉さんはなんで桜子の側についてるんだ？」

「桜子さんが好きだからです」

　驚いた。即そく答とうしてきた内容がこれだ。しかも朝倉さんの口から〝好き〟という単たん語ごが出ると、どきどきする。このクールビューティ朝倉さんには、感情的な言葉が似に合あわない。そういう匂においを感じさせない。

　だから余よ計けいに驚いた。

「水みず原はら先せん輩ぱいは桜さくら子こさんが好きじゃないんですか？」

「好きとか嫌きらいとか、そういう次元じゃねえな。何しろ俺おれは雇やとわれの身だからさ。知ってるだろ、俺はバイトだって」

「ならこのフェーデが終わったら、今度は一いちノの宮みや先輩につくんですか？」

　なんか尋じん問もんされてるみたいだ。

「で、どうなんです？」

「わからない」

　俺の内面を見み透すかすようにジッと見ていた朝あさ倉くらさんは、ついっと視線をそらしてクロスワードに取りかかってしまった。知らず口から安あん堵どの吐と息いきが漏もれた。ふぅ、朝倉さんの眼がん力りきはミニ桜子レベルだな。

　こういうところは似なくてもいいんだぞー。

　とにもかくにも朝倉さんから解放された俺は、せっかくだからと勝かつ谷や先輩に話を振ってみた。

「勝谷先輩はどういった経緯いきさつで、桜子と一いつ緒しよに戦ってるんです？」

　気を取り直して勝谷先輩に話を振る。

「ん、俺か？　元もと々もと俺がアルテミスに入ってたところに桜子が入ってきたからな。だから経緯って言われても……流れか？」

　勝谷先輩。教えてくれるのはいいけど、腕立て伏せはやめましょうよ。途と中ちゆう「ふっ」「はっ」とかいう声が入って、気色きしよく悪いんですけど……。

　それにしても伝でん説せつの木を巡る戦いってのは、結けつ構こう前からあったんだな。少なくとも去きよ年ねんの卒業生には、戦っていた人がいたわけか。

　勝谷先輩が言うように、本来は部ぶ活かつみたいな感じなのかもしれない。だが桜子は熱心というより、執しゆう着ちやくしているように感じられる。負けず嫌いなところがあるし、人ひと一いち倍ばい熱心なだけかもしれんがね。

「じゃあ勝谷先輩はなんでアルテミスに？」

「………………」

　あ、あれ？　急に黙だまり込んじゃったぞ。しかも顔を赤らめて、さらには筋きんトレまでやめてしまった。これは天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれじゃなかろうか。

「水原先輩」

　くいくいっと袖そでを引かれた。朝倉さんは冷ややかな目で俺を見て「知りませんよ」とだけ言って、そそくさと離れていく。は？　なんのことだ？

「水原……。ぐすっ……き、聞いてくれるか？」

「………………う、ういっす」

　泣いてる。勝谷先輩は目に大おお粒つぶの涙を浮かべて、男泣おとこなきをしてらっしゃる。ごめん、正直キモい。ホントすみません先せん輩ぱい。かなり威い圧あつ感かんがあって引きます。

　だが俺おれの内ない心しんなんか知ったこっちゃない勝かつ谷や先輩は、がっしと俺の両手を握ってきた。ぞわっと這はい上がる寒さむ気けに全身が総そう毛け立だち、毛穴がぱかって開いた。はは、人間の体温調ちよう整せい機き能のうってすげえ……一気に体が冷えたもん。

「オレは情なさけない男だ。あの人の後を追ってアルテミスに入りながら結局なんの進しん展てんもなく、想いを伝えることができなかった軟なん弱じやく者ものなんだぁ！」

　おーいおいおいおい、と勝谷先輩が泣き伏す。うーむ、でかい図ずう体たいしてるのに心はミニマムだな。つーかあれか？　好きな女の子と少しでも一いつ緒しよにいたいから、同じ部ぶ活かつに入ったようなものか。

「あれは忘れもしない小学六年生」

「げっ」

　そこまで遡さかのぼるのかよッ！　しかも一人を延えん々えん想い続けたっぽい。それはそれで美しいかもしれんけど、聞かされる俺はどうなる。くそ、朝あさ倉くらさんも忠ちゆう告こくしてくれればいいのに。そこ、地じ雷らいが埋まってますよって。

　恨うらみがましく朝倉さんを見ると、くすりと笑われた。ふわふわとおさげの髪かみが揺れる。くそう、可愛かわいらしいじゃねえか──じゃなくて！

　こうなると最後は桜さくら子こだ。桜子から連れん絡らくが来れば、この地じ獄ごくから解放される。俺はかつてないほど桜子を熱ねつ望ぼうした。あの罵ば倒とうを。あのドスの利いた声を。……Ｍじゃないよ？

　しかし、こういうときに限って来ない。

　赤あか城ぎさんと牧まき口ぐちさんの方を見て、桜子はまだ動かないのかと焦じれったく思う。できるだけ近づいてから矢を撃うつつもりなのだろうけど、まだそこに達していないのか。

　ん？　あれ、勝谷先輩の足から赤い糸が出てる。なんだ？　毛糸か？

「勝谷先輩！　足！」

　鋭い声が投げられ、俺は朝倉さんを振り返った。あの朝倉さんがこんなに大きな声を出すなんて。何が起こったんだ？

　泣き崩くずれていた勝谷先輩は「んあ？」と間まの抜けた声を上げ、朝倉さんを見る。朝倉さんは「クソ野や郎ろう」とぼそっと呟つぶやき、勝谷先輩に駆かけ寄った。ホント、外がい見けんと中身が違いすぎだろ。

　突然の出で来き事ごとに俺は呆ぼう然ぜんとする。

　あっけにとられる俺を放ほう置ちし、朝倉さんは勝谷先輩の足に巻きついていた糸を引っぺがす。それ、さっきから気になってたんだよな。いつの間にか、赤い糸が先輩の足首に結んであってさ。茂みの向こうにずっと続いてるんだ。何かのトレーニングかと思って放置してたよ。

「なあ、それ何？」

「どこかの盗ぬすみ見み女の仕し業わざです！」

　勝谷先輩の足首に残った糸は、すぅっと消えていった。もう一方の糸も、いつの間にかどこかへ行ったらしい。言われてみれば舞まいさんの《アニマ》に似ている。けど攻こう撃げきをしてこないから、別の何かかと思ってた。

　朝あさ倉くらさんはイヤホンマイクに向かい、「桜さくら子こさん、すみません。勝かつ谷や先せん輩ぱいから情報を抜かれました。気をつけてください」と申もうし訳わけなさそうに謝る。

　俺おれが詳しい事情を訊きく前に事じ態たいは動きだす。

　朝倉さんが伝えた途と端たん、赤あか城ぎさんと牧まき口ぐちさんが座る場所目がけて矢が放たれた。半はん円えんを描くように射られたその数、全部で十二。包ほう囲いするでもない中途ちゆうと半はん端ぱな攻こう撃げきだが、数は多い。本当なら全ぜん方ほう位いから攻撃を仕掛けたかったのだろう。

　この間と似たような構こう図ずだと思い、周囲を窺うかがった。黒くろ木き先生の姿すがたは見られない。戦いを見て気づいたのだが、黒木先生の手袋てぶくろはあまり遠くまで動けないみたいだ。黒木先生から五メートルぐらいか？　そして五メートルの範はん囲いに黒木先生はいない。

　今度は桜子の勝ちだ。

　汗あせが滲にじんだ手をグッと握る。

　ところが、またしてもマ○オ手袋が現れた。初めて矢を防いだときのように大きく膨ふくれあがり、ターゲットを包みこむ。命めい中ちゆうすると思われた矢は無む念ねんにも手袋の甲こうに当たり、ぽよんとはじき返された。

　するとどうだろう。噴ふん水すいの中でゆらりと人ひと影かげが動いた。

　おいおい、マジか。黒木先生……あんた漢おとこだよ。

　噴水の中にいたのは黒木先生だ。ウェットスーツに全身を包み、吹きだす噴水の壁に隠かくれて潜ひそんでいた。必ひつ死しに手の甲を撫なでている辺り、やっぱり痛いのだろう。しかもまだ五月だから、水もさぞかし冷たいだろうに。

　赤城さんたちは黒木先生に気づいていない。噴水の音が邪じや魔まで気づかないのか、二人の世界に入っていて気づかないのか──たぶん両方だろう。伝説の木による補ほ正せいも関係しているかもしれない。

　がさっと噴水を挟んだ向こう側で茂みが動いたと思ったら、桜子が飛びだした。まさに獣けもの。スカートなんて関係ない。地上すれすれを飛ぶツバメのごとく、颯さつ爽そうと駆かけていく。

　あ、転んだ。

　ずしゃぁっと物もの凄すごい勢いで転び、ごろごろと転がって止まる。

　おいっ、大丈夫だいじようぶかよ。って、あの赤い糸──

「こ、この盗とう聴ちよう女おんなめぇ……！」

　イヤホンマイクから憤ふん怒ぬの声が聞こえてきた。小さな声は、極きよく限げんまで膨ふくれあがった怒りの裏うら返がえし。

　まっしぐらに突っこんだ桜子は、舞さんの仕掛けた古こ典てん的てきな罠わなに引っかかったわけだ。そう、足が引っかかる高さに縄なわを張るという、あまりにも陳ちん腐ぷなものに。

　赤い糸はしゅるしゅると巻き戻される。それを辿たどると枝の上に着物姿すがたの舞まいさんが立っていた。普ふ段だんから大和やまと撫子なでしこみたいな雰ふん囲い気きを醸かもしだしているが、着物になるとそれがよりいっそう際きわだつ。もし十文字じゆうもんじ学園が服ふく装そう自由なら、舞さんはもっと注目を浴びていただろう。

　肌はだの白さと着物の艶あでやかさがお互いを引き立て、外国人でなくても「オー、ビューティフル。ゲイシャガール！」と叫びたくなる。

　まして着物とヘッドフォンなんていう組み合わせが、ここまで印いん象しよう深ぶかいものになるとは思わなかった。

　んっ、違い和わ感かんがあると思ったら、耳当てについた薔ば薇らのつぼみが開いてる。保ほ健けん室しつ前で見たときはつぼみだったよな。

　だけど今は金属っぽい質しつ感かんはそのままに、開かい花かした薔薇が赤く色づいて淡あわく光っている。

　ところがじっくり観察するまもなく、輝きを失いながらつぼみに戻っていく。色も元のステンレスになった。

　ふむぅ、朝あさ倉くらさんが情報を抜き取っただのと言っていたから、そのせいかもしれない。

　にしてもだ。

　高いところからの登場はどうかと思う。画えにはなるけど、せっせと登ったのかと思うと涙が出てくる。

「水みず原はらくん、ごきげんよう」

　ひらひらと手を振る舞さんは余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。桜子なんか眼がん中ちゆうにない。俺おれも思わず手を振り返したが、朝倉さんの冷えきった視線に気づいてそろりと手を下ろす。

　転んだ桜子は思いの外ダメージが大きく、まだ膝ひざをついていた。そりゃあれだけ勢いよく転んだら、誰だれだってああなる。むしろ、よく戦せん意いが衰おとろえないもんだ。

「殺す」

　むくりと起きあがる桜子は、同時に四よん体たいの天てん使しを顕けん現げんさせる。しかし見るからに疲労が溜たまっている。肩で息をして、天使を呼びだしただけで顔面蒼そう白はくになっていた。

「《盗み聞く薔薇ビービング・ローズ》の使い方は色々ありますよ。桜子さんも、ご自分の能力をもう少し考えてお使いになってはいかがでしょう」

「うっさい！」

　桜子の怒ど声せいに合わせ、ぱ～ぽ～っと豆とう腐ふ屋やの音ね色いろが重なった。そのせいか赤あか城ぎさんたちは、まるで気づいていなかった。伝でん説せつの木のフォローは完かん璧ぺきだな。

「直なお樹き！　あんた、やりなさい！」

「やれって、何をするんだよ」

「叫べ！」

　ま、まさか俺にあれをやれってのか。うおおおおおお、思いだしたくもねえ。何が「ふらぐぶれいかぁぁぁぁ！」だっ。発はつ動どうするかもわからねえのに言えるか！　しかもこの状況で口走ろうものなら、赤あか城ぎさんたち以外は確実に注目する。幸せそうなリア充じゆうカップルに蔑さげすまれるなんて、どんな罰ばつゲームだよ！

「桜さくら子こさん、勝かつ谷や先せん輩ぱいを起き動どうさせます」

「う……仕方ないわ。美み緒お、お願い」

　起動ってなんだ、起動って。勝谷先輩アンドロイド説浮上ふじようか？　うおっ、気づいちまった。俺おれ、なんの役にも立ってねぇ……！　自分じゃ、どうこうできないんだけど手持ちぶさたにもほどがある。

「朝あさ倉くらさん、何か手伝うことあるか？」

「まず勝谷先輩を現実に引き戻してください」

　現実って……うわぉ！　勝谷先輩が滂ぼう沱だの涙に沈んでる。あーあー、膝ひざを抱えて胎たい児じみたいになっちゃって。こんなに落ちこむなら、失しつ恋れん話ばなしを語りださなきゃいいのに。朝倉さんも止めろよ。俺が困っているのが面白いとか、目め先さきの欲望に囚とらわれたらダメだろう。

「勝谷先輩、勝谷先輩！」

　肩を揺すっても「ふむん、あと三十分」とか言いだす。この人、でかい図ずう体たいして甘えん坊ぼうか！　やべぇ、俺の中で勝谷株かぶの下げ落らくが止まらねえぞ。

　顔を引きつらせていると、肩の辺りをぺんぺんと叩たたかれた。何かと思って振り返ったら、舞まいさんの《アニマ》がうねうねしてる。うおっ、触しよく手しゆみたいで怖こわいぞコレ。

　若じやつ干かんひいていた俺だが、視し界かいに舞さんの姿すがたを見つけた。俺の視線に気づき、舞さんはぺこりとお辞じ儀ぎする。つか、なんで舞さんはいまだに木の上に立ってるんだ？　もしかして……降りられないとか？　まさかなぁ、まさか──

　額ひたいに手を当てて大おお仰ぎようにため息をつく。そりゃため息も出るって。格かつ好こういい登場のために高いところに登ったはいいけど、降りられなくなるって……アホだろう。せめて梯子はしごぐらい用意しておけばいいのに。桜子も初めて会ったとき、似たようなことをしてたけど舞さんと桜子って似てるよな。悲しいことにさ。

　いったい舞さんの仲間は何をしてるんだ。

　と思ったら、どうも桜子と戦っている様よう子す。茂みの向こうから争っている音が聞こえてくる。

　ちらりと勝谷先輩を見る。

　まだ駄だ目め人間のままだ。朝倉さんが無む言ごんで頰ほおをぱしんぱしん叩いている光こう景けいはシュールすぎるけどな。朝倉さん、勝谷先輩が頑がん丈じようだからって三三七拍びよう子しはやめようぜ。

　一応敵てきだから舞さんを放ほう置ちしてもいいのだけど、万まんが一いち落ちたりしたら後あと味あじが悪い。大体、なんで着物なんだ。ジャージで来いジャージで。

　はぁぁぁぁ、仕方ねえなあ。

　朝倉さんに気づかれないようそろりそろっとその場を後にした俺は、舞さんがいる木に近づいていく。ふぅ、朝あさ倉くらさんが勝かつ谷や先せん輩ぱいの頰ほお叩たたきに熱ねつ中ちゆうしていて助かった。

　にしても桜さくら子こに見られやしないかと辺りをきょろきょろする俺おれって、端はたから見たら間男まおとこっぽいぞ。浮うわ気き相手と密みつ会かいする男ってのは、こんな気分なのかね。できれば味わいたくなかったぜ。

　木まであと五メートルほどの距離になったときだった。茂みがガサッと音を立て、俺も舞まいさんもそっちを向く。

　桜子か!?

　ところが出てきたのは猫ねこ。

　注目を浴びていることなど、微み塵じんも意識していない猫はすまし顔で歩いていく。

　お互いに顔を見合わせ、どちらからともなく笑いだす。やっぱりあのタイミングなら桜子だと思うよな。すっかり緊きん張ちようが解け、また歩きだしたら、舞さんが突然何なにかに気づいて身体からだを捻ひねる。

　何事かと思ったら舞さんのすぐ脇わきを、桜子の矢が通つう過かしていった。

　完全に不ふ意いをつかれた舞さんは、咄とつ嗟さに矢をかわしたものの完全にバランスを崩くずしていた。足あし場ばが悪いため、もはや修しゆう正せいは利かない。

　ヤバイ、あれじゃ頭を打つぞ！

　慌あわてて駆かけだす。だが身体の動きは歯がみするほど遅く、もどかしさに焦こがれる。ゆっくりと枝から落ちていく舞さんと距離を詰める俺。こんなときをどうにかするのが《アニマ》って奴やつじゃないのかよ！　《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》じゃどうにもならねぇのかよ！

　最後は懸けん命めいのダイビングヘッドだ。

　身体を宙に放りだし、精せい一いつ杯ぱい腕を伸ばす。指ゆび先さきでもいい、身体の一部がクッションになれば、致ち命めい的にならずに済むかもしれない。目をつぶり、来るべき衝しよう撃げきに備えて歯を食いしばる。

　ずざざざざぁぁぁ────

　芝生しばふと土を滑すべる苦痛に顔を歪ゆがめながら、舞さんが先に落ちる音が聞こえなくて安あん堵どする。どうにか間に合ったみたいだ。

　ほっとするものの、なかなか衝撃が来ない。

「………………ん？」

　うっすらと目を開けるが、舞さんの姿すがたは視し界かいになかった。

　首を捻って上を見れば、ひらひらと揺れる着物の裾すそとおみ足がむんぎゅ。

「紳しん士し力りよくが足りませんよ」

「ず、ずみまぜん……」

　踏まれたおでこと鼻をさすりつつ起きあがる。近くに落ちていた草ぞう履りを拾い上げ、なんとなしに弄もてあそぶ。地面にあぐらをかいて舞さんを見上げれば、着物の乱れを直しているところだった。そっと舞さんの足あし下もとに草履を揃そろえながら、ふぅと一ひと息いきつく。

　なんてことはない。落ちる間ま際ぎわ、舞さんは《盗み聞く薔薇ビーピング・ローズ》の糸で自分自じ身しんを宙づりにしたのだ。こんなことができるなら初めから俺おれを呼ぶなよ。焦あせってダッシュした上に、スライディングをかました俺がアホの子みたいじゃないか。

　恨うらみがましく拗すねていると、舞まいさんはしゃがみこんで俺の頰ほおにハンカチを当ててきた。

「紳しん士し力りよくはまだまだですが、お、男の子力は合ごう格かくです」

「あー、うん。……どうも」

　なんだか照れくさい。

　頰をかすかに染そめる舞さんは、心なしか瞳ひとみが潤うるんでいる。ずるいぞ。普ふ段だんより二割増ましで可愛かわいいなんて。これでドキドキしない男がいたら、そいつはどっかおかしいね。俺？　もうさっきからバクバクです。心しん臓ぞうの音が聞かれちゃうんじゃないかって心配になる。

「ごめんなさい。水みず原はらくんをからかうつもりだったのですが、桜子さくらこさんの流れ矢までは予想できませんでした」

　流れ矢？　そういえば追つい撃げきがない。こんなこともあるんだと感かん心しんしてしまった。

　すっかりしょげ返っている舞さんを見て、俺はぽりぽりと頰を搔かき「ま、怪け我ががなくてよかったよ」と頭を軽くぽんぽんと撫なでてやる。普通ならできないであろう行為が、気にせずできてしまう。

　舞さんは気き後おくれするほど美人なんだが、中身が中身だから、もうすっかり敬けい語ごを使わないのも慣れてしまった。逆に見た目が完かん璧ぺきな分、へっぽこな部分を知ると嬉うれしくなってしまう。

「せっかくの美人さんが怪我でもしたら大変だから、もう危ないことはするなよ」

　撫でられた頭を両手で押さえる舞さんは、「水原くんは……お父とう様っぽい、かも……です」と呟つぶやいた。独ひとり言ごとなんだろうけど聞こえちゃったよ。無む駄だに耳がいいってのもどうかと思う。大体あんまり嬉うれしくない評価ひようかだぞ。それはつまり、おっさんぽいってことだろ？

「わたしより水原くんが怪我をしてます」

「俺の怪我なんか唾つばでもつけてたら治るって。基本頑がん丈じようさだけが取とり柄え──」

　すっと間ま合あいを詰められた俺は、反応する間もなく顎あごの辺りをぺろっと舐なめられた。一いつ瞬しゆん、何が起きたのか理解できなかったが、すぐに理解が追いついてくる。と同時に顔かお全ぜん体たいが一気に燃え上がった。

　ちょっ、え？　からかうにしてはやりすぎなんじゃ!?

「あの……治りますか？」

　恥はずかしそうに上うわ目め遣づかいで見てくる舞さんは、反則なぐらい可愛かった。な、なんかこの間までと反応が違うぞ。おとなびた微笑ほほえみを浮かべ、俺を男扱あつかいしないで面白がる舞さんが、どこにも見あたらない。

「治った治った。もう全然痛いたくない！」

　両りよう腕うでで力ちからこぶを作ってアピールする俺と朗ほがらかに笑う舞さんの間を、矢が風を切って通過した。さすがに舞さんは百ひやく戦せん錬れん磨まの戦せん士しらしく、すぐに表情を引き締め「それでは失礼いたします」と言って戦せん場じように戻っていった。

　残された俺おれは、フェーデ終了後にどんな目に遭あわされるんだろうと思って、「あはっ、あはははは」と乾かわいた笑いを零こぼすばかりだ。やべぇ……あれって、外はずしたんじゃなくて外れたんだよな、きっと。桜子さくらこだもん、味み方かただからとか関係ないよな。

　ついでに見えちゃったんだ。《アニマ》って魂たましいらしいじゃん？　やじりにさ、イチャイチャする奴やつはコロスって無む数すうに書いてあったんだよ。見み間ま違ちがいだといいなぁ……。

「ナオ先せん輩ぱい」

　あ？　何か背中に温かいものが……。首にもしっとりとした肌はだが巻きついて……。

「せ・ん・ぱ・い…………好き」

　ふぅっと耳もとに息を吹きかけられ、俺はぞくぞくぞくっと身み震ぶるいした。な、何？　何が起きたの？　それにこの声──

「美み緒おちゃん！　俺も好きだ！」

　え？　な、なんだ俺？　何言ってるんだ!?

　くるりと振り返った俺は朝あさ倉くらさんの肩を摑つかみ、潤うるんだ瞳ひとみを見つめる。ちょ、ちょちょちょっと待ってくれ。何が起きてる!?　わけわからん！

　体が勝かつ手てに動いて、俺の意い思しとは関係なく言葉が出てくる。

「うふふ、ナオ先輩。スリムだけど筋きん肉にく質しつで……素す敵てきです」

　おふぅ、指ゆび先さきで俺の胸をぐりぐりするな！　ちょっと、いや、かなり気持ちいいだろ！　って、ちがーう！　そうじゃない。そうじゃないんだ！　あの朝倉さんが。クールサディスト朝倉さんが、頰ほおを上気じようきさせて俺に抱きついてくるわけないだろ！

　攻こう撃げきか？　攻撃なのか!?　こんなおいしい攻撃があるのか。いいぞ、もっとやれ！　じゃねえ！　やばい、この攻撃はつい流されたくなる魔力まりよくが秘ひめられてる。

　限られた視し界かいの中で、怪あやしいものがないか探る。

　すると──あった。俺と朝倉さんの影に不自然な影が何本もくっついている。影は糸のようで、さながら俺と朝倉さんの影は操あやつり人形みたいな格かつ好こうになっていた。

　つっと朝倉さんが俺に体を預ける。
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　ふわっと髪かみが舞い、シャンプーの匂においが鼻び孔こうをくすぐった。あ……女の子の匂い。いい匂いだ……。

　はっ、違う違う！　落ち着け、これは敵の攻撃！　そう敵の攻撃なんだ！　ご褒ほう美びじゃない！

「美緒ちゃんの体は柔らかいね」

「うそ……私、瘦やせてますから。抱き心地ごこちよくないでしょう？」

「そんなことない」

　俺は朝倉さんの腰に手を回し、ぐっと体を引き寄せた。密みつ着ちやくする俺と朝倉さん。お互いの体温が重なり、高まっていく。朝あさ倉くらさんの髪かみに鼻を寄せた俺おれは「いい匂においもする」と言いだした。

　……もういっそ殺して………………。

　死ぬほど恥はずかしい。なんだ、この気き恥はずかしさ全開のセリフは！　誰だれだよ、こんなセリフ言わせてる奴やつ！

「先せん輩ぱい、温かいです」

「俺も。ずっとこうしてたいな」

　たーすーけーてー！　今なら桜子さくらこに殴なぐられてもいい。それでもいいから、誰か俺を呪じゆ縛ばくから解いてくれぇ！

「先輩……。ん……」

　顎あごを上げ、朝あさ倉くらさんはそっと目をつぶる。

　ぬぉーっ！　可愛かわいい！　が、いかん！　これはいかん！　この一いつ線せんは越えちゃダメだ！

　俺は男だからまだしも、朝倉さんは女の子じゃないか。でも……上気じようきした頰ほお、恥ずかしそうに突きだした唇くちびる。あ、リップ塗ってるんだ。柔らかそうな……。

　抗あらがう気持ちはあるのに、体が勝かつ手てに動く。

　朝倉さんの髪に指を入れ、俺は顔をゆっくりと近づけていく。そして唇が触れるか触れないかという間ま際ぎわ、茂みの向こうに小学生くらいの男女を見つけた。

　こいつらが敵だ！

　二人の頭上には、糸のついた棒ぼうが不ぶ器き用ように踊っている。棒から垂れている糸は二人の身体からだに繫つながっており、操あやつり人形そのものだ。

　しかも重要なのは二人の影からも不自然な影が伸びていて、辿たどれば俺おれと朝あさ倉くらさんの影に行き着くことだ。

　当の小学生たちは、今まさに俺と朝倉さんがしているようにキスしかけて──というか、すでにしていた。

　やはり操り人形──連れん想そうが現実を引き寄せる。

　こいつらの《アニマ》は自分たちと同じ行為、同じ言げん動どうを時間差さでトレースさせるんだ！

　確信を得ると同時に視し界かいがブラックアウトした。意い思しとは関係なく目を閉じる。

　わーっ、バカバカ！　俺のバカ！　閉じたらダメだろ！

　しかし罵ば倒とうなどどこ吹く風。俺と朝倉さんの唇は少しずつ、だが確実に近づいていく。朝倉さんの息づかいが耳じ朶だを撫なで、胸の奥をくすぐる。あまりにも甘かん美びな誘ゆう惑わくは、このままでもいいんじゃないかと俺の煩ぼん悩のうをたらし込む。

　そしてほんのかすか、唇に何かがふれたような感かん触しよくが




　からーん。ころーん。

　間ま抜ぬけな鐘かねの音ねが鳴った。

　呪じゆ縛ばくが解け、世界が開く。目の前にいた朝倉さんは、無む言ごんで俺をグーパンチしてきた。うへっ、マジいてえ。けど、これは甘んじて受けよう。けどな……

「いくらなんでも蹴けり過ぎじゃないっすかね」

　地面に倒れた俺を朝倉さんは無言で踏み続ける。パンツが見えたけど、本ほん人にんはそれどころじゃないのだろう。ふっ、まさか総レースのおとなっぽいパンツとはな……予想外だぜ。

　馬ば鹿かな感想を抱いている間もしこたま蹴られる。結けつ構こう痛いけど我が慢まん。我慢……って、そこは蹴るな！　ギリギリで急きゆう所しよは守った。これだけは勘かん弁べんしてくれ。蹴りたくなる気持ちはわかるけど。

　ようやく朝倉さんの猛もう攻こうが終わり、俺は立ち上がった。

「悪い」

「謝る必要はありません」

　散さん々ざん足あし蹴げにした後でそんなこと言われてもな。

　後こう頭とう部ぶを搔かきながら、ターゲットだった二人を見る。噴ふん水すいのところで肩を抱き、幸せそうにしている赤あか城ぎさんと牧まき口ぐちさん。牧口さんはピンク色の唇くちびるに指ゆび先さきを当て、はにかんでいる。彼女たちの背後では、ライトアップされた噴水が二人を祝福するようにきらきらと輝いていた。

「負け……た」

　イヤホンマイクから届く、かすれた声。

　桜さくら子こを捜すと、噴ふん水すいの反対側がわで膝ひざをついて呆ぼう然ぜんとしている。

　舞まいさんは俺おれの視線に気づくと、婉えん然ぜんと微笑ほほえみ、手を振って来た。そして桜子に一ひと言こと二ふた言こと告げ、そのまま立ち去っていく。

　フェーデは終わった。




　俺のアルバイトも。
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　フェーデ終了から一いち夜や明あけ、天てん文もん部ぶの部室は暗く沈んでいた。何しろ一番うるさい桜さくら子こが黙だまっているのだから、それも当たり前だ。もう放ほう課か後ごだというのに、一向に浮上してこない。

　桜子は狭いパイプ椅い子すに体育座ずわりをしている。膝ひざの間に頭を埋め、まんじりともしない。この体勢だとスカートがめくれて、向かいの朝あさ倉くらさんから丸見えになるんじゃないか？　朝倉さんが興きよう味みを持っているとは思えないけど。

　しかしもう一人、こっちにも桜子と同じくらい異常な人がいた。

　勝かつ谷や先せん輩ぱいだ。

　いつもならスクワットなり、腕うで立たて伏せなりをやっているはずなのに、今日きようは部屋の隅すみで突っ立ったままだ。物もの憂うげに窓の外を眺ながめている。窓から入ってくる風を浴びる姿すがたは、荒こう野やをさすらう旅人のような趣おもむきがあった。

　あの「はっはっはっ」がないのは、物もの足たりない気になる。あれには安心する効果があったらしい。

　お誕たん生じよう日び席せきとは真ま逆ぎやく、下しも座ざに座った俺おれは気づかれないようにふっと息をつく。さっきから視し界かい外がいに追いやっていた朝倉さんを、さりげなーく見る。

　俺にとっては一番の問題だ。

　何しろ操あやつられていたとはいえ、その……しそうになったわけで……。ここが問題だ。してないとも、したとも言いきれないのがもどかしい。誰だれか写真判はん定ていでもしてくれねえかな。ギリでセーフでしたとかさ。キスした気け配はいだけですとか。

　男らしくないが、いつもと変わらない朝倉さんが怖こわいわけでして。桜子なら殴なぐる蹴けるの──て、それは昨日きのうの内に朝倉さんにもやられたな。

　朝倉さんは重い空気もなんのその、いつもと変わらずクロスワードに勤いそしんでいる。

「なんですか？」

「いやっ……ナンデモナイデス」

　ここまで意識してる俺、格好かつこ悪わるっ！　朝倉さん普通だよ。普通通どおり接してくれてるじゃないか。ここは二年先輩として、何事もなかったように振る舞うのが男ってもんだよな。

　うし、基本方ほう針しんが決まれば楽なもんだぜ。

　でも何をすりゃいいんだ。桜子から呼びだされたわけじゃないのになんとなく集まったけど、誰も何も言わない。桜子の性格なら感情を爆ばく発はつさせて、「むかつくー！」と叫ぶと思ったんだけどな。

「なあ桜子、そんなに落ち込むなよ。次頑がん張ばればいいだけの話だろ」

　返事はない。

　無む理りに明るい声を出した俺が、冷ややかな空気に当てられただけだった。かつてない緊きん張ちように襲おそわれてるんだけど、どうしてこうなった？

　にしても桜子の影えい響きよう力りよくは半はん端ぱじゃないな。火が消えたようとはまさにこのことだ。

「四回連れん続ぞくで負けてますから」

　ぴくりと桜さくら子この肩が動いた。朝あさ倉くらさんはクロスワードから視線をあげず、シャーペンの先でコツコツと叩たたき、空くう欄らんに何を入れるのか考えあぐねている。

「私たちアルテミスは、主力の卒業生が抜けて戦せん力りよくが落ちています。この状況は不利ですね。もともと覚かく醒せい者しやは数が多くありませんし。それに能力には色々と制せい限げんがあります。型にはまると強いのですけど、はまらないと不安定で勝しよう率りつが安定しません。今のところ、一いちノの宮みや先せん輩ぱいは桜子さんより、うまくやっていると思います」

「桜子の矢をあらかじめ撃うっておくとかはダメか？　と、やっぱ今のなし」

　無む差さ別べつテロみたいになるな。口に出しておきながら自分の浅はかさに涙が出る。

「そもそも覚醒者の《アニマ》はフェーデ中しか発はつ現げんしません。フェーデ以外では普通の人と変わらないです」

　へー、そうだったのか。フェーデ中でも自じ発はつ的てきに力を振るえない俺おれは、その境さかいが曖あい昧まいなんだよな。

「ところで負け続けると何かあるのか？　あいつ、もの凄すごいヘコみようだけど」

「五回連続で負けると《アニマ》が使えなくなると聞いています。私たちの代ではまだいませんけど」

「うえっ!?」

　変な声が出ちまった。桜子を窺うかがえば、肩がぷるぷる震えている。そりゃなぁ……そういうペナルティがあるなら、なおさら負けられないか。《アニマ》が使えなくなるってことは、すなわち伝でん説せつの木に抗あらがう術すべを失うわけだ。

「その代わり勝つと少しだけ幸せになれます。フェーデによって発生した魔ま力りよくが覚醒者の運うん命めいに作用するとか言われてますね。勝利した側にのみ作用するのは、勝者の《アニマ》がそういった魔力を取りこむからだとか」

「なに、そのアバウトなご褒ほう美び」

　ふー、やれやれだぜ。幸せって言われてもなぁ。いくらなんでもやっつけすぎないか？　人によって幸せなんか違うんだからさ。

「例えば学がく食しよくの無料券が当たるとか」

「いいなそれ！」

　身を乗りだして朝倉さんに迫る。あまりの食いつき具合に朝倉さんがのけぞってしまった。すまん、一食分ぶんがタダってのは俺の琴きん線せんにびんびん来ちゃうんだよ。そっかぁ……学食無む料りようかぁ。いかん、よだれが出てきた。昼ひる飯めしにちゃんとしたご飯はんを食べられるって素す敵てきだよね。

　うきうきと幸せな未来を夢見ていたら、桜子の口からぼそっと声が漏もれた。

「あたしには負けらんないわけがあるのよ……！」

　ずっと黙だまっていた桜子の呟つぶやきは、浮かれる俺に苛いら立だっているというより、話題が心の柔らかい場所にふれて、思わず反応してしまったように感じられた。現に桜さくら子こはそれっきり何もしゃべらない。

　肩をすくめた俺おれは桜子を放ほう置ちして朝あさ倉くらさんとの会話を続ける。

「そういえばアルテミスってのは、この面子めんつで全員なのか？」

「はい」

　俺を含めたとしても四人。俺が来る前は三人となれば、結けつ構こう少ないような気がする。舞まいさんたちはどれくらいの人数なんだろう。

「アポロンは何人ぐらい？」

「わかりません。一いちノの宮みや先せん輩ぱいと黒くろ木き先生、それと私のようにフラグを管理する能力者が一人ひとり以上いるのは確実です。あとは最近入はいったと思われる修しゆう道どう服ふく姿すがたの女子と昨日きのう」

　一いつ瞬しゆん口ごもり、空気がヘンな風ふうになった。俺もぎくっと体をこわばらせたが、朝倉さんは何事もなかったように続ける。

「小学生二人が確かく認にんされました」

　一応人にん数ずうで言えば六人か。だけど向こうに黒木先生がいるのは大きいな。あの先生、卒業しないだろ。卒業できないと言った方がいいかもしれないけど。いい人でも見つけて寿ことぶき退たい職しよく……当分ねーな。確か新しん卒そつで学園に来てから七年近ちかくも勤きん務むしてるが、それっぽい感じになったことがないらしい。ん、七年？　やべぇ、あの人って意い外がいとベテランじゃないか。七年間何なにしてたんだ。

　まあ黒木先生は措おいておくとして、人数ではそれほど差がついていない。

　が、朝倉さんは非ひ戦せん闘とう員いんだし、勝谷先輩なんて参加すらしていない。いや、これは下げ剤ざいを入れられたりして、戦せん線せん離り脱だつさせられているからか。よくよく考えると多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいながら、桜子に舞さんを攻こう撃げきする余よ裕ゆうがあったってことは、あいつの戦闘力は抜きん出てるんじゃないか？

　……ちょっと待て。俺、なんでフェーデのこと考えてるんだ？　バイトを続けるかどうかも決まってないのに。

　でもなあ。

　ちらりと桜子を見る。

　こうなった桜子を前にして、お金をもらって「はいそれまでよ」というのは薄はく情じようじゃないかと思えるわけだ。曲がりなりにも共に働いた仲だし。まあ、なんだ。つまりは情じようが湧わいたって奴やつです。雨に打たれる野の良ら犬いぬや野良猫ねこを放っておけないのと一いつ緒しよ。くわーっ、ズリぃぞ！

　しかも普ふ段だん、元気爆ばく発はつの迷めい惑わく女おんながしょげ返ってたら気になるだろ？　不ふ良りようがいいことをすると評ひよう価かがぐっと上がる、あのギャップ効果だよ。

　どうしたもんかねー。お……クロスワードの解答わかった。ふふん、朝倉さんが悩んでいるところを俺が解く。気持ちいいねぇ。

「朝倉さん、そこに入るのってアルカトラスだと思うぞ」

「ッ!?」

　にゅっと俺おれが身を乗りだしたら、朝あさ倉くらさんがあり得ない速度で振り向いた。

「えっと……」

　クロスワードを指さしたまま固まる。朝倉さんと期せずして見つめ合い、そして──ボッと朝倉さんの顔が炎えん上じようした。人の顔が赤くなっていく過か程ていを見たのは初めてだ。興きよう味み深ぶかい。って、んなことに感かん心しんしてる場合じゃねえ。

「わ、悪い」

「いえ……」

　おとなしく席に戻った俺は、ひじょーに居たたまれない気持ちになる。やっちまった感がひしひしと伝わってくる。ですよね、普ふ段だん通どおりを装ってるだけですよね。それを感じ取れなかった俺がアホなんですよね。

　ぬおおおおおお、女心を察するのは石油を掘り当てるぐらい難しいよ。石油の掘り当て方がわかったら大おお金がね持もちになれるように、女おんな心ごころを察する方法がわかったら大金持ちになれるんじゃね？　そしたら借しやつ金きんも……ってダメだぁ！　俺にそんなのがわかるわけがねえ！

「よし決めた！」

　ガタン！　と盛せい大だいに立ち上がった桜さくら子こに面めん食くらう。俺も朝倉さんも勝かつ谷や先せん輩ぱいも、一いつ斉せいに桜子を見上げた。パイプ椅い子すの上に立った桜子は、人ひと差さし指ゆびを押っ立て、天に向かって突き上げる。

「直なお樹き、立ちなさい。立ってあたしに付き合いなさい！」

「お？　おお……お？」

　意味がわからない。が、とりあえずこのテンションの桜子に逆らうと容よう赦しやなく上うわ履ばきが飛んできそうなので、おとなしく言うことを聞いて立ち上がる。

「で？　何がどうするって？」

「あたし告こく白はくする！」

　指を突きつけ、ふふんと胸を反そらす桜子。さも自じ慢まんげに話しているが、何なに言ってるんだこいつ。頭、大だい丈じよう夫ぶか？

　誰だれも何も反応しないから、桜子の自信もぐらぐらと揺れ始めた。反り返っていた胸がしょぼしょぼと前のめりになり、不安げな表情で問いかける。

「えと……あたしヘンなこと言った？」

「おおいに」

　朝倉さんも勝谷先輩も、うんうんと頷うなずいてくる。だよな、桜子の奴やつ、負けてるからって頭がどうかしちまったんだろ。

「もう今日きようは帰って寝ろ」

「だぁーっ！　聞きなさい！　あたしがあんたに告白してフェーデをやる！」

　……マジ？

　朝あさ倉くらさん、眼鏡めがねずり落ちてるけど……。

　勝かつ谷や先せん輩ぱい、驚きすぎで窓から落ちていったけど……。

　マジ？




　桜さくら子こと向かい合って立つ。頭上には青々と茂る伝でん説せつの木。ここで昼ひる寝ねをしたら、さぞかし気持ちがいいだろうに。あいにく俺おれも桜子も、そういう気分じゃない。

　周囲には誰だれもいない。桜子が恥はずかしいというので、朝倉さんも勝谷先輩もいない。ああ、勝谷先輩はこの世からいなくなったわけじゃないぜ。念のためにな。

「あー、その、なんだ。本当にやるのか？」

「あくまでもフリ！　ふーりッ！　勘かん違ちがいするんじゃないわよ！」

「しねえよ。しっかしなあ……これって卑ひ怯きようじゃねえ？」

「卑怯もクソもあるかぁ！」

　殴なぐられた。いてぇ。いつもの桜子に戻ったのはいいけど、口と手が一いつ緒しよに出る癖くせはどうにかならんのか。

　自分でフェーデを起こして有利な立場になる。

　とんでもないことを思いついたもんだ。桜子の奴やつ、黒くろ木き先生みたいに崖がけっぷちに立ってるぞ。

「それよか、さっさとやってくれ。フェーデを始めるんだろ」

「わ、わかってるわよ」

　途と端たんに顔を赤らめる桜子は、深呼吸をして気持ちを落ち着かせる。俺はといえば気き楽らくなものだ。俺が言うわけじゃないからな。こうしたところで俺に言わせない辺り、桜子の男おと気こぎが感じられ──なくもない。自分からフェーデを起こすというのが、男気に関係するかは別として。

「じゃあ行くわよ」

　………………

　…………

　……

「………………しないのか？」

「わかってるわよ！　今すぐやるから待ってなさい、この○○野や郎ろう！」

「く、口くち汚ぎたねえ女だな……」

　桜子といい、朝倉さんといい、さりげにシモネタを混ぜるのはやめてくれ。外見からはまったく想そう像ぞうつかない言葉が出ると、純じゆん粋すいな青せい少しよう年ねんとしてはたまげるんだよ。んでもってショックを受けるんだよ。男は女に幻げん想そうを持っていたいんだから。持って〝いる〟じゃねえぞ。持って〝いたい〟んだ。そこんとこわかってくれよ。

「…………で、まだか？」

　もうかれこれ、十分ぐらいこうしてるんだが……。もじもじしてる桜子は一向に偽にせ告こく白はくをしてくる気け配はいがない。おい、いつものタイフーン・ガールはどこに行った。

「ううう、うっさい！　くぅ、なんであたしがこんな目に」

「四連続で負けたからだろ」

　ぎろっ。睨にらまれた。だが意い外がいにも力がない。こりゃ、桜さくら子この奴やつ、結けつ構こうこたえてるな。ったくしょうがねえ。今回だけだかんな。

「おい桜子」

「なによ」

「好きだ」

「は？」

　不ふ機き嫌げんさ全ぜん開かいの顔をする桜子だったが、すぐに事じ態たいが飲みこめたらしく。頰ほおが、耳が、首くび筋すじが、朱しゆに染そまる。口を半はん開びらきにし、大きな目をことさら大きく開いて俺おれを見上げてくる。

　落ち着きなく視線を彷徨さまよわせる桜子に言ってやった方がいいんだろうか。これはフェーデのための噓うそなんだぞと。真まに受けるな。顔を赤らめるな。俺が逆に恥はずかしいじゃないか。

　俺と桜子はヘンな雰ふん囲い気きに当てられ、言葉が出ずに黙だまりこむ。

「あ……」

　フェーデの鐘かねが厳おごそかに──そして高らかに響ひびいた。

　それと共に伝でん説せつの木が輝きだす。根から水を吸い上げていくように幹みきから枝に向かって光が広がり、葉が燐りん光こうを溢あふれさせていった。その光こう景けいはさながら奇き跡せきの片へん鱗りんを垣間かいま見みているようで、俺は言いしれぬ感動に打ち震えていた。

「すごい」

　遠くで見ているときとは違う。

　それは桜子も同じようで、伝説の木を見上げて惚ほうけていた。

「水みず原はらくん！　桜子さん！」

　悲鳴じみた声に振り返る。

　そこには息を切らせた舞まいさんの姿すがたがあった。

「あり得ないと思っていましたが、まさか桜子さんのお馬ば鹿か加か減げんもここまで来ていたとは思いませんでした」

「はっ、うっさいよ。このフェーデは絶対に勝つから」

「いっぱいハンデをもらってるからな」

「いいですか桜子さん。あなた、フェーデに負けたら水原くんと付き合うのですよ？　そのことをちゃんと理解していますか？」

「……………………あ」「……………………あ」

　おいーっ！　なんで気づかなかった五分前まえの俺！　間違ってるよ、男おと気こぎを見せるとか、そういうレベルの話じゃないよ。あああああっ、今いま思えばあれは悪あく魔まの契けい約やくだったのか。なんという罠わな。まったくこれっぽっちも気づかなかった。

　桜さくら子こも「勝てばいいのよ！」ぐらい咄とつ嗟さに出てくるかと思いきや、完全に押し黙だまってる。顔色が段だん々だん赤くなっていき、ぷるぷると拳こぶしが震える。

「直なお樹きーッ！　あんた、なんで何も言わないのよ！」

　がっしと胸ぐらを摑つかむと、上下に激しく揺さぶってくる。

「知るかーッ！　俺おれだって舞まいさんの指し摘てきで気づいたんだよ！」

「はっ、まさか獅し子し身しん中ちゆうの虫!?　あんた舞から買ばい収しゆうされて、わざと負けるつもりなんでしょ。この鬼き畜ちく！　あたしに何をする気!?」

「何もしねーよ！　つか胸を隠かくすな！　スカートの裾すそを押さえるな！」

　頭を抱えて「五分前のあたしは世界一のバカだぁ！」と嘆なげく。スマン、その世界一には俺も混ぜといてくれ。ぐあああっと悲鳴をあげる桜子をよそに、舞さんはため息をついてこちらに近づいてくる。俺より付き合いが長いであろう舞さんは、呆あきれ顔にも年ねん季きが入っていた。

「水みず原はらくんも大変ですね」

「まあ……、桜子だし」

「……桜子さんですからね。昔から考えなしなんですよ。本当に」

「そんな感じがする」

　どうやら共通認にん識しきが持てたらしい。はっはっはっ、どうしようもねえ共通認識だ。二人して力ない笑えみを交わしあうが、さて……といった感じで舞さんが「好きです」と言ってきた。

「は」

「はぁぁぁぁぁっ!?」

　苦く悩のうしていた桜子復ふつ活かつの巻。俺の驚きを代だい弁べんしてくれてありがとう。

　がばっと起きあがった桜子は舞に詰め寄るものの、桜子をさえぎるように伝でん説せつの木の輝きが増していく。さっきと同じような現げん象しようが再び起きている。つまりはフェーデの開始だ。うむ、代だい打だ桜子が俺の驚きをかっ飛ばしてくれたおかげで、すっかり熱する機会を失ってしまった。

「あんた何考えてるのよ！」

「あら、何か問題でも？」

「問題でも？　じゃないでしょ、フェーデが発生してるじゃない！」

　びしぃと指さす先を見やり、舞さんはおっとりと「してますねえ」なんて感想を口にする。あまつさえ「恋の花が咲き乱れるのは美しいものですね」と平へい安あん時代の歌か人じんみたいなことまで言った。

　いや、あの……ちょっと待って。今、俺って告こく白はくされたの？　胸がきゅんきゅんする余よ裕ゆうもない。一応はドキドキしているけど、この動どう悸きは告白のせいじゃなくて、桜子の怒りがいつ俺に向けられるかって方のドキドキだからさ。

「直なお樹き！」

　ほぅら来た。

「あんた、知ってたの？　舞まいがあたしと同じことをするって」

「知るわけがないだろ。俺おれは無む実じつだ。神に誓ちかって」

　言葉の途と中ちゆうで「桜さくら子こさんは何を心配しているのですか？」と舞さんが割り込んできた。

「わかってんの？　あんたが勝ったらこいつと付き合うんだよ？　こんなのでいいの？　どう考えてもダメ物ぶつ件けんだよ？　そ、そりゃ少しは男らしいところがあったりするかもしれないけど、基本ダメ男よ？」

　ダメ物件って……反はん論ろんできないけどな。遊びに行く金もなければ、甲か斐い性しようもねえよ。せいぜいお散歩デートぐらいですよ。いいじゃねえかお散歩デート。……したことないけど。会話のネタが尽きたら地じ獄ごくかもしれないけど……。会話の引き出しなんて皆かい無むですけど……。いかん、虚むなしくなってきた。

「桜子さんが思っているより水みず原はらく──直樹くんはダメじゃないです。一生懸けん命めいわたしを助けようとした直樹くんは男らしかったですよ」

「…………」

　ぎろっ。待て誤ご解かいだ、俺は何もしてねぇ。だからやめろ、その「あんた舞に何したの？」て眼差まなざし。よく見たらこめかみに血管が浮きでてるじゃねえか。それと、だ。無む言ごんで俺の足を踏むのはやめようぜ。新聞紙を巻いてあるからダメージ軽けい減げんだけどな。学習する俺って偉いなぁ。学習する必然性があるって悲しいなぁ。

　そして舞さん、わざわざ言い直したおかげで妙みようにこそばゆいんだけど。桜子を挑ちよう発はつするにしても、もう少し加か減げんをしてくれないか。

　両者に挟まれた俺は居たたまれない。

　こういうのを二ふた股またっていうのかね。モテたことのない俺が二股だって？　なんの冗じよう談だんか知らないが、恨うらむぜ伝説の木。お前は罪の生なる木だよ。

　面めん倒どうなことになった。つまり、

・俺＋桜子がくっつかない＝フェーデ勝利

・俺＋舞さんがくっつかない＝フェーデ勝利

・俺＋舞さんがくっつく＝フェーデ敗北

　になるわけか。問題は俺の意志だよなぁ。木の強きよう制せい力りよくに流されてキスなんかしちゃったりしたら、取り返しがつかない。

　盛せい大だいにため息が漏もれ、ぎゃあぎゃあと言い争う桜子と舞を見て、またため息が出る。伝説の木にもたれ、ずるずると座りこんだ。そしてふと顔を横に向けたら、茂みに埋まった朝あさ倉くらさんと目があった。さっとそらされる。……まあね、あんなことがあったからね。

　にしても、まさかの野や次じ馬うまですか。また一つ、ため息をつきたくなったぞ。

　そんな心しん情じようを察してか、横よこ目めでこちらを窺うかがっていた朝あさ倉くらさんがにやっと笑えみを浮かべる。

　一気に嫌いやな予よ感かんが高まった。

　口を「す」の形に開きかけた朝あさ倉くらさんの口を両手で押さえる。こっそり桜さくら子こたちを窺うかがうと、まだ言い争いの最さい中ちゆうだった。朝倉さんが隠かくれているのに気づいていない。

　ふぅーっ、頼むぜ朝倉さん。絶対に俺おれを困らせようって魂こん胆たんだろ。俺が止めるのも計算ずくだとしても勘かん弁べんしてくれ。これ以上事じ態たいがややこしくなったら困る。第一、即そつ行こうで目をそらしたのに、からかうためだけにこんなことをするな。その努力をもっと他のところに向けろよ。

　口を押さえられた朝倉さんは無む理りに引っぺがすことなく、目め尻じりを下げてにやにやと笑っている。やっぱり慌あわてて止めにはいるのも計算の内か。

　やれやれ、て、あ……え？　伝でん説せつの木が輝きを増している。なんで？　朝倉さんは告こく白はくなんかしてないのに!?

「ちょっと！　何よこれ!?」

「フェーデ開始!?　いったい誰だれが」

　動どう揺ようは俺だけじゃなく、桜子や舞まいさん、朝倉さんにも伝でん播ぱする。

　桜子と舞さんの視線が俺に向けられる。正確には朝倉さんの口を押さえている俺だ。なんか俺と朝倉さん、揃そろって浮うわ気き現場を見られた感じになってない？　ぐごごごごごっ、と効果音が聞こえてきそうなほど桜子と舞さんの目がつり上がって、プレッシャーが凄すごいことになってるんだけど。

　…………あのさ、素そ朴ぼくな疑問なんだが。これって俺が悪いの？




　　　　＊




「どうぞ、粗そ茶ちやですが」

　コトンと俺の前に置かれた湯ゆ飲のみは百ひやつ均きんで売っているような安っぽい感じではなく、なんとか焼きみたいな名めい称しようがついていそうな黒くろ塗ぬりの器うつわだった。湯飲みっていうより、茶ちや器きって区分になりそうだ。

　お茶ちや請うけとして芋いも羊よう羹かんが切られており、切り方も分ぶ厚あつかった。一センチを超えている。我が家の羊羹はうすっぺらいぞー。ふぐの刺さし身みみたいなんだから。

　舞さんも自分の分を用意してから俺の向かいに座る。

　さらりと零こぼれる黒くろ髪かみをすくい上げ、耳に引っかけてから俺の視線に気づいて「何か？」と訊きいてきた。

「あ、いや、お茶ありがとう」

「お気になさらないでください。せっかく足を運んでくださったのに、お茶も出さないようではお父とう様さまに叱しかられてしまいます」

　微笑ほほえみを向けられると、その……なんだ、照れくささがこみ上げてくる。この人がフェーデの建たて前まえとはいえ、俺おれに好きって言ってくれたんだよな。噓うそでもやっぱり嬉うれしくなっちゃうぜ。

　思いだすだけで口くち元もとがにやついてきてしまう。それを隠かくすためずずっとお茶をすすり、はふぅと一ひと息いきつく。上じよう等とうな舌したじゃないけど、このお茶がうまいってのはわかる。俺にもわかるぐらいだから、相当なものなんだろう。

　そうそう、朝あさ倉くらさんと俺の間で発生したフェーデについては、もっか調査中だ。俺は元より、桜さくら子こも舞まいさんも、こんなことは初めてらしい。だから朝倉さんとのフェーデに関しては、不ふ介かい入にゆうを約束することになった。

　が、桜子と舞さんのフェーデはそのまま続ぞつ行こうするという。

　どうせなら、こっちもノーゲームにしちゃえよ。

　芋いも羊よう羹かんを一ひと口くち大だいにカットして口の中に放りこむ。うむ、絶ぜつ妙みような甘さだ。お茶をずずっと飲み、口の中をさっぱりさせると、あらためて部室を見物する。

　舞さんたちの部室は、桜子たちの部室に比べるとかなり豪ごう華かだった。似たような間ま取どりだが、使われている棚たなや机つくえはスチール製の安やす物ものじゃないし、椅い子すだってパイプ椅子じゃない。童どう謡ように出てきそうな大きなのっぽの古ふる時計まである。

　ちなみにアルテミスの部室である天てん文もん部ぶに対して、舞さんたちアポロンの部室は文ぶん芸げい部ぶだった。道どう理りでというわけでもないが本棚には漫まん画がなど一冊もない。

　そんな部室の中には俺と舞さんの二人だけ。

　……桜子を撒まくのにどれだけ苦労したと思う？　あいつ、警察犬になればいいと思う。あの直ちよつ感かん力りよく、脚きやく力りよく、視し力りよく、聴ちよう力りよく、すべて兼ね備えた桜子さんから逃れるのに、そりゃもう苦労をしましたとも。

　…………それもこれも、舞さんが一人で来てくださいって言うから。

　………………うん、脅きよう迫はくって怖こわいよね。言葉にしないプレッシャーって存在するよね。俺がヘタレなだけじゃないよね。

　はぁ、と色んなモノをため息に乗せて吐きだしてから本ほん題だいに入る。

「それで話ってのは？」

「アポロンに入りませんか？」

　そう言いながら舞さんはテーブルに徽き章しようを置いた。俺がつけているアルテミスの部員章と方向性が似ている。ただしこっちのは人の顔が描かれた太陽だった。

「悪いけど、もう桜子と契けい約やく済みだよ。第一、舞さんたちはフラグを守る側なんだろ？　俺の《アニマ》じゃ役に立てないと思う」

「《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》ですか。確かに強力ですね。自分で発はつ動どうできないのは欠点ですが、アルテミスにとって切きり札ふだと言える存在です。そしてわたしたちにとって、大きな脅きよう威いでもあります」

「それでも発動しなきゃ意味がない。事実、俺たちは舞さんたちに負けてるんだから」

　随ずい分ぶんと持ち上げられているが、結果だけ見れば惨ざん敗ぱいだ。いくら切り札だとしても、現状じゃカードにすらなっていない。切れない切きり札ふだにどれほどの価か値ちがあるか、バカな俺おれにもわかる。

「直なお樹きくんは気づいていないようですね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みの俺に対し、舞まいさんは嘲あざけなくてもいいと諭さとすように「直樹くんの《アニマ》はもう一つ能力があります」と言いだした。

　ぽかんとしていたら舞さんはこほんと咳せき払ばらいし、「直樹くんの《アニマ》はもう一つ能力があります」と心なしか声を大きくして言ってきた。

「いや、聞こえてはいたんだけど……そんなことってあるのか？」

「普通は一人に付き一つの能力ですが、いくつか例れい外がいはあります」

　ああ、そうか。俺は舞さん自身の《アニマ》を思いだして大いに納なつ得とくした。

「舞さんの《盗み聞く薔薇ピーピング・ローズ》みたいな感じで、思し考こうを読むのと鞭むちみたいに使うのとって意味か。俺の場合だと空を飛べるとか、そんな感じになるのかな」

　ただ、片方しか翼つばさがないから本当に飛べるのか怪あやしいもんだ。

「そうではありません。あれは能力ではなく、使い方の工く夫ふうです。だから直樹くんの《アニマ》で空を飛ぶことも可能かもしれません。ですが、わたしが言うもう一つ能力は《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》と同どう様ようの能力──という意味合あいです。そしてその能力ゆえ、あらためてスカウトさせていただきました」

　舞さんの瞳ひとみが真しん剣けん味みを帯びてきた。気け圧おされる気持ちを悟さとられまいと、湯ゆ飲のみに手を伸ばしてお茶をすする。ふぅ、少し落ち着いた。

「んで、その能力ってのは？」

「《分岐創造フラグ・メーカー》と名付けました」

　名付けたって……桜さくら子こといい、舞さんといい、覚かく醒せい者しやってのはみんなこうなのか。それとも桜子と舞さんが似てるだけなのか。……何となく後者っぽい気がする。二人って仲が悪いけど、案あん外がい似たもの同士だよな。

「《分岐創造》とは文字通り、フラグを生みだす能力──だと思います。一度しか見ていませんから断だん言げんはできませんが、フラグを補ほ強きようしたり、生みだしたり、そういう効果を持っていると推すい測そくできます」

「粉ふん砕さいとは逆だな。でも、なんだってそんな考えになったんだ？」

「フェーデの際にわたしが木から落ちたでしょう。直樹くんは気づかなかったかもしれませんが、あのとき白い翼が顕けん現げんしていました。粉砕時とは逆──左の肩けん胛こう骨こつから」

　そう言われても身に覚えがない俺は、眉み間けんに皺しわを寄せて「ふーん」としか頷うなずけなかった。いまいちぴんと来ない。

「おそらくですが、直樹くんの《アニマ》は威い力りよくに比ひ例れいして翼の大きさなどが変化するのではないかと思います。それに翼は背中から顕現していますから、翼が小さいときに自じ認にんできなくても不ふ思し議ぎではありません。直樹くんが入学してから複数のフェーデが行われていますけど、直なお樹きくんは自分が覚かく醒せい者しやだと気づかなかったのでは？」

　確かに桜さくら子こから言われるまで、《アニマ》があるなんて知らなかった。舞まいさんの言いい分ぶんは当たっているかもしれない。この前のフェーデの最さい中ちゆう、映画館で《アニマ》が発はつ動どうしたものの、保ほ健けん室しつとはまったく性質が異なっていた。引ひき金がねを引いた感覚もなかったし、翼つばさも全然立りつ派ぱじゃなかった。

　だからって粉ふん砕さいの他に創そう造ぞうって言われてもな。

「あまり納なつ得とくはしていない様よう子すですね」

「わかりやすい現げん象しようが起きたわけじゃない。実際に翼が見えていたら、もっと話が早かったんだけどな。第一、能力だって舞さんの想そう像ぞうだろ？　粉砕とは逆だから創造ってのは、ちょっと安あん易いじゃないか？」

「あながち安易とも言いきれませんよ。複数の能力を持つ《アニマ》は、相あい反はんする能力を持っている場合が多いです。例えば熱いと冷たい、みたいに」

　だから『壊こわす』の反対で『創つくる』ってってことか。

　そう言われれば、なるほどなと思えてくる。

　俺おれが顎あごに手を当てて考えこんでいると、舞さんは数すう枚まいの写真をすっと机つくえの上に出してきた。

　セピア色の写真たちは年ねん季きが入っているように見える。俺の《アニマ》に関係することなのかと思って顔を近づけたら、ふごっと変な声が出た。

「ま、ままま、舞さん!?　こ、これは……！」

「決定的な瞬しゆん間かん、というものですね。うちには腕のいいカメラマンがいまして」

　ヤバイ、変な汗あせが出てきた。

　写真には俺と朝あさ倉くらさんが写っていた。しかもあのシーンがだ。後ろから抱きしめられているところ、向き合って抱き合っているところ、キスシーうわぁぁっぁぁぁ！　これはダメだろ！　桜子に見られたら、どんな目にあわされるか。

「存在を消されますね」

　心を読まれた!?

　ぎちぎちぎち。さびついた首を動かし、舞さんを見る。決定的なシーンは写っていないが、桜子は容よう赦しやなく怒りを爆ばく発はつさせるだろう。やばい、想像しただけで脂あぶら汗あせが滲にじみでてきた。

「な、何をお望みで、しょう、か…………」

　ひきつった笑えみを浮かべて恐る恐る訊きく俺に対して、ころころと楽しそうに笑う舞さん。

「ここを見てください」

　写真の一枚を指さし、「ここです。直樹くんの背中」と言われて注ちゆう視しする。すると、あった。かすかにだが翼が見て取れる。消えかかっているけれど翼の形を残していた。しかも粉砕時の黒い翼とは異なり、こちらは金属っぽいものは一切ない。ましてや左の肩けん胛こう骨こつ付近にあることからも粉砕時じに顕けん現げんする片かた翼よくとは違う。少なくとも粉砕とは別の能力がありそうだ。

「撮さつ影えい者しやの《アニマ》の特とく性せい上じよう、カラーにはできませんが、この翼つばさは白かったです」

　とんでもない《アニマ》もあったもんだ。そんでもってアポロンの人じん材ざいには舌したを巻くね。サポート役にしても、随ずい分ぶんとしっかりしているじゃないか。アルテミスの弱じやく小しようぶりには涙が出る。

「さて、スカウトの理由もわかってもらえたと思います」

「……やっぱ、《アニマ》の証しよう明めいだけじゃないですよね～」

「ないですねー」

　にっこり。この笑顔は死し刑けい判決を言い渡してるとは思えないほど輝いてますな。

　……………………仕方ないよな。

「わかった」

「アポロンに参加してくださるのですね」

「そうじゃない。写真は好きにしていい。桜さくら子こに見せるなら見せていい。けど桜子は裏うら切ぎれねえ。約束だからな」

　ああ……どうしよう。写真を見た桜子の一いち撃げきは、腹に仕込んだ新聞紙を貫つらぬきそうな気がする。鉄てつ板ぱんを仕込む必要があるかも。でも鉄板を仕込んだら仕込んだで十じゆう倍ばい返しされそう。ああいうのは、相手が気づかないように仕込むのがミソだ。バレたら元も子もない。

　桜子はすげー怖こわいけど、信しん条じようをねじ曲げて俺自じ身しんがねじ曲がる方が、もっと怖こわいんだよな。曲がったら直せない気がする。あいにく形けい状じよう記き憶おく合ごう金きんみたいに柔じゆう軟なんじゃないんでね。

「そうそう。桜子に見せるのはいいけど、朝あさ倉くらさんには見せないでくれよな。朝倉さんからしてみれば、消し去りたい過去だろうからさ」

　ふ、ふふふっ、敵は桜子だけにしておいて欲しい、かな。

　俺の答えを黙だまって聞いていた舞まいさんは写真に手を伸ばすと、それらを破いていく。その作業を呆気あつけにとられて見ていると、「直なお樹きくんは男の子力が高くて素す敵てきですね」なんて言ってきた。しかもとびきり可愛かわいらしい笑顔つきで。

　なにがなにやらと困こん惑わくしていると、舞さんはぷっと頰ほおをふくらませる。

「わたしがそんなに下げ劣れつな人間に見えますか？　心しん外がいです」

「た、試したのか？」

「ちょっと興きよう味みがあったものですから。でも試すというよりは、わかっていたことを確かく認にんしただけ、といった感じでしょうか」

　舞さんはにこにこしながら俺の鼻はな先さきをちょんとつつき、「合格です」と宙に花はな丸まるを描いた。心なしか頰が赤いような……おっかしいなー、年上っぽい余よ裕ゆうが影を潜ひそめてる。んが悪くはない。むしろ感情の振れ幅が大きくなって可愛らしい一いち面めんが見られたりして嬉うれしい。ただ違い和わ感かんも覚えるわけでして……なんかあったのかね？

「フェーデに勝利して、直樹くんを桜子さんから合法的に奪います。桜子さんもフェーデの結果で結ばれたカップルを引き裂さく真ま似ねはしませんからね」

　テーブルの上にあった徽き章しようをしまいながら勝ち気そうな笑えみを浮かべる舞まいさんに、俺おれは驚いてしまった。バカ正直に真ま正しよう面めんから挑いどむ姿し勢せい──まるで桜さくら子こみたいじゃないか。そっかー、舞さんも桜子みたいな一いち面めんを持ってるのか。てことはだ、桜子にも舞さんみたいな一面があるってことか？　うん、そんなのが見えたら、徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金きんなんて眉まゆ唾つばなものもあるって信じられるかもしれん。

　しかしなんだな。舞さんと付き合う内に彼女の色々な面が見えてきた。舞さんの元に色々な人じん材ざいが集まる理由が、わかったような気がする。舞さんから先にスカウトされていたら、俺も違った未来を歩んでいたかもしれない。

　ま、俺は桜子の考え方も好きだから、別に後こう悔かいはないんだけどさ。

　そうだ。舞さんはどうなんだ？　舞さんも桜子みたいに思うところがあってアポロンに所しよ属ぞくしてるのか？

「舞さんはさ、なんでアポロンに入ったんだ？」

「わたしは……幸せな人たちを見たかったからでしょうか。伝でん説せつの木は強ごう引いんかもしれないけど、一つの可能性を示してると思う。こんな幸せな未来がありますよって。一歩踏ふみだせたなら、こんな幸せがありますよって」

　恥はずかしそうにはにかみ、舞さんは流される黒くろ髪かみをそっと押さえる。俺もなんだか気き恥はずかしくなって頭を搔かく。

「小さな頃、わたしってお友達を作るのが苦にが手てで一人だったの。でもあるとき、クラスの子がわたしのお弁べん当とうがおいしそうに見えたみたいで、わたしと交換をしたのです。うふふっ、まだ覚えていますよ。それからその子と仲良くなって、他の子とも仲良くできるようになって──そんなことがあったから、きっかけが大事だと思うようになりました。その人の未来にどれだけの可能性が秘ひめられていても、始まらなければ意味がないと思いませんか？」

　はじめの一歩って奴やつか……。うん、確かに動きだすには勇気が必要だったりするよな。不安と戦わなきゃいけないし、動きだしたら動きだしたで心しん身しん共ともにいろいろな苦労と遭そう遇ぐうするだろうし。自分の決けつ断だんが正しかったのか後こう悔かいしそうなときだってある。

　そっか、今の舞さんがあるのは、その意い地じ汚きたない奴やつのおかげってことか。ははっ、そう考えれば意地汚さも美び点てんに見えてくる。食いしん坊ぼう万ばん歳ざい！

　うんうんと頷うなずいていた俺を微笑ほほえみながら見ていた舞さんは、からかうような口ぶりでとんでもないことを言ってきた。

「直なお樹きくんは桜子さんが好きなのですか？」

「なわけあるか。けど桜子の考え方は好きだぜ。んでもって舞さんと桜子は似てるぞ。知ってたか？」

「全然似にてません！」

　珍めずらしく大おお声ごえで否定するものの、次し第だいに落ち着きを取り戻した舞さんは深ふか々ぶかとため息をつく。

「……噓うそです。悔くやしいけど知っています。昔から付き合いがありますから。ですけど知っているのと認めるのとは大きな隔へだたりがあるのです」

　舞まいさんにしては珍めずらしいほど硬い口く調ちようだった。

「そういうことですから、わたしも遠えん慮りよしません。相そう応おうの覚かく悟ごと決意で挑いどませて頂きますから、桜さくら子こさんにも伝えておいてくださいね」

　ふふふっと淑しとやかに微笑ほほえむ。

　見える。ゆらりと立ち上る、どす黒いオーラが。ああ、桜子よ。お前はやっちまったかもしれねえ。舞さんは怖こわいんだ。お前も怖いけど、舞さんも怖いんだ。

　というよりもだな。女は怖い。これは間違いねえ。おお、カラスよ。お前もそう思うか。

　窓の外にいたカラスはクカァーと一ひと声こえ鳴いて去っていった。これは何か？　ご愁しゆう傷しよう様さまって言ったのか、同意するぜブラザーなのか、どっちなんだ？　どっちも慰なぐさめにならねえってのは違いないな。

　わかってる。みなまで言うな。俺おれは現実逃とう避ひしている。したっていいじゃない。そういうお年とし頃ごろなんだもの。

　ともあれ人生で二回目のフェーデが始まった。これに負けたら俺は桜子と付き合うのか？　下へ手たしたら舞さんとも？　ナニソレ、二ふた股またってことか？　はっはっはっ、ジョニーよしてくれよ。そんなことになったら、たぶん俺は死ぬ。自殺か他た殺さつか、まあこの際さい考えないでおこう。

　そもそもだな──ジョニーって誰だれだよ。




　　　　＊




　放ほう課か後ごに天てん文もん部ぶの部室に行くと、桜子と朝あさ倉くらさんがいた。勝かつ谷や先せん輩ぱいだけがいない。先に帰ったのか。珍しい。筋きんトレばかりしていても、付き合いのいい人だと思ったのに。

　そういえば、今日きようは様よう子すがおかしかったな。フェーデに負けて、落ちこむような人じゃないと思うんだが……まあ、いいか。

　部室に入った早々、桜子からどぎつい目で睨にらまれた。朝倉さんはさっそく《分岐出力帳フラグ・プロツター》でデータの打ちこみをやっているらしい。相も変わらず人ひと差さし指ゆびでぽちぽち押している。

「舞に何を吹きこまれたか知らないけど、もう契けい約やく済ずみだからね」

　桜子はさっそく文もん句くを言ってくるが、出会った当とう初しよに比べれば、随ずい分ぶんと柔らかい対応だ。初めなんか、裏うら切ぎるな、金を出す、あたしは雇こ用よう主ぬしよ、ばっかりだもんなぁ。少しは信頼が築けたってことかね。

「へいへい。ちゃんと働きますよ。働かないと、お前と恋人同どう士しになっちまう」

　俺の指し摘てきで桜子の頰ほおが真まっ赤かになった。これはあれだ。照れてるとか、そういう色っぽい話じゃない。あれは怒ってるんだ。

「絶対に勝つわよ！　あんたと付き合うなんて、死んでもお断り！」

　ほーら、俺おれの言ったとおりだ。

　すっくと立ち上がった桜さくら子こは握り拳こぶしを高々と突き上げ、「負けたらあんたを殺す！」と宣せん言げんしてきた。うわっ、目がマジだ。

　というかだな。

「なんでそうなる」

「あたしは死にたくない。恋人同士にもなりたくない。なら、後はあんたが死ぬしか……」

「ナチュラルに人を殺そうとするなっ。しかもなんだ。その『当たり前のことじゃん』みたいな口ぶりは！」

　だから小こ首くびを傾かしげるなっ！　あたし、今おかしいこと言ったっけ？　みたいな顔してんじゃねえ。本当、どうしようもないくらい俺の地ち位いって低いのな。ひょっとして祖そ先せんは、古こ墳ふんとか作るのにこき使われてたんじゃないか？

　……あれって従じゆう事じした人、全員殉じゆん職しよくさせられたんだっけ？

　まあいい。フェーデに勝ちさえすればいいんだから。勝てば官かん軍ぐんって奴やつだ。勝った奴が歴史を作るとも言うしな。

「それと……あんた、本当に美み緒おに手ぇ出してないんでしょうね」

　一いつ瞬しゆんだが、朝あさ倉くらさんのぽちぽちって入力リズムがぽ、ち、ぽっ……ちと狂った。が、気づいたのは俺だけだ。朝倉さんの表情は微み塵じんも動かなかったし、俺もなんとか無反応でやり過ごせた。ふぅ、危ねぇ。

「あるわけないだろ。あれは朝倉さんが俺をからかおうとしてたから、口を押さえただけだって。それについては朝倉さん自身からも聞いただろ？　俺の噓うそじゃない」

「そりゃ……そうだけど」

　しょぼしょぼと闘とう志しを萎なえさせるのを見て、俺は密ひそかに安あん堵どのため息を漏もらす。

「てゆーか伝でん説せつの木が悪いのよ、あのポンコツ野や郎ろう。また嫌きらいになる理由が一つ増えたわ」

「おう、言ってやれ言ってやれ」

「こうなったら絶対フェーデに負けられない。《アニマ》がなくなるなんて、絶対イヤ！　直なお樹き、あんたも気き合あいを入れて《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》を発はつ動どうさせるのよ」

　こいつ、そんなにリア充じゆうが憎にくいのか。《アニマ》が使えなくなったら、リア充が増えるばかりだもんな。うんうん、今日きようも桜子は暗あん黒こく面めんに落ちっぱなしっと。……ジェ○イの騎き士しって人じん材ざい派は遣けんセンターに電話したら来てくれっかな。

「あ、そうだ。俺の《アニマ》なんだけどな」

　俺は舞まいさんから指し摘てきされた《分岐創造フラグ・メーカー》について、桜子に話しておく。舞さんから口止めもされなかったし、隠かくしておくのも変な話だ。俺の《アニマ》が桜子の勝利に影えい響きようするかもしれない以上、話しておくべきだ。

　話を聞き終えた桜さくら子こはがっしがっしと頭を搔かき「面めん倒どうな～」と唸うなった。が、すぐに顔を上げて俺おれの鼻はな先さきに人ひと差さし指ゆびを突きつけると、「気き合あいでなんとかしなさい」などと犯さく人らこは意味不ふ明めいなことを言っており──

　っておい、なんだその精神論は。なんの解決にもなってねぇ。

「この前のフェーデに負けたのは、別に直なお樹きのせいじゃない。むしろ直樹はフラグをへし折ってるわけだからね。てことは、その創そう造ぞうってのが発はつ動どうする回数より、粉ふん砕さいする回数が多ければいいのよ。あたしはあんたを信じてるわ」

「桜子……」

　じぃぃんと胸の奥が甘く痺しびれる。

　へへっ、こいつは結けつ構こうやる気が出るじゃないか。少しだけ不安だったんだよな。《分岐創造フラグ・メーカー》があるから、アルテミスから放ほう逐ちくされるんじゃないかって。そんでもってアポロンにもアルテミスにも関わらない立場に追いやられるんじゃないかってさ。

「そう──あたしは直樹のネガティブさと非ひモテっぷりを信じてる」

「……なぬ？」

「あんたは他ひ人との幸せのため、フラグを生みだすような人間じゃない。むしろリア充じゆうは滅ほろべ、カップルで道をふさぐな、爆ばく発はつしろって強く願えるダメ人間だって信じてる」

　すっげえキラキラしたいい笑顔ですね、桜子さん。こんなに力強く保ほ証しようされる俺って……。

　べっこりとへこんだ俺は、気を取り直して桜子に話を振る。

「なんにせよ、今回のフェーデって恐ろしく有利だな。こら、睨にらむな。別に卑ひ怯きようって言うつもりはねえよ。それだけお前が必ひつ死しってことだからな」

「……必死じゃないもん」

　もん、ってあんた……ちょー必死じゃないですか桜子さん。負けず嫌ぎらいここにあり！　って感じだな。しかし事実は認めないとダメだろう。例えば先日のフェーデみたいに元々仲のいい二人が──という場合は桜子（アルテミス）が不利だ。二人のうち一方だけが好こう意いを寄せている場合、これがアルテミスとアポロンにとって、もっとも拮きつ抗こうしている。

　だが今回はそのどちらでもない。

　二人ともお互いに甘あま酸ずっぱい感情なんて持っていない。少なくとも俺と桜子に関するフェーデは、舞まいさんたちアポロンにとってかなり不利だ。まさかこんな裏うら技わざを仕掛けてくるなんて、舞さんも想そう像ぞうしていなかったに違いない。バカはあれだな。常じよう人じんの想像の斜め上を行くな。

　といってもその後の舞さんも、桜子の想像の斜め上を行ったわけだが。

「それでは次に、水みず原はら先せん輩ぱいの情報をいただけますか」

　画面から顔を上げた朝あさ倉くらさんと目が合う。そっこーでそらされた。せつねえ。いや、気持ちはわかるけど。俺も原因の一いつ端たんを担になってるけど。

　空気を読めていない桜子だけが「なになに？　どーしたの？」と訊きいてくる。

　頼むからほじくり返さないでくれ。あんまり追つい及きゆうすると俺おれがいたたまれない。畜ちく生しよう、あの小学生め、今こん度ど会ったらとりあえずゲンコツだ。けっ、小学生のくせに、ちゅーしてんじゃねー！

　ポーカーフェイスを取り戻した朝あさ倉くらさんは、コホンと咳せき払ばらいをして再度「情報を」と要求してきた。

「情報って何が必要なんだ？」

「なんでも構いません。なんならＤＮＡ鑑かん定ていの結果でもいいです。とにかく対たい象しようの個こ人じん情報を集めれば集めるほど、出力される情報が多く、正確になります」

　ほー、そういう仕組みになってるのか。そんじゃあ生年月日と名前から言いますかね。

　俺が個人情報を垂れ流し、朝倉さんは打ちこんでいく。途と中ちゆう、桜さくら子こにデジカメで写真も撮とられた。パソコン部に行って印いん刷さつしてくると言い残し、あっという間に出ていく。タイフーンガール復活か。迷めい惑わくなこった。

　ぽちぽちとパネルをタッチする音だけ、やけに響ひびく。気づけば朝倉さんと二人きりじゃないか。ここはあれだな。とりあえず、

「喉のどが渇かわいたからジュースでも買ってくるよ」

　ナオキは逃げだした！

「逃げなくてもいいですよ」

　が、回りこまれてしまった！　うおーい、ボス戦は逃げられない。全ぜん滅めつフラグって奴やつか！

「私は気にしてませんから」

「……気にしてませんか」

「ええ。先せん輩ぱいは初めてですか？」

「……言わなくちゃダメでしょうか」

「入力しますから」

　なんという羞しゆう恥ちプレイ。

「初めてです」

　今まで規則的だったタッチ音が止まった。ついでに部室内の時間も止まった。たぶん五秒ぐらい。こんな濃のう密みつな五秒は味わったことがないね。十年分ぐらい老ふけ込んだ気がする。

「私もです」

　今度はタッチ音が止まらない。代わりに俺が止まった。ナニ、今の情報。リークして俺にどうしろと。結局、問い返すこともせず、黙だまっていたさ。沈ちん黙もくは金きんなり。

　その後、俺がちょこちょこと説明し、朝倉さんからもいくつか質問を受けた。たわいもない質しつ疑ぎ応おう答とうだ。さっきの一いち問もん一いつ答とうに比べたらな。

「水みず原はら先輩の借しやつ金きんは、どうしてできたんですか？」

「それを訊きいちゃうかー」

「訊いちゃいました」

「訊きいちゃったかー」

　タッチする指は動いたまま。朝あさ倉くらさんも画面を見たまま。俺おれは──頰ほおを搔かいていた。語るほどのものじゃない。隠かくすほどのものじゃない。だけど言葉にすると色々あるんだ。

　気づけば、朝倉さんの手が止まっていた。画面から顔を上げ、俺を見ている。無表情なのに、この子の目はやけに雄ゆう弁べんだ。そのあたり、桜さくら子ことちょっと似てる。眼鏡めがねの向こうで瞳ひとみが忙せわしなく動いていた。

「手が疲れました。ジュース買ってきます」

「別に気を悪くしてないから安心しなよ」

　さっきの仕し返かえし。

　腰を浮かしかけた朝倉さんはすとんと座り、髪かみに指を入れ始めた。指ゆび先さきでくるくるした毛け先さきを弄もてあそび、居心地いごこち悪そうに身じろぎする。

　このまま放ほう置ちプレイをしててもいいのだけど、桜子が戻ったときにいじめていると勘かん違ちがいされたら困る。烈れつ火かのごとく怒り狂う桜子を思い、ぶるっと身み震ぶるいした。

「うちの借金は親父おやじが愛人に貢みついだ金だよ。真ま面じ目めな親父だけど、どこでどう転んだのかね。うちに不満があったのか、愛人に魅み力りよくがあったのか、はたまた自分の存在に疑問を感じたのか。男として父親として旦だん那なとして、俺から見ても親父は平へい凡ぼんだったな。だから親父が愛人とどっかに行って、どっかの海に心しん中じゆうしたときにはたまげたよ。お前はどっかの文ぶん豪ごうか！　てさ」

　身み振ぶりを交えて話す間、朝倉さんは言葉を挟むことなく、置物みたいに聞き入っていた。

「保険金は下りたけど、結けつ構こうな額を借しやつ金きんしてたわけだ。保険金だけじゃ返せない。親しん戚せき中じゆうからお金を借りて、とりあえず返へん済さいした。利り子しだけはかからないようになったけど、親戚にはしっかり返さないとなー」

　ほら、これだよ。ドン引きじゃねえか。当とう事じ者しや以上に聞いた人が暗い顔になるんだ。だったら聞かないでくれ。どうせ何もできないんだから。

「先せん輩ぱいの臓ぞう器きは一つ三百万ぐらいです。部ぶ位い──心しん臓ぞうとかだと高いですよ」

「ぶほっ！」

　甘かった。朝倉さんはどこまでも現実主しゆ義ぎ者しやだ。つーか俺の臓器、安ッ！　命、軽いよッ！

「二つある奴やつは一つ売うりましょう」

「断る！　俺のモットーは明るく楽しく元気よく借金を返そう～、だ。これに反するのは認めらんねーな。ちなみに語ご尾びを伸ばすのがポイントだぞ。気が抜けた感じがグッドなんだ」

　むむーん。朝倉さんもふくれっ面つらになるな。こういう子供っぽいところ、桜さくら子こと朝倉さんって似てるよな。

「お父とうさんが残した借金なのに、水みず原はら先輩は楽しそうにお金を稼かせぎますね。私ならありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立て、冷ややかに墓はか石いしを蹴けり倒します。そのためだけにお墓を用意します。もちろん借金も自己破は産さんしてチャラにしてもらいます。クズが私の人生に関わってくるのは不ふ愉ゆ快かいですから」

　でしょうとも。朝あさ倉くらさんはそれくらいやってもおかしくない。桜さくら子こはゲンコツで墓はか石いしを粉ふん砕さいってところか。しかし人の親をクズ呼ばわりとは……いいぞ、もっとやれ。ただし父親限げん定ていな。

「これはだな。親父おやじが残した壁だ」

「は？」

「息子むすこはいつか父親を越えていくもんだ。そうだろ？　これだけでかい金額の借しやつ金きんは、越える壁に相応ふさわしい。俺おれが返へん済さいしきったときには、親父の墓の前でこう言ってやるのさ。『てめぇの残した借金なんざ、屁へでもなかったぜ。やるなら、もっとでかいことやってから死ねッ！』ってよ」

「バカですね」

　一いつ刀とう両りよう断だんだよ。身みも蓋ふたもねえ。どでかいため息までつかれた。うおぃ、俺的には、格好かつこいい話に分ぶん類るいされると思ってたのに。きゃー、ナオ先せん輩ぱい男おとこ前まえー、ぐらい言われてもいいじゃないか。ま、本気で格好いいなんて思っちゃいないけど。

「どんだけ理想家なんですか。漫まん画がの読み過ぎです」

「すんません。漫画、あんまり読んだことないです」

「……すみません。素すでしたか。本当にすみません。まさか純じゆん血けつの中ちゆ二うに病びよう者しやがいたとは思いませんでしたので」

　チューニビョウ……てなんだ？　よくわからん。が、とにかく貶けなされてるなー。ってことはわかった。わかったからって、どうもしないんだけど。つーか貶されている方が落ち着くって、末まつ期き症しよう状じようだな。

「私はそういうの好きじゃないです」

「そうでしょうとも」

　うんうんと大いに賛さん同どうしておく。朝倉さんが同どう情じようして涙を流してきたら──ああ、この人の血は赤かったんだなあって思う。今のところ青か緑が本ほん命めい。赤は大おお穴あなだ。

「でもそういうのを好む人がいるかもしれません」

　肩をすくめていると、朝倉さんがおさげのゴムを取って髪かみをばらけさせた。まとまりを失った髪はふわっと広がる。何やってんだ？　とマジマジ見ていたら、

「私は天てん然ねんパーマがあって……それが嫌いやなんです。朝だって起きたらひどいし、一いちノの宮みや先輩みたいなストレートは憧あこがれます。でも天然パーマが目立たないように髪を短くするのも、パーマを当ててストレートにするのも嫌です。負けた気がしますから」

　勝ち負けの問題なのか？　でもまあ確かに朝倉さんの髪は軽い天然パーマらしく、毛け先さきに近くなるにつれ髪が波打っている。けど朝倉さんが気にするほど、ひどくないと思うけどな。俺の知ってる天然パーマは、かきむしりたくなるほどぐちゃぐちゃだったぞ。

「だからこうして髪を縛しばって誤ご魔ま化かしてます」

　そう言ってまた髪かみを縛しばり始めた。

　んっと、コレはつまり──俺おれの話したくないことを訊きいたから、自分の話したくないことをカミングアウトしたってことか？　多分……そうだよな。律儀りちぎっつーか、なんというか。桜さくら子こといい朝あさ倉くらさんといい、男おとこ前まえの女の子が多いことで。

「ありがとな、気を使ってもらってさ。朝倉さんの天てんパ。駄だ目めじゃないぜ。俺はむしろ可愛かわいいと思うけどな。自信持もてばいいよ」

　髪を元に戻した朝倉さんは指ゆび先さきで髪をいじりながら、「……どうも」と小さく呟つぶやいた。

「ま、ともあれそんな感じで色々やってるわけだ」

　頭の後ろで手を組み、パイプ椅い子すにもたれかかる。少しは《分岐出力帳フラグ・プロツター》の足しになったか？

　俺が一ひと息いきついて背もたれに身をゆだねた途と端たん、部室のドアが勢いよく開け放たれる。

　うおっ、なんだぁ!?

　驚く俺を後しり目めにずかずかと部室に侵しん入にゆうしてきた桜子は、俺の頰ほおを思いきり殴なぐり飛ばした。

　あまりに凄すごい衝しよう撃げきに、俺は椅子から転げ落ちる。な、なんで殴られてるの？

「勝つわよ！　勝って……勝つわよ！　あんたも気き合あい入れなさいッ、役に立てばお給料に色つけてあげるから！」

　よくわからないけど決意表ひよう明めいらしい。燃えに燃えている。いや、あの……なんで俺、殴られたんだろ。もしかして気合い？　どっかのプロレスラーが気合い注ちゆう入にゆうするっていうアレ？

　じんじんと痛む頰を押さえ、桜子を見上げる。とりあえず蹴けりでも入れておこうかと思ったけど、桜子の目が充じゆう血けつしていたから止めておいた。

　だがよ。気合いを入れるなら入れるで、俺の頰を叩たたくより自分の頰を叩いてくれ。それが平和への第一歩だと思うぜ。ま、桜子のことだ。行き場のない感情をとりあえず拳こぶしに乗せたってところだろう。行き先が俺ってのは、どうかと思うがね。言っておくが俺はＭじゃない、Ｈ──ヘタレ。桜子が怖こわいだけだ。それもどうかと思うけど。




　落ち着きを取り戻した部室内は、新たな騒そう動どうが発生していた。その中心にあったのは《分岐出力帳》だ。五月のスケジュールを開いた画面には、びっしりとマークやらメモやらが書きこみされている。

　俺も桜子も自分のことだけあって、それなりに質のいい情報を提てい供きようできた。そのせいもあって、書きこまれたフラグの数々は半はん端ぱじゃないほど的てき確かくに、かつ詳しよう細さいに書かれてあった。

　フェーデ期間中のスケジュールを見ると、隙すき間まがないくらい真まっ黒くろに詰めこまれていた。むしろ多すぎて読めない。伝でん説せつの木、張りきりすぎだろ。

　ちなみに──すでに俺と舞まいさんのフラグについても《分岐出力帳》で抽ちゆう出しゆつ済みだ。これとまったく同じ状況だった。そりゃフェーデの中心に俺という軸じくがあるんだから、そうなるのも頷うなずける話だ。

「これはもう……二人とも付き合うのが運命では？」

「わーっ！　わーっ！　何なに言ってるのよー！　絶対阻そ止し！　最終防ぼう衛えいラインなんだからね！」

　いきなり最終防衛ラインかよ。第一、第二防衛ラインはどこに行った。

「そーだ。あたしの矢で撃うてばいいのよ」

　ずももっと天てん使しが湧わいてくる。さっそく弓に矢をつがえ、俺おれに狙ねらいを定めた。やじりのハートマークが真まっ黒くろだ。不ふ吉きつさが半はん端ぱねぇな。

「待て。ちょっと訊ききたいんだが、それに撃たれると俺たちはお互いを嫌きらうんだよな」

「そうよ」

「現状でも仲良くないのに、そんな矢を撃たれたら」

　ざわ……ざわ……。三人しかいないのに空気がざわめいた。

「桜さくら子こさんは殺やッてしまうかもしれませんね。そういえば、学園の敷しき地ち内ないに空から井い戸どがありましたよ。業ぎよう者しやの手て配はいは任せてください」

　ヤルって何をする気だ、何を。そして朝あさ倉くらさん、さりげなく埋める計画を立てるのはやめてくれ。

　しかし朝倉さんの指し摘てきはもっともだ。嫌きらいの最上級は無む視しだ。存在を否定する空気扱あつかい。あれはきつい。経験済ずみである。それはそれとして、普通なら話しかけられてもさわられても、無視し続けるぐらいなものだろう。

　が、相手は桜子だ。〝存在を否定する〟という意味を最大解かい釈しやくして、〝存在を抹まつ消しようする〟に置き換えかねない。ありそう……というか、奴やつならやる。やってしまう。危ねぇ、危うく桜子に抹まつ殺さつされるところだった。

「さ、撃つわよ」

「撃つわよ、じゃねえ！　今の話、聞いてなかったのか!?　事故死とかのレベルじゃねえぞ」

「ちぇ……いい案だと思ったのに」

　桜子も想そう像ぞうできたのか、おとなしく天てん使しを引っ込める。が、すぐにぐぬぬっと拳こぶしを固め、「いいわよ。能力に頼らなくても伝でん説せつの木に勝ってみせるから！」と新たに闘とう志しを燃やした。

　俺も「えいえいおー」と気の抜けた声で同どう調ちようする。どうかこれ以上ヘンなことを思いつきませんように。

「とりあえずできるだけ一いつ緒しよにいるわよ。舞まいが絶対仕し掛かけてくるんだから！　さしあたって明あし日たの朝、迎えに行くから！　登とう下げ校こうもお昼休みも一緒！　トイレも一人で行っちゃダメだかんねっ！」

　なぜこいつは俺の願いを軽かる々がると踏みにじるんだろう。ヘンなことばかり思いつく。




　　　　＊




　築ちく三十年を超えるボロアパートの一室から外に出ると、車が一台停とまっていた。見み覚おぼえのある高級車だ。アパートの前は広い道路でもないから、でかい高級車が際きわだって見える。おかげで「ああ……フェーデが始まったんだっけ」と認にん識しきを新たにしたじゃないか。夢だったらよかったのに。

　とりあえず、舞まいさんは朝っぱらから何をしてるんだろう。

　俺おれが外に出たのを見み計はからって、運転席から三み十そ路じぐらいの男の人が出てきて後部座ざ席せきのドアを開ける。確か瀧たきさんだったかな。朝っぱらから、お務めご苦労様さまです。

　そのまま錆さび付いた階段を下りていくと、タイミングよく舞さんが車から降りてくる。

「あら直なお樹きくん、おはようございます。奇き遇ぐうですね、よかったら学校までご一いつ緒しよしませんか？」

「いや、奇遇って言われても」

　こんな強ごう引いんな奇遇があってたまるか。ぽりぽりと頰ほおを搔かいていると、横よこっ腹ぱらを思いきり蹴け飛とばされた。ごるぉんごるぉんと転がった俺は「いってぇ」と呻うめきつつ顔を上げる。

　桜さくら子こがいた。

　食パンを加えて「もはー、ひこくひこく」などと言っている。

　えっと、だな。俺はどういう反応をすりゃいいんだ？　やりたいことはわかるけど、お前のそれは間違ってる。第一、俺が突き飛ばされてお前が仁に王おう立だちってどうよ？　なに、その出合い頭がしらの恋。俺は世せい紀き末まつ覇は者しやと恋に落ちるつもりはないぜ。

「ふふん、舞の奴やつがせこいことすると思って来てみたら案あんの定じようじゃない。あたしがこなかったら、どうなっていたことやら」

　こいつはこいつで朝っぱらから元気だなぁ。ふわわあ、眠くてついあくびが出ちまった。

「直樹くん、車だったら学校に着くまで眠っていられますよ？」

「直樹、歩いていけば眠ねむ気けも吹き飛ぶわよ」

　左右から主張された俺は「じゃ、舞さんの車でみんな送ってもらえば」と言ってみる。多分、コレが正解じゃないかな。

　と思ったら、外はずれだったっぽい。

　桜子は明らかに不ふ機き嫌げんそうな顔つきになって、俺の膝ひざをつま先で小こ突づいてくる。舞さんは舞さんで笑顔のまま頰に手をやって、あらあらっ不ふ合ごう格かくかしら？　てな感じで俺を責めている。

　え、正解じゃないの？　合ごう理り的だと思ったんだけど。

「あんた、アルテミスに所しよ属ぞくしてるわよね」

「そ、そうだけど、桜子も一緒なら安心だろ？　学校に行く労力も省けるし、誰だれも損しないと思うぞ」

「それじゃ、舞まいとの差もつかないじゃない！」

　あ、そっか。

「じゃあ一人で登校するってのはどうだ？」

　きゃあ。桜さくら子こさんだけじゃなくて、舞さんにまで睨にらまれましたよ。ちょ、瀧たきさん、あなたまでなんで睨んでるんですか!?　お嬢じようを選ばない……だと!?　的てきな目で恫どう喝かつしないでください。

「あんた、男として終わってるでしょ」

「残念ながら精しよう進じんが足りませんよ」

「大体ね、こんな美少女から一いつ緒しよに登校しようって誘われながら、それを断るってどういう神しん経けいしてるの？」

「そうですね。一緒にいたくないということですか？」

　なんでこういうときだけ結けつ託たくするんだよ！　こういうときの男って物もの凄すごく弱いのな。女の子がタッグを組むと、どうしてこんなにパワーアップするんだろ。

「じゃあ、どうすりゃいいんだよ」

「あたしを」「わたしを」

　二人して顔を見合わせる。

「選べばいいんだよ」「選べばいいのですよ」

　見事なハモり。

　そしてまたもや顔を見合わせている。

「じゃ……桜子──」

　睨まれてます。

「じゃなくて舞さ──」

　睨まれてます。

　どうしろと……。リア充じゆうはこんな選択をいつも迫られてるのか？　たまんねぇ、あいつらタダモンじゃないな。どんだけ強きよう靱じんな精神力なんだよ。コミュニケーション能力Ｓか？　俺おれはＥぐらいが妥だ当とうだから、どうやっても解決できないって。

　とはいえ、どうにかしなきゃいけない。

　結けつ論ろん。

「あ、逃げた！」

「直なお樹きくん、それはダメな決けつ断だんです！」

　逃げるが勝ちである。選べないなら逃げればいいじゃない。選択から逃げ、現実から逃げたっていいじゃない。人間だもの。ええ、ええ、ヘタレですみませんねぇ。

　しゃにむに走っていたら、角かどを曲がったところで女の子と鉢はち合あわせる。人がいるのに気づいてさけようとしたが、勢いを殺しきれなかった俺はそのまま押し倒してしまった。

　それでも女の子の頭を打たないように抱きとめた上で、身体からだを捻ひねって俺おれ自身をクッションにできたのは褒ほめてやりたい。

「っ────、ごめん！　大だい丈じよう夫ぶ、怪け我がはない？」

　顎あごを引いて相手を見たら、朝あさ倉くらさんだった。

「いたたたた、先せん輩ぱいったらいきなり来ないでください。よける暇ひまもありませんでした」

「え？　朝倉さん？　なんでここに？」

「さあ……気づいたらこの辺りにいて、先輩や桜さくら子こさんの声が聞こえてきたので近づいたところです。水みず原はら先輩がいるということは、伝でん説せつの木の仕し業わざでしょうか。だとしたら正直侮あなどっていましたね」

　淡たん々たんと分ぶん析せきする朝倉さんだったが、横よこ顔がおには悔くやしさが滲にじんでいた。眼鏡めがねの向こうですっと目を細め、静かな怒りを発している。

　そりゃ怒りもするだろう。自分の意志とは裏うら腹はらな行動を取ってしまうとしたら。ちょっとやりすぎじゃないか、伝説の木よ。

「けど、ちょっとおかしいですね……。ここまでの強きよう制せい力りよくがあるなんて。今までのフェーデ対たい象しよう者しやが、夢む遊ゆう病びよう者しやのように操あやつられるところは見たことがありません」

「それは単に強制力の対象になった経験がないからじゃないか？」

「そう……でしょうか」

　まだ釈しやく然ぜんとしない様よう子すの朝倉さんだったが、それより重要なことがある。それは処しよ刑けい人にんの足音が近づいてるってことだ。これは事故なんだって言ったら、少しは手て加か減げんしてくれっかな。無む理りだろうなあ。

　が、ふふふっ、まだ足あ搔がくだけの時間はあるぜ。

　とりあえず朝倉さんと離れておこう。

　朝倉さんに俺の上からどいてもらおうとする。ところが、その途と中ちゆうで悲鳴をあげて俺の腹の上に座り込んだ。何事？　……なんてことはない、ベルトの金具に朝倉さんのスカートが引っかかっている。だから、どこうとしたらスカートが脱げかかったそうな。このタイミングでスカートにほつれッスか。

　……はっはっはっ、ええっと…………もうダメだー！

　たったったっと駆かけ寄る足音が死しに神がみの足音に聞こえる。処刑台だいの上に寝ころばされるって、こんな感じかね。ギロチン代わりに朝倉さんの恥はじらう顔が見えるのは、大いに違うところではあるけれど。

　あれ？　いま気づいたけど、この体勢ってさっきより状況が悪あつ化かしてね？







　校門に近づくと周囲のどよめきが一ひと際きわ大きくなった。まるで見せ物小ご屋やのパンダだ。

　学園は校門を入って左右がそれぞれ初しよ等とう部ぶと中ちゆう等とう部ぶの校舎になり、高こう等とう部ぶの校舎は講こう堂どうの後ろに位置する。

　つまり校門から一番遠とおく、衆しゆう目もくにさらされる時間が長いのだけど──

　小学生からも奇き異いな目で見られるのは辛つらいなぁ。

　それでも内ない心しんの涙をひた隠かくし、目を線のように細めて無表情でやりすごす。反応したら負け。つーか顔が痛いので表情が作れなかったりする。桜さくら子こさんに舞まいさんや、もうちょっと加か減げんしてくれると嬉うれしいぞ。

　俺おれを挟むようにして桜子と舞さんが両腕を確かく保ほしている。その後ろから朝あさ倉くらさんがついて歩く。朝倉さんはなぜかよく蹴け躓つまずくので、俺のシャツの裾すそを摑つかんでいた。裾を摑むと、途と端たんに転ばなくなった。デンセツノキハスゴイナァ。そりゃ感かん慨がい深ぶかげに棒ぼう読よみになるってーの。

　そもそも俺の両腕だって、桜子が初めに摑まなければ、舞さんだって対たい抗こうしたりしなかったはずなのだ。

　ちなみに、当たり前だけど桜子が自分から腕を組んでくるはずがない。朝倉さんと同じで、蹴躓いて俺の腕にしがみついたのがきっかけだ。強きよう制せい力りよく、パねぇ……っ。

　心しん中ちゆうでため息をつく。

　野や次じ馬うまたちは野次馬たちで好き勝かつ手てに噂うわさ話ばなしで盛り上がってるし。

　そこっ、世界がいつの間にか俺を置いて変化した、とか言うな。現実逃とう避ひしすぎだ！

　そこっ、パラレルワールドって存在したんだ、とか言うな。これはＳＦじゃねぇ！

　などというツッコミをすべて吞み込み、無む我がの境きよう地ちで歩を進める。薄うす目めにした無表情の俺は、さぞかし煩ぼん悩のうからほど遠い顔をしているだろう。何しろ無む縁えん仏ぼとけになりかかったからな。あぶねぇ、桜子だけならともかく舞さんまで加わると大変なことになる。＋でも×でもなく、乗じよう数すうで攻こう撃げき力りよくがアップする。

「何かしら……人だかりができていますけど」

「ホント、なんだろ」

　校門から講堂に続く並なみ木き通どおり脇わきに人だかりができている。初等部、中等部、高等部など関係なく通つう達たつされる事じ項こうはここ掲けい示じ板ばんに貼はりだされるんだけど、いったい何があったんだ？

　俺たちがそこに向かうと、学校からの通達が書いてあり、クラス替えの表が貼ってあった。ってクラス替え!?

　ちょっ、待ってくれ!?　これも伝でん説せつの木がやったのか!?

　しかも服ふく装そう自由に校こう則そくが変へん更こうになってる。今まで通り制服でもいいけど、私し服ふくでもかまわないそうだ。十年近ちかく生徒会が取り組んできたらしい服装の自由化が、こんな形で達たつ成せいされるなんて──歴れき代だい生徒会が泣くな。

　まあ、こっちはどうでもいい。俺にとって私服で来るメリットはない。毎まい日にち私服を選ぶのは面めん倒どうだし、せっかく買った制服を一ヶ月足たらずでタンスの肥こやしにさせるわけにはいかない。

「へえ私服登とう校こうか、いいわね」

　意い外がいにも桜さくら子こは喜んでいるらしい。桜子も女の子ってことか。舞まいさんも否定的な感じではない。文ぶん面めんを読みながら、ふんふんと頷うなずいている。朝あさ倉くらさんは──興きよう味みなさそうだ。彼女はたぶん制せい服ふく登校だろう。

　とりあえず新クラスの確かく認にんだ。九割わり九分ぶ九厘りんわかっているけど、一いち縷るの望みをかけてクラス表を見た。そしておもむろに肩をすくめる。わかっていましたとも。

　俺おれと桜子と舞さんは同じクラスになっていた。ですよねー、同じクラスにならないわけがないですよねー。さすがに朝倉さんは同じクラスじゃない。いくら伝でん説せつの木とはいえ、中ちゆう等とう部ぶと高こう等とう部ぶを混ぜるような真ま似ねはできなかったらしい。ひとまず安心だ。

「わたしは寄るところがあるので、少し失礼しますね。直なお樹きくん、また教室で」

　手をひらひらさせて立ち去る舞さんを見送り、「直樹くん？」「直樹くん……だと？」「下の名前で呼ばれているだとぉ！」なんて怨えん嗟さの声も聞きつつ、俺はほっと一ひと息いきついていた。プレッシャーが軽けい減げんされた。天てん敵てきの舞さんがいなくなったおかげで桜子の圧力も薄れている。

　けどな。登校したばかりなのに、この疲ひ労ろう感かんはどうなんだ。




　教室にやってきた黒くろ木き先生は、相変わらずファッション雑誌から切り抜いたような格かつ好こうをしていた。努力はしてるんだよなぁ、報むくわれないだけで。

　で、その黒木先生はひくひくと頰ほおを引きつらせていた。先生の視線は俺の両隣どなりに向けられている。左手に桜子。右手に舞さん。教室の机つくえは等とう間かん隔かくで離れているのが普通だけど、桜子と舞さんの机は俺にぴったりくっついていた。

　桜子は身を乗りだし、俺越ごしに舞さんを威い嚇かくしている。犬けん歯しを剝むきだしにして、今にもシャー！　と咆ほえそうだ。

　けれども舞さんは桜子を完全にスルーして、すまし顔で座っている。相変わらず背せ筋すじを伸ばした座り方で、品ひんの良さを漂わせていた。

　桜子が舞さんを威嚇するのは席せき順じゆんのせいだけではない。クラスの中でただ一人、舞さんだけが着物姿すがただった。さっき、どこかに行ったのはこの準備のためだったらしい。

　フェーデのときみたいな着物姿になった舞さんは、普ふ段だんの三割増ましで綺き麗れいに見える。舞さんは自分の武ぶ器きを知り尽くしてるな。長い黒くろ髪かみや姿し勢せいの良さ、背の高さと肌はだの白さなんかが和わ服ふくだと非常によく引き立つ。

　桜子がやたらと威嚇するのも、悔くやしさがあるからだろう。実際、舞さんが教室に来たとき「くそっ、その手があったか」と呟つぶやいてた。お前が着物を着たら七しち五ご三さんになるのがオチだぞ。

　クラス中の男子が舞さんの着物姿にノックダウンされている。……その分、俺への殺さつ意いが半はん端ぱないけどな。おかしい、日本って平和な国だったはず。

　そして桜子が怖こわいにもかかわらず、ちらちらと舞さんを盗ぬすみ見てしまうあたり、俺も度どし難がたいバカヤロウだ。命の危険にさらされてまで舞まいさんの着き物もの姿すがたを見たいってんだからさ。

　だって仕方ないじゃんかよー。見ちゃうよ。これは見ちゃうでしょ。しかもその美人な着物少女が俺おれに微笑ほほえんでくれると来たもんだ。ドキドキしすぎて、頭が沸ふつ騰とうしそうだぜ。……ヘタレだからマジマジと見ていられないし、目が合いそうになると慌あわててそらしちゃうんだけどさ。

　うん、そこ、ストーカー予よ備び軍ぐんとか言わないように。

「こほん。はい皆さーん、注目してください。今日きようから新しいお友達が来ます」

　ざわりと教室がざわめいた。あちこちから、転てん校こう生せい？　みたいな囁ささやきが聞こえてくる。この時期にクラス替えも異常だが転校生もおかしい。今は五月だぞ。時期はずれにもほどがある。

「じゃあ、どうぞー。入ってきてー」

　黒くろ木き先生の声を受け、教室のドアが開けられた。

　あんぐりと口を開いたね。だって朝あさ倉くらさんがいるんだもの。

　中ちゆう等とう部ぶの制服であるセーラー服を着た朝倉さんは、教きよう壇だんにあがると「飛とび級きゆうで中等部から来ました。朝倉美み緒おです」と感情のこもらない声で自己紹しよう介かいすると小さく頭を下げた。

　しんとする。

　当たり前だが、うちの学校に飛び級制せい度どなんてない。というより、日本の教育機き関かんに飛び級があるところなんてない（……と思う）。

「今日のクラス替えに合わせて、理り事じ長ちよう先生がグローバルスタンダードな教育を目指すと言いだしました。これにより飛び級制度が導入され、朝倉さんは中学二年生にして高こう等とう部ぶで勉強することになったのです」

　ざわめきが波は紋もんみたいに広がり、大きくなる。本当に「マジか！」って叫びたくなる。これも伝でん説せつの木の仕し業わざなのか？　そう思って桜さくら子こと舞さんを見たら、二人とも驚きのあまり表情を失っていた。

「じゃあ、朝倉さんの席は水みず原はらくんの後ろね」

　あ、二人の表情が戻った──般はん若にやに。うおおおっ、なんだこの四し面めん楚そ歌か。三さん面めんしかないけど、前を向けば黒木先生が『先生を差し置いてハーレムなんて！』って目で見てるし。ちょっ、誤ご解かいです先生！

「よろしくお願いします水原先せんぱ──直なお樹きくん」

「あえ、え、お、おう」

　俺の前まで来た朝倉さんは、さっきまでの無表情さが噓うそみたいな可愛かわいらしい笑顔で挨あい拶さつしてくる。そしてやっぱりというか、朝倉さんの言葉を聞いたクラスメイトが「ロリコン疑ぎ惑わく……！」「桜子たんがいるから、それは確かく定ていだ！」「いや、桜ちゃんは合法ロリだぞ」なんて好き放題に噂うわさする。にしても合法ロリって凄すごいカテゴリーだな。

　だが待て、これは孔こう明めいの罠わなだ。

　朝倉さんは俺を虐いじめるためなら、苦労を厭いとわないお人なんだ。頼むから勘かん弁べんしてくれ。

「こほん。朝あさ倉くらさん、先せん輩ぱいに対して少し馴なれ馴なれしいのではありませんか？」

　小さく咳せき払ばらいをしてたしなめる舞まいさんに朝倉さんは、くすっと挑ちよう発はつ的てきに笑い「クラスメイトですから」と反はん撃げきする。ぬぅ、確かにそのとおりだ。

「なっ……！」

　やりこめられた舞さんは言葉を失い、俺おれは桜さくら子こに脇わき腹ばらをごすごすと突かれるわけだ。桜子さん、ボクは何もしていないのですが……。朝倉さんとにこやかに話しつつ、俺をこづき回す桜子さんマジ阿あ修しゆ羅らマン。










　　　　＊




　外がい壁へきから見える桜子の家は、とてつもなくでかかった。それはもうびっくりして、「あれ？　ここ日本？」って口走るぐらいだ。立りつ派ぱな洋よう館かんは、俺と母かあさんが住むアパートが軽く十個は入る。学校の校舎ぐらいありそうだ。

　そういえばお金は寂しがり屋だから、お金がいっぱいあるところに集まるとか聞いたな。金持ちはより金持ちになるって法ほう則そくか。夢も希望もない話だ。

　ちなみに、なぜ俺が桜子と並んでこいつの家に向かっているかというと──

『というわけで直なお樹き。今日きようからうちに泊とまりなさい』

　なんて、おバカなことを言いだしたからに他ならない。バカな子ほど可愛かわいいって言うけど、実際はドン引きだからな。そこんところはちゃんと理解しておけよ。

　とはいえ、まるっきり考えなしというわけでもない。

『あんたを野の放ばなしにしておいたら、舞に何をされるかわからないわ。あたしの家だったら、そう易やす々やすと入ってこられないもの』

　なんという籠ろう城じよう策さく。積せつ極きよく的てきなのか消しよう極きよく的なのかわからん。そしてどこまでも信用がない俺。朝倉さんのこともあってか、見る目が厳きびしくなっているような気がする……。

　外壁に沿って歩いていると路ろ上じように車が止まっていた。車しや種しゆはわからないけど、丸っこい軽けい自動車だ。テントウムシみたいだな。そして見知った人が、車にもたれかかって放ほう心しんしている。

「勝ち組……生まれながらにして勝ち組。……社会の格かく差さがこんなところに……。医い者しや、弁べん護ご士し、官かん僚りよう……セレブ御ご用よう達たしのお見合いやり放ほう題だい、選び放題……。私が二九歳さいだから？　ニクだからいけないの？」

　黒くろ木き先生が何かぶつぶつ言ってる。下したっ腹ぱらを摘つまんで、悲しげにため息をついた。

　むう、おとなには色々あるからな。現実の一いつ端たんを見て、黒木先生の中で積み重ねていたものが、がらがらと崩くずれていったのだろう。南な無む南な無む。

　俺が手を合わせて拝おがんでいると矢が飛んでいった。しかも二本。

　突っ立ったまま惚ほうけている黒木先生は、マ○オグローブを出すことなく矢を受け入れる。

　左胸──ちょうど心しん臓ぞうがある辺りに突き刺さる二本の矢。当たった瞬しゆん間かん、黒くろ木き先生はうっと小さく呻うめいて胸を押さえた。はっとなって俺おれたちを見てくるが、時すでに遅し。というか桜さくら子この奴やつ、容よう赦しやねえ……。

「黒木先生に二本とも撃うったけど、いいのか？」

「見てればわかる」

　天てん使しをしまい、様よう子すを窺うかがう。すぐに兆ちよう候こうは見え始め、俺をあんぐりとさせた。おいおいおい、これは……ちょっと嫌いやだぞ。

「ああ……私ってば、なんて可愛かわいらしいの」

　車のサイドミラーに顔を寄せ、頰ほおをさわり、髪かみを撫なで、唇くちびるを尖とがらせたりしている。うげ、ウィンクまでしてる。

「この熟じゆく成せいした魅み力りよく。二十代最さい後ごの崖がけっぷち感かん漂うセンス。たまらないわぁ。危ない女の香りがする。小こ娘むすめには出せないおとなの色いろ気けを感じさせるわね」

「き、気の毒すぎる……」

　好こう意いの矢を二本とも受けると、自己愛あいに目覚めるらしい。見事なナルシストの出来上がりだ。だがあれは自分を褒ほめているというより、自じ虐ぎやくに目め覚ざめた人にしか見えん。

「さて帰りましょ」

「黒木先生、フェーデが終わるまでずっとこれか？」

「誰だれかが無む効こう化かさせない限りずっとこれよ」

　誰かがって、俺か。オーケー、善ぜん処しよするから睨にらまないでくれ。

　…………先生、職しよく場ば結婚は諦あきらめてくれ。すまねえ、俺が桜子を止められなかったばっかりに。止める間もなければ、止める気もなかったけどな。

　桜子がすたすたと歩きだしたので、俺もそれにならう。立ち去り際に黒木先生を見たが、恍こう惚こつとした表情で鏡かがみに見入っていた。恐ろしい力だぜ《天使の矢キユーピツド・アロー》。ホントに、ホントーに嫌きらいになる矢を俺と桜子に撃たなくてよかった。死し亡ぼう許きよ諾だく書しよにサインするのと同じだもんな。

　延えん々えんと続く外がい壁へきに飽あき始めた頃、ようやく門についた。これも立りつ派ぱで、門の上にはカメラなんぞがついている。ひょっとしたら機き関かん銃じゆうなんかも隠かくしてあるやもしれない。

　桜子がインターフォンを押して一ひと言こと二ふた言こと会話を交わすと、自動で門が開いていった。

「黒木先生の気持ちが、ちょっとばっかりわかったな」

　同どう情じようするよ、ホント。




　屋や敷しきの外がい観かんも凄すごかったが、中はもっと凄かった。どこの中ちゆう世せいヨーロッパだよ。このでかいシャンデリア、絶対落おちてサスペンス劇場が始まるって。間違いねえ。ちなみにその被ひ害がい者しやはメイドさんだ。いやな、普通メイドさんなんて秋あき葉は原ばらぐらしかいないと思うだろ。いたよ。こんなお屋敷にいましたよ。執しつ事じさんまでいらっしゃる。

　桜さくら子こ──っていうより扇おう家ぎけが凄すごいんだろうけど、これはちょっと落ち着かない。

　毛け足あしが長くてふわふわの絨じゆう毯たんをおっかなびっくり歩いていると、執しつ事じさんが近づいてきた。

「お帰りなさいませお嬢じよう様さま」

「今日きようはあたしのクラスメイトを連れてきたわ。もてなしてあげて」

「クラスメイト……ですか」

　五十代半なかばほどの執事さんは、胡乱うろんげな眼差まなざしを向けてくる。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで、あんまり際きわだった特とく徴ちようはないものの、目つきは鋭い。眼差しからは「お嬢様によからぬ虫が……」なんて、考えが伝わってくる。

　安心してください、それはありません。

　にっこりと微笑ほほえみ返すと、少し態度を軟なん化かさせる。どうだ見たか、これぞスマイル効果って奴やつよ。

「それと訳わけあって、一週間ほどうちに泊とめることになったから、部屋を用意してあげて」

「泊める……ですか」

　あっという間に態度が硬こう化か。ですよねー。大事なお嬢様がいきなり男を連れてきて、泊めるなんて言いだしたら、こうなりますよねー。スマイル０円って、なんじゃらほいって感じですよねー。

「なあ桜さくら子こ。やっぱり俺おれを」

「いいから」

　前を行く桜子が手て招まねきする。おいおい、空気読よめって。執事さん小こ声ごえで「桜子……？」とか呟つぶやいてるじゃねえか。下の名前を呼び捨てにするのは、やっぱり疑われる元だぞ。

「安やす田ださん。あたしの友人よ」

「……はい、かしこまりました」

　静かに、だが迫はく力りよくを込めて言うと執事さんは恭うやうやしく頭を下げた。桜子の君くん主しゆっぷりは、ここでも健けん在ざいなのか。まさに女王様さまだな。ご両親も桜子をちゃんとしつけないとダメだぞ。放ほう任にん主義はともかくだな、締しめるところは締めていかないと──まあ、ヘタレ魔ま神じんの俺が言えることじゃないけど。




「なあ……極きよく端たんすぎるだろ」

　俺は言った。言ってやった。目の前には丸いちゃぶ台が一つ。その上には豪ごう華かな食事。たぶんフランス料理だな。え？　ベルギー料理？　知るかそんなもん。どっちも食ったことねえよ。むしろ皿にちょっとしか盛っていないのがフランス料理。ってな認にん識しきしかありませんよ。すんませんね。

　食器類るいはぴかぴかに磨みがき抜かれ、料理のおいしさを、さらに際きわだたせる。

「あんたが落ち着かないって言ったんじゃない」

　私し服ふくに着き替がえた桜さくら子こは、フリルが大量にあしらえてあるワンピースを着ていた。素そ材ざいも刺し繡しゆうもグレードが高そうだ。この一着でユニクロ何枚買かえるんだろうな。しまむらでもいいぜ。俺おれの基本はこの二社だからな。

　黙もく々もくと食べる桜子に見習い、俺も食べる。

　俺はかちゃかちゃと音を立てて肉を切り取り、口に放り込んだ。途と端たん、口の中で肉が溶けた。うおっ、なんだこれ！　肉が肉じゃねえっ、肉だけど肉じゃない！　わけわからねーと思うが、俺もよくわからねえ。とにかく言えることは、

「うめぇ……」

「でしょ。うちの料理人は腕いいんだから」

　嬉うれしそうに自じ慢まんする桜子は、これもいけるからと言って勧すすめてくる。悔くやしいが〝うちの料理人〟などという、庶しよ民みんには馴な染じみのない言葉を使うだけはある。

　だがなあ、こんなに高級そうな料理を食べてるのにテーブルがちゃぶ台。しかも床がふかふかの絨じゆう毯たんってのは……どうよ。

　俺は辺りを見回す。

　軽く教室二つ分ぐらいはある部屋。その中央に俺と桜子はちゃぶ台を用意して飯めしを食っていた。完全な洋室の中で、純じゆん和わ風ふうを醸かもしだすちゃぶ台だけがやけに浮いている。部屋の隅すみにはさっきまで給きゆう仕じの人がいたけど、落ち着かないという理由で出ていってもらった。本当なら料理だって一いつ品ぴんずつ来る予定だったらしいが、そんな理由でちゃぶ台に所ところ狭せましと置かれている。

「何よ。まだ落ち着かないって言うの？　ホント、あんたってわがままね」

「これで落ち着ける方がおかしいだろっ！　けど、さっきよりはずっとマシだ。あれはなんだ？　お前の家は中ちゆう世せいに逆行したいのか？　俺に貴き族ぞくっぷりを見せつけたいとか、そういう新あら手ての嫌いやがらせなのか？」

「知らないわよ。生まれてからずっと、家の食事はああだったんだから」

　ぶすっとしながらも、料理を口に運ぶ速度は変わらない。よく食うなあ。少しは育つといいな。俺は応おう援えんしてるぞ。ほら、俺の牛乳飲のむか？

　つい先ほど、桜子と夕食を取るために食堂に通された。物もの凄すごい長テーブルに対たい面めんで座らされたときは、フナムシとは顔を合わせて食べたくないわ、おほほっ！　てな感じの嫌がらせだと思ったね。喋しやべるときに大おお声ごえを出す必要がある食しよく卓たくなんて、聞いたこともねえ。

　だもんで、「落ち着かない。ちゃぶ台か何か、こぢんまりとしたのを所しよ望もうぢゃ」と言ったところ、これになった。これはこれで違い和わ感かんありまくりだが、食事時にあれはない。「ちょっと醬しよう油ゆ取って」「あいよ」ってな距離感がないと、人と一いつ緒しよに食べる意味はないだろ。

「あんたって、ホントおいしそうに食べるわね。昼休みにあげたおにぎりもそうだったし、お弁べん当とうのときもうそうだし。ひょっとして恵まれない子？」

「うっせー、うまいからうまい顔になるんだよ」

「ふぅん」

　もきゅもきゅと咀そ嚼しやくする俺おれを見てくるので、俺は目だけで「なんだよ」と問いかける。桜さくら子こは「別に」と言わんばかりに、俺をガン無む視ししてフォークを伸ばした。

「おい、ソースついてるぞ」

「ん」

　桜子が口くち元もとをぺたぺたさわるが、なかなかたどり着かない。いい加か減げん面めん倒どうになった俺は身を乗りだして、桜子の口元についたソースを指ゆび先さきで拭ぬぐってやった。指先についたソースは、俺がおいしくいただくことにする。

　うん、やっぱソースが違うんだな。俺もレシピを教えてもらうか。

「ん、どした？」

「なんでもないっ」

　怒ったように声を荒げた桜子は慌あわただしく食事に戻る。しかし、かちゃかちゃと皿を擦こする音がやたら騒さわがしく、先ほどまでのエレガントさはどこかに消えていた。

「ところで桜子の両親は？　一応挨あい拶さつしとこうかと思うんだが」

「海外にいるから気にしないで」

　速そつ攻こうで素そっ気けない返事をいただいた。俺は瞬まばたきするほど思し考こうし、すぐに答えを出す。こいつ、素っ気ない風ふうを装ってるけど、言葉に羨せん望ぼうが滲にじんでるぞ。ふーん、なんかあるなこりゃ。

「そういや、桜子んところの両親ってお見合いで結けつ婚こんしたんだっけ」

「まあね。家を見ればわかると思うけど、両親の実じつ家かが結けつ構こうな資し産さん家かと名めい家かなのよ。んで初めは政せい略りやく結婚だったんだけど──」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で「お互い、どっぷり惚ほれちゃって」とため息をつく。

「あたしが生まれてからも、あの二人ときたら十代のカップルみたいにイチャイチャしてさー。子供の前だってのに『あーん』とかしちゃうし、デートのときも必ず手を繫つなぐんだから。ちょっとは自じ重ちようしてよ。お母かあさんもお父とうさんと離れたくないから、今も一いつ緒しよに外国まで行ってるし。寂しくて死んじゃうもの──って一いち児じの母が言うセリフか！　まったくもう」

　愚ぐ痴ちっぽいけど、これって両親の仲の良さに憧あこがれてません？　わたしもこんな恋れん愛あいしてみたーい♪　みたいな感じがするんだけど。

「で、なによこれ？」

「あーん」

　フォークに肉を刺して、桜子に差しだしてみる。

「ば、バッカじゃないの！」

「羨うらやましそうな顔をしてたから、食事のお礼に気分ぐらいは味わえるかと思ったんだが。そうかダメだったかー」

「羨ましいわけないでしょ！　あんた、ミンチになりたいわけ！」

　ぷいっとそっぽを向き、レタスをしゃりしゃりと咀そ嚼しやくする。草そう食しよく動物みたいでちょっと可愛かわいい。いつもやられっぱなしだから、たまには俺おれのターンが来てもいいだろ？

　にへらっ。してやったりの笑えみを浮かべると桜さくら子こが目ざとく気づいた。

「なによ」

「なんでもねえよ」

「ウソ」

「うそじゃねえって」

「羨うらやましくなんてないもん。勘かん違ちがいしないでよ」

　そう言うともの凄すごいスピードで食事を取り始めてしまった。あ、待てっ、それは俺のおかずだぞ！




　ふぅ。自分の家じゃないっていうのは、こうも落ち着かないのか。というより、何もかもスケールがでかいせいかもしれないな。

　辺りを見回し、もう一度ため息をつく。脱だつ衣い所じよは銭せん湯とうみたいに広く、これが個人宅たくの風ふ呂ろだというのだから驚きだ。うちなんか──やめよう。比ひ較かく対たい象しようが悪すぎる上に、比較しても空むなしさを嚙かみしめるだけじゃないか。

　制服を脱いでカゴに入れる。服を脱ぐと、一いつ気きに体が軽くなったように感じた。今日きようは色々あって疲れたからなあ。

　上じよう半はん身しん裸はだかになり、お腹なかをさする。余よ分ぶんな贅ぜい肉にくは付いていない。意い図として鍛きたえたわけじゃなく、付く余よ裕ゆうがなかったのと日々の労働のたまものだ。

　しっかし今日の夕ゆう飯めしはうまかった。タッパーに詰めて母かあさんに持って帰ってやりたいぐらい。

　スラックスを脱いで、皺しわがつかないよう畳たたんでからカゴに入れる。こうしてると友達の家に来たというより、ホテルに泊とまりに来たみたいだ。

　……そういえば俺と桜子の関係は友人なのか？　んー、まいっか。今は風呂風呂。

　風呂場ばに出ると、ふわっと靄もやが広がった。

　凄すごく広い。まるでプールじゃないか。

　風呂の真まん中なかにはマーライオンもどきがあって、そこからだぱだぱとお湯を湯ゆ船ぶねに注そそいでいた。日本の風呂とは一いつ線せんを画している。誰だれが設計したのか知らないけど、水がもったいねえって思うのは俺が貧びん乏ぼうだからか？　水道代だいを想そう像ぞうして身み震ぶるいする。これだけ無む駄だ遣づかいをしたら、うちの家計はあっという間に火ひの車くるまだ。比較すると健康によくないとわかっていても、ついつい比較してしまう。桜子の家は俺の心と体に悪い。

　てくてく歩く。

　何か踏む。

　ん？　なんだこれ？　と思う間もなくツルーっと体のバランスが崩くずれ、すぅっと湯船に向かってまっしぐら。両手をばたつかせてバランスを取ろうとするが、そのまま盛せい大だいな飛沫しぶきを上げて湯ゆ船ぶねに突っ込んだ。

　うおっ、なんだこの一いち連れんの流れは!?　見えない糸が俺おれを操あやつっているような、この感覚は！　これが伝でん説せつの木の強きよう制せい力りよくなのか!?

　湯船の中でもがく俺は必ひつ死しになって浮ふ上じようする。

「ぷはぁっ」

　目を開けると白い肌はだを上気させた桜さくら子こが、鼻はな先さき三十センチの距離に現れた。大きな目がきょとんとしている。いつもポニーテールにしてある髪かみもほどいてあり、しっとりと濡ぬれて淡あわ雪ゆきみたいな肌に張りついていた。髪が身体からだにぴったりと張り付いてるから、普ふ段だんはまったくこれっぽっちも感じない色いろ気けがやたらと強きよう調ちようされる。

　にしても髪を下ろすと別べつ人じんみたいだ。

　いっそ別人だったらいいのに。別人だったら俺は変へん質しつ者しや扱いされ、鼓こ膜まくを悲鳴で貫つらぬかれるだけで済む。命に別べつ状じようはありませんって奴やつだ。

　突然の出で来き事ごとに表情をなくしていた桜子だが、次し第だいに瞳ひとみが剣けん吞のんな輝きを放ち始めた。頰ほおや耳たぶがさっと朱しゆに染そまり、表情筋きんが憤ふん怒ぬの顔を作りだす。
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　死。ああ、神よ。死はこんなにも身み近ぢかだったんですね。

　気づけば俺の掌てのひらは桜子の胸に置かれていた。すまん、気づかなかった。……気づけなかったことにもすまん。謝っとく。

　視線がそこに行ったのを桜さくら子こも察したのだろう。目を見開いてすぅっと息を吸いこみ、唸うなりを上げて拳こぶしが飛んできた。

　ワンツー。続いて右フック。頭が揺れて意識がもうろうとしたところをアッパーでとどめ。

　反はん撃げきも弁べん解かいもできず、湯船に沈んだとさ。

　これも伝でん説せつの木が立てたフラグかよ。くそっ、あのヤロウ、俺おれを殺す気か！

　……ははあ、死し亡ぼうフラグって奴やつですね。わかります。







　ふわふわのベッドに横たわる俺は目を開けた。天てん井じようがいつもと違う。そっか、そういや桜子んちに泊とまってるんだっけ。

　暗くら闇やみの中で、静かに稼か働どうする空くう調ちようの音がする。暑さも寒さも感じない。ちょうどいい温度と湿度が保たれていた。

　ぼんやりとする意識の中で、まだ朝じゃないことを確かく認にんする。慣れないベッドだから眠りが浅い。うちの布ふ団とんなんかぺらっぺらだからな。あの硬さ、あの重さがないと眠った感じがしない。くそぅ、これが貧びん乏ぼう性しようならぬ貧乏症しようってやつか。いつか完かん治ちしてみせるぜ。

　ともあれ寝ないと明日あしたに響ひびく。頭上に置いてある時計を見れば、時間は十二時過すぎだ。疲れがたまっていたこともあって、寝たのは十時。もう一度寝ね直なおそうと寝ね返がえりを打つ。

　桜子がいた。

　固まる。意識が一いつ気きに覚かく醒せいした。すごい近きん距離。五センチぐらい。吐と息いきがかかる。意識がハッキリしたせいで、女の子特とく有ゆうのいい匂においに気づいた。ポニーテールを解いた髪かみからは、シャンプーの香りがした。俺は全ぜん身しん石けんだ。えっへん、どんなもんだい。

　て、そんな場合じゃねえな。え？　ここって俺があてがわれた部屋だよね。あまりに広くて豪ごう華かだから、何度も部屋を確かく認にんしたんだから間違いない。第一、誰だれかの私し室しつだとしたら、もう少し私し物ぶつがあっていいはずだ。うん、結けつ論ろん。俺は悪くない！　悪いのは寝ぼけた桜子を誘ゆう導どうした伝説の木だ！

　ちらっと桜子を見る。さすがのこいつでも、半はん覚かく醒せい状態じゃ強きよう制せい力りよくに抗あらがえなかったか。

　いつもは怒ど鳴なり散らすタイフーンガールも、このときばかりは年とし相そう応おうの寝顔だ。天てん使しの寝顔と世せ間けんでは言われるだろう。けど俺からすると地じ雷らいの寝顔だ。騙だまされねえ。うっかり気を許したら大だい爆ばく発はつを起こす。

「うぅん」

　どきーっ！　心しん臓ぞうが飛び跳ねた。危うく俺も飛び跳ねて、桜子を起こすところだった。ここは慎しん重ちように。慎重に行動しないと死ぬ。デッド・オア・アライブ。俺はなんでこんなことをやってるんだ。

　これも伝でん説せつの木がらみなのか。畜ちく生しよう、フラグ立ての強きよう制せい力りよくは半はん端ぱじゃねぇ。わかっていたけど、実じつ際さい自分がやられるとムカツクほど効果的に、かつ強ごう引いんに仕掛けて来やがる。

　伝説の木に文もん句くを言うのはほどほどにして、そろそろとエビみたいにバックする。ふふふ、これなら[image: ]
ぁ！

　桜さくら子この両腕うでががっちりと俺おれの首に回される。下か半はん身しんは後こう退たいできるけど、これ以上逃にげられん！　寝てるくせになんちゅうバカ力。お、今なら言える。お前はバカカ！　ってバカは俺じゃー！　遊んでる場合じゃねー！

　心の中で深呼吸。焦あせるな。焦ったら負けだ。つまりこれは爆ばく弾だん処理と同じ。やったことないけど、たぶん同じ。少なくとも、扱ってるモノは爆弾相そう当とうの危険物ぶつだ。

　そろそろと桜子の手にふれる。しっとりとした感かん触しよくが鼓こ動どうを刺し激げきする。一本一本指ゆびを解いていくと、ようやく首にかかっていた負ふ荷かが和らぐ。ふぅ、どうやらなんとかなりそうだ。

　しかしプリズンブレイク間ま際ぎわ、桜子の目から涙が浮かび、ほろりと落ちていった。

「行っちゃだめ」

　あ？　なんだって？

「ダメ……舞まいちゃん……違っ」

　おいおいおい、なんだよこれは。なんの陰いん謀ぼうだ？　俺に何を期待してるんだ？　いいか、俺はこう見えて《空気読解シテイ・サバイバリテイ》を持つ男だぞ。桜子の寝ね言ごとなんぞに心を揺さぶられるような坊ぼうやじゃ──こいつ睫まつ毛げ長いな。

　手が伸び、桜子の目め尻じりをそっとぬぐう。

　何をやってるんだ俺は。つい動いちまった。

　舞ちゃん……舞ちゃんねぇ……。やれやれだぜ。

「今日きようだけだかんな」

　首に回された手をそのままにし、獄ごく中ちゆうに引き返す。獄中？　ああ、違った。処しよ刑けい台だいだ。間違いない。だって朝あさ起きたら、俺は桜子に殺されるだろうからな。




　　　　＊




「先せん輩ぱい、その顔どうしたんですか？　アンパ○マンみたいになってますけど」

「はっはっは、聞かないでくれたまへ」

　朝あさ倉くらさんはわかっていて訊きいたのだろう。すぐに興きよう味みを失って《分岐出力帳フラグ・プロツター》の画面に目を落とす。俺も首を伸ばして覗のぞきこむが、やっぱりぎっちぎちにフラグが詰まっている。ちらっと俺を見た朝倉さんは画面を閉じ、《アニマ》を解かい除じよするとクロスワードに取りかかる。

　早朝の部室には俺と朝倉さんしかいない。桜子は牛乳を買いに行っている。学園の初しよ等とう部ぶにある牛乳パックが一番おいしいらしく、そこまで買いに行くのが日課らしい。ヘンなところでこだわりがある。あいつＡ型だな。そしてコツコツ努力する桜さくら子こさん、さすがッス。……いつか実を結ぶといいなぁ。

　ちびっこ桜子ちゃんを思い浮かべ、感かん慨がい深ぶかげに応おう援えんする。

「あ、そうだ、忘れてた。朝あさ倉くらさんに訊ききたいことがあるんだけど」

「なんですか？」

「彼かれ氏しはいる？」

　顔を上げてきた。眼鏡めがねのツルを押し上げる。

　朝倉さんは将来、教師か秘ひ書しよになるといいと思う。百年に一人の逸いつ材ざいだ。こんな目で見られたら、ヘンタイはたまらんね。俺おれはヘンタイじゃないから居たたまれない。重い空気から逃れたい一心のジョークは、見事に空から振ぶった。

「噓うそです。すんません。それで本ほん題だいなんだけど、桜子と舞まいさんって何かあるの？」

　じぃっと俺を見てくる朝倉さんは、品しな定さだめをしているようだった。スキャンされる俺は黙だまって朝倉さんを見ていた。

「昔、桜子さんが舞さんの恋こい路じを邪じや魔ましたそうです」

「……マジで？」

「小学五年生ぐらいのときだったと聞いています」

　にわかには信じられない。今でこそ桜子はアルテミスなんて組織の代表をやっているけど、初しよ等とう部ぶの頃は普通の女の子だろう。

　そもそも桜子は別に他ひ人とをねたんでフラグをへし折ってるわけじゃない。伝でん説せつの木が生みだす強きよう制せい的てきな恋れん愛あいを否定しているだけだ。ま、これについても俺は思うところがあるんだけどな。そんなことよりも──

「ちょっと信じられないな。朝倉さんは詳しい事情を知ってるの？」

「そこまでは詳しくありません。同じ人を好きになったけど、その男子が桜子さんじゃなく一いちノの宮みや先せん輩ぱいを選んだから邪魔した──と聞いています。それまでは仲良しだったのですが、亀き裂れつが入ったようですよ」

「女同どう士しの友情なんて儚はかないもん……か」

　そうは言っても、しっくりこない。

　んー、なんか気になるんだよなぁ。釈しやく然ぜんとしないというか、あり得る話なんだろうけど〝桜子が〟ってなると納なつ得とくできない。第一、んな奴やつが寝ね言ごとであんなことを口くち走ばしるもんか。

　俺が首を捻ひねっていると、朝倉さんがとんでもないことを口にした。おかげで思し考こうは一いつ旦たん中止する。

「桜子さんを好きになりましたか？」

「とんでもない！　第一、それだとフェーデに負けちまうだろ」

「私はそれでも構わないと思ってるのですが」

　マジマジと見つめちゃったね。何を言いだすかと思えば、朝あさ倉くらさんの冗じよう談だんはいつも笑えない。今だって真ま顔がおで俺おれのこと見てる。だから真顔で冗談はよせと言ってるじゃないか。

「水みず原はら先せん輩ぱいと関わるようになってから、桜さくら子こさんは楽しそうです。アルテミスの代表として以前はフェーデだけを考えて、フェーデのために行動していたのですが、今は少し余よ裕ゆうが感じられますね。肩かた肘ひじを張らずに済むというのはいいことです」

「そりゃあれだ。ストレスのはけ口を発見したからだろ」

「一いちノの宮みや先輩も楽しそうですね」

「…………ツッコミとボケが楽しいんだろ」

　何を言いだすかな朝倉さんは。そういうこと言うなよー。純じゆん情じよう可か憐れんな俺が勘かん違ちがいしちゃうだろ？　勘違いは恥はずかしいんだぞ。特に恋れん愛あいがらみだとおとなになってから悶もだえ死じにする記き憶おくになっちまう。

「朝倉さんに初めてを奪うばわれてしまった以上、俺は操みさおを捧ささげないと」

「バカですか。バカですね。大バカ野や郎ろうです」

　三さん連れんコンボ。お見事。一言ごとに室内の温度が下がっていった。

　あんまり人ひと様さまの深しん部ぶを覗のぞく趣しゆ味みはないんだが、いつの間にか潜もぐっている。困った。趣味じゃないんだけど、気になってしまうのは仕方がない。でもさ、やっぱりヘタレな俺がヘタレな役回りを引き受けるのが妥だ当とうだと思うんだわ。

　唇くちびるをとがらせ、むむーんと唸うなる。因いん縁ねんの元になった男だん子し生徒に会えば……何かわかるな。

「けど、どこのどいつだかわかんねぇ」

　頭を抱えて机に突つっ伏ぷす。すると朝倉さんはクロスワードの端はしをちぎり、メモを書いて渡してくる。それを見た俺は目を見開き、朝倉さんの顔を凝ぎよう視しした。さすが朝倉さん、単純な俺の思し考こうをしっかりと読んでる。ありがたく受け取って、メモをポケットにねじ込む。給料に関係ないってのに何やってるんだろうね、俺は。

　椅い子すにもたれかかり、息をつく。

「先輩」

「ん？」

「私の年ねん齢れいと彼かれ氏しいない歴れきは一いつ緒しよです」

　だから、それを俺にリークしてどうする。まあ、俺が訊きいたんだけどさ。だから言ってるだろ。朝倉さんの冗談は笑えないって。この無表情の下では、きっと舌したを出しているに違いない。俺が動どう揺ようする姿すがたを見てほくそ笑えむってのは、あまりよくない趣味だと思うぜ。

　やれやれ。俺の周りにいる女の子は、どうしてこうも一ひと癖くせある面子めんつばっかりなんだ。




　アポロンからの攻こう勢せいもなく、フェーデ開かい始し二日目は比ひ較かく的てき平へい穏おんに過ぎていった。舞まいさんが何か指し示じをしているのかもしれない。

　……黒くろ木き先生はやばかったけどな。常に鏡かがみを見つめてうっとりしているもんだから、生徒や教師が変な目で見る。明らかに浮いていた。さすがにあれはむごい。戦いはいつも悲ひ劇げきしか生まないという見み本ほんだ。

　放ほう課か後ご、帰ろうとしたら舞まいさんが俺おれの右腕うでを取った。

「今日きようはわたしの家にご招しよう待たいしましょう」

「はあ!?　寝ね言ごとは寝てから言いなさいよ。直なお樹きがあんたの家に行くわけないでしょ。直樹はあたしの家に来るのよ！」

「昨日きのうは譲ゆずってあげただけです。昨日一日、時間をいただいたおかげで今日は完かん璧ぺきなおもてなしができます。ぜひ我が家に泊とまってください」

「ちっ、昨日はやけにすんなり諦あきらめたと思ったら、そんなことしてたのね。でもおあいにく様さま、直樹はあたしの家に泊まるって言ってんの。夕食もおいしいおいしいって言ってくれたんだから。餌え付づけは完璧よ！」

　餌付けって言うな！

　そして落ち着いて聞いて欲しい。キミたちが泊まる泊まるという度たびに、俺の寿じゆ命みようが短くなっていくんだ。お願いだから周囲を見てみよう。俺への殺さつ意いと興きよう味み本ほん位いの視線がいっぱいあるって気づくから。気づいても続けそうだけど。たはー、俺の命って軽いなー。

　一いつ刻こくも早く逃げたい。誰だれもいないところで膝ひざを抱えて孤こ独どくを満まん喫きつしたい。

　感情を露あらわにする桜さくら子こと、どこまでも落ち着き払った舞さんの対たい比ひは光と影みたいだ。といっても昨夜の寝言を聞く限り、昔からの因いん縁ねんってのも訳わけありっぽい感じだよな。

「悪いけど用事があるから」

　そう言い捨てて俺は駆かけだした。

　がし。しかし逃げられなかった！　おおい、なんでこのパターンなんだよ！　しかも今度はそれぞれの腕を桜子と舞さんが摑つかんでるし！

「用事って何？」「ご一いつ緒しよしてもいいですか？」

　桜子と舞さんが無言で視線を交わす。

「しょーがないから付き合ってあげる」「何かお手伝いできるかもしれません」

　またもや無む言ごんで──

「ほら行くよ」「行きましょう」

　ずるずるー。俺の意志はどこに？　おっかしいなー、どこで選択肢を間違えたんだろ？　あ、そっか、桜子と舞さんに出会った時点で間違えてるんだ。って回かい避ひ不ふ可能だろ！　どんだけ無む理りゲーなんだよ！

　廊下を引きずられながら諦てい観かんの笑えみを浮かべる俺。

　どこに連れて行かれるのかと思っていたら、途と中ちゆうで足が止まった。

「んで用事って何？」「どこに行きましょう？」

　お前ら対たい抗こう心しん燃やしすぎて、基本的なところをすっ飛ばしすぎだぞ。しかしどうやって二人をまくか。むーん、困った。

「水みず原はら先せん輩ぱい、先生が職員室に来いって怒っていましたよ」

「え、あ、悪い。わざわざありがとな」

　後を追ってきたであろう朝あさ倉くらさんは、それだけ言うと俺おれたちの横を素す通どおりする。かっけー！　朝倉の姐あねさんかっけーッス！　心の中で朝倉さんに手を合わせつつ二人に断りを入れようとしたら、朝倉さんが廊下の出っ張りに躓つまずいて転びかける。

「おっと」

　さっと腕を伸ばして、朝倉さんを後ろから抱きかかえる。ウエスト周り細いなー。ちゃんと食べないとダメじゃないか。

「あり、が、とう……ございます」

　顔を真まっ赤かにしてぺこりとお辞じ儀ぎした朝倉さんは、ウェーブの入った髪かみを揺らしながら脱だつ莵とのごとく駆かけだしていった。ははっ、そりゃ恥はずかしいよな、颯さつ爽そうと登場して俺を助けておきながら逆に助けられるなんてさ。

　朝倉さんを見送っていると両肩かたが摑つかまれる。

「なーおーきー！　あんた、今《アニマ》を使ってたわよ！」

「え、うそ！　なんで!?」

「発はつ動どうしていましたね。十五センチぐらいでしたか、白い翼つばさが左の肩けん胛こう骨こつからひょこっと出ていました」

　白い翼ってことは《分岐創造フラグ・メーカー》の方か。って、こんなときになんで発動してんだよ！　空気を読め、俺の《アニマ》！

　ぐぎぎぎぎぎっ。俺の肩が、肩がぁ！　みしみし言ってますよ！

「せ、先生が呼んでるから！」と爽さわやかな笑顔で二人から離れ、だめ押しとばかりに「二人でお互いを見張っておけば、抜け駆けは防げるだろ」と言い残して、その場を離れる。

　ふふふ、これぞ二に虎こ強きよう食しよくの計けい。

　自じ画が自じ賛さんする俺は曲がり角かどを曲がった途と端たん、猛もう然ぜんとダッシュする。ポケットからメモを取りだし、さすがに二人を連れてはいけないからな、と嘆たん息そくした。

　全力で廊下を走り、階段を一ひと息いきに飛び降りる。どんだけ走っても肩を摑まれそうな気がする。ホラーか！　ってなセルフツッコミを入れたくなるね。

　何度も振り返って桜さくら子こたちがいないことを確かく認にんしながら、目的地である体育館に到着する。体育館の中ではバドミントン部とバスケ部、それに壇だん上じようで卓たつ球きゆう部ぶが練習していた。新入生の体験入にゆ部うぶ期間も過ぎて見学者がまったくいない中、出入り口でぽつんと立つ俺はさぞかし変な目で見られていることだろう。

　残念ながらメモには名前とクラスと所しよ属ぞくする部ぶ活かつぐらいしか書いていない。おっと、『ぐらいしか』って言うもんじゃないな。朝あさ倉くらさんの情報収しゆう集しゆう能力と用意周しゆう到とうぶりには脱だつ帽ぼうだ。

　じろじろとバスケ部の活動を見ていたら、「見学ですか？」と声をかけられた。マネージャーらしきジャージ姿すがたの女の子が、こちらの反応を窺うかがうように小こ首くびをかしげてくる。む、可愛かわいい。じゃなくて、

「実は人を探しているんですけど──」

　さて桜さくら子こと舞まいさんの因いん縁ねんが生まれる原因となった男は、どんなイケメンだろう。




　　　　＊




　目を覚ました。インターフォンが鳴っている。

　日焼けした畳たたみの上に寝ねっ転ころがっていた俺おれは、もぞもぞと起きだす。窓の向こうに見える景色けしきはとっぷりと日が暮れていて、帰き宅たくしてから結けつ構こうな時間が経たっていることを示していた。寝っ転がって考え事にふけっていたら、いつの間にか寝てしまったらしい。

　キンコーンキンコーンと連打されるチャイム。うっせー！　誰だれだよ、礼れい儀ぎのなってない奴やつだな。考え事の邪じや魔まだ！

　薄うす暗ぐらい室内を慣れた足取りで進む。玄げん関かんの覗のぞき穴から廊下を見ると、意い外がいなことに来らい客きやくは桜子だった。

　憤ふん然ぜんと腕うで組ぐみをして、ドアを睨にらみつけている。

「こらーっ、直なお樹き出てこい！」

　がんがんとドアが蹴けられる。そのたびに蝶ちようつがいが、ぎしぎしと悲鳴をあげた。ついでに俺も悲鳴をあげた。勘かん弁べんしてくれ、修しゆう理り代だいもバカにならないんだ。

「わーっ、開ける！　開けるから蹴るな！」

　顔を合わせる怖こわさと金きん銭せん問題を秤はかりにかける。迷う間もなく傾いたので、すぐさま鍵かぎを外はずす。途と端たん、思いきりドアが開いて俺の額ひたいにクリーンヒット！　思いきりひっくり返った。

　くそっ、桜子の奴、全部わかっててやってるんじゃないだろうな。

「おい桜」

「あんた居い留る守す使おうとしたわね。明かり消してたってわかるんだから！」

　ぶみっ。桜子の足あし裏うらが、起きあがろうとした俺の顔に乗せられる。

　ぐおおおっ、なんという屈くつ辱じよく。俺はヘンタイじゃねえ。この妙みように生なま温あたたかい感かん触しよくに浸ひたれるもんか！

　桜子の足を摑つかんで、屈辱的な行為から脱だつ出しゆつする。

　ぺっぺっ。手で顔をごしごしと拭ふく。ずももっと立ちふさがる桜子は、はんっと鼻を鳴らし俺を嘲あざ笑わらっていた。こ、このヤロウ、全然悪わるびれてねえ。

「お前なあ」

「狭い」

「第一声がそれかよ！　もっと他に言うことがあるだろ！」

　ひぃ！　ちょー睨にらまれましたよ。言葉が止まりましたよ。ナニこの眼がん力りき。昨夜の桜さくら子こさんはどこに行ったんですカ。

「汚きたない」

「お前んちに行ってたから、掃除洗せん濯たくが滞とどこおったんだ」

　母かあさんは夜の仕事をするようになってからというもの、ずぼらになった。昔はきめ細こまやかな人だったけど、大おお雑ざつ把ぱになった。それはそれでいい。そっちの方が俺おれは安心する。繊せん細さいな人は壊こわれそうで怖こわい。

「あと、あと……ええっと」

「無む理りに文もん句くを探すな。そもそもなんの用だ？」

「あんたが先に帰っちゃうからでしょ。さっさとうちに帰るわよ」

「お前んちにこれ以上泊とまったら俺が殺される。いいか桜子」

　真剣な顔で桜子の両肩かたを摑つかむ。華きや奢しやすぎて、ふれるのがちょっと怖い。そして生命の神しん秘ぴ、この華奢な身体からだのどこにあんなエネルギーが詰まってるんだろう。

「な、何よ、キモイ顔して」

「キモ……ま、まあいい。男には一人になりたいときがある。わかるか？」

「一人に？」

　ハッとあることに気づき、桜子の頰ほおは桜さくら色いろになった。おい待て、何を考えた。違うからな、俺はそういうつもりで言ったんじゃねぇ。

「そ、そうよね、あんたも男だもんね。ご、ごめん……」

「謝るなぁ!!　違うぅぅっっ！　誤ご解かいなんだってば！」

「いいよ、あたしだって男の生理ぐらいわかってるつもり。今、安やす田ださんに言って専せん用よう部屋を作らせるから」

　せ、専用部屋……だと！　ごくり。こいつの財ざい力りよくで専用部屋を用意したら、どんだけすごい部屋になるんだ。り、立体映えい像ぞうとかあるのか!?

　もじもじする桜子だが、くわっと目を見開いて「でも目を離すわけにはいかないんだから！」と力りき説せつした。

「と言ってもなぁ」

「じゃあ、あんた、この家に一人でいて舞まいが来たらどうするの？　追い返せる？」

「う！」

　そう言われると困る。すっかり見み抜ぬかれてますね。俺のヘタレっぷりが。

「ふぅ……もういいわ。あんたがうちに来ないなら、あたしがあんたんちに泊とまる！」

「帰れ。ゴーホーム」

「即そく答とう!?　ちょっとは驚くなり、逡しゆん巡じゆんするなりしなさいよ！」

　きぃっと怒りを露あらわにする桜さくら子こだが、俺おれは冷ややかにしっしっと手を振って追いだそうとする。とんでもないバカがいたもんだ。

「あたしはねえ。負けるのが大だいッ嫌きらいなのよ！　特に舞まいなんかにはね！」

「威い勢せいがいいですね桜子さん」

　ぎょっとした俺たちは揃そろって玄げん関かんを振り返る。いつの間に来たのか、着物姿すがたの舞さんがおっとりと微笑ほほえんでいた。

「来ちゃいました」

　おいおい、なんの冗じよう談だんだ？　おまけにそのスーツケースはなんだ？　海外にでも行く気か？　俺んちはアマゾンの秘ひ境きようじゃないんだぞ。

「ほら見なさい！　さっそく舞が攻こう勢せいに出てるじゃないの。あんたみたいなミジンコフナムシヤロウは、あっという間に理り性せいが負けちゃうんだから。あんたと舞がくっついたら、フェーデに負けるでしょ！　あたしの《アニマ》がなくなったらどうすんのよ！」

　ミジンコなのかフナムシなのか、どっちなんだ。どっちも勘かん弁べんして欲しいが……。ミジンコフナムシヤロウってアクセントなしで言うと、学がく術じゆつ名めいっぽく聞こえるな。心しん底そこどうでもいい話だけど。

　んー、桜子の奴やつは《アニマ》がなくなるのを気にしすぎじゃないか？　ことあるごとに《アニマ》がなくなるのはイヤっ！　て言ってる気がする。そんなにフェーデから除じよ外がいされるのが嫌いやなのかね。

「直なお樹きくん、わたしもここに泊とまりますね」

「待て待て待てっ、二人とも落ち着け。そもそもうちは狭い。いや狭いだけじゃない。母かあさんだっているんだ。若い娘むすめさんと若い男が一つ屋根の下で暮らすのはだな、当然のごとく反対すると思うわけでして」

　言いながら俺は、だらだらと脂あぶら汗あせを滲にじませていた。

　やばい、テーブルの上に母さんの置き手紙が出しっぱなしだ。手紙には商店街の福ふく引びきで当たったから、仕事先さきの人たちと旅行に出かける旨むねが書かれている。桜子の家に泊まったから、それを受けての置き手紙だろう。

　これは非常にヤバイ。

　まさか、これも伝でん説せつの木なのか!?　もう何が偶ぐう然ぜんで、何が必然なのかわからん。

「ん、それ……」

　桜子が気づいた。舞さんも家の中に入ってくる。二人して置き手紙を読んで、ふふんと笑い合った。そして視線が交こう錯さくする。ひぃぃぃぃ、火ひ花ばなが見える！

「ますますあんたを一人にさせるわけにはいかないわね」

「アルバイトもあるだろうし、直樹くん一人じゃ大変でしょう。わたしが家か事じとか面めん倒どう見みてあげます。桜さくら子こさんじゃ、そういうのはからっきしダメだと思うから」

　母かあさん。なぜあなたは大切な一人息子むすこを置いて、旅に行ってしまったのですか。今いま頃ごろ温泉に浸つかりながら、一いつ杯ぱい引っかけているのでしょうか。

　ああもう……勘かん弁べんしてくれ。そもそも舞まいさんはあれだろ。瀧たきさんはどうした。お目め付つけ役やくのあの人が、また今回もどっかで見てるんじゃないだろうな。

「お嬢じよう、荷物はこれでいいですか？」

　びくーっ！　そりゃもうたまげたね。何がたまげたって、瀧さんが追加のスーツケースを持って玄げん関かんに立っている。黒いスーツにオールバックのスタイルは、怖こわいぐらい８９３さん。

　ちらちらと瀧さんを盗ぬすみ見るが、瀧さんの表情は変わらない。あの……むしろそっちの方が怖いんですけど……。

「ではお嬢、私はこれで」

「はい、ご苦労様さまでした。お父とう様によろしく言っておいてください」

　ヤバイヤバイヤバイ、この流れはダメな流れだ。昨日きのう、桜子の家で安やす田ださんからもらった目つきと瀧さんの態度を鑑かんがみると、男の家に大事な一人ひとり娘むすめが泊とまったりなんかしちゃった日には──東京湾わんに沈められるね。先生！　○○の不法投とう棄きはダメだと思います！

　つまりあれだな。解かい決けつ方法はこれしかない。

　倒れよう。急きゆう病びようになるとか、気き絶ぜつするとか、持じ病びようの癪しやくがとかな。ぐおおっ、学校で緊きん急きゆう退たい避ひの方法も教えてくれよ！　小学校の頃、女の子だけを集めて勉強するように、男の子だけを集めて言いい訳わけの仕方とか教えてくれ。

「直なお樹きくん。ダメ……かなあ？」

　俯うつむきがちで問う舞さんを見て、どくんと心しん臓ぞうが跳ねた。

　どくどくと絶え間なく血液を送り込む心臓は、やたらと張りきって稼か働どうし、俺おれの頭を真まっ白しろに塗りつぶす。ずるい！　こんなにいじらしい顔で見られたら、罪ざい悪あく感かんに押しつぶされちゃうじゃないか。

　おぼつかない思し考こうでどうすればいいのか考える。

　しかし、当然のように名めい案あんなんか浮かばない。こんなせっぱ詰まった状況で名案が浮かんだら、それは水みず原はら直樹じゃない別の誰だれかだ。

　とりあえず帰ってもらおう。そうしよう。それがいい。それでひとまず事じ態たいは収まる。それが一番無ぶ難なんだ。

　俺は逃とう避ひとも言える判はん断だんを下し、言葉にしようと口を開きかけた。

　だが言葉は出てこなかった。喉のど元もとまで出かかった拒きよ絶ぜつを、すんでの所で吞みこんだ。

　待てよ、昼間に因いん縁ねんの原因となった男だん子し生徒から話を聞いたけど、あれだけじゃピースが足りていない。桜子と舞さんが同じ場所にいることで、二人の因縁を解きほぐす糸いと口ぐちが見えてくるんじゃないか？

　脳のう裏りに浮かぶのは昨夜の桜さくら子こ。気き丈じようで勝ち気な桜子が見せた表情。こいつは俺おれがいないところで、ああやって涙を流したりしているのだろうか。

　それは……なんか嫌いやだな。

　覚かく悟ごだ。

　ことを成すには覚悟が必要だ。状況に流されて手を出そうものなら、俺は死ぬ。

　グッと唇くちびるを引き締め、ごくりと生なま唾つばを吞みこむ。緊きん張ちようのあまり指ゆび先さきがぷるぷると震え、ズボンの内側でも足ががくがく震えている。

「い、いいぜ。い、いいい、いくらでも、と、泊とまってけよ」

　声が震える俺、カッコワルイ。

　顔を上げた舞まいさんが輝かんばかりの笑顔なのに比ひ例れいして、桜子は凄すごい顔になっていた。般はん若にやの面めん職しよく人にんは、型どりさせてもらえばいいと思う。俺はあえてそちらを見ないようにして、不安げな舞さんを後あと押おしするように頷うなずく。

　とうとう言ってしまった。

　どっかで瀧たきさんが聞き耳立ててたりしないよな。そうだ、生命保ほ険けんに入っておこう。って、根本的な解決になってねえ。

「お腹なか減った」

　ぼそっと呟つぶやく桜子。

　はっと我に返る俺。

　くすくすと笑う舞さん。

「そうですね。お夕ゆう飯はんの用意をしましょうか」

　スーツケースを部屋の隅すみに置き、中から割かつ烹ぽう着ぎを取りだす。が、俺ははたと気づいた。時計を見ると──ぎゃああああああっ！　バイトっ、バイトに遅ち刻こくする。っていうか、もうしてる！

　顔を真まっ青さおにした俺を見て、桜子と舞さんは訝いぶかしげな顔を向けてくる。

「俺はバイトに行く。二人とも適当にやっててくれ！」

「直なお樹きくん、瀧さん呼びましょうか？」

「いいわよ。安やす田ださんを呼ぶから」

　ばちっ！　火ひ花ばなが散った。極きよく東とうの火か薬やく庫こが今ここに生まれましたヨ。

「いいから！　じゃあ行ってくる」

　慌あわただしく着き替がえる。トランクス姿すがたにぎょっとする桜子と、あらまあと頰ほおに手をやる舞さんを放ほう置ちし、アパートを出て行く。何か大変なことになっているような気がする。俺が帰ったとき……家、ちゃんと残ってるんだろうな。

　無む用ようの心配であればいいのだけど、ちっとも安心できない。




　　　　＊




　午後十時過すぎ。普通に歩いていただけなのに前を行くＯＬのお姉ねえさんに突然走はしりだされ、さりげなくへこんだ俺おれが玄げん関かんを開けると、そこはパラダイスだった。

「お帰りなさい直なお樹きくん。ごはんにする？　お風ふ呂ろにする？　それともわたし？」

「バカなこと言ってるんじゃないわよ！　この色いろボケ女！」

　玄関先さきで立ちすくむ俺は、どさりとスーパーの袋ふくろを落としてしまった。あ、見み切きり品ひんの中に傷みやすいものとかなかったよな。いやいや、そんなことはともかく──

　なんで舞まいさんは裸はだかエプロンなんだ？

　なんで桜さくら子こはスクール水着に、上着だけセーラー服を着てるんだ？

　そして二人とも、なぜか靴くつ下したを履はいている。舞はハイソックス、桜子はニーソックスだ。ちとマニアックすぎないか？

　そもそも舞さんは、俺が出るとき割かつ烹ぽう着ぎだっただろ。なんでエプロンに着き替がえてるんだよ。

　しかし──

　何が起きたのかはわからないものの、ついつい肌はだ色いろに目が行ってしまう。

　フリルエプロンの胸むな元もとを押し上げるボリュームたっぷりの胸は、舞さんが恥はずかしそうに腕を寄せているせいで余よ計けいに強きよう調ちようされている。しかもエプロンだけなので、谷たに間まがくっきりと見えて、俺の理り性せいをはげしく殴おう打だする。

　舞さんはプライベートでは着物だし、学校では制服だ。胸元を大きく開けるような格かつ好こうはしない。普ふ段だん肌を多く見せないため、布ぬの面積が少ないと非常に目のやり場に困る。見るけどな。いいじゃないか、男なんだものッ。

　胸だけじゃない。ミニスカート以上に短いエプロンからは、蠱こ惑わく的てきな白くて長い足が伸びる。制服のときはあまり意識しないけれど、こうして見ると舞さんの身体は恐ろしく均きん整せいが取れていた。胸と腰のくびれ、大きすぎないお尻しり。造ぞう形けい美びを極きわめたと言っていい。

「もう……直樹くんっ、そんなに見つめないでください。恥ずかしいです……」

　ぶはあ。恥じらいグーッド！　正直たまりません。恥じらいのない裸エプロンは、ただの無ぶ精しようにすぎん！

　ぐぐっと心の中で握り拳こぶしを固めていると、桜子がぶすっとしていた。

　舞さんとは対たい照しよう的てきなのが桜子だ。

　こいつはアンバランスさゆえに目を引く。凹おう凸とつがほとんどない。すとーんと円えん柱ちゆう形けいの体は涙を誘う。土ど管かん？　試験管？　そういったあだ名は俺の命がピンチになるので控えるが。

　ポニーテールだった髪かみは、なぜかツインテールに変えてあり、より幼さが際だっている。セーラー服の裾すそをきゅっとつまみ、ぐいぐいと引っ張って前を隠かくそうとしているのが、なんとも可愛かわいらしい。

　舞まいさんほど肌はだを露ろ出しゆつさせているわけではないのに、いつも強気な桜さくら子こが印いん象しようにあるせいか、やたらと興こう奮ふんする。もじもじと足を摺すり合わせ、露出している部分を気にするさまは、あまりにも扇せん情じよう的てきだ。
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　ふぅ……俺おれ、明日あした死ぬな。

　間違いねえよ。これは神さまがくれた餞せん別べつに違いない。ちょっといいもの見せてやるから、恨うらんじゃやーよ♪　とか言ってるんだ。

　だっておかしいもん。おかしいと思うだろ？　舞まいさんの裸はだかエプロンは百歩譲ゆずって有りだとしても、桜子はないだろう。スクール水着にセーラー服（上着オンリー）だぞ。ねーよ。誰だれだよ、このマニアックすぎる趣しゆ味みは。

「あ、あんた、じろじろ見ないでよね」

　だったらそんな格好かつこするな。

　とは言えない。いや言わない。言って着き替がえられたら困る。非常に困る。もったいない。心のファインダーに焼き付かせなければ。

「さ、そんなところに立ってないで、入ってください。お仕事お疲れ様でした」

　舞さんに手を取られ、家の中に導かれる。うわっ、今のやりとり新婚っぽい！　いいな、疲れも吹っ飛ぶな。

　って、うぉい！

　俺おれの手を引いた舞まいさんは、当然後うしろ姿すがたを晒さらすわけで。つまり俺の視線は、そこを目もく撃げきしてしまうわけで。

「はぁ……」

　ため息が漏もれた。

　舞さんは太ももギリギリのホットパンツと、チューブトップを着ていた。つまり裸はだかエプロンじゃなかったわけだ。

　……べ、別にすっげえ残念とかじゃないぜ。当たり前だよな、と確かく認にんしただけだ。

「はぁ……」

　おおっといかん。本ほん能のうががっかりしてる。むしろこんな本能にがっかりだ。

「ごめんなさい。恥はずかしくて……これが精せい一いつ杯ぱいだったのです」

　俺のため息を受けて、舞さんが申もうし訳わけなさそうに俯うつむく。ぐほ、気づいてましたか。

「い、いやっ、あ、そ……ちが、あ、ああ……今のままで、じゅ、充分です……」

　キョドる俺、カッコワルイ。

　そうだよな。普ふ段だんあれだけ肌はだを露ろ出しゆつさせていない舞さんが、いきなりこんな格好かつこできるわけない。今も充分に恥ずかしいはずだ。恥ずかしがりながらも裸エプロン（疑ぎ似じ）になる女の子。……ありだな。ありデスヨこれは。

　いかん。ヘンな趣しゆ味みに目覚めそうだ。

　ダイニングのちゃぶ台には焼き魚に大だい根こん下おろし、煮に物ものにおひたしといった純じゆん和わ風ふうの料理が並ぶ。端はしっこに、申し訳なさそうに黒ずみが置いてあるのはこの際スルー。あれは絶対ひじきなんかじゃない。

　誰だれが何を作ったのか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。桜さくら子こよ、料理は創そう作さく活動であって、破は壊かい活動じゃないんだぜ。

　すとんと腰を下ろすと右隣どなりに舞さんが座る。やたらと近い。うっ、正面から見るとやっぱり裸エプロンに見える。ぐごご、男の妄もう想そう力りよくがここまで刺し激げきされるとは！

「鼻の下を伸ばすな」

　ごぎ。顔を摑つかまれ、強ごう引いんに左隣の桜子を向かされる。

「いだだだだだっ！」

　関かん節せつの可か動どう範はん囲いってのは決まってるわけで、それを越えると痛いわけですよ。人形遊あそびとかやると、手足がもげたりするあれだな。

「殺す気かッ！」

　さすがにやりすぎたかと気づいて、桜子は申し訳なさそうな顔になったものの、すぐにぷいっと視線をそらした。

「あ、あんたがいけないんでしょ。舞ばっか見て、鼻の下伸ばしてデレデレしちゃってさ。あんたはあたしと契けい約やくしてるんだからね。負けたらどうする気よ！」

　ぱっと手を離した桜さくら子こは、両手でセーラー服の裾すそをひっぱり、またもや太ももを隠かくそうとする。やっぱり桜子といえども、プールや海じゃない場所で水着を着るというのは恥はずかしいらしい。しかもスクール水着の上にセーラー服。マニアックすぎる。

「実に素そ朴ぼくな疑問なんだが、二人の格かつ好こう……どうしたんだ？」

「安やす田ださんが」

「瀧たきさんが」

『男はこういう格好が好きだって』

　二人とも声を揃そろえて告げる。

　安田さん、瀧さぁ──────────────────────ん！




　ぐっじょ──────ぉぶ！




　ってそうじゃねえ、そうだけどそうじゃねえッ！　あんたら、そんな趣しゆ味みだったんかい！

　謎なぞはすべて解けた。謎でもなんでもなかった。お互いの対たい抗こう心しんから起きた喜き劇げきは、二人が相談相あい手てを間違えたってだけだ。ん、この場合、正解なのか？　ともかく二人の意志で選んだ衣い装しようじゃない。ほっとしたようながっかりしたような気がするけど、この際スルー。今、目の前にある現実だけが俺おれのジャスティス！

「もしかして直なお樹きくんは、こういう格好は嫌きらいでした？」

「そんなことはない！」

「な、直樹くん？」

　はっ、俺は何を力一いつ杯ぱい否定してるんだ。これじゃあまるで「俺はヘンタイだーっ！」て叫んでるのと同じじゃないか。

「チガウヨ。ゴカイダヨ」

　言いい訳わけ失敗。舞まいさんもさっきより一いつ層そう恥ずかしげにして、胸むな元もとや太ももの付け根を隠そうとしている。

　いや、だからね。そういうのが余よ計けいに俺の劣れつ情じようを刺し激げきするわけでして、男の生せい理りというものを理解してくれ。

「あんたってヘンタイね」

「お前にだけは言われたくねぇ！」

　何が悲しくて、スクール水着にセーラー服を着た女から、ヘンタイ呼ばわりされなくちゃいかんのだ。露ろ出しゆつ狂きように「はっはっはっ、服着ろよ恥ずかしい奴やつだな」って言われてみろ、とりあえず殴なぐるだろ。

　けどまあ、ここに朝あさ倉くらさんが絡んでこないだけ、少しはマシだな。

　朝あさ倉くらさんまで絡んできたら、一体どうなってしまうことやら。そういえば朝倉さんが来ないっておかしくないか？　フェーデ初日は夢む遊ゆう病びよう者しやっぽい感じになってまで来たっていうのに。

「なあ、朝倉さんは大だい丈じよう夫ぶか？　今回の伝でん説せつの木はやたらと積せつ極きよく的な感じがするけど」

「美み緒おなら平へい気き。昨日きのう電話がかかってきて《天使の矢キユーピツド・アロー》を撃うったから」

「うえっ、いいのかよ!?」

　これには舞まいさんも驚いたようで、目をぱちくりさせている。

「なんかさー、万まんが一いちにも事故が起きたら困りますから。って言われちゃったらね。それにフェーデ終了まではうちで預かることにしてるから。他の人の目にはふれないし」

「ちなみに黒くろ木き先生と同じか？」

「そ、だから誰だれにも見られたくないみたい」

　……そりゃなあ。朝倉さん自身、黒木先生を見ているだろうから気持ちはわかる。だけど朝倉さんがそこまでの決意をしなきゃいけないほど、強きよう制せい力りよくは強く働いている。

「とにかく二人とも着き替がえてこいよ。話はそれからだ」

　言ってやった。

　世の男性諸しよ君くん。俺おれがこのセリフを言うために、どれだけの血けつ涙るいを流したかわかるか？　わかってくれたか。二度と拝おがめないかもしれないという葛かつ藤とうに打ち勝ち、平へい穏おんな食しよく卓たくを優ゆう先せんさせた俺を勇ゆう者しやと崇あがめるがいい。……ヘタレって言うな。

　だって裸はだかエプロン（疑ぎ似じ）と、スクール水着セーラー服と一いつ緒しよに夕ゆう飯めしを食ってみろ。シュールすぎる絵え柄がらじゃないか。人には越えちゃ行けない一いつ線せんがあると思うんだ。俺はまだあっちに行きたくない。

　って、なんで俺はスクワットしてるんだろ。

　なぜかスクワットを始める俺に続き、桜さくら子こや舞さんまでもがスクワットを始める。

「え？　なんだこれ……？」

　スクワットが止まらない。

「これ……！　ゴンザブローの《踊る筋肉ダンシング・ヒーロー》!?」

　桜子が驚きよう愕がくの表情で叫ぶ。何ぃ、これは勝かつ谷や先せん輩ぱいの仕し業わざなのか。

「おい桜子、勝谷先輩のアニマってなんなんだ!?」

「見りゃわかるでしょ。効果範はん囲い内ないの人間を無む差さ別べつに筋きんトレさせるのよ！　体を酷こく使しさせて恋れん愛あいに割さくエネルギーをなくすための能力！　でも無差別っていう、ちょーはた迷めい惑わくな能力だから、あたしも使ってなかったのよ！　だってゴンザブローは一度起き動どうさせたら、トランス状態に入って止まらないんだもん！」

　止まらない……。

　窓の向こうから「はっはっはっー」と、やけに爽さわやかな笑い声が聞こえてきた。それと同時に、「なんだこれー！」「いやーっ、止まらない！」などという近きん隣りん住民の悲鳴が。

　カーテンの隙すき間まから外を覗のぞけば、電でん灯とうをスポットライト代わりにしたゴンザブロー先せん輩ぱい……いや勝かつ谷や先輩が満まん面めんの笑えみでスクワットをしていた。あの人、なんで上じよう半はん身しん裸はだかなんだ？　しかも下は短パン。うん、目が腐くさるネ。世界にモザイクがかかればいいのに。

　とはいえ筋きんトレ姿すがたの勝谷先輩はいつもと変わらない。変わっているのは、勝谷先輩の周囲を二十センチほどのフラワーロックが二つ、くるくると飛び回っていることだ。植うえ木き鉢ばちの底にプロペラがついていて、アクロバティックな動きもやってのける。

　普通は音に合わせてプラスチック製の植物がくねくねと動くけど、これはプラスチック製じゃなくて本ほん物ものの植物だ。花が咲いていてサングラスをかけている。手と思われる葉っぱの先には朝あさ顔がおの花──どうも拡かく声せい器きっぽい──が握られていて、ハキハキとした男の声が聞こえてくる。どこからか聞こえてくるＢＧＭと相まって、一ひと昔むかし前まえに流は行やった○○ブートキャンプ的なものを彷ほう彿ふつとさせる《アニマ》だ。

　あの声が届く範はん囲いは、すべて影えい響きよう下かに入るんだろうか。

　はた迷めい惑わくな能力すぎる。くそう、俺おれからこれ以い上じよう体重を奪うばう気か！

　ん、待てよ。

　俺は勝谷先輩を思いだした。鍛きたえ抜かれた筋きん肉にく隆りゆう々りゆうの体。暇ひまさえあれば筋トレをする筋トレマニア。あの人が一時間やそこらで終わるはずがない。二時間？　三時間？　考えたくもないが……半はん永久的に動き続けるんじゃ……。

　し、死んでしまう……。桜さくら子こはともかく、俺や舞まいさんなんか一般人の体力だぞ、それこそ血を吐いて

「ぶぱっ」

　舞さんの胸が揺れている。たゆん。ふゆん。みょん。むにゅん。すごい弾だん力りよくだ。踊っているみたいじゃないか。完全に目が釘くぎ付づけになって離れない。スクワットしながら凝ぎよう視し。はあはあ言ってる俺ってば、かなりのヘンタイさん？

　ちらっと桜子を見る。勝谷先輩云うん々ぬんを言いだす以前に胸を見てしまった。これっぽっちも揺れてない。ええっと……よかったなあ、運動の邪じや魔まにならなくて。

「舞、あんたの仕し業わざね！」

　なに!?　俺はてっきり舞さんの誘ゆう惑わくを防ぐために桜子が仕組んだのかと思ってたぞ。

「桜子さん、いいなあ。スクワットしても胸が痛くならないでしょう」

「それを言いたいためにゴンザブローを懐かい柔じゆうしたっての！」

　スクワットしながら言い争う図。

　しかもスクール水着（セーラー服付き）と裸はだかエプロン（疑ぎ似じ）である。端はたから見たら、何やってるんだこいつらと思う。が、食い入るように見ている俺もどうかと思う。

　だが疑問は残る。

　なんで勝谷先輩は能力を使ってるんだ？　舞に懐柔されたっていうけど、あの勝谷先輩が裏うら切ぎるとは思えないんだが……。

「ちょっと訊ききたいんだけど、舞さんはどうやって勝かつ谷や先せん輩ぱいを裏切らせたんだ？」

「直なお樹きくん、人には事情があるのです。強い人間が心の奥おく底そこまで鋼こう鉄てつでできているとは限りません」

「そりゃそうかもしれないけど」

　ひいふう言う俺おれ、はあはあ言う舞さん。エロス……はっ！　違うっつーの！　そうじゃねえ。真ま面じ目めにならなくちゃいけないのに、俺の煩ぼん悩のうは今日きようも平へい常じよう運転だ。くそぅ、俺はこんなにもヘンタイだったのか。

「前のフェーデで、勝谷先輩の表ひよう層そう心しん理りを読ませてもらいました。あの人はアポロンに入るべき人だった。想い人の近くにいるだけで満足し、自分からは変えようとしなかった。ううん、変えられなかった。そういう人のために伝でん説せつの木はあり、アポロンはあるのです」

「あんたねえ！　あんな強きよう制せい的に関係を押しつける木を、さも大事そうに崇あがめてるんじゃないわよ！　何？　恋れん愛あい至し上じよう主義とでも言いたいわけ？　はっ、バカじゃないの。いい加か減げん、目を覚ましたらどう？」

　スクワットをしながらでも、桜さくら子この毒どく舌ぜつは健けん在ざいだ。こいつは伝説の木が関わると、途と端たんに攻こう撃げき的になる。それに、多分だけど舞さん相手だと知らず知らずのうちに対たい抗こう心しんが燃え上がるんだろう。

　けれど……やっぱり釈しやく然ぜんとしないもやもやが残るんだ。なんだろう。いくら考えても、よくわからない。形にならない。それが気持ち悪い。

「恋ぐらい自分でやる。誰だれかに強制されたり、何かに保ほ証しようされないとダメになるような恋なら、そんなもの本ほん物ものじゃない！　相手の意い思しを無む視しした押しつけのどこが恋よ！」

　桜子の叫びに反はん比ぴ例れいして、舞さんの表情は硬くなる。視線は冷ややかになり、にこにこと笑顔で受け流す舞さんではなくなっていた。

　あれ、そういえば……舞さんってアポロンなんだよな。あれ？　えっと……くそっ、思いつきそうな気がするけど答えが出てこねぇ。あとちょい、あとちょっとなんだ。

「桜子さんは幸せな人ね。何かに後あと押おしされないと動けない、がんじがらめの人間もいることに気づかない。あなたは気づけない。女の子同どう士しのカップルを見たでしょう。彼女たちはすがりたかった。あなたにはわからないでしょうね」

「あんたたちが何を言おうと知らないけどさ。あたしは断だん固ことして拒きよ否ひするよ。強制的な結びつきなんて、あたしは認めない！　あたしがこの手でへし折ってやる！　あたしたちアルテミスは何度だってあんたらアポロンの前に立ちふさがってやる！」

　今にも嚙かみつかんばかりの勢いでがなる桜子と舞さんを見て、俺の中でもやっとしたものが、次し第だいにはっきりとした形になっていく。

　そういうことか。ずっと心につきまとっていた違い和わ感かんが、ようやくほどけた。

　が、それはそれとして──。

　ぎりぎりと睨にらみつける桜さくら子こ。でもスクワット。

　冷ややかに桜子の睨みを受け流す舞まいさん。でもスクワット。

　両者のやりとりをハラハラしながら見守る俺おれ。やっぱりスクワット。

　何これ？　この緊きん迫ぱく感かんの中で、はっふっひっという息づかいだけが、異い様ような空気を作りだす。誰だれもが思ってるんじゃないか？　勝かつ谷や先せん輩ぱい、空気読よんでくださいって。

　舞さんもまさか桜子と、こんな口こう論ろんをするとは思ってなかったのだろう。ちらりと恨うらめしげに窓の外を見る。俺を誘ゆう惑わくするつもりだったか知らないけど、効こう果か以上の副ふく作用に苦しめられてしまった。

　普通ならこのまま「ふんっ」とでも言って両者分わかれるのだろうけど、俺たちはスクワットに腕立て、腹ふつ筋きんといった筋トレセットを一晩中じゆうやる羽は目めになった。最後の方は桜子も舞さんも、お互いの主張など吹き飛び、「勝谷コロス」で統一されていたと思う。

　勝谷先輩は期せずして平和の使者になったのか？

　けど先輩のおかげで桜子と舞さんの本ほん音ねが聞けた。それに昼間、聞きに行ったことを加えれば、俺のやるべきことが自おのずと見えてくる。

　俺のキャラじゃないと思うし、実にお節せつ介かいだと思う。けど放ほう置ちするのも気持ちが悪い。

　まずは真実を知ってるであろう黒くろ木き先生に確かく認にんしなくちゃな。
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　早朝の学園は朝あさ靄もやに包まれ、いつもの学園とは異なる顔を見せていた。神しん秘ぴ的てきですらある。ぼんやりと浮かぶ霧中むちゆうの城。ふれると溶けてしまいそうな、儚はかない幽ゆう玄げんの趣おもむきを感じる。

　校門に近づくと一人の男だん子し生徒がたたずんでいた。俯うつむきがちで猫ねこ背ぜになっているのは勝かつ谷や先せん輩ぱいだ。こんなに朝っぱらからいるってことは、ひょっとして昨夜のあれからここで？　ため息が出るね。

　勝谷先輩は俺おれが近づいたのを察し、顔をあげる。

　いつも快かい活かつに笑う先輩は、ここにはいない。肩を落とし、申もうし訳わけなさそうに縮まっている。らしくねえ。らしくねえよ先輩。

「すまん」

　俺が近づくなり、勝谷先輩は腰を九十度に折り曲げた。

「謝るくらいなら裏うら切ぎらなきゃいいじゃないですか」

　意識して棘とげのある言い方をする。これくらい言っても構わないだろう。勝谷先輩は裏切られる桜子さくらこが、どんな想いをするのか知っているはずなのだから。

　自分から人が離れていくのを、桜子は人ひと一倍怖こわがっている。ったく金、雇こ用よう主ぬしって、あれだけ繫つながりがあるんだぞって強きよう調ちようすりゃ、いくらなんでも気づくっての。

　俺なんかよりずっと付き合いの長い勝谷先輩は、たぶん気づいているはずだ。その上でアルテミスを抜けようというのだから、舞まいさんはよほど的てき確かくに先輩の迷いを突いたのだろう。……それか勝谷先輩の悩みが、思いの外ほか深しん刻こくなレベルだったか。

「なんでアポロンに寝ね返がえったんですか？」

「オレの初はつ恋こいは話しただろ？　結局オレは動けなかった。想いを伝えず、一いつ緒しよにいるだけで幸せだった。幸せだと思っていた。けどあの人が卒業して遠くに行った今、本当に幸せだったのかって思うんだ。どんな結果になろうとも、想いを伝えるべきだったんじゃないかって。そうしなかったオレの想いは行き場をなくして、いつまでもくすぶり続ける。苦しいんだよ。時とき折おりどうしようもなく空むなしくて悲しくて苦しくなる」

　公園で見せた男泣おとこなきとは異なる涙が、勝谷先輩の瞳ひとみから滲にじみ、頰ほおを伝っていく。

　そういうことか。

　一途いちずに想い続けてきたのだから、そう簡単に気持ちは消えやしないだろう。しかも気持ちに決けつ着ちやくがついていないなら、なおさらだ。

「つまり先輩は、伝でん説せつの木を使って想いを伝えようってわけですか」

「男らしくないなら、男らしくないと言えばいい。告こく白はく一つできないオレを根こん性じようなしだと罵ののしればいい。だがオレにはもう、伝説の木を頼るしかないんだ。保証ほしようが欲しいんだよ。伝説の木の後あと押おしが必要なんだ」

「あははははっ」

　いきなり笑いだした俺に勝谷先輩は啞あ然ぜんとする。だってよ。笑わずにはいられねえだろ。

「す、すみません。でも勝かつ谷や先せん輩ぱい。その人、伝でん説せつの木を知ってるんですよね。だったら伝説の木を使うのは無む理りじゃないですか？　しかもアルテミスに所しよ属ぞくしていたなら、連れて行こうにも、かなり警けい戒かいされると思いますよ」

　あ、かくーんって顎あごが落ちた。ホントに気づいてなかったのか。

「先輩」

「んあ……」

　気の抜けた顔で見てくる先輩に、俺は性しように合わないと自覚しつつ話す。

「俺おれ、思うんですけどね。望んだ未来を手にするためには、自分から動かなくちゃいけないと思うんです。好きな人と恋人になりたいと願うのなら、先輩はここで告こく白はくが怖こわいとか、そんなことを言ってる場合じゃないと思います。何もしなかったら、何もしなかっただけの分しか得られない。そしてそれは、得たと言うにはあまりにも少なすぎる収しゆう穫かくですよ」

「水みず原はら……」

　勝谷先輩は表情を引き締め、それからふっと口くち元もとをほころばせた。

「後こう輩はいに説せつ教きようされるとは、オレもヤキが回ったな」

「すみません。偉そうなこと言いました」

「いや、そんなことはない。ありがとな。オレも……動いてみるか。今のままじゃ、距離は縮まらない。それは感じていたんだ。焦あせってたのかな。今まで近い場所にいたのが、急に離れたから……桜子さくらこには悪いことをした」

　けど舞まいさんの誘いに乗らなかったら、先輩はまだ立ち止まったままだったかもしれない。伝説の木を頼るやり方とは違うけど、一歩踏ふみだせたことには違いない。きっかけは大事だ。

「じゃ、先輩。俺は用があるんで」

「おう、またな。オレはこれから告白してくる」

「学校はどうするんです？」

「はっはっ、何を言う。青春の前に学校など塵ちり芥あくたも同じよ」

　俺はげらげらと笑い、目の端はしに浮かんだ涙を拭ぬぐった。勝谷先輩が筋きん肉にく以外の青春を追い求めるとはね。いいね、青春。格好かつこいいじゃん。

　無む言ごんで拳こぶしをぶつけ合い、その場を立ち去る。勝谷先輩も俺とは反対側がわに歩きだしていった。後は先輩次し第だいってことだな。しかしどんな人なんだろうね、先輩の思い人ってのは。

　願わくば上う手まくいって欲しいもんだ。




　薄もやの中をかき分け、向かった先は伝説の木。

　フェーデが始まっているため、桜の木は満まん開かいに咲き誇り、薄く光り輝く様さまは相も変わらず神しん秘ぴ的だ。幻げん想そうの世界に迷いこんだような錯さつ覚かくに囚とらわれながら伝説の木を見つめていた。フェーデ開始を告げる鐘かねの音ね。木が神こう々ごうしく輝くさま。それらを目もく撃げきしながら、俺はこの木を倒そうとしている。

「やっぱ……違うよな」

　がりがりと頭を搔かき、ぶはぁと大きく息を吐く。

　伝でん説せつの木を物理的に切ろうと思って倉庫からチェーンソーを持ってきたが……。結局、実行は見送ることにした。ずっと悩んでいたけど、脳のう裏りによみがえる桜子さくらこの言葉──ぐうの音ねも出なくする──が、俺おれの行動を思いとどまらせる。

　桜子の信しん条じようを俺が踏みにじるわけにはいかない。俺もまた、あいつの気持ちが格好かつこいいと思ったんだ。男の俺が格好悪わるいところを見せらんないよな。

　そもそも俺にはあれがある。その……ふ、ふらぐぶれいかぁという能力がなっ！　あーくそ、やっぱ恥はずかしい！

「恨うらみはないけど、お前がいると迷うんだ」

　チェーンソーをその場に放ほう置ちした俺は、拳こぶしを固めて伝説の木に歩み寄る。途と端たん、スッ転んだ。

　びたんと地面に叩たたきつけられ、微び動どうだにしない。むくりと顔を上げるが、危うく泣きそうになる。かなり痛い。完全に不ふ意い打うちだった。目め尻じりをこすりながら、そろりと足あし下もとを見る。雑ざつ草そうが結ばれていた。ちょうど足が引っかかるようにと。

　誰だれがやった悪戯いたずらだろうか。いやいや、悪戯？　馬ば鹿かを言っちゃいけない。俺にだってわかる。こんな偶ぐう然ぜんを仕掛けるのは一人──いや、一本しかいないってな。

　キッと伝説の木を睨にらみつける。

　こいつだ。

　こいつの言うフラグ立てというのに、俺は引っかかったのだろう。そう、おそらくは死し亡ぼうフラグという奴やつに。

　へ、上じよう等とうだ。

「俺、この戦いが終わったら桜子に言うことがあるんだ」

　っておい！　何を言いだすんだ俺は！　確かに言うことはあるけど、このタイミングで言うってことは、つまりあれに繫つながるだろ！

「ふっ、舞まいさんともっと早くに出会えていたらな」

　だーかーらー！　くそっ、この強きよう制せい力りよくはタチわりぃ！　勝かつ手てに口が動く、勝手に言葉を紡つむぐ、着々と死亡フラグを積み重ねていく！

「俺、あいつらのこと嫌きらいじゃなかったぜ……」

　………………は、ははは、いるなあ。こういうこと言って、一人突とつ撃げきして敵を足止めしたり、体張はって罠わなを止める奴。大たい概がい死ぬんだよ。でもよ、俺がそれになるのは勘かん弁べんだ。

　ゆらりと立ち上がると伝説の木を睨みつけ──るのはやめて、足下に注意を払いながら進む。仕方ないだろっ、痛かったんだよ！

　慎しん重ちように伝説の木に近づくと、不ふ意いに嫌いやな予感を覚えて顔を上げた。そこで視し界かいに変なモノを見つける。

　それは小さな点だったが、あっという間に眼がん前ぜんに迫ってきた。

　ソフトボール。

　点が何だったのかわかったときには、すでに回かい避ひ不可能な距離に達していた。

　やばい、危き機き感かんが全身を駆かけめぐると同時に頭の中で何かがひっかかる。

　あ、これは能力発はつ動どうの……。

　感かん触しよくをたぐり寄せる。手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜くように何かが外はずれ、爆ばく発はつした。

　ばさぁっと広がる漆しつ黒こくの片かた翼よく。

　と同時に、どん！　と目の前を通過するソフトボール。今……ボールがありえない角度で曲がった、ぞ。硬こう直ちよくしていた俺は錆さびついた首をぎぎぎっと動かし、転てん々てんとするボールを見やる。

　普通なら俺おれの顔面を直ちよく撃げきしたであろうボールは、命めい中ちゆうの直前で半はん円えんを描くという離れ業わざをやってのけた。どう考えても慣かん性せいに逆さからってる。

　それに──

　俺は飛んできた方を見上げる。

　ベーブルースだってここまでかっ飛ばせるもんか。そしてこれがこの速度で頭にぶち当たったら、脳みそをまき散らすかもしれん。

　……ふ、ふふふ、いい度胸どきようだ。てめえがその気なら、こっちだって容よう赦しやしないぜ。

　発はつ動どうが終わり、散っていった翼つばさの残ざん滓しを押しのけながら辺りを窺うかがいつつ慎しん重ちように歩く。上下左右どこから何が来ても大だい丈じよう夫ぶなように──ぐちょ。ねっとりとした感触を足あし裏うらに感じ、ぎくりと固まった。

　そろそろと俺の足あし先さきを見る。

　犬の糞ふんに足を突っこんでいた。……ほほぅ、こんな嫌いやがらせまで完かん備びとはね。はっはっはっ、やるなあ。

　褒ほめ称たたえるような笑い声がぴたりと止む。

「やぁ──────────────ってられるかぁ！」

　今までの慎重さを放ほう棄きし、猛もう然ぜんと駆かけだす。知ったことか知ったことか知ったことかぁ！　てめえの小こ細ざい工くなんざ、俺の根こん性じようとか色々なもんで乗り越えてやるよ！

　ずべしゃーぁ。

　何かに蹴け躓つまずいて顔面をすり下ろす。が、それがどうした！

「ふははははははははっ、どうした。お前の力はそんなものか！」

　地面にはいつくばって鼻はな血ぢだらだら流しながら煽あおる俺、カッコワルイ。おまけに、どうみても悪あく役やくっぽいセリフじゃないか。

　て、

「ぬのわぁぁぁぁぁぁっ！」

　突然、どるんどるんと禍まが々まがしい音を立ててチェーンソーが踊りだした。慌あわててエビぞりになって回かい避ひする。あ、あああ、危ねぇ！　危うくスライスされるところだった！

　さっき蹴躓けつまずいたときにスイッチが入ったらしい。ていうかコレ、俺おれが持ってきた奴やつだよ！　いつの間に先さき回まわりしたんだ!?　伝でん説せつの木はデタラメすぎる！

　びちびちと跳ねるチェーンソーは、意志を持ったモンスターのように俺を狙ねらってくる。くそっ、まさか伝説の木の奴、俺がこれで切ろうとしたことに気づいてたんじゃねえだろうな。意い趣しゆ返がえしってのはもうちょっとセンスフルにやってもらいたい！

　抗こう議ぎするのは後あと回まわしにして、ごろごろと転がって距離を取る。

　その勢いのまますちゃっと膝ひざ立だちになると、空から手てっぽいテキトーな構えを取った。そっちがその気なら俺だって黙だまっちゃいねーぞ。

　意識を集中させる。思いだせ、あの感覚だ。《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》を発はつ動どうするときの感覚を、自分の意志で再さい現げんするんだ。

　目を閉じて集中の度ど合あいを深めようとしたら、チェーンソーが唸うなりを上げて躍おどりかかってきた。って、俺のバカ！　目を閉じたらナチュラルに奇襲きしゆうされるじゃねーか！

　横よこっ飛とびで攻こう撃げきをかわすと、さっきと同じように地じ面めんを転がって距離を取る。ふはははははっ、同じ攻撃が二度も通じると思ったら──

　直後、背中ですぱぱぱーん！　と小こ気き味みのいい破は裂れつ音おんが鳴り響ひびき、針で刺されたような痛みがいくつも走る。

「ぎゃああああああああああああああああ!!」

　前のめりになる俺は、はっとなって横に倒れる。するとチェーンソーが今いた場所をずばばばっとえぐった。

「こ、コンボかよ。おいおい、段だん々だん過か激げきになってきてないか？」

　荒々しく息を吐き、背中をさする。ひりひりする。あーこれ、きっと花はな火びか何かだ。かんしゃく玉だまとか爆ばく竹ちくとか、そんな感じのモノ。小学生の時、やんちゃして爆竹を食らったことがあるけど、あれによく似てる。

　それにしてもたった数十メートルという距離が、とてつもなく長ちよう大だいに横たわっていた。

　けど、まだ伝説の木にたどり着いていない。やるべきこと──違うな。俺のやりたいことをやってない。

　ぺろっと額ひたいから伝ってきた血を舐なめ取る。ふっと自然に笑えみがこぼれた。俺、自分に酔よってるなあ。

　自覚しながらも、ふつふつと湧わいてくるこの感情はなんだ。無む理りだと諦あきらめる気が微み塵じんも起きないのはなんでだ。わからん。けどこの熱さは嫌きらいじゃない。体を突き動かす原げん動どう力りよくは心だ。そう思える熱さが体からだ中じゆうを駆かけめぐる。

「俺を止めたいなら、ミサイルでも持ってきやがれ！」

　中なか指ゆびを押っ立てて宣せん戦せん布ふ告こく。決まったね。

　すると足あし下もとがぐらりと揺れた。かなり大きな揺れに俺おれは思わず膝ひざをついてしまう。

「おいおい、まさか地じ震しんまで起こせるってのかよ」

　冷ひや汗あせが滲にじみでる。が、そうではないらしい。そうではなかったが、かなり異常な事じ態たいに直面する。

「なぁ!?　ちょっ、それは反則だろッ！」

　めりめりと地じ面めんからぶっとい根っこが浮き上がり、さながら触しよく手しゆのように宙を漂う。その数は十本を軽く超えている。もはや伝でん説せつの木は単なる植物の域いきを超え、一つのボスキャラへと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　……ちっ、顔が浮きでてきたら、そっこーで悪あく役やく認にん定ていしてやるのに。

　内ない心しんで減らず口を叩たたくと、それを読み取ったように根っこが襲おそってくる。

　しなりを加えた一いち撃げきを咄とつ嗟さに横よこっ飛とびでかわす。

　一いつ瞬しゆん前まえまで俺がいた位置を根っこが強したたかに打ち据すえる。びしゃりと地面を叩く音は、俺の神しん経けいをひやりとさせた。

　そろそろと振り向けば、その箇か所しよだけ綺き麗れいに地面がえぐれている。

　おいおいおいおい、頼むぜ。さっきまでの遠とお回まわしな嫌いやがらせはどうしたよ。直接攻こう撃げきってどうよ。なっ、そこは空気読よもうぜ。どう考えても俺の能力と釣つり合わん！

　困こん惑わくする俺をよそに、二に撃げき、三さん撃げきと攻撃は続く。

　そのたびに不ぶ格かつ好こうに「ふぁ」「ほわ」といった奇妙きみような悲鳴をあげて地面を転がる。飛びこみ前ぜん転てんって、こういう時のために習うのな！　マジで体育の授業が役立つとは思わなかったぜ！

　けどなんとか避けているものの、避けるので手て一いつ杯ぱいだ。そもそもこの距離から一歩も近づけねぇ。これ以上近づくと、まともに喰らっちまう。

　俺がじりじりした焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれていると、足首を摑つかまれた。

「うおっ！」

　摑まれたと思った瞬しゆん間かん、俺の体は宙を舞っていた。見れば足下から毛もう細さい血管みたいな細い根っこが伸びて、足首に絡からまっている。太い根っこに気を取られすぎて、すっかり失しつ念ねんしていた。

「ちくしょう！　生物だか理科だか、もっと真ま面じ目めにやっとくんだったーッ！」

　宙ぶらりんにつり上げられた俺のセリフを継いで、根っこが頰ほおを叩たたく。

「ッ！　ってーなこのヤロウ！」

　今度は反対。

　口の中が切れて、血の味が広がっていく。頭を左右に振られたせいで、ぐらぐらする。意識もぼんやりしてきた。くそっ、なんだよ俺の体。弱っちぃじゃねーか。こんなんで俺はあいつらに何か主張しようってつもりだったのかよ。情なさけねぇ。

　ふと気づけば、根っこが俺おれの鼻はな先さきでゆらゆらと揺れている。

　あたかも躾しつけのなっていない子に「反省したか？」と促うながしているようだった。これでカチンとこないわけがない。ここで尻尾しつぽを丸めちまうようなら、俺は端はなっからこんなことしようとは思わねーよ。

　苛いら立だち？　怒り？　わかんねーけど、俺を突き動かすエネルギーがこみ上げてくる。身体からだも心も熱くなって仕方ねえや。この熱を、お前は理解できねえんだろうな！

「つーかよぉ。人の心がわからねーから、お前は所しよ詮せん伝でん説せつ止まりなんだよ！」

　弾はじける引ひき金がね。広がる翼つばさ。

《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》

　俺の体から半径十五メートルの範はん囲いにあった根っこが形を失い、地じ面めんに落ちていく。支えを失った俺の体もぼてっと地面に落とされた。受け身なんか取れるわけもなく、思いっきり背中を打ちつけた俺は激しく咳せきこみながらも、中なか指ゆびを立てることだけは忘れない。

「けふっ……ざまーみろ。だがな、コレで終わりじゃねーぞ。あー、くそっ、金にもならないのに何やってるんだ俺は」

　よろめきながらも立ち上がると、悲鳴じみた声が飛びこんできた。

「直なお樹き！」

「直樹くん！」

　振り返ると制服姿すがたの桜子さくらこと舞まいさんが立っていた。お、到着か。本当なら切り株かぶにでも腰こし掛かけて、悠ゆう々ゆうと待ってる予定だったんだがなあ。

「あんた何やってるのよ！　さっさと戻ってきなさい！　伝説の木に敵てき意いを向けると、防ぼう衛えい本ほん能のうが刺し激げきされて敵てき対たい者しやを排はい除じよするの！　ただでさえ今回は暴ぼう走そう気ぎ味みなんだから、どうなるかわからない！」

　ほー、そうだったのか。そういうことは、もっと早くに言ってくれ。言ってもやっただろうけどな。

「直樹くん……」

　舞さんの手には置き手紙が握られていた。俺が書いたものだ。『伝説の木を倒してくる。後で来い』とだけ書いてあるもので、こんなに早く来るとは思っていなかった。

「悪いな舞さん。俺はどうにも伝説の木が気にくわないみたいだ」

　俺は伝説の木を見た。奇き跡せきじみた現げん象しようを起こすこいつは、どんなつもりで人の心に介かい入にゆうしているのだろうか。それのおかげで、生まれなくてもいい軋あつ轢れきが生まれたとして、こいつは心を痛めたりするのだろうか。

「桜子と舞さんが喧けん嘩かを始めた理由──聞いたよ」

　そう言うと桜子たちは驚き、続いて気まずそうな顔をする。お互いに避けていた過去を、目の前に引っ張りだされたような居い心地ごこちの悪さがあった。

「二人には黙だまってたけど、俺おれ、舞まいさんに告こく白はくした男子に話を聞きに行ったんだ。因いん縁ねんの元げん凶きようになったってわりに、意い外がいといい人で困るな。さわやかでイケメンだったし、ありゃモテるのもわかる」

　へへっと笑うが、桜子さくらこたちの反応はない。

「初しよ等とう部ぶの頃、舞さんにクラスの男子が告白した。それ自体は微笑ほほえましい一ひと幕まくだ。けど裏に事情があった」

「直なお樹き！」

　桜子の鋭い声が俺を貫つらぬく。普ふ段だんならここで押し黙だまるだろうけど、このときばかりはそうもいかない。何しろ、俺は二人の関係をぶちこわしに来たんだからな！

「告白は罰ばつゲームだったんだ。その事実を知った桜子は二人の仲を引き裂さくため邪じや魔まをした。それはもう徹てつ底てい的に。桜子は友達のため、まっすぐに行動した。実にこいつらしいじゃないか」

　けれどその行為は、よりにもよって舞さんから拒きよ否ひされた。

　なんで邪魔するの、と。

　嫉しつ妬としているの、と。

　事じ態たいをややこしくしたのは、桜子も舞さんもその男子を好きだったってことだ。結果、桜子は腹いせに邪魔をしたと言われ、男子は騒そう動どうが大きくなるにつれて舞さんから離れていった。

　ちなみに告白した男子は、罰ゲームだったけど本気で好きだったらしい。恥はずかしかったから、告白する後あと押おしが欲しかったと照れくさそうに教えてくれた。うん、青春してるね。俺とは大おお違ちがい。

　つまり元凶と言いながらも、誰だれかが悪わる者ものだったという話じゃない。よくある話の一つでしかないと思う。少なくとも高校生の今となってみれば、笑い話ですませてもおかしくない。

「桜子が舞さんを邪魔したのは、男子が罰ゲームで告白してきたと知ったからなんだ。ちゃんとした理由があった。あいつは嫉妬とか、悪わる気ぎがあって舞さんの恋こい路じを邪魔したわけじゃない」

　そう言って舞さんを窺うかがうが、反応は薄い。そんな舞さんの反応を見て、内ない心しんで「やっぱりな」と嘆たん息そくする。

「舞さんは男子からの告白が罰ゲームだって知ってたんだろ？」

「っ!?」

　桜子が舞さんを向き、マジマジと見つめる。そうか、桜子はそのことに気づいていなかったのか。

　ほんの少し逡しゆん巡じゆんした舞さんはうっすらと笑えみを浮かべて「ええ……知っていましたよ」と告白した。ちっとも動どう揺ようしたところは見られない。

「だろうな。舞さんがアポロンに所しよ属ぞくしている理由を考えればわかる。舞さんにとって罰ゲームはきっかけにしかすぎない。大事なのは、きっかけから何が生まれるかだ」

　満足げな微笑みでうなずく舞さんに対し、俺は言い当てた満足感なんて皆かい無むだった。逆にこの反応で、舞まいさんが気づいていないとわかった。むしろこの流れを察して、はっとなった桜子さくらこが俺おれを見てくる。

　悪いな、桜子。でもはっきりしなきゃいけないだろ。

「直なお樹きッ、待ま──」




「そのきっかけが、男子からの告こく白はくがフェーデだったとしたら──どうする？」




　桜子の制せい止しする声を振り切って、真実を告げる。

　今度こそ舞さんの表情が崩くずれた。余よ裕ゆうが消えて『まさか！』といった顔で、こちらを見てくる。やっぱり舞さんは気づいていなかったか。そして桜子は、そのことを知ってたんだな。アルテミスに所しよ属ぞくし、フラグを壊こわす側だったからこそ気づけた強きよう制せい力りよくの影えい響きよう。舞さんが味わっていない力を桜子は知っていた。だから気づけた。

　罰ばつゲームで告白した男子から話を聞いたとき、俺は真まっ先さきに思った。

　あの猪ちよ突とつ猛もう進しんな桜子が真実を伝えない理由ってなんだ？

　あの一ひと癖くせも二ふた癖くせもある舞さんが男子の罰ゲームに気づかなかった？

　ありえないだろ。

　ああそうさ、ありえない。

「黒くろ木き先生に頼んで当時のことを重じゆう点てん的に調べてもらったんだ。結果はまさにドンぴしゃだったぜ。確かにフェーデが発生していた。舞さんとその男子の間でね。黒木先生も新しん任にんで学園に来たばかりの頃だったから、よく覚えてくれてた。念のため、そのフェーデに関わったＯＢとも連れん絡らくを取ってもらったから間違いはないよ」

「そんなはずありません！　伝でん説せつの木の下で告白をされていたら、わたしだって覚えています！　覚かく醒せいしてフェーデのことを知れば気づくはず！」

　余よ裕ゆうを失った舞さんは髪かみを振り乱してまくし立ててくる。

「いや、気づけないわけがあるんだ。たぶん、成長した舞さんが告白された場所に行けば気づけたと思う。俺も告白場ば所しよに行ってみたけどさ。その告白でフェーデが始まったと知らなきゃ、影響を受けてたなんて気づけない」

「告白された……場所？」

　さすがに初しよ等とう部ぶの頃となれば、記き憶おくもあやふやなのだろう。困こん惑わく顔で記憶を探り始める。

「初等部と高こう等とう部ぶの境目さかいめぐらいに、綺き麗れいに刈かり込まれた植え込みがあるだろ？　舞さんが告白を受けた場所ってのは、あそこなんだ。思いだせた？」

　初等部の生徒だろうが高等部の生徒だろうが、学園の敷しき地ち内ないならどこに行ってもかまわないけど、一応というか線せん引きみたいな形で植え込みが壁として並んでいる。

　内部進しん学がく組ぐみの舞さんはすぐに思い当たったのであろう、脳のう裏りに告こく白はく場所を思い描いて、次の瞬しゆん間かんはっとなった。

「そんな……」

「背の高い植え込みが視し界かいを遮さえぎってるから伝でん説せつの木は視界に入らない。ただし初しよ等とう部ぶの頃に限るけどな。今の舞まいさんなら、視界に伝説の木を収められるだろうさ」

　あまりのことにさすがの舞さんも言葉を失っていた。顔色は青あお白じろくなり、ぐらっと身体からだが揺れてたたらを踏む。

「これは俺おれの推すい測そくにすぎないけど、告こく白はくした男子はなるべく人のこない場所で告白したかったんじゃないかな。だから初等部から離れていて、かつ高こう等とう部ぶの人にも見られないよう植え込みで身を隠かくすように告白したんだと思う」

　女の子と二人きりで話しているところを誰だれかに見られたら、どんな風ふうに茶ちや化かされるか。そんな経験がない俺でも、やっぱり避けたいと思うもんな。

「で、でもフェーデもきっかけには違いありません！　わたしはアポロンの代表です！」

　慌あわてふためきながらも舞さんは自分の胸に手を当てて、大きな声で言いきった。けど無む理りをしているのは誰の目にも明らかだ。それもそのはず。だって舞さんは──

「アポロンであるはずなのに、舞さんは自分が伝説の木を使うことに抵てい抗こうを感じてる。自覚はあるんだろ？」

　俺の指し摘てきで舞さんはぎくりと身体をこわばらせる。

　思い返せば舞さんの主張は他ひ人とのことばかりで、自分がこうなりたいとは一いつ切さい言っていなかった。端はたから見ている分には他人が幸せかどうか一いち目もく瞭りよう然ぜんでも、自分が幸せかどうかなんて自分じゃ判はん断だんつかないもんだ。

「桜さくら子こが政せい略りやく結けつ婚こんでも幸せそうな両親を羨うらやましがって、心のどこかで舞さんの主張を認めているように──」

　言いながら桜子を見やり、

「舞さんも強きよう制せい的てきな恋に当とう事じ者しやの意志が介かい在ざいするのか不安に思ってる」

　今度は舞さんに目を向ける。

　二人とも俺の言葉を受けて気まずそうに顔を背そむけた。その反応をからすると、お前らにも心当たりがあるんだろ。ったく素直じゃねえよな。

「桜子が舞さんにフェーデだった事実を言わなかったのは、そこだよ。伝説の木による強制力だと知ったら、舞さんは自分自じ身しんの気持ちを信じられたか？　告白した男へ向けた自分の気持ちが、偽にせ物ものかどうか疑わなかったか？」

「………………それは……」

「桜子は舞さんが大切だから、傷つくと思ったから黙だまってた。フェーデに勝利して伝説の木を否ひ定ていし続け、舞さんの考えを改めさせようとしていたんだ」

　だからこいつは、あんなにも《アニマ》を失いたくなかったんだ。こうしてみればよくわかる。俺おれに告こく白はくするという反はん則そく技わざまで使ってフェーデに勝とうとした理由もな。

　桜子さくらこを見れば、凄すごい目つきで睨にらみつけられていた。図ず星ぼしだったようでなによりだ。たまには俺にもしたり顔をさせろよ。

「ひょっとしてさ。舞まいさんの初はつ恋こい、だったか？」

「…………」

　無む言ごんはときに有ゆう言げん以上に雄ゆう弁べんだ。幼い恋でも、それは本ほん物ものだった。初恋だからこそ、桜子が躍やつ起きになっていたのかもしれない。

　なあ桜子。お前が伝でん説せつの木を嫌きらう気持ちは痛いほどよくわかるぞ。

　お前は悔くやしかったんだろ？　罰ばつゲームで友達がからかわれていることを知って邪じや魔ましても、強きよう制せい力りよくのせいで何もできなかったに違いない。初めてのフェーデのとき、俺が保ほ健けん室しつで味わった無力感むりよくかんをお前も味わったんだ。

　加えるなら、桜子はすでに覚かく醒せいしていたのかもしれない。

　あいつは覚醒したとき、《アニマ》が発はつ動どうできなかったと言っていた。話しているときの悔しそうな表情は、フラグをへし折る力があったのに使えなかった歯がゆさじゃないかと思う。

　俺は相手が他人だったからまだしも、桜子は大切な友達が対たい象しようだった。

　さんざん妨ぼう害がいされて、聞く耳を持ってもらえなくて──友達からも疎うとまれて、変な噂うわさにまでなった。

　それでもお前は諦あきらめきれなかったんだ。

　じゃなきゃ、寝ね言ごとで涙ながらに訴えたりしねえだろ。ああいうの、やめろよ。学校で俺をどついているときも、笑っているときも、怒っているときも、わがまま言っているときも──その裏で泣いてるかもしれないって思ったら、お前の言げん動どうも行動も素直に受け止められねーだろ。お前は何も考えず、バカやってるくらいでちょうどいいんだよ。

　しかし俺の言葉を受けても事じ態たいは動かない。

　長年、表おもてに出ることがなかった事情を白はく日じつの下にさらされたものの、桜子と舞さんはお互いに視線をそらして一言もしゃべらない。ときおりちらりと相手を窺うかがうが、すぐに視線をそらしてしまう。お互いに気まずさがあり、どんな反応をすればいいのか、どんな一歩を踏みだせばいいのかわからずに戸と惑まどっている。

　長い年月を経て錆さびついた関係は、ちょっとやそっとじゃ動かない。動けない。

　ふぅ、と一つ息を吐く。

　じゃあ、その一歩目めは俺が踏みだしてやんよ！　動けねえってんなら、無む理り矢や理りにでも動かしてやる！

　俺は黙だまりこくっている二人に背を向けて伝説の木と対たい峙じする。

「お前らはフェーデ越しに話なんかしないで、真正面からぶつかり合ってみろよ！　なまじフェーデなんかをやってるから、お互いの主張をぶつけ合ってるような錯さつ覚かくに陥おちいってるって、どうして気づかないんだ！　色んなしがらみで雁がん字じ搦がらめになって身動き取れねぇってんなら、俺おれがお前らの関係を──お前らの間に立ちふさがる障しよう害がいをぶち壊こわしてやる！」

　想いの限りをぶちまけた俺は、ぎゅっと拳こぶしを固めて伝でん説せつの木に歩み寄る。

　あの一いち撃げきが思いのほか有効だったのか、伝説の木にあともう少しというところまで近づいても根っこの攻こう撃げきは再さい開かいされなかった。しかし当然ながら、これで終わりなわけがない。途と端たんに天気が曇くもりがちになり、ゴロゴロと不ふ吉きつな音をさせた。

　おいおい、マジか。トドメを刺さすだけのフラグが貯たまったってか？

　ピカッと雲くも間まを走る稲いな光びかり。聞き分けの悪い子供をしつける鞭むちに見える。

　さ、さすがに死ぬんじゃね？　なあ、マジで。格好かつこつけたヘタレの末まつ路ろには相応ふさわしいって言いたいのか？　《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》って言っても限界ってのがあるだろ。

　あまりのことに身を竦すくませ、空を凝視ぎようししていると幾いく筋すじもの稲いな妻ずまが一いつ箇か所しよに集しゆう束そくしていく。通常あり得ない光こう景けいを目もく撃げきし、心しん臓ぞうが一回どくんと跳ねた。

　──来る！

　直ちよつ感かんが引き金トリガーを引き絞しぼる。

《分岐粉フラグ・ブレイ────》

　だが唐とう突とつに襲おそってきた目眩めまいのせいで片かた膝ひざをつく。

　うおっ何だ！　何が起きた!?

　事じ態たいがわからず動どう揺ようする俺の脳のう裏りに、かつて無む数すうの天てん使しを出して疲ひ労ろう困こん憊ぱいになっていた桜子さくらこの姿すがたが浮かぶ。

　つまるところ、俺は能力を使いすぎたらしい。

　空を見上げる視し界かいが真まっ白しろに染そめられ、頭上から圧力が降ってくるのを感じる。

　死──

　呆気あつけないほど明確に思い浮かんだ未来。

　日常からはかけ離れた未来が、容よう易いに想そう像ぞうできた。

　ところが直ちよく撃げきの瞬しゆん間かん、目を閉じることさえ忘れていた俺の視界に、大量の天使と直径二メートルはあろうかという真まっ赤かな玉たまが割りこんでくる。

「直なお樹き！」「直樹くん！」

　心強い声が萎なえかけていた俺の気持ちを支える。

　あいつら……！

　天使たちは大おお玉だまに群がり、大玉を奔ほん流りゆうにぶつけようと立ちはだかる。その光景はさながら運動会の大玉転ころがしだ。

　だが天使たちがいたのはほんの一いつ瞬しゆん。

　初めに大玉がゴムみたいに変へん形けいし、次し第だいにほつれて糸が宙に広がると、粒子りゆうしになって消えていった。

　大おお玉だまの次は天てん使したちだ。

　盾たてを失った天使たちがぐにゃりと変へん形けいし、悲鳴もあげずに笑顔のまま粒子りゆうしと化す。

　天使も大玉も、あっという間に光の奔ほん流りゆうに巻きこまれて散り散りになっていった。二つの防ぼう壁へきが消えると同時に背後で小さな悲鳴が聞こえ、地じ面めんに倒れる音が耳に届く。黒くろ木き先生のマ○オハンドと同じく、フィードバックが二人を襲おそったのだろう。あれだけ大量の天使と糸を一気に消しよう滅めつさせられたのだから、それは相当な負ふ荷かだったに違いない。

　それでも時間にして数秒という、わずかな時間稼かせぎ。

　たったそれだけの時間。

　だけど、それで十分だ。

　二人が稼いでくれた時間を無む駄だになんかしない！

　俺おれはぎっと奥おく歯ばを嚙かみしめ、震える足でしっかと地面を踏みしめた。腰に溜ためた拳こぶしを固く握りしめて、渾こん身しんの力で天に突き上げる。

　初めは金属と融ゆう合ごうした漆しつ黒こくの片かた翼よくが。

　続いて純じゆん粋すいにして純じゆん白ぱくの片翼が。

　天を貫つらぬかんばかりに生えてくる。

　お前がフラグ立てるなら、そんなもんいくらでもへし折ってやるぜ。てめえのフラグをへし折って、俺はそれを上回るフラグを立ててやんよ！




　ぶっ飛べフラグ！

「ふぅぅぅっぅうらあああああぐぅぅぅぅ！　ぶぅれいかぁぁぁぁぁッッッッ!!」




　物もの凄すごい衝しよう撃げきがすぐ側そばから放たれる。

　俺は巨きよ人じんの平ひら手て打うちを喰らったみたいに身体からだが投げ飛ばされ、ごろごろと地面を転がった。凄すさまじい轟ごう音おんは耳の奥まで貫き、意識をめった打ちにする。ふらふらする頭を抱えて現げん場ばを振り返ると、ごっそりと地面がえぐれていた。

　そして舞い散りながら光の粒子となって消えていく白しろ黒くろの羽。

　震える足を叱しつ咤たして立ち上がると、背後の二人を見やる。

　地面に座りこんでいる桜子さくらこは親おや指ゆびを立て、舞まいさんはひらひらと手を振っていた。

　ホントは最初から最後まで俺の手でやるつもりだったけど、まあ、ヘタレヒーローは一人じゃダメダメってことだな。

　ふへっと自嘲じちよう気ぎ味みでありながらも、満足げな笑えみを浮かべて伝でん説せつの木にたどり着いた。

　満まん身しん創そう痍いという言葉が相応ふさわしい。根っこに叩たたかれた両頰ほおは赤く腫はれ上がり、鼻はな血ぢは出るわ、口の中は血まみれだわで、喋しやべるのも億おつ劫くうだ。小石がめり込んだ額ひたいからも血が滴したたり、俺の顔を彩いろどる。おまけに何度も何度も転んだせいで、制服は泥どろだらけ、すり切れていた。打ち身は言うに及ばず、全身くまなく痛んでいる。

　はは、よくもまあこれだけやってくれたもんだ。

「伝でん説せつの木よぉ。俺おれはお前を嫌きらってないぜ。でもちょっとばかり奇き跡せきを軽かる々がるしく見せすぎたな。単なるおまじないの道具でいりゃよかったんだ。それぐらいでちょうどよかったんだ」

　右手を固め、振りかぶる。

「じゃあな伝説の木」

　ごつごつとした幹みきに拳こぶしを叩たたきこむ。

　拳に衝しよう撃げきが走り、伝説の木が揺れた。比ひ喩ゆではなく、俺が殴なぐった箇か所しよからざわざわと這はい上がっていき、そして──

　花びらが一いつ斉せいに弾はじけ飛んだ。

　ぶわっと広がり、はらはらと落ちてくる花はな吹雪ふぶきの中にたたずみ、俺はそっと目を閉じた。伝説の木に関わった人たちの想いは、この花びら一枚一枚に込められているのかもしれない。だからこそ美しく、見み入いってしまう魔力まりよくがあるのかもしれない。

　手のひらを伸ばし、花びらを受け止める。

　ふわりと載のった花びらは手に触れた途と端たん、淡あわ雪ゆきが溶けるように消えていった。
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　想いは儚はかない。だからこそ壊こわさないよう、壊れないよう臆おく病びようになる。

　──なんて台詞せりふは俺の柄がらじゃないな。

　すべてが終わったという疲ひ労ろう感かんと充じゆう実じつ感がじわっと滲にじみ、同時に全身を気け怠だるさが包みこむ。立っているのもしんどくなって、幹にもたれかかった。

「へっ、やってやったぜ」

　すげー疲れた。各かく種しゆ手当が欲しいな。それよりもまず──

　寝させてくれ。
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　【エピローグ】




　あれから一週間が過ぎ、なぜか俺おれは天てん文もん部ぶの部室にいた。

『なぜか』というのは白しら々じらしいか。訂てい正せいしよう、すっかり入り浸びたっている。なんか居い心地ごこちがいいんだよなぁ。文化系の部室棟とうだから静かだし。

　伝でん説せつの木を丸まる裸はだかにひん剝むいてやった次の日、まだ包ほう帯たいも取れていない俺が登校するなり、桜子さくらこにやられたのだと囁ささやかれた。違うぞー、桜子だったらこれじゃすまないぞー。と訂正しておいたので安心だ。これが桜子の耳に入ったら、俺の身が危険かもしれないけどな。

　伝説の木が散ったせいか校こう則そくはのきなみ元通りにされ、クラスも以前と同じに戻っている。はた迷めい惑わくな強きよう制せい力りよくだったなあ。

　あの日以来、部室内に桜子の姿すがたはない。勝かつ谷や先せん輩ぱいもいない。いるのは朝あさ倉くらさんだけだ。そして朝倉さんはサンドイッチを片手に、クロスワードを解いている。

　俺の感想を知るよしもない朝倉さんは無表情だ。

　そして朝倉さんは顚てん末まつを知っても無反応だった。

　彼女らしい。

　眼鏡めがねのつるを押し上げ、涼すずしげな目つきで俺を見る。クールビューティっぷりは変わらんなあ。男ならたじろいでしまいそうな視線にも、もう慣れた。桜子に慣れたせいか、朝倉さんなんて可愛かわいいもんだ。桜子に比べれば朝倉さんの冷れい視し線せんなんて、頰ほおを染そめてうるうる見つめてくるのに等しい。

　……朝倉さんがそんな顔になったら、いろいろやばいけど。

「桜子や舞まいさんから何か連れん絡らくあった？」

　もきゅもきゅとサンドイッチを食べながら訊きいてみる。朝倉さんからお裾すそ分わけされたサンドイッチ、超ちよう絶ぜつうめえ。ツナマヨ最高。しかも塗ってあるのがマーガリンじゃないぞ、バターだ。お、そういや、朝倉さんが自じ前まえで弁べん当とうを持ってくるのって初めてじゃないか？　節せつ約やくか。いいね、なんなら主婦御ご用よう達たしの激げき安やすスーパーを教えてあげてもいい。

「旅行先さきで派は手でに喧けん嘩かしてるみたいです。昨日きのう、電話で興こう奮ふんしてました。……殺さつ人じん事件を起こした後の犯人みたいで、ちょっと怖こわかったです」

　朝倉さんが怖いというくらいだ。相そう当とう興奮してたんだろう。にしたって、朝倉さん言い得て妙みような例えをするなあ。

　桜子と舞さんは現在一いつ緒しよに旅行中だ。あの出で来き事ごとの後、なぜだか知らないけどチケットが俺のポケットにねじこまれてあった。……ま、犯人はわかってる。この場合、自じ作さく自じ演えんっていうのかな。俺の《アニマ》がフラグを立てたのは伝説の木に対してだけじゃなくて、桜子と舞の仲直りフラグでもあったのかもしれない。

　しかし桜子さくらこも舞まいさんもやったか。

　お前らにはそっちの方が似に合あってる。真まっ正しよう面めんからぶち破って、蹴け散ちらして、腰に手を当てて覇は王おう然ぜんとしておけ。二人とも背中で語れる女だ。

「先せん輩ぱいには電話が来なかったんですか」

「来るわけがない」

「……そうですか」

　あまり納なつ得とくしていない様よう子すの朝あさ倉くらさんは、眼鏡めがねを押し上げて首を傾かしげる。噓うそは言ってないぜ。電話は来なかった。メールは来たけどな。

『ムカツク』『殴なぐりたい』『バーカ』『舞ちゃん』『今の間違いだから！　忘れろ！』

『桜子さんが』『桜子さんったら』『聞いてください、桜ちゃんがひどいのです』

　とまあ、毎日こんな具合ですよ。どうだ心が温まるだろう。俺おれは嫁よめ姑しゆうとめの間に挟まれた旦だん那なさんの気持ちがわかって、そっこーケータイを閉じたけどな。

　二人らしいメールの数々に俺は返信をしていない。どうせそんなの期待してないだろ。

　そんな桜子と舞さんから今け朝さ届いたメール。

『帰る』『戻ります』

　はは、双ふた子ごのタイフーンが上陸だってよ。騒さわがしくなりそうだ。

　サンドイッチのお礼に紅こう茶ちやを入れようと思った俺は、椅い子すを鳴らして立ち上がる。窓まど際ぎわでティーセットをいじっていると、校門にいる赤あか城ぎさんと牧まき口ぐちさんを見つけた。俺が初めて直接関わったフェーデの対たい象しよう者しやだ。

　二人とも手こそ繫つないでいないが、とても幸せそうに見える。彼女らを見送りながら、俺はふと気になって朝倉さんに聞いてみた。

「そういやさ。今回のフェーデってやたらと強きよう制せい力りよくが強かった気がするんだけど、理由はわかったの？」

「その件についてですか。はっきりとした原因はわかっていませんが、おそらく水みず原はら先せん輩ぱいのせいだと思います」

「俺ぇ!?」

　んなアホな。異い議ぎあり！　被ひ告こくは無む罪ざいを主張します！

「ＯＢの方々からも聞き取り調査しましたが、過去に同じ事じ例れいはなかったそうです。そして水原先輩のような能力を持った覚かく醒せい者しやもいなかった」

「そんなこと言われてもなぁ」

「先輩の《アニマ》って、強いと思いませんか？」

「いくら強くたって自分で制せい御ぎよできないぞ」

「これはあくまでも私の推すい測そくですが、先輩の《アニマ》は伝でん説せつの木と同どう質しつの能力ではないでしょうか。だから先輩が《アニマ》を使い、能力を発はつ動どうさせるたびに伝説の木は自分がフラグを立てていると思いこみ、余よ計けいな負ふ荷かがかかっていた」

「……負荷が溜たまって暴ぼう走そうしたってこと？　にしたって錯さつ覚かくで負荷を感じるってどうよ」

「人間だって外部から電でん極きよくを刺して刺し激げきすれば反応が起きます」

　淡たん々たんと告げられれば、なるほどなー、と頷うなずくしかない。こりゃ参まいった、苦にが笑わらいしか出てこない。どちらにせよ、伝でん説せつの木の暴ぼう走そうを抑える必要があったんだから、俺おれのしたことは無む駄だではなかったってことかね。

「水みず原はら先せん輩ぱいが気に病やむ必要はありません」

「ん、ありがとな。気を使ってもらって」

「私はフナムシ保ほ護ご団体に所しよ属ぞくしていますから」

　そんな団体あってたまるか！

　ティーカップを朝あさ倉くらさんの前に置きつつ、向かいのパイプ椅い子すに座る。朝倉さんのサンドイッチを眺ながめていたら、ぐぅっとお腹なかが鳴った。……これは恥はずかしい。

「たははっ……」と照れ笑いをしていたら、すっと目の前にバスケットが差しだされた。サンドイッチと朝倉さんを交こう互ごに見やり、おずおずと訊きいてみる。

「た、タマゴ……は、いいデスカ？」

「いいですよ」

　ぱんぱんと朝倉大だい明みよう神じんにお参りしてからサンドイッチを取り、大切にちまちまと食べる。うまーっ。ん？　なんで朝倉さんは俺を見てるんだ。もしかしてマヨネーズが付いてるとか。

　顔を撫なでる俺を見て、朝倉さんは珍めずらしいことに小さく笑い声を上げた。

「違います。何もついていません。ただおいしそうに食べるなと思いました」

「桜子さくらこにも言われたな」

「桜子さん……にもですか」

　あれ？　何か不ふ服ふくそう。や、やっぱタマゴはダメだったのか。ハムサンドにしておいた方がよかったのか。ごめんなー、だってタマゴ好きなんだよ。

　紅こう茶ちやも入れてしまったし、どうやって機き嫌げんを取ろうか考えていると、クロスワードが目に入った。ここは秘ひ技ぎ《話題逸らしカウンター・ワード》を炸さく裂れつさせるしかあるまい。

「クロスワードって賞しよう品ひんが当たったりするんだろ？　朝倉さんは当たったことある？」

　もしあるなら投とう資しする価か値ちがあるかもしれない。

「ありますよ」

　言うなり、朝倉さんは財さい布ふを取りだしてお札さつを出してきた。なんだ？　と思ってよく見たら、お米券けんだった。がばっと取りにかかる俺。ひらりと避ける朝倉さん。しばしお互い無む言ごんで見つめ合う。

「見せるだけです」

「そこをなんとか」

　米があればいろいろできるんだ。

「あげてもいいですけど」

「うおおっ、マジ神さま！」

　お米券けんごと朝あさ倉くらさんの手を包み込み、ぶんぶんと振りまくる。なんというハッピーな日なんだ。む、朝倉さんの手は細いな。よし今度はそのお米券で、俺おれがおにぎりを作ってあげようじゃないか。いっぱい食ってふくよかになれ。

「あ、あの撫なでないで」

　弱々しい声で言われたので、俺は朝倉さんの手を撫でていることに気づいた。

「うよーっす！　桜子さくらこさんのお帰りだよー！」

　勢いよくドアが開けられ、俺たちは固まる。桜子も固まった。

「……何やってるの？」

「い、いやあ……なんだろうね」

「……私は嫌いやだって言ったのに、水みず原はら先せん輩ぱいが無む理り矢や理り……」

　ちょっ！　それは冗じよう談だんにしてもきついって！　桜子が冗談だと気づく前に一発二発殴なぐら──

　めきょ。

　ちっちゃな拳こぶしが、俺の頰ほおにクリーンヒットした。

　どんがらがっしゃーんと椅い子すから転げ落ちる。サンドイッチは死し守しゆした。だが俺はできた人間じゃないから反対側がわの頰は差しだせないぜ。つーか頭が揺れてまともに立てないんだが……。

　ぴくぴくと痙けい攣れんする俺を見下ろし、桜子は腰に手をやった。ここまで仁に王おう立だちが似に合あう女はいないと思うね。あ、ぴぅって窓から風が入ってきて、ちらっとパンツが見えた。靴くつの裏うら側がわも見えた。鼻はな先さきに固いものが──

「ぶばはっ」

　ちょー痛い。不ふ可か抗こう力りよくなのに。見たくもないのに。でも縞しまパンだった。ちょっとラッキー。俺は縞パンに熱い情熱を傾ける男なのだ。女は縞パンを子供っぽいって言うけどな。そこがいいんだ。

　……ロリコンじゃないヨ？

　よろしい、ならば秘ひ書しよ系けい美人が縞パンを穿はいていたとしよう。ガーターストッキングまで完かん璧ぺきなのに、なぜかそこだけ無む防ぼう備びに縞パン（秘書系なのでローレグ紐パンだ）。引いたお前は不合格。まっとうな人間としてイキロ。が、それも有りだなと思った諸しよ君くん。君らは選ばれた英えい雄ゆうだ。誇ったらダメだが自覚はしよう。後あと戻もどりはできねえってな。

「はっ」

　目が覚めた。一いつ瞬しゆん意識が飛んでたみたいだ。なんか、ヘンなことを考えていたような気がする。もしかしてあれか？　俺の深しん層そう心理が表おもてに出たのか？

「ヘンタイ！　ヘンタイ！　ヘンタイ！」

「お前……言い過ぎだ」

　がくがくと震える足で立ち上がる俺おれ、マジでバンビちゃん状態なんスけど。

　どっかと席に座った桜子さくらこは足を組み、腕を組み、はんっ！　と鼻はな息いき荒あらく俺を見下ろす。

　ナニ？　この閻えん魔まさまに突きだされた罪ざい人にん状態。言われる前から「地じ獄ごく行き」って言われているようなもんじゃねえか。

「事情を聞きましょうか」

「そっちが先だろうが！」

　殴なぐる前に聞けよ。文明人になろうぜ。

「わたしも聞きたいです」

　いつの間にか舞まいさんが戸と口ぐちに立っていた。

　ちょっ……一いつ緒しよに部室に来るなんて仲がいいッスねお二人さん。

　それ以前に俺ってばピンチじゃね？　伝でん説せつの木と対たい峙じしたときよりも、ずっと怖こわいし、死を間ま近ぢかに感じるんだけど。

　は、ははは、言いい訳わけスキルを上げないと死し亡ぼうフラグが次々と立つんじゃないか、俺の人生ってばさ。そういえば男の言い訳スキルは、人生の半分を費やさないとレベルアップ分の経験点が貯たまらないとか。天てん性せいの素そ質しつが関係してくるとか。せちがらいなあ。







「それにしても、あんたの能力であんなことができるとは思わなかった」

「俺も思わなかった。人の顔って、ここまで変へん形けいするもんなんだな」

　アンパ○マンの親しん戚せきになった俺は、パイプ椅い子すに座りながらぐったりしていた。舞さんでも朝あさ倉くらさんでもいい。頼むから止めてくれ。

「あのよー、なんで俺だけ乱らん暴ぼうな対応なんだよ。朝倉さんとか勝かつ谷や先せん輩ぱいと違いすぎるだろ」

「えっ……と、それは……」

　素そ朴ぼくな疑問に面めん食くらい、視線を彷徨さまよわせる桜子は両手を胸の前で合わせ、くにくにと指の屈くつ伸しんをする。その間もずっと見ていたら、ようやく覚かく悟ごを決めたのか、やけくそ気ぎ味みに叫んだ。

「楽なんだもん！」

「…………お前なぁ」

「あんたは舞にも目をつけられてるし、舐なめられたら負けだと思ったし……」

　お前は近所の野の良ら猫ねこかっ！

　心を許してないからって威い嚇かくするのはよせ。

「途中とちゆうで、あんたが裏うら切ぎらないのはわかったケド……。全ぜん然ぜん怒らないで付き合ってくれるから、遠えん慮りよなく接しても受け入れてくれるって思ったら……つい。その……美み緒おやゴンザブローとは違う気安さが感じられて」

　嬉うれしかったんだもん。

　ってなごにょごにょした呟つぶやきは、俺おれの聞き間違いかね。

　……聞き間違いじゃないみたいだ。舞まいさんは必ひつ要よう以上にニコニコしていて、朝あさ倉くらさんは揶や揄ゆした眼差まなざしを俺に向けている。桜子さくらこは顔を薔ば薇ら色いろに染そめ、俯うつむいてしまった。

　なんてことはない。

　野の良ら猫ねこは野良猫でも、桜子は子こ猫ねこだったわけか。

　コミュニケーションを取ろうにも、加か減げんがわからない。子猫や子こ犬いぬがじゃれ合いながら、相手を傷つけない力ちから加減を学習していくのと同じ。きっと桜子はクラスメイトのふざけあう姿すがたが羨うらやましかったんじゃないかと思う。加減はともかく、俺との接し方は気安い友人のそれだ。

　朝倉さんが一番の仲良しだとは思うけど、気安さという点ではちょっと違う感じがする。勝かつ谷や先せん輩ぱいに至っては、先輩というわかりやすい立ち位置がある。これを崩くずすのは桜子の本ほん意いではないだろう。

　やれやれ、面めん倒どうくさいことで。

「そ、それに、あれってツッコミっていうんでしょ？」

「違うから!?　普通、ツッコミで人は悶もん絶ぜつしないから!?　本ほん場ばでは毎年死し人にんが出るとか、ウソだからな!?」

　お前のは断じてツッコミじゃねぇ！　って、なんで可愛かわいらしく小こ首くびを傾かしげちゃってるの？　何言われたかわかってない？　無自覚かよ、余よ計けいにタチわりぃ！　って舞さん、そうだったのですね、とばかりに手をぽんと叩たたかないで！

　ため息を盛せい大だいについて、桜子の肩をぽんぽんと叩く。

「んじゃ、そのうちでいいから適てき度どに暴ぼう力りよくは控ひかえるように」

「う、うん、ごめん。……怒った？」

　上うわ目め遣づかいで見るなバカ。もう伝でん説せつの木によるフラグ立てもなくなったんだぞ。俺をドキドキさせてどうする。

「バーカ、そんなことで怒るわけないだろ」

　動どう揺ようのあまり、つい桜子の頭を撫なでてしまった俺は、撫でたあとではっとなった。しまった、思わず子供と接するのと同じ感覚でやっちまった！

　殴なぐられるのか、それとも罵ば倒とうされるのか、俺はびくびくしながら桜子を窺うかがう。

　するとぽかんとした桜子は「な、何やってんのよ……！」と、照れくさそうにそっぽを向きながら、嬉しげな微笑ほほえみを浮かべていた。

　い、意い外がいな展開だぞ。死なずに済んだみたいだけど、別のところで死し亡ぼうフラグが立っている気がする。うん、舞さんや、そのニコニコはやめよう。すげえ怖こわい。

　しかしこの部室に舞さんがいるってのも違い和わ感かんがあるな。アルテミスの対たい抗こう組織の親おや玉だまだぞ。まあ、もう俺おれが伝でん説せつの木を散らしちまったから、これも終わりか。

　俺は窓の外に目を向け、丸まる裸はだかになった伝説の木を思い浮かべた。フェーデを終えた木は、花びらだけじゃなくて葉っぱまでも散っていた。《分岐粉砕フラグ・ブレイカー》って凄すごいのな。他ひ人と事ごとみたいに関心しちまったよ。

　でもま……

「これでフェーデやらなんやらが終わるってのは、桜子さくらこたちも物もの寂さびしい気持ちにもなるんじゃないか？」

　俺の発言に女じよ子し三人は、こぞってきょとんとした。え、えっと……ヘンなこと言ったか？

「あんた……もしかしてアレで終わりとか思ってるの？」

「直なお樹きくんは甘いです。伝説の木はあれくらいで力をなくしたりしません」

　え、マジ？　噓うそだろ、俺ってば結けつ構こう頑がん張ばったんだぜ。二度目はあんまりしたくないっていうか、勘かん弁べんして欲しいっていうか。遠えん慮りよしたいんですけど。

「今は力を失ってるけど、また復ふつ活かつするわよ。あんた、伝説の木をなめんじゃないわよ。あんたみたいなひよっこにやられるほど、大ボスはヤワじゃないんだから」

「はは、そうですか」

　あの大たい木ぼくに比べれば、俺なんか若わか造ぞうもいいところ、小こわ童つぱも同どう然ぜんなんだろうな。樹じゆ齢れい何なん年ねんなんだ、あれは。

「つ、つーかさぁ。な、直樹はどっちを選ぶ気だったのよ」

「は？」

「フェーデのこと。あたしと舞まいのうち、あんたはどっちを選ぶ気だったの？」

　そういやーそんなこともありましたねー。

「伝説の木は力を失ったし、効果は切れてる。もう関係ないだろ」

「だから例えばの話よ。例えば」

　桜子の奴やつ、なんでこんな話題を振るかね。

「わたしも興味きようみありますね」

　頰ほお杖づえをついて、俺を見てくる舞さん。笑っているけれど、俺の本ほん能のうが危険を知らせている。選択肢を間違えるな。間違えたら即そく死しするぞ、ってね。

「私も興味あります」

　思いがけない言葉に、桜子と舞さんがぐりんと顔を向けた。二人の女じよ帝ていから放たれる視線を見事に受け流し、朝あさ倉くらさんは癖くせ毛げの髪かみ先さきを指で巻き巻きする。す、すごいな朝倉さん、俺ならとりあえず謝るね。

　俺と朝倉さんが微笑ほほえみ合っているのを見て（俺は苦笑くしようだったけどな）、桜子と舞さんはひくひくと頰ほおを引きつらせながら俺を見てくる。桜子なんか、もう憤ふん怒ぬに近い。いや、あのね、別に桜子の友人に手を出したわけじゃないぞ。朝倉さんとのあれは誤ご解かいだし、今の発言は俺を罠わなに嵌はめようという朝あさ倉くらさんの策さく略りやくなんだから。

「直なお樹き」

「直樹くん」

「水みず原はら先せん輩ぱい」

　三者の視線に晒さらされた俺おれぴーんち。気き絶ぜつ。早く気絶しないと！

　……へ、へへへ、そう簡単にできれば苦労はしない。

　俺はよろりらと椅い子すから立ち上がり、両手で頰ほおを叩たたく。覚かく悟ご。ことを成すには覚悟が必要だ。

「よし、そこまで言うなら言ってやる」

　空気がピンと張りつめた。

　ちょ……言ったら殺されるんじゃないか。

「俺は────」

　ごくり。

　言っちゃうぞ。言っちゃうからな。

「誰だれも選ばん！」

　ぶち。上うわ履ばきが飛んできた。

　ガふ。ティーカップが額ひたいにクリーンヒット。

　ぎょん。クロスワードがフリスビーみたいに飛んできた。

　三さん連れんコンボの前に俺はあえなくノックダウンする。ああ、やっと気絶できそう。はいはい、わかってます。ヘタレですみませんね。

　からーんころーん。

　あ、フェーデの鐘チヤイム。始まったのか？　何かが始まるのか？　始まって欲しくないなあ。







　あとがき




　馬から落ちることを落らく馬ばというのなら、駱らく駝だから落ちるのは落らく駝だというのかな？

　などと考えつつあらすじを書いているのが僕です。どうも初めまして、黒くろ宮みや竜りゆ之うの介すけと申します。ちなみにこのあらすじでテイク４です（途と中ちゆうで保ほ存ぞんをミスったので実質５です。あらすじ一つ書くのに僕は何をやっているのでしょうね）。

　手に取って読んでくださった方、ありがとうございます。面白かったでしょうか？　あなたが費やした金きん銭せんと労ろう力りよくに、少しでも釣つり合う対たい価かを提供できたなら幸いです。

　一巻より二巻、二巻より三巻の方が面白い。

　そう言って頂けるように精しよう進じんしていく次し第だいです。が、この論ろん法ぽうで行くと面白さが無む限げんに存在しない限り、ネズミ講こうになっちゃうんじゃないかなーと思う次第。面白さ限界突とつ破ぱ！　って語ご呂ろもよければ心が燃えるのですけど、僕には荷の重い言葉です。

　だから面白さ抽ちゆう出しゆつ中！　ぐらいで一つご勘かん弁べんを。

　そんなドモホルンリンクルのように、一いつ滴てき一滴作さく者しやの中から絞しぼりだされる面白さを見つめるお仕事──それが編へん集しゆう者さん。

　ということで流れるように謝しや辞じへ突入です。

　声をかけてくださった担たん当とうの吉よし岡おかさん、ありがとうございます。プロットの直しも改かい稿こうも随ずい分ぶんと辛しん抱ぼう強く付き合って頂き、申もうし訳わけなさと感謝でいっぱいです。ちなみにドモホルンリンクルの人と違って、絞りだす手伝いまでしてくれるナイスガイなのですよ。しかも雑ぞう巾きんを絞るように抽出したそれを、こしてさらに不ふ純じゆん物ぶつを取り除く仕事もしてくれます。

　続いてイラストを描いてくださったはりかもさん。素す敵てきなイラストをありがとうございます。ラフを見たときディスプレイの前で悶もだえました。桜さくら子こってこんなに可愛かわいかったっけ？　とか予よ想そう以上の威い力りよくにノックダウン寸すん前ぜんです。

　その他、この本に関わったすべての方々に最大級の感謝を。ありがとうございます。

　また修しゆ行ぎよう時代、某ぼう所しよの投とう稿こうサイトで出会った皆様にもお礼申し上げます。学生時代がモラトリアムなのだとしたら、あそこを利用していた期間は第二のモラトリアムと言えるものでした。そこで何を考え、何を感じ、何を得たのか自分ではわかりませんが、五年、十年したらそれもわかってくるのでしょう。ただ今は、幸運な巡り合わせに感謝するだけです。

　さて最後にもう一度、読者の皆様にもお礼申し上げます。誰だれかに読まれることでその物語は完かん結けつすると言います。つまりあなたが読むまで、この物語は未完結ということです。最後の締めくくりが充足に満ちた吐と息いきであることを願いつつ、これにて失礼いたします。





黒宮竜之介
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黒くろ宮みや竜りゅう之の介すけ

東京都で生まれ、関東の片田舎で育つ。今年こそ受賞、今年こそ受賞。そんなことを呟きながら投稿を続けて幾年。気づいたらデビューに至る。ここを書きながらも、まったく自覚がありません。いつか自覚できる日がくるのでしょうか……。
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はりかも

島国でのんびり絵描きをしています。

猫とお酒が大好きです。

ＨＰ◇http://071.hariko.com/
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ふらぐ・ぶれいかぁ




～フラグが立たったら折おりましょう～
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